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今 日, 自然環境の保護は,地球規模で考えていかなければならな

い国際的課題です。 自然に触れ,親 しみ,楽しみながら地球の生い

立ちや 自然の仕組み,人間と環境を学ぶことを目的 として,茨城県

は,岩井市大字大崎に「茨城県自然博物館 (仮称 )」 の建設を計画 し

ました。その建設予定地内には,埋蔵文化財包蔵地である原回遺跡 ,

北前遺跡及び高崎貝琢が所在 してお ります。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県教育委員会 と埋蔵文化財発掘

調査事業について委託契約 を結び,平成 2年 4月 から平成 4年 3月

まで埋蔵文化財の発掘調査 を実胞 してまいりました。

本書は,平成 2・ 3年度に調査 を行った原口遺跡,北前遺跡の調

査成果を収録 したものであります。本書が,研究の資料 としてはも

とより,郷上の歴史への理解 を深め,ひ いては,教育,文化の向上

の一助 として,広 く活用されますことを希望いたします。

なお,発掘調査及び報告書の刊行にあたり,委託者である茨城県

教育委員会 をはじめ,岩井市,岩井市教育委員会等関係機関及び関

係各位から御指導,御協力を賜 りましたことに対 し,衷心より感謝

の意を表 します。

平成 5年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長  勝4田  勇



例   言

1 本書は,平成 2。 3年度に茨城県教育委員会の委託により,財団法人茨城県教育財団が,発

掘調査を実施 した茨城県岩井市に所在する,原 口遺跡,北前遺跡の発掘調査報告書である。

なお, 2遺跡の所在地は,次のとお りである。

原口遺跡    岩井市大字大崎字原口150-6ほ か

北前遺跡    岩井市大字大崎字北前672ほ か

2 原口遺跡,北前遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は,次のとお りである。

平成 4年度初めの組織改正により,従来の企画管理課は,企画管理課 と経理課の二課に分か

れることになった。
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3 本書に使用 した記号等については,第 4章第 1節 「遺構 。遺物の記載方法」の項を参照され  、

たい。

4 本書の作成にあたり,遺構,遺物については栃木県立博物館主任研究貝橋本澄朗氏から御指

導をいただいた。獣骨,魚骨の鑑定及び貝の成長線分析等については,埼玉大学教授小池裕子

氏の御指導を得た。炭化材の分析については,パ リノ・サーヴェイ株式会社に依頼 した。

5 遺跡の概略

遺 跡 名 原口遺跡・北前遺跡

フ リガナ ハラグチイセキ 。キタマエイセキ

副   題 茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内埋蔵文化財調査報告書

シ リー ズ 茨城県教育財団文化財調査報告第83集

著   者 大 森 雅 之

編 集機 関 財団法人 茨城県教育財団

発行機 関 財団法人 茨城県教育財団

住   所 〒 310 茨城県水戸市見和 1丁 目356番 2号

発 行 日 1993(平成 5)年 3月 31日

所収 遺 跡 市 町 村 コ ー  ド 緯 東 経 標 一局

原 口遺跡 岩 井  市 08218-35 36° 0′ 01〃 139° 54′ 54〃 17.8m

北 前遺跡 岩 井 市 08218-36 36° 0′ 08〃 139° 55′ 54〃 18.Om

所 収 遺 跡 主 な 時 代 主  な  遺  構 王ヽ な 連逗 物

原 口遺跡
縄文時代後期 住居跡11軒,土坑60基 土器,上製品 (耳飾・土驀片錘 )

石製品 (打製・磨製石斧)

北 前遺 跡

縄文時代前期

古墳時代前期

住居跡37軒,土坑80基 ,

掘立柱建物跡 3棟,溝
5条,井戸 2基

土器,土製品 (土玉),石 製品 (管

玉・祗石),金属製品 (刀子 )
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

茨城県教育委員会は,野鳥観察地で自然環境に恵まれ,緑豊かな菅生沼西岸台地の岩井市大字

大崎に「茨城県自然博物館 (仮称 )」 の建設を計画 した。 自然博物館は,児童,生徒 をはじめ夕く

の人々が自然界の仕組みや茨城の自然の特色などを楽 しく学び, 自然を愛する豊かな人間性及び

科学する心 を養える博物館 として計画されたものである。

この建設事業に先立ち,茨城県教育庁文化課 自然博物館建設準備室は,茨城県教育委員会へ建

設予定地内における埋蔵文化財の有無について照会 した。これに対 し,茨城県教育委員会 は,現

地調査 を実施 し,建設予定地内に原口遺跡,北前遺跡及び高崎貝塚の 3遺跡が所在することを回

答 した。平成 2年 2月 に,茨城県教育委員会は,茨城県教育庁文化課自然博物館建設準備室 と文

化財保護の立場から,埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を重ねた。

その結果,現状保存が困難であることから,記録保存の処置を講ずることとなり,調査機関 と

して財団法人茨城県教育財団が紹介された。茨城県教育財団は,茨城県教育庁文化課 自然博物館

建設準備室 との間に埋蔵文化財発掘調査に関する業務委託契約 を締結 し,平成 2年 4月 1日 か ら

原口遺跡,北前遺跡の調査を実施することとなった。

第 2節 調査経過

原口遺跡,北前遺跡の発掘調査は,平成 2年 4月 1日 から平成 3年 6月 30日 までの 1年 3か 月

にわたって実施された。以下,調査の経過について,そ の概要 を月ごとに記述する。

(平成 2年度 )

4 月 9日 から発掘調査に必要な事務所や原口遺跡の現場倉庫設置,調査機材搬入などの諸

準備 を行った。19日 には,発掘調査の円滑な推進 と作業の安全を願って,鍬入れ式 を挙

行 した。原口遺跡の遺構確認は,調査区を西部か らA・ B・ C・ Dの 4区に区分 し,東

西方向の トレンチによる試掘を実施 した。

5 月 A・ BoC区 は, 4分の 1ま で試掘 を行 ったが,遺構 を確認することができなか った。

東部D区は,南部の トレンチから遺構が確認された。そこで,D区 の南部は,人力によ

る表土除去を実施 した。遺構は,竪穴住居跡11軒,土坑60基等を確認 した。 D区の中央

部から北部にかけては,遺構は確認できなかった。第 1号住居跡から第 3号住居跡の遺

構調査を18日 から開始 した。
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6 月 第 4号住居跡から第 9号住居跡の調査に入 り,実測図の作成及び写真撮影 を行 った。

土坑内貝塚 も確認され,貝 のほか魚骨等 も出上 した。28日 に原口遺跡の竪穴住居跡 9軒 ,

土坑60基の調査 を終了し,北前遺跡へ現場倉庫を移設した。

7 月 北前遺跡の調査に入 り,A区 の除草作業 を行った。 9日 からグリッドによる試掘 を開

始 した。その結果,竪穴住居跡,土坑及び多量の土師器片が検出されたので,25日 か ら

重機による表土除去を開始 し,併せて遺構確認作業を行 った。

8 月 第 1号住居跡から第 8号住居跡の調査に入 り,実測図の作成及び写真撮影 を行 った。

第 4号住居跡は,一辺が約 8mの方形の住居跡で,掘 り込みも深 く,時間がかかった。

9 月 5日 に岩井市立長須小学校 6年生77名 ,25日 に岩井市立第一小学校 6年生 115名 が校

外学習で見学にきた。B区のグリッ ドによる試掘 を開始 し,竪穴住居跡等が確認された。

10 月 9日 からB区の重機による表土除去 を開始 し,並行 して遺構確認作業 を実施 した。A

区,第 16号住居跡までの調査 を終了し,補足調査により,第 4・ 8号住居跡の炉周辺床

面から炭化米を検出した。

11 月 15日 からC区のグリッドによる試掘を開始 した。その結果,溝,土坑等を確認 した。

12 月 B区 の第25号住居跡内地点貝塚の貝 (カ キが主)を取 り上げ,第24号住居跡までの調

査 を終了した。 3日 から補足調査 と並行 して図面整理等を実施 した。 5日 か らC区の重

機による表土除去を開始 し,並行 して遺構確認作業を実施 した。28日 から年末,年始の

休業に入った。

1 月 7日 から調査 を再開した。 C区の第25号住居跡から第28号住居跡の調査 と併行 して ,

D区のグリッドによる試掘を開始 した。23日 にはD区の試掘を終了した。その結果,竪

穴仁居跡や土坑等を確認 した。29日 か ら況地説明会の準備 を進めた。

2 月 2日 に原口・北前遺跡の現地説明会 を実施 し,遺構,遺物を一般公開した。見学者は,

269名 を数える程の盛況であった。 5日 に,北前遺跡のA・ B・ C区の航空写真撮影 を実

施 した。重機により,D区 の表土除去を開始 し,並行 して遺構確認作業 を実施 した。そ

の結果,竪穴住居跡 8軒,土坑81基,溝 2条,井戸 1基を確認した。

3 月 8日 に発掘調査報告会 を実施 した。 C区は,第28号住居跡までの調査 を終了 した。 11

日からC区の補足調査,安全対策を実施 し,14日 から遺物搬出作業,現場テン トの撤収

を行った。25日 に岩井市役所,岩井市教育委員会等への報告 を以て,平成 2年度の調査

を終了し,現場事務所を閉鎖 した。

(平成 3年度 )

4 月 9日 から現場作業を開始 し,D区 の第29号住居跡,第 71号土坑から遺構調査 を開始 し

た。第30号住居跡から地′ミ貝塚が検出され,調査 を慎重に進めた。
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月 調査Iれ :第29号住居跡から第額号住居跡ま|で槻り込み,実割図の作成凛蝉 を

行った。第郵号住居跡からは,南関東系の壷がLL土し塩 雨末の目が続き,やや調査の

1遅れが目立ってきた。

月 ゴ41講遺班D―区の遺構調査も終了に1逓づき,第30号住居跡の具の1調査は50cmの方眼.メ ッ
ー

シエを組みィセタシコン図の作成や果の1駐,上げを行つ427日にD区の航空写真を撮

影し,蔦崎貝塚への現場合車移譲準備を行ゎた●30日に.1と前遺跡D区の議巻を終了し,た。
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第 2章 位 置 と 環 境

第 1節 地理的環境

原口遺跡,北前遺跡の 2遺跡は,茨城県岩井市大字大崎に所在 し,岩井市役所の南南東約 5.6

kmに 位置している。

岩井市は,茨城県の南西端に位置し,市域は,南北にやや長 く,東西約12km,南北約16km,面

積は91.46附である。人口は43,743人 (平成 4年 5月 1日 現在)を擁 している。北は猿島町,東は

水海道市,西は境町,南は利根川を挟んで千葉県野田市に接 している。当市は東京都心か ら45km,

常磐自動車道の谷和原 ICか ら約15分という近距離にあり,市の中心部を県道土浦野田線,古河

岩井線,結城岩井線が通 り,県西と県南地域,茨城県と千葉県を結ぶ交通の要衝である。さらに,

市の北部を首都圏中央連絡自動車道 (圏央道)が横断する計画もある。

当市は,猿島台地の南東部に所左し,洪積台地である当台地と利根川,飯沼川,東仁連川やそ

の支流域に形成された沖積低地から成 り立っている。猿島台地は,北西から南東方向へ伸びてお

り,標高15～ 20mの台地で,利根川をはじめ飯沼川 。東仁連川支流の小河川により開析された沖

積低地が樹枝状に入 り込み,非常に複雑な地形を形成 している。この台地は,畑地として利用さ

れ,特産品には「ねぎ, レタス」等の野菜生産が盛んで,千葉,東京方面に出荷する都市近郊型

の農業を行っている。沖積低地は,水田地帯になっており,特に利根川の流域には多く見られる。

猿島台地の露頭では,台地を構成している地層及び貝化石の観察ができる。この貝化石は,特

に,鬼怒川の河岸,河床の露頭に見つけることができる。当台地を構成している地層には,貝化

石,貝砂を含む成田層下部と成田層上部がある。この貝化石を含む地層には小形有孔虫の化石 も

入っており,こ の有孔虫を調べることにより,古東京湾時代の気候や植生などの古環境を考える

ことができる。さらに,成田層の上に黄褐色砂や黄褐色粗砂を含む竜ヶ崎砂礫層,そ の上に灰白

色の粘土層である常総粘土層,そ して,表上の下を厚 く覆う赤褐色の関東ローム層となっている。

原口,北前両遺跡は,菅生沼の西岸にあり,原 口遺跡は,調査面積3,092m2で,菅生沼から西に

入り込んだ谷津の谷津頭南側台地の縁辺部に所在 し,標高17～ 18mで現況は畑である。北側は,

沖積低地で水田になっており,当遺跡との比高は 4m程である。北前遺跡は,調査面積26,908m2

で,菅生沼に舌状に突き出した台地上に所在し,調査区は中央部からほぼ南方向に緩やかに傾斜

している。標高17～ 19mで,現況は畑である。当遺跡のある台地北側は,菅生沼から西へ入 り込

んだ沖積低地で,水田となっている。台地 と水田との比高は 7～ 9m程である。
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第 2節 歴史的環境

猿島台地の南東端部に位置する岩井市や飯沼川及び菅生沼の右岸の台地上には,『茨城県遺跡

地図』によれば,数多くの遺跡が分布している。しかし,現在までのところ岩井市内の遺跡発掘

調査は,極めて少ない。岩井市史編さん委員会では,昭和50年 に上出島古墳群の発掘調査 を行っ

ている。さらに,平成 2年度に拾ニゴゼ貝塚,駒寄遺跡,嵩首ぎ娑 〈9〉 の発掘調査を実施 して

いる。これらの調査によって,原始,古代の様子が明らかになりつつある。ここでは,岩井市及

びその周辺の遺跡について,時代をおって述べることにする。

岩井市内では,現在のところ先土器時代に編年されている遺跡,遺物は発見されていないが,

縄文時代になると多くの遺跡が確認されている。飯沼川から菅生沼及び鬼怒川流域の台地上には,

貝塚が数多く見られる。飯沼川,(古 )鬼怒川流域は,貝塚の形成と海進,海退による汀線の変動

の研究に重要な地域である。水海道市北部に位置する縄文時代早期の花島貝塚は,昭和16年 に日

本古代文化学会によって調査が行われ,ヤマ トシジミを主体 としてサルボウ,マガキ,ハマグリ,

オキシジミ等を出上している。同時期の遺跡は,茨城県教育財団が発掘調査した奥山C遺跡〈33〉

がある。前期の遺跡としては,花島貝塚の北西部に位置し,当教育財団が発掘調査した大生郷遺跡,

当遺跡の南西約 2kmに 香取神社脇貝塚 (14〉 がある。中期から後期にかけての遺跡としては,矢作

貝塚 〈6〉,高崎貝塚 〈5〉,法師貝塚,宝光院貝塚 〈16〉 などがあげられ,加曽利E式から加曽

利B式の上器片が採集されているが,今は湮滅している。現況は,畑,宅地である。高崎貝塚は,

平成 3年度に当教育財団によって発掘調査されている。後期の遺跡としては,菅生古谷遺跡(20〉 ,

うちもりや ほんどう          すがしうら く9)                                                    たて  だい

内守谷本郷遺跡 〈29〉,東 浦遺跡 〈17〉 なとめあ げられる。後期から晩期の遺跡は,内守谷館の台

遺跡〈30〉 ,拾ニゴゼ遺跡などがある。拾ニゴゼ遺跡は,利根川の氾濫原に西面する台地端のゆる

い傾斜地上に位置し,晩期前半の住居跡 1軒を確認している。

弥生時代の遺隊としては,当遺跡の付近に,大崎遺跡,上野B遺跡 〈27〉 ,向 山遺跡 (22〉 など

が確認されている。弥生時代の遺跡は,数少ないが,今後の発掘調査を待つことにしたい。

古墳時代の遺跡は数多く確認され,水海道市内守谷町に,当教育財団が発掘調査 した奥山A遺

跡 〈32〉 ,西原遺跡 〈34〉 がある。奥山A遺跡では,前期の住居跡 3軒,西原遺跡では,後期の住

居跡15軒が検出されている。古墳は,岩井西高校建設に伴い発掘調査をした上出島古墳群をあげ

ることができる。第 1号墳から第 3号墳のうち,特に第 2号墳は全長56mの前方後円墳であり,

その後円部頂 と墳丘の裾部から壷形埴輪の配列が検出されている。さらに,後円部に設けられた

粘土椰からは,滑石製勾玉,管玉,鉄剣,鉄鏃,鉄斧,鉄針が出上しており,こ のような出上遺

物から,上出島第 2号墳の築造年代は 5世紀代の前半と考えられる。同じような古墳として,茨

城県下の鬼怒川流域では最大級の墳丘規模 (約70m)を もつ八千代町香取神社古墳をあげること
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ができる。当遺跡の北約 6.5kmに ある高山古墳は,岩井市を代表する円墳であるが,明治45年 に

土取 りにより破壊 され,そ の際出土した直刀,刀,金環などは東京国立博物館に収め られている。

平成 2年度,筑波大学により再調査 されたが,遺存状況が悪 く,墳形,規模 を確認することがで

きなかった。主体部は,雲母片岩 (筑波石)を 使用 した横穴式石室である。半谷古墳群は,現在 ,

方墳 と円墳の 2基が残っている。高山古墳の南には辺田古墳群 〈7〉 ,矢作古墳群 〈8〉 などがあ

げられる。さらに,飯沼川,菅生沼右岸の台地上には,上神田山古墳群 (10〉 があり,そ の中の

1つ で延命院の境内にある約 9mの円墳は「将門山古墳」 と呼ばれ,10世紀に上野,下野 と下総

地方を支配 した平将門の胴体が納められていると伝えられている。下神田山古墳群 〈12〉 には,

約20mの円墳,坊地塚古墳 〈13〉 や前方後円墳が数基残っている。下神田山古墳群の南に隣接す

る大塚戸篠山古墳群 〈38〉 には,昭和30年代の頃,前方後円墳 3基,円墳28基が確認されたが,

夕くが破壊 され,現存するのは数基である。調査 された古墳か ら,箱式石棺が検出され, この中

から各種玉類,鉄鏃などが出土 している。

律令制以後,岩井市は下総国相馬郡に属 した。承平 5年 (935年 )に始まった平将門の乱では岩

井市が表舞台となっている。『将門記』によると,将門の館は岩井市 と八千代町にあり,こ の二つ

の館の近 くには,「長州馬牧」,「大結馬牧」という二つの官牧がある。この長州牧は,岩井市長須

に比定される。将門は,天慶 3年 (941年 )2月 に岩井市の北山で討たれているが,現在,毎年■

月に “将門まつ り'と して武者行列が行われている。中世の城館跡としては,大塚戸城跡 〈18〉 ,

菅生城跡 (19〉 があり,この菅生城にまつわる民話が伝えられている。江戸時代に入ると,新田

開発が飯沼を中心に積極的に行われていった。

※遺跡名の次の 〈 〉内の数字は,表 1第 1図の該当遺跡番号と同じである。

注・ 参考文献

(1)茨城県教育委員会  「茨城県遺跡地図」 1990年

似)岩井市教育委員会  「上出島古墳群」 1975年

●)～(0 茨城県教育委員会  「茨城県・遺跡・古墳発掘調査報告書VI」  1988～ 1990年

俗)江坂輝弥・吉田格  「貝柄山貝塚」 『古代文化』 13-9 1942年

長良信夫・江坂輝弥 「貝柄山貝塚及び指扇五味戸貝塚発見の貝類」 『古代文化』

13-9 1942年

江坂輝弥  「貝柄山貝塚」 『茨城県史料 考古資料編 先土器・縄文時代』 1979年

(7)茨城県教育財団  「水海道都市計画事業・内守谷土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報

告書 2 奥山A遺跡・奥山C遺跡・西原遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告 第31集
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俗)稲葉嶽男  「岩井郷土め ぐり (上)」  1984年

p)茨 城県教育委員会  「重要遺跡調査報告書 1」  1982年

10 今井隆助  「北下総地方史」 1974年

10 筑波大学先史学・考古学研究調査報告 5 「古墳測量調査報告書 1」  1991年

lD 茨城県教育委員会  「茨城県古墳総覧」 1959年

10 水海道市史編さん委員会  「水海道市史 (上巻 )」  1983年

10 茨城県教育委員会  「重要遺跡調査報告書 (城館跡)」  1985年

19 岩井市教育委員会  「岩井の民話」 1988年

表 1 原口遣跡・北前遺 LTl周辺遺跡一覧表

番号 名 称

時 代

番号 名 称

時 代

縄 文 弥生 古墳 奈 。平以降 縄文 弥生 古墳 奈・平以降

1 原 口 遺 跡 ○ 菅 生 古 谷 遺 跡 ○

2 北 前 遺 跡 ○ ○ 坂 手 見 置 遺 跡 ○

3 大 崎 遺 跡 ○ 向 山 遺 跡 ○ ○

4 高 崎 台 地 遺 跡 ○ 篠 山 B遺 跡

5 高 崎 貝 塚 ○ 中 郷 古 墳 ○

6 矢 作 貝 塚 ○ 上 野 古 墳 ○

7 辺 田 古 墳 群 ○ 上 野 A遺 跡 ○

8 矢 作 古 墳 群 ○ 上 野 B遺 跡 ○ ○

9 高 山 古 墳 ○ 向 地 遺 跡 O

上神 田山古墳群 O 内守谷本郷遺跡 ○

将 門 山 古 墳 ○ 内守谷館の台遺跡 ○

下 神 田 山 古 墳 ○ 内守谷向地遺跡 ○ ○

坊 地 塚 古 墳 ○ 奥 山 A遺 跡 ○

香取神社脇貝塚 ○ 奥 山 C遺 跡 O

稲 荷 塚 古 墳 ○ 西 原 遺 跡 ○

宝 光 院 貝 塚 ○ 坂手日之王神遺跡 ○

東 浦 遺 跡 O 坂 手 萱 場 貝 塚 ○

大 塚 戸 城 跡 ○ 坂 手 剣 崎 古 墳 ○

菅 生 城 跡 ○ 大塚戸篠山古墳群 ○
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第 1図 原口 。北前遣跡周辺遣跡分布図
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第 3章 調 査 方 法

第 1節 地区設定

原口遺跡,北前遺跡の発掘調査 を実施する

にあたり,遺跡及び遺構の位置を明確にする
A

ために調査区を設定 した。

調査区の設定は,日 本平面直角座標第Ⅸ系 ,

X軸 (南北)+320m,Y軸 (東西)+7,200m

の交点を基準 として40m方限を設定 し,こ の  B
40m四 方の区画を大調査区とした。さらに,

この大調査区を東西,南北にそれぞれ10等分

して, 4m四方の周ヽ調査区を設定 した。調査

区の名称は,ア ルファベ ットと算用数字を用  C

いて表記した。大調査区は,北から南へA, 第 3図 調査区呼称方法概念図

B, C… ……,西から東へ 1, 2, 3… ……とし,「Al区」,「 B2区」のように呼称 した。大調査

区内の小調査区は,北から南へ a,b,C… … j,西から東へ1,2,… …0と し,小調査区の名称は,

大調査区の名称を冠 し,「Aldl」「B2e2」 のように呼称した。

なお,基準点の杭打ち測量は,財団法人茨城県建設技術会社に委託した。

第 2節 基本層序の検討

万

塁 ＼

1 原口遺跡

原口遺跡においては,遺構の発見された調

査区域 (D地区)に テス トピットを設定 し,

第4図に示すような土層の堆積状況を確認し

た。

第 1層は,暗褐色の表土層 (耕作土)であ

り,厚 さは18～ 20cmを 測る。第 2層は,明褐

色の耕作上を含むソフ トローム層で, ローム

小ブロックを中量,炭化粒子,焼土粒子を少

量含む。厚さは16～ 28cmである。第 3層 は,

m
18.0-―

17.0-―

―-10-―

第 4図 原 口遺跡基本土層図



厚さ18～ 24cmの褐色土であり,層中にブラックバンドが認められ,粘土質の締まりのある大小の

ロームブロックを含む。第 4層 は,明褐色のハー ドローム層である。

原口遺跡の遺構は,第 2層 の上面で確認されている。

2 北前遺跡

北前遺跡においては,調査区域の西部 Bm    19.o一

C2区 にテス トピットを設定 し,第 5図に示すよ

うな上層の堆積状況を確認 した。

第 1層 は,約 42～50cmの 厚さを有する,

層 (耕作土)である。第 2層は,48～ 54(

厚さを有する明褐色のソフトローム層であ

炭化粒子,焼土粒子を少量含む。第 3層 I

38～ 50cmの厚さを有する褐色のローム層
・

粘土質の大小のロームブロックを帯状に含み    第 5図 北前遣跡基本上層図

締まりがある。第 4層 は,明褐色の大変締まりの良いハー ドローム層である。北前遺跡の遺構は,

第 2層の上面で確認されている。

3 北前遺跡南側沖積低地内地質調査

「茨城県自然博物館 (仮称 )」 園内橋の新築工事に先立ち,計画されている橋梁の設計,施工上

で必要 とされる地盤の状況及び土質の特性等の資料を得 ることを目的 として,茨城県教育庁文化

課自然博物館建設準備室が沖積低地内の地質調査 を実施 した。北前遺跡南側の沖積低地 2か所の

ボー リング調査結果を掲載する。

―-11-―



ド
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表 2 地質層序表

質
代

地
時

地 質 名 言己号 主な土質名 層厚

第

四

紀

を死
　
　
新
　
　
世

沖

　

積

　

層

腐 植 土 層 Ap 腐植土
480～

5 25

粘 性 土 層 Ac シアレト
250～

3 75

砂 質 土 層 As 中砂 2 00

更

Ltl

世

成

田

層

　

成

田

層

相

当

層

第 1粘性土層 Dcl 粘 土
130～

1,70

第 1砂質土層 DSユ 細砂
100～

1 30

第 2粘性土層 Dc2 砂質粘土

砂混じり粘上
3_05～

3 20

第 2砂質土層 DS2 砂土質微細砂

細砂

090～
1 95

第 3粘性土層 Dc3 砂質粘土
090～

2 10

第 3砂質土層 DS3 細砂
195～
2 00

第 4粘性土層 Dc4 粘 土
160～

1_65

匡コ北前遣跡

O調 査 地

匿∃原口遺跡

・  皇霊神社

南

北一
く猿島台地〉

調 査 地

|

皇霊神社

1

第 6図 調査地の模式地質想定断面図
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第 3節 遺構確認

原口遺跡は,調査区域全体に トレンチを設定 し,調査面積の16分の 1,次いで 8分の 1の割合

で試掘を行った。調査面積の 4分の 1ま で試掘を行ない,調査区のD区に数軒の住居跡及び数基

の土坑を確認 した。次いで,遺構が確認された トレンチを拡張 してい く方法を採 り,人力による

表土除去 と遺構確認作業を実施 した。その結果,住居跡11軒,土坑60基 を確認 した。

北前遺跡は,調査区域全体にグリッドを設定 し,試掘を行った。その結果,縄文式上器,土師

器の破片 とともに,住居跡や土坑 と思われる落ち込みが確認された。B, C,D区 においても,

グリッドによる試掘を行ったが,遺構の存在することが認められるので,担当者間で協議 し,重

機を導入して速やかに調査を進められるように図った。重機で表土を除去した後,人力による遺

構確認を行い,A, B, C,D区 を併せて,住居跡37軒,土坑 150基や井戸 2基,溝 5条を確認

した。

第 4節 遺構調査

原口,北前両遺跡における遺構の調査は,次のように実施した。

住居跡の調査は,長軸方向とそれに直交する方向に上層観察用ベル トを設定し,四分割して掘

り込む「四分害J法」を基本とし,地区の名称は,北から時計回りに 1～ 4区 とした。重複してい

る場合には,新旧関係が把握できるような位置にベル トを設定した。上坑の調査は,長径方向で

三分 して掘 り込む「三分割法」で実施した。溝の調査は,適宜な位置に土層観察用ベル トを設定

し,掘 り込みを実施した。

土層観察は,色調,含有物,混入物の種類や量及び粘性,締まり具合等を観察し,分類の基準

とした。色調の判定は,『新版標準土色帖』 1/Jヽ 山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式会社)を使

用した。

遺構や遺物の平面実測は,水糸方限地張り測量で実施した。

また,土層断面や遺構断面の実測は,遺跡内の水準点を基準とし,標高を測って水平にセット

した水糸を基準にして実測した。遺物は,原位置を保ち,遺物番号,出上位置及びレベル等を遺

物出土状況図や遺物台帳に記録 して収納した。

調査の記録は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況平

面図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成の)贋 で行 うことを基本とした。

図面や写真に記録できない事項に関しては,そのつど野帳に記録 し,こ れを調査記録カー ドや遺

構カー ドに整理 した。
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第 4章 遺構 。遺物の記載方法

第 1節 遺構の記載方法

本書における遺構の記載方法は,下記の要領で統一した。

1 使用記号

名称 住居跡 掘立柱建物跡 土坑 溝 井戸
ピット

(住居跡 )

記号 SI SB SK SD SE P,Pl・

2 遺構の実測図中の表示

圏 炉鰯 熾 躙 期図 粧

3 遺構番号

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別ごと,調査順に付 したが,整理の段階で

遺構でないと判断したものは欠番 とした。

4 土層の分類

土層観察における色調の判定は,『新版標準土色帖』 1/1ヽ 山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株

式会社)を使用し,図版実測図中に記載した。撹乱層については「K」 と表記した。

5 遺構実測図の作成方法 と掲載方法

く土  坑〉 く溝 〉

端
棚
一上端

下端

(1)各遺構の実測図は,縮尺20分の 1の原図をトレースして版組し,それをさらに 3分の 1に

縮小して掲載することを基本とした。

(2)溝は,縮尺100分の 1の原図をトレースして版組し,それをさらに 2分の 1に縮小して掲載

した。

く住 居 跡〉

-14-



(3)実測図中のレベルは標高であり, m単位で表示した。また同一図中で同一標高の場合に限

り,一つの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示した。

(4)本文中の記載について

①  「位置」は,遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

②  「重複関係」は,他の遺構との切り合い関係を記した。

③  「平面形」は,壁の上端部で判断し,方形,長方形,円形及び楕円形の場合は下記の分類

基準を設け,そのいずれかを明記した。

方形,円形…………………短軸 〔径〕:長軸 〔径〕=1: 1.1未満

長方形,楕円形……………短軸 〔径〕:長軸 〔径〕=1: 1.1以上

④  「規模」は,壁の上端部の計測値であり,長軸 〔径〕,短軸 〔径〕をm単位で表記した。

なお,( )を付したものは現存値を表し,[ ]を付したものは推定値を表す。

⑤  「主軸方向」は,炉 または竃を通る線を主軸とし,その主軸が座標北からみて, どの方向

にどれだけ傾いているかを角度で表示した。なお,[ ]を付したものは推定を表す。

⑥  「壁」は,床面からの立ち上がり角度が 81° ～ 90° を垂直, 65° ～ 80° を外傾, 65° 未満を緩

斜,さ らに 90°以上を内傾とした。壁高は,残存壁高の計測値である。

⑦  「壁溝」は,その形状や規模を記述した。規模は床面からの計測値とした。

③  「床」は傾斜や床質等を表記した。

③  「ピット」は,そ の住屋跡に伴うと考えられるピットをPで表示し,Pl・ P2は ピット番号

を表し,さ らに,ピ ットの直径と深さを記述した。

⑩  「貯蔵穴」は,その形状を記述し,数字は長径,短径及び深さを示した。

① 「覆土」は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」と記した。

⑫  「遺物」は,主な遺物の種類や出上位置,出土状態を記述した。また,遺構の平面図中に

第 2節 1に示した記号を用い,出上位置をドットで表示し,接合できたものは実線で結んだ。

出土遺物に付した番号は,遺物実測図及び拓影図の番号と符合する。

O 「所見」は,当該住居跡についての時期やその他特記すべき事項を記述した。

6 -覧表の見方について

(1)住居跡一覧表

跡
号

居住
呑 位 置 主軸方向 平面形

規 模

床面 柱穴数 炉 覆 土 出土遺物 備考長軸 (m)× 短軸 (m)
〔径〕  〔径〕

壁高 (cm)

―-15-―



① 住居跡番号は,発掘調査の過程で付した番号をそのまま付した。

② 位置は,小調査区 (小 グリッド)名 で表示した。他の調査区にまたがる場合は,遺構の占

める割合が最も大きい小調査区をもって表示した。

③ 主軸方向は,座標北をN-0° とし,東 (E),西 (W)に何度傾いているかを表示した。な

お,[ ]を付したものは推定を表す。

【例】N-10°一E,[N-10° 一W]

④ 平面形は,現存している形状の上端面で判断し,方形,長方形,円形及び楕円形の場合は

下記の分類基準を設け,そ のいずれかを明記した。なお,[ ]を付したものは推定を表す。

方形,円形…………………短軸 〔径〕:長軸 〔径〕=1: 1.1未満

長方形,楕円形……………短軸 〔径〕:長軸 〔径〕=1: 1.1以上

⑤ 規模の欄の長軸 〔径〕,短軸 〔径〕は,平面形の上端面の計測値であり,壁高は残存壁高の

計測値である。なお,( )を付したものは究存値を示し,[ ]を付したものは推定値を示

す。

⑥ 床面は,凹凸,平坦及び緩い起伏等の様子を示し,締まり等は解説の項で述べた。

⑦ 柱穴数は,住居跡に伴うものと考えられる総数を表示した。

③ 炉は,そ の種別を記し,検出されない住居跡については「無」とした。

③ 覆土は,堆積状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為」,不明のものは

「不明」と記した。

⑩ 出土遺物は,実測個体数を除いた遺物の種類と出土土器片の数を記した。

① 備考は,重複関係や特徴等を記した。

121 土坑一覧表

土坑
番号

位 置
長径方向
〔長軸〕

平面形

規 模

壁面 底面 覆土 出土遺物 備 考 図版呑号長径〔軸〕
(m)

短径〔軸〕
(m)

深さ(cm)

① 土坑番号は,発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。また,整理の過程で土坑

でないと判断したものは欠番とした。

② 平面形は,円形,楕円形及び長方形の場合に下記の分類基準を設けて表示した。

円形…………………………短径 :長径=1:1.1未満

楕円形,長方形……………短径 〔軸〕:長径 〔軸〕=1:1。 1以上

③ 規模の欄の長径 〔軸〕・短径 〔軸〕は上端部の計測値 (m)で表した。なお,( )を付し

-16-



たものは現存値を示し,[ ]を付したものは推定値を示す。

④ 深さは,遺構確認面から坑底の最も深い部分までの計測値 (cm)で表した。

⑤ 壁面は,坑底からの立ち上がりの状態を下記の基準で分類し表示した。

81°～ 90°の傾 き    65° ～ 80°の傾 き    65° 未満の傾 き

垂直 ■       外傾 Aヒ       緩斜 ＼`ヒ

⑥ 底面は,下記の基準で分類し表示した。

1 平坦 -      2 皿状 υ       3 凹凸 卒

⑦ その他の項目については,住居跡一覧表の記載方法に準じた。

第 2節 遺物の記載方法

本書における遺物の記載方法は,下記の要領で統一した。また,遺跡から出土した遺物につい

ては,実測図,拓影図,写真等により掲載した。

1 使用記号

土 器 土製品 石器・石製品 鉄製品 骨

P DP Q M B

● 土器  ○ 赤彩土器  ☆ 土製品  △ 石器・石製品  □ 金属製品

2 遺物実測図の作成方法 と掲載方法

(1)土器の実測は,四分割法を用い,中心線の左側に外面,右側に内面及び断面を示した。

(2)石器・石製品及び土製品は,展開図法を基本とした。

(3)実測図中の表示方法

■ 彬 圏 齢阿
(4)遺 物は,原則 として実測図をトレースしたものを 3分の 1に縮小 して掲載 した。 しかし,

種類や大 きさにより異なる場合 もある。

L
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Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

(5)各 部位の名称 と法量表現

ト ー ー A

(6)遺 物に付 した番号は,土器,土製品,石器・石製品,

実測図,図版,写真及び一覧表の備考欄に記 した。

3 出土遺物観察表につ いて

(1)上 器観察表

ア 縄文式上器

卜 A引 Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

上

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

上

凸
∩
国
螂

一中⑥
Ｔ
Ｉ
長
さ
―
上

一Ｉ

Ｂ
上

最
大
犀日

代

肌

＝

Ｗ

一

岬
血熱
Ψ

Ｔ

最
大
長
上

最
大

」厚Ｊ
肌
「
悧

‐‐‐‐
‐‐ＩＩ
Ｍ
】
鈴

一

パ
翅

Ｔ

最
大
長
―
上

A 口   径

B器  高

C 底  径

D裾 部 径

E脚 部 嵩

F つまみ径

G つまみ高

tO°● 磨りの範囲

ф B● 議きの範囲

鉄製品ごとに通 し番号をつけ,遺構

Ｔ
Ｉ

Ｂ
Ｉ
上

土師器

図版番号 器 種
法量
(cm)

器形の特徴及び文様 胎土 。色調・焼成 備 考

図版番号 器  種 漣
ｍ

器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備 考
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① 図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

② 法量は,A一 口径,B一器高,C…底径とする。なお,( )を付したものは乳存値を表し,

[ ]を付したものは復元推定値を表す。

③ 器形の特徴は,底部,体部等の各部位について土器観察の結果を記した。

④ 手法の特徴は,上器の成形,整形について記した。

⑤ 胎土,色調,焼成の)贋で述べ,色調は「新版標準土色帖」を使用した。焼成については,

「良好」,「普通」,「不良」に分類し,硬 く焼き締まっているものは良好,焼きがあまく器面

が手」離しやすいものは不良とし,そ の中間のものを普通とした。

⑥ 備考は,上器の完存率,実測 (P)番号,出土位置,その他必要と思われる事項を記した。

(2)土製品一覧表

図版番号 器 種

法 里 (cm) 子し宅登

(mm)

重量

(g)

現存率

(%)
出土地点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

① 図版番号は,実測図中の番号である。写真図版の番号にも用いた。

② 重量の欄で,( )を付した数値は,一部を欠損しているものの現存値である。

③ 備考の欄は,実測 (DP)番号,その他必要と思われる事項を記した。

(3)石器 。石製品

① 遺物番号は,実測図中の番号である。写真図版にもこの番号を用いた。

② 備考の欄は,実測 (Q)番号,そ の他必要と思われる事項を記した。

(4)鉄 製品

図版番号 器 種

法 里

備考

長 さ (cm) 幅 (c14) 厚 さ (cm) 重量 (g)

① 遺物番号は,実測図中の番号である。写真図版にもこの番号を用いた。

② 備考の欄は,出上位置,実測 (M)番号,そ の他必要と思われる事項を記した。

図版番号 器種

法 旦
里

石質 出土地点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)
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第 5章 原

第 1節 遺跡の概要

原口遺跡は,岩井市の南南東部に位置 し,猿島台地南東部の菅生沼西岸,標高17～ 18mの台地

上に立地 している。今回の調査区域は,「茨城県自然博物館 (仮称 )」 への進入路にあた り,幅南

北に約18m,長さ東西に約 172m,面積 3,092m2で ある。現況は,畑 であり,調査前か ら縄文時

代後期の縄文式上器片などの遺物が散本 していることが確認されていた。

今回の調査によって検出された遺構は,縄文時代後期の竪穴住居跡11軒,土坑60基である。

竪穴住居跡の平面形は円形あるいは楕円形 を呈 し,床中央部から炉が検出されている。その他 ,

土坑の中の地点貝塚からは,ヤマ トシジミを主体 として魚骨なども出土 している。

遺物は遺物収納 コンテナ (60× 40× 20om)に 20箱程出上している。縄文時代後期に比定される

掘 ノ内式上器片,加曽利 B式上器片などが,住居跡の覆土及び床面から出上 している。深鉢形土

器,浅鉢形土器等の他に注目土器の一部なども出上 している。また,土製品では,耳飾,蓋が出

土 している。石器では,磨製石斧,石鏃,凹石,磨石等が出上 している。さらに,土器片錘や土

製円板等も少量であるが出土 している。

第 2節 遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

当調査区から検出された竪穴住居跡は■軒である。これらの竪穴住居跡は,調査区の東部から

検出され,縄文時代後期のもので,重複 しあっているものが大半を占めている。

以下,検出された住居跡の特徴や主な出土遺物について記載していくことにする。

第 1-A号 住居跡 (第 8図 )

位置 調査区の東端,J5eO区 を中心に確認されている。本跡の南部は調査区域外に延びている。

重複関係 本跡の東部は,第 1-B号住居跡の西部に掘 り込まれている。

規模 と平面形 長径 [3.85]m,短径 [3.63]mの 不整円形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N-13°―W]

壁 耕作による境乱で壁の立ち上が りを確認することができないが,西壁の一部が遺存し,壁高

は13～ 18cllで ある。

床 炉周辺は,やや凹凸があり硬 く踏み固められているが,その他は,平坦で軟らかい。
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ビッ ト 10か所 (Pl～ Pl。)検出されている。Pl～ Pl。は,径22～ 78craの 円形を呈し,深さ18～ 67

cmで,いずれも壁際を回るように検出されているので,壁柱穴と思われる。

炉 ほぼ床中央部に検出されている。平面形は径90cmの 円形を呈し,床を24cm程掘 り窪めた地床

炉である。炉床は,火熱を受け赤変硬化している。炉内には,にない橙色の焼土に,粘土が含ま

れている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土及び炉直上からは,縄文式上器片 (細片16点)が出土している。

所見 本跡は,重複関係から第 1-B号住居跡より古い時期に構築されている。遺構の形態及び

出土遺物等から縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。

第10図 1・ 2は,第 1-A号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 1は 口縁部で,

横位回転の単節縄文LRを施している。口唇部に小突起をもち頂部は押圧され凹んでいる。2は胴

部で,縄文を地文とし蕨手文が垂下している。

r⑫
／
ｂ
亀
④
割

A18.Om

炉土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量。締 まり有 り。

2 暗 褐 色 ローム粒子・焼土小プロック・焼土

粒子少量。締 まり有 り。

3 に驚い橙色 粘土。軟質。粘性有 り。

0            2m

口
|

第 8図 第 1-A号佳居跡実測図
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第 1-B号 住居跡 (第 9図 )

位置 調査区の東端,」6el区 を中心に確認されている。本跡の南部は調査区域外に延びてる。

重複関係 本跡の西部は,第 1-A号住居跡の東部を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長径 [4.20]m,短径 [3。 94]mの ほぼ円形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N25°一W]

壁 撹乱により壁の立ち上がりを確認できなかった。

床 耕作による撹乱が見られるが,床面は平坦で軟らかい。炉周辺は,やや踏み固められて硬い。

ビッ ト 9か所 (Pl～ P。 )検出されている。Pl～ Psは径20～ 63omの 円形を呈し,深さ15～ 52cmで,

壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。P9は ,径16cm,深 さ35cmで,性格は不明である。

炉 ほぼ床中央部に検出されている。平面形は,径75cmの 円形を呈し,床を30cm程掘 り窪めた地

床炉である。炉床は,火熱を受け赤変硬化 している。さらに,炉内には木炭の細片を多く含む乳

白色の灰が充満している。

覆上 自然堆積。

遺物 炉直上及び炉周辺からは,縄文式土器片 (深鉢 4,細片 491点 )やヤマ トシジミを主体に

ハマグリ・シオフキ・オオタニシ等の貝やニホンジカ・イノシシ等の獣骨が出土している。第10

図 3の深鉢形土器片は,炉直上から貝とともに出上している。第■図15の 牙玉状の垂飾は,南東

部の覆土上層から,第 11図16の石鏃は,炉の南側の直上からそれぞれ出土している。

所見 本跡は,重複関係から第 1-A号住居跡より新しい時期に構築されている。遺構の形態や

出土遺物等から縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。

第10。 11図 7～ 13は ,第 1-B号住居跡から出土した縄文式上器片の拓影図である。 7～ 13は ,

炉直上の貝塚出上の上器片である。7～ 10は波状口縁部で,7は横位回転の単節縄文LRを地文 と

して,沈線を維位や斜位に施し,沈線肉や波頂部下から蛇行文を垂下している。頂部は円形に凹

んでいる。8は横位回転の単節縄文LRを地文 として,横位に沈線を施し波頂部から縦に隆帯を貼

付している。頂部は円形に凹んでいる。 9は ,口 縁部上位に斜位の沈線と刺突文が施され,斜位

回転の単節縄文LRを地文として,沈線が垂下している。10は 口縁部上位に沈線を横位に,下位に

は微隆起線を施し「 8」 の字状の刺突文が見られる。11・ 12は 口縁部で,■は横位回転の単節縄

文LRを地文として,蛇行文が垂下している。12は 日縁部上位に 1条の沈線を横位に巡らし,以下

横位回転の単節縄文LRが施されている。13は胴部で横位回転の単節縄文LRを 地文 として,維位に

平行沈線が施されている。
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炉土層解説

1 暗 褐 色 焼土粒子少量。軟質。

2 褐  色 焼土粒子・炭化物 多量。

軟質。粘性有 り。

3 子し自 色 灰 多量。

0              2m

第 9図 第 1-B号 住居跡実測図

第 1-B号住居Ltl出 土遺物観察表

図版番号 器 穫 法 量 (an) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備 考

第 10図

3

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

B(157)
C 146

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は底部から

ほぼ垂直に立ち上がり,底端部は張り出す。内・外面

ヘラ削り後磨き。

砂粒・スコリア

石英・雲母

にない褐色

普通

Pl   PL4
20%

炉直上

4

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

B(5.2)
C 10_6

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は底部から

外傾して立ち上がる。内 。外面ヘラ削り後磨き。底部

網代痕有り。

砂粒・スコリア

雲母

にない橙色

普通

P2   PL4
10%

覆土

5

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

B(54)
C 94

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は底部から

タト傾して立ち上がる。胴部外面ヘラ削り後丁寧な磨き。

内面ヘラナデ。

砂粒・雲母

にない橙色

普通

３

％

土

Ｐ

ｌＯ

覆

6

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

B(48)
C 90

底部から月Π部にかけての破片。平底。胴部は底部から

外傾して立ち上がる。胴部外面ヘラ削り,内面ヘラナ

デ。

砂粒・スコリア

雲母

にぶい赤褐色

普通

P4   PL4
10%

覆土

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率
(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第■図14 円 板 (52) (52) (221) 炉  直  上 DPユ

垂 鉤 51 l.J 1_2 4 77 覆 土 上 層 DP2 矛玉状
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0              10Cm

第10図  第 1-A
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-  14

0              10Cm

第 11図 第 1-B号 住居跡出土遺物実測・拓影図

図版番号 器   種

法 量

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第■図16 石    鏃 (1 07 チ ャー ト 炉 直 上 Qユ

第 2-A号 住居跡 (第 12図 )

位置 調査区の中央部,J5b3区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第 2-B号住居跡によって全体が掘 り込まれているが,床面は第 2-B号住

居跡の床と高低差はほとんどない。

規模 と平面形 長径 [3.62]m,短径 [3.36]mの不整円形を呈しているものと推定される。

主軸方向 [N36°一W]

壁 第 2-B号住居跡の構築によって削平されている。

床 炉周辺が良く踏み固められている他は,平坦で軟らかい。

ピッ ト 9か所 (Pl～ P9)検出されている。Pl～ P9は ,径24～ 35cmの 円形を呈し,深さ15～ 54cm

で,覆土は,暗褐色で焼土粒子,炭化粒子を少量含み,やや締まりがある。いずれも壁際を回る

ように検出され,壁柱穴と思われる。

炉 床中央から西寄 りに検出されている。平面形は径47cmの 円形を呈し,床を約1lcm掘 り窪めた

地床炉である。炉床は,焼上がブロック状になっている。

覆土 不明。

遺物 縄文式上器の細片が,床面から少量出土している。

所見 本跡は,重複関係から第 2-B住居跡より古い時期に構築されている。遺構の形態や出土

遺物等から縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。
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一

2-A炉

S12-A

二
選量重邑》
1 2-B炉

上0

A 18.Om

三 17.8m __ 炉土層解説

1 明赤褐色 焼土粒子・焼土プロック多

量,ロ ームブロック・ 口_

ム粒子 粘土少量。軟質。

住居跡土層解説

1 褐  色 ローム粒子・炭化物少畳。

秋質。

2 褐  色 軟質。

0            2m

0               1m

第12図  第 2-A・ 2-B号 住居跡実測図
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第 2-B号 住居跡 (第 12図 )

位置 調査区の中央部,J5b3区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,第 2-A号住居跡全体を掘 り込んでいるが西壁は第10号土坑に,北部は第56

号土坑に掘 り込まれている。

規模 と平面形 長径 [5.60]m,短径 [4.37]mの楕円形を呈し,南西部に出入り日施設をもつ

柄鏡形住居になるものと推定される。

主軸方向 [N47° E]

壁 壁高は 6～ 10cmで ,外傾 して立ち上がっている。北壁は削平されているため確認できない。

床 平坦であり,炉周辺は硬 く踏み回められている。南西部の出入り口施設は,幅1.31m,長 さ

1.03mで,外から内側にかけ緩やかな傾斜をもち,幾分凹凸がある。

ピッ ト 21か所 (P10～ P30)検 出されている。Pll～ P17は ,径23～ 49cmの 円形を呈し,深さ12～ 33

cmで,いずれも壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。P18は ,径21cmの 円形を呈し,深

さ36cmで,補助柱穴と思われる。P19～ P30は ,径24～43cm,深さ12～ 52cmで,性格は不明である。

炉 ほ嘴床中央部に検出されている。平面形は,長径97cm,短径66cmの楕円形を呈し,床を約 5

cm掘 り窪めた地床炉である。炉内には焼土粒子,焼土ブロック,ロ ーム小ブロックを含み,炉床

は焼けている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆上の下層から上層にかけては,縄文式土器片 (深鉢 1,細片 485点 )が出土している。

第13図 1の深鉢形土器片は,中央部覆土下層から出上している。

所見 本跡は,重複関係から第10号・第56号土坑より古 く,第 2-A号住居跡より新しい時期に

構築されている。遺構の形態や出土遺物等から縄文時代後期中葉の柄鏡形の住居跡と考えられる。

第13図 2～ 9は ,第 2-A・ B号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 2～ 6は

口縁部で, 2は 沈線を目縁にそって巡らし口縁無文体 と胴部施文体に区画され,胴部は 5本単位

の櫛歯状工具で沈線を斜位に施 している。3は横位回転の単節維位LRを地文 として,沈線を曲線

に施している。 4は 口縁部中位にキザ ミロをもつ隆起線を横位に巡らせ,口縁無文体 と胴部施文

体に区画し,胴部に横位回転の単節縄文LRが施されている。5は横位回転の単節縄文LRを施し,

日唇部にキザ ミロをもつ。 6は縄文を地文 として,渦巻文が施されている。 7は 口唇部に小突起

をもち,横位回転の単節縄文LRを地文として,沈線が曲線に施されている。突起の頂部は円形に

凹んでいる。 8・ 9は胴部で, 8は 縄文を地文として沈線が曲線に施され,沈線間は磨消されて

いる。 9は縄文を地文として沈線を曲線に施し,キザ ミロをもつ隆起線を維位に貼付している。
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第13図 第 2-A・ 2-B号 住居跡出上遺物実測・拓影図

第 2-B号住居跡出土遺物観察表

第 3号住居跡 (第 14図 )

位置 調査区の南西部,J5bl区 を中心に確認されている。本跡の南西部は調査区域外に伸びてい

る。

重複関係 本跡の東部は,第55号土坑全体を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長径5.78m,短径 [5.54]mの 円形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N66° W]

壁 壁高は 3～ 1lcmで ,緩やかに外傾 して立ち上っている。

床 全体的に平坦で,良 く踏み固められて硬い。

ピッ ト 12か所 (Pl～ P12)検 出されている。P6は ,径67cm,深 さ60cmで,主柱穴と思われる。Pェ

３
　
一河
ｐ
川
Ⅳ
川
阿
，
６

4

87

図版番号 器    種 法 量 (cT) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 焼成 備   考

第 13図

1

浅鉢形土器

(カロ曽不可B)

Ｂ

Ｃ

(37)
50

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は大きく外

傾して立ち上がる。胴部下位は横位の沈線によって区

画し,以下を磨消している。内面ヘラナデ後磨き。底

部網代痕有り。

砂粒・雲母

灰責褐色

普通

P5   PL5
10%

中央部覆上下層
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～P5は ,径37～ 54cm,深さ30～ 54cmで,壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。P7～ PlI

は,径24～38cm,深 さ40～ 64cmで,性格は不明である。

炉 床中央部からやや南東側に検出されている。平面形は,長径55cm,短径 (18)cmの楕円形を呈

し,床を14cm程掘 り窪めた地床炉である。炉床は,ロ ームが赤変硬化している。

覆上 自然堆積。

遺物 覆上の下層から中層にかけては,縄文式上器片 (深鉢 3,浅鉢 1,注目1,細片 509点 )

が出上している。特に南東部から縄文式上器片が多く出上している。第15図 1の深鉢形土器は,

南東部覆上下層から横位のつなれた状態で,第 15図 5の注目土器の注目片は,北東壁付近の覆土

下層から,第 16図10の磨製石斧は,炉の北東部覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 本跡は,第55号土坑より新 しく,遺構の形態や遺物等から縄文時代後期中葉の住居跡と考

7  口|          ~口 II I。 ||

A18.2m
一――佳居跡土層解説

ロームプロック・ロ
~          

―ム粒子多量,焼土

粒子 炭化粒子少量。

0              2m

0               1m

~~ビ
理嚢ミ玉三三二三三

==三
正三三三≡≡多裏:三三三三三二三正三三

=正

三正三正三正三二三ごコ7Z=蒻
~   1 

響_ム息子多量,焼
土粒子・炭化物少量。

締 まり有 り。

2褐  色

炉土層解競

1 明 赤 褐 色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子・炭化物

少量。締 まり有 り。

2 明 赤 褐 色 炭化粒子中量,ロ ームプロック・焼

土粒子・粘主少量。軟質。

Ｅ
一

第14図 第 3号住居跡実測図

2  ′
´

q。   _・ r′亀K“

―-31-―



えられる。

第16図 6～ 9は ,第 3号住居跡から出上 した縄文式上器片の拓影図である。6～ 9は 日縁部で,

6は 口唇部にキザ ミロをもち,横位回転の単節縄文LRを 地文 として横位に沈線を施 し,沈線間は

磨消されている。 7は縄文 を地文 として横位に 3条沈線を巡らし, さらに沈線間に弧状沈線が施

され, 日縁部下位にキザ ミロをもつ微隆起線が口縁にそって巡っている。 8は縄文 を地文 として

沈線が横位に施されている。 9は波状 口縁で, 口縁にそって微隆起線を巡らし無文である。波頂

部の小突起が凹んでいる。

第 3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 焼成 備   考

第 15図

1

深鉢形土器

(方日曽利 B)

B 206
C 234
D  72

平底。底部か ら垂直気味に立 ち上が り,そ の後大 き く

外傾 して反 り気味に立 ち上が り,胴部上位 で大 きく内

彎 している。胴部上位 に最大径 をもつ。 日縁部には,

2条 の沈線 を巡 らし,沈線間にキザ ミロを施 している。

日縁部下位か ら肩部 にかけて縄文地文 を弧状 の沈線 で

5単位 に区画 し,区画内を磨消 している。弧状の沈線

の接合部分 には刺突文が施 されている。 その下 にキザ

ミロを有す る微隆起線が巡 っている。胴部 中位 には綾

杉状の沈線が施 されている。底部網代痕有 り。

砂粒・長石

灰責褐色

普通

P6   PL6
95%

南東部覆上下層

2

浅鉢形土器

(力日曽不可B)

[636]

(192)

Ａ
一

Ｂ

胴部か ら口縁部にかけての破 片。胴部下半か らやや 内

彎 しなが ら立ち上が り,頸部か ら口縁部 にかけ大 き く

内彎す る。 口唇部には斜位方向に格址 工具 によるキザ

ミロが施 されている。 日縁部 は微隆起線によ り区画 さ

れ丁寧な磨 きが施 されている。 日唇部にハー ト形の突

帯。胴部外面ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母・ ス コ

リア

明赤褐色

普通

P7   PL6
20%

粗製土器

南東部覆上下層

3

深鉢形土器

(方口曽不UB)

[278]

(71)

Ａ

Ｂ

幅の広い無文帯 を有す る日縁部片。 日縁部は胴部か ら

外反 して立 ち上が る。 日縁部 は縄文地文 を丁寧なヘ ラ

ナデに よ り整形 してい る。頸部 に横位 の沈線が入 り,

以下縄文が充填 されている。器厚が うすい。

砂泣・ スコ リア

にない赤褐色

普通

P8   PL 7
15%

覆土中層

J

深鉢形土器

(力H曽禾uB)

Ｂ

Ｃ

(51)

[70]
底部から胴部にかけての破片。平底。胴著Ыよ,緩やか

に内彎して立ち上がる。胴部下位は2条の沈線が横位

に巡り,沈線間には横位回転の単節縄文LRが充壊され

ている。底部網代痕有り。

砂粒・雲母

にぶい責褐色

普通

P9   PL 7

5%
東部覆上下層

5

注 目土 器

働日曽奉UB)

基部外径 52

基部内径 21

長 さ (39)

注 目部片。と 口部片の基部 には沈線が巡 り,下方がや

や膨 らんでいる。

砂粒 ・スコ リア

明赤褐色

普通

P10   PL 7

5%
北東壁付近覆土

下層

図版番号 器    種

法 量

石 質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (伽 ) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第16図 10 磨 製 石 斧 (100) (2486) 角 閃 片 岩 覆 土 中 層 Q2

石   鏃 (23) (22) チ ャー ト 覆 上 下 層 Q3
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第15図  第 3号住居跡出土遺物実測図(1)
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第16図 第 3号住居Ltt出 土遺物実測・拓影図(2)

第 4号住居跡 (第 17図 )

位置 調査区の南部,J5c3区 を中心に確認されている。本跡の南西部は調査区域外に延びている。

重複関係 本跡の西部が第 5号住居跡の東部を掘 り込んでいる。さらに,西部は第18・ 37。 46号

土坑に掘 り込まれている。

規模 と平面形 長径5。 62m,短径 [5.54]mの 円形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N27° ―E]

壁 壁高は 5～ 43cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 炉周辺はやや凹凸であるが,全体には平坦で,良 く踏み固められ硬い。

ピッ ト 7か所 (Pl～ P7)検出されている。Pl～ P6は ,径17～ 38cmの 円形を呈し,深さ■～46cm

で,壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。P7は,径31cm,深 さ47cmで,性格は不明で

ある。

炉 床中央から北東部寄 りに検出されている。長径100cm,短径77cmの楕円形を呈 し,床を約16cm
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掘 り窪めた地床炉である。炉床は,暗赤褐色に焼けている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土の中層から上層にかけては,縄文式上器片 (深鉢 2,細片2,141,く )が出土している。

第18図 2の深鉢形土器片は,西部の覆土中層から,第 18図 9の耳飾は,中央部の覆上下層から,

第19図10の磨製石斧は,中央部の覆土上層から,そ れぞれ出上している。第39図 4・ 5の深鉢形・

浅鉢形上器は,流れ込みである。

所見 本跡は,重複関係から第 5号住居跡より新 しく,第 18。 37・ 46号土坑より古い時期に構築

されている。遺構の形態や出土遺物等から縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。

第18図 3～ 8は ,第 4号住居跡から出土した縄文式上器片の拓影図である。 3・ 4は 口縁部で,

3は横位回転の単節縄文LRを地文として,口縁部上位に横位に沈線が巡 り平行沈線が維位,斜位

に施されている。 4は無節縄文 Rを地文 として,蛇行文を垂下させ口縁上位に微隆起帯を貼付し

ている。 5～ 7は波状口縁で, 5は 口縁部上位深 く横位の沈線や波頂部の下に刺突をもち,縄文

を地文 として沈線が斜位に施されている。6は横位回転の単節上位LRを地文として沈線を垂下さ

せ, 口縁上位に深 く沈線を回縁にそって巡らしている。 7は 口縁上位に深 く沈線を巡らせ,波頂

部の下位に刺突をもち,横位回転の単節縄文LRを 地文に沈線を垂下させ沈線内に蛇行文が施され

ている。8は胴部で,縦位回転の単節縄文RLを地文 とし,平行沈線を垂下させ沈線間に蛇行文や

斜位沈線文が施されている。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備   考

第 18図

1

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

[296]

(217)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。胴部はやや膨らみを

もち,頸部から口縁部にかけ外反して立ち上がる。ロ

縁部上位に 1条の沈線を横位に巡らし,以下全面に単

節縄文LRを地文とし,沈線により曲線的なモチーフを

描いている。モチーフは, 3条 又は4条の沈線により

渦巻状の入組文や垂下文を描き,斜線文ないし曲線文

を施文している。

砂粒・スコリア・

礫・雲母

にない黄橙色

普通

P12  PL 8
20%

東部覆上下層

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

B (116)

C 108
底部か ら胴部 にかけての破 片。平底。胴部 は底部か ら

外傾 して立 ち上が り,底端部 はやや張 り出す。底部及

び外面はヘ ラ削 り後磨 き。

砂粒・ ス コリア・

雲母
橙色
普通

P18  PL 8
10%

西部覆土中層

図 版 番 号 器   種

法  量 (cln) 径

＞

重 量

(g)

率

，

存

％

現

く 出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 18図 9 耳    飾 覆 上 下 層 DP3 日型赤彩

図版番号 器   種
法 量

石   質 出 土 地 点 備 考
長 さ (cm) 幅  (clll) 厚 さ (cn) 重 量 (g)

第19図10 磨 製 石 斧 (1502) 角 閃 片 岩 覆 土 上 層 Q4

11 磨   石 安 山 岩 覆 上 下 層 Q5

磨   石 安 山 岩 覆   上 Q6

浮   石 17 軽   石 床   面 Q7
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住居鯨土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・焼上粒子少量。

覆質。

褐  色 ローム粒子中量,炭化物少

量。締 まり有 り。

3 明 褐 色 ローム粒 子 多量,焼 土 粒

子・炭化物少量,ロ ームブ

ロック極少量。硬質。

4 褐 色 ロームプロック・ローム粒

子・焼土粒子少量。締 まり

有 り。

におい褐色 ローム粒子多量,焼土粒

子・炭化物少量。硬質。

E 18.Om

炉土層解説

1 によい赤褐色 ローム粒子少量。締 まり,粘性有 り。

2 赤 褐 色 焼土小ブロック少量。締 まり有 り。

3 によい赤掲色 ロームブロック少量。粘性有 り。

0              2血

0               1m

C 18.4m

D 13.Om

第17図 第 4号住居跡実測図
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第19図 第 4号住居跡出土遺物実測図(2)

第 5号住居跡 (第20図 )

位置 調査区の南部,J5c2区 を中心に確認されている。本跡の南西部は調査区域外に延びている。

重複関係 本跡の東部は,第 4号住居跡の西部に掘 り込まれている。

規模 と平面形 本跡は,重複部分が多く全体の約 6分の 1し か確認できないため,規模 を推定す

ることは困難である。

壁 壁高は16～ 17cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 全体的に平坦で,締まりがあるが,北部がやや凹んでいる。

ビッ ト 2か所 (Pl・ P2)検出されている。Pl・ P2は ,径36・ 33clnの円形を呈 し,深さ38・ 47cln

で,壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。

覆上 自然堆積。

遺物 覆上の中層から上層にかけては,縄文式上器片 (細片 693,ミ)が出上している。

所見 本跡は,重複関係から第 4号住居跡より古い時期に構築 されている。遺構の形態や出土遺

物等から縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。
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B 13.4m
住居跡土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子 焼土粒子少量。覆質。

2 褐  色 ローム粒子中量,炭化物少量。結 まり有 り。

3 褐  色 ローム小プロック・ ローム粒子少量,炭化物極少

邑。締まり有 り。

O 2m

第20図 第 5号住居Ltl実測図

第21図 1～ 6は ,第 5号住居跡から出土した縄文式上器片の拓影図である。 1～ 4は ,波状ロ

縁部で, 1は 縄文を地文に渦巻文や同心円文が密に施されている。 2は 口縁上位に沈線を横位に

巡らし,波頂部下位の沈線内に深 く円形の刺突をもち,以下沈線を密に施 し波頂部から垂下 した

沈線間に円形の刺突が縦位に施されている。 3は 日縁上位に沈線が横位に巡 り波頂部下位の沈線

内に刺突が施されている。また,横位回転の単節縄文LRを 地文 として波頂部から沈線が垂下 して

いる。 4は 口唇部に 1条の沈線が巡 り波頂部下位に刺突が施されている。また,縦位回転の単節

縄文RLを 地文 として曲線の沈線が密に施されている。5は 口縁部で,横位回転の単節縄文LRを 地

文 として口縁上位に横位に沈線が巡 り,さ らに弧状の沈線を施 し沈線間は磨消されている。 6は

胴部で,無節縄文 Rを地文 として沈線を曲線に施 し,沈線間は磨消されている。

第 6号住居跡 (第22図 )

位置 調査区の中央部,J5e5区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北部は,第 7号住居跡の南部 を,東部は第 8号住居跡の西部を掘 り込んでいる。

さらに,北部は第22～ 25。 27・ 31・ 33号土坑に,西部は第20号土坑に,南西部は第19号土坑に,

南部は第12号上坑に,南東部は第16号土坑に,東部は第17・ 28号土坑によって掘 り込まれている。
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0           10Cm

規模と平面形 長径 [5,91]m,短径 [5.54]mの不整円形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N-74°―W]

壁 他の遺構によって削平され,ほ とんどの壁は確認できないが,南壁の一部が遺存しており,

壁高は11～ 22cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 他の遺構によって削除されて確認できない部分が多くあるが,炉周辺には床が遺存しており,

平坦で良 く踏み固められ硬い。

ビット 14か所 (Pl～ P14)検出されている。Pl～ P14は ,径26～ 61cmの 円形を呈し,深さ20～ 100

cmで,壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。

炉 床中央部に検出されている。長径84cln,短径67cmの楕円形を呈し,床を約21cm掘 り窪めた地

床炉である。炉床は,火熱を受け赤変硬化している。
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1 によい赤褐色 焼土粒子少量。締 まり有 り。

2 明 赤 褐 色 焼土ブロック少量。
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第22図第 8号住居跡実測図
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覆上 自然堆積。

遺物 覆土の下層から上層にかけては,縄文式上器片 (深鉢 2,細片 604点 )が出土 している。

第23図 1の深鉢形土器片は中央部の床面から,第23図 2の深鉢形土器片は南部の覆上下層から,

第23図 10の石鏃は南東部の床面からそれぞれ出上 している。

所見 本跡は,重複関係から第 7・ 8号住居跡より新 しく,第 12・ 16。 17・ 19・ 20。 22～ 25。 27。

28。 31・ 33号土坑より古い時期に構築 されている。遺構の形態や出土遺物等から縄文時代後期中

葉の住居跡 と思われる。

第23図 3～ 7は ,第 6号住居跡から出土 した縄文式上器片の拓影図である。3～ 7は 口縁部で,

3は 口唇部の内 。外面にキザ ミロをもつ微隆起線を貼付 し,綾杉状の沈線が施されている。内面

ヘラ磨 きである。 4は横位の沈線によリロ縁無文体 と胴部施文体に区画され,胴部は斜位に沈線

が施されている。内面は,口縁上位に横位回転の単節縄文RLを 施 し,以下 2条の沈線が日縁にそ

って巡っている。5は横位回転の単節縄文LRを 地文 として横位に沈線が施され,沈線間は磨消さ

れ対弧文が施されている。6は横位回転の単節縄文LRを 地文 として,日縁上位に連続指頭押圧に

よる微隆起線が施されている。 7は縄文を地文 として横位の沈線が短 く施されている。内面は横

位の沈線が 2条巡っている。

第 G号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 23図

1

深鉢形土器

働口曽利B)

[262]

(22 1)

Ａ
一
Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。胴部は膨らみをもち,

頸部から縁部にかけ外反して立ち上がる。日縁部上位

には,粘上組を貼付し,指頭押圧によるキザミロを施

している。全面に横位回転の飾の粗い単節縄文LRを地

文として,沈線を短く横位に施している。日縁部内面

上位には1条の沈線が巡っている。

砂粒・スコリア・

雲母

にぶい褐色

普通

P15   PL 9

15%

粗製土器

中央部床面

2

深鉢形上器

(加 曽利 B)

Ｂ

Ｃ

(50)
8_4

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は底部から

ほぼ垂直に立ち上がり,底端部はやや張り出す。内・

外面丁寧なヘラナデ。底部網代痕有り。

砂粒・スコリア・

雲母

にない褐色

普通

P16  PL9
10%

南部覆上下層

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

率

，

存

％

現

ｔ
出 土 地 点 捕 考

最大長 最大幅 Ц
第 23図 8 円    板 覆    土 DP4

9 円    板 51 覆    土 DP5

図版番号 器   種

法 量

石   質 出 土 地 点 備 考
長 さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第 23図 10 石    鏃 チ ャー ト 床    面 Q8
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第 7号住居跡 (第24図 )

位置 調査区の中央部,J5c5区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南部は,第 6号住居跡の北部や第22～ 25・ 27・ 31・ 33号土坑に,北西部は,第

49・ 50号土坑に掘 り込まれている。本跡の南東部は,第26号土坑を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長径 [5.00]m,短径 [4.94]mの 不整円形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N39° Wl

壁 削平され確認できない。

床 全体的に平坦で,特に炉周辺は良く踏み固められ硬い。

ピッ ト 9か所 (Pl～ P9)検出されている。Pl～ P3は ,径22～ 32cmの 円形を呈し,深さ28～ 37cm

で壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。P4～ P9は ,第 27号土坑内に検出され,径21～ 23

cm,深 さ48～ 75clnで,性格は不明である。

炉 2か所検出されているが,炉 1の南部は,炉 2の北部を掘 り込んでいる。炉 1は,径65clnの

不整円形を呈 し,床を約18cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は,火熱を受け赤変硬化 している。

炉 2は ,径26cmの 円形を呈し,床を約26cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は,火熱を受け赤変硬

化している。

覆土 不明。

遺物 覆上の下層から上層にかけては,縄文式土器片 (深鉢 1,細片31点)が出土している。第

25図 1の深鉢形土器片は,中央部の床面から出上している。

所見 本跡は,重複関係から第 6号住居跡,第 22～ 25。 27・ 31・ 33・ 49・ 50号土坑より古 く,第

26号上坑より新 しい時期に構築されている。遺構の形態や出土遺物等から,縄文時代後期前葉の

住居跡と考えられる。

第25図 2～ 5は ,第 7号住居跡から出土した縄文式上器片の拓影図である。 2～ 5は炉直上か

ら出土している。2は 口縁部で,日唇部に横位の沈線が巡 り,横位回転の単節縄文LRを 地文 とし

て沈線が曲線に施されている。 3～ 5は胴部で, 3は渦巻文が施されている。 4は横位回転の単

節縄文LRを 地文 として平行沈線が垂下している。5は無節縄文 Lを地文 として沈線が斜位に施さ

れている。

第 7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備    考

第 25図

1

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

E27.7]

(24 4)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部 は外反 して立 ち上が り日縁部 にい

たる。 口縁部は波状 口縁金  口縁上位 には 1条 の沈線
が横位 に巡 ってい る。胴部 は,縄文 を地文 として,波
頂部か ら 4条 の沈線 を垂下 して,文様体 を区画 してい

る。区画内は,同心 円状の渦巻文 1個を中心に 4条の
沈線が放射状に入 るモチー フ と,同心 円状の渦巻文 3

個 を中心に 2条の沈線が入組状 に入 るモチーフ とが施
文 されている。

砂粒

にぶ い責橙色

良好

P17  PL9
60%

中央部床面
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A 18.2m

B18.Om

0               2m

焼土粒子少量。軟質。

焼土ブロック少量。軟質。

焼土刀ヽ ブロック少量。軟質。

ローム粒子・ 焼土粒子多量,炭化物

少量。

焼土粒子多量,炭化物少量。軟質。

粘土ブロック少量。軟質。

火熱 を受けたローム土。硬質。

0               1m

炉土層解脱

1 によい赤褐色

2赤 褐 色

3 によい赤褐色

4 暗 赤 褐 色

5 暗 赤 褐 色

6 明 赤 褐 色

7黄 褐 色

第24図 第 7号住居跡実測図

第 8号住居跡 (第26図 )

位置 調査区の南東部,J5c6区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西部は,第 6号住居跡の東部に,北部は第17・ 28号土坑に,南西部では第12号

土坑に掘 り込ま礼ている。さらに,本跡の東部は,第 9号住居跡の西部 と重複している。

規模 と平面形 長径 [4.91]m,短径 [4.67]mの不整円形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N-67°一E]

壁 他の遺構に削平され,確認することができなかった。

床 全体的に平坦で軟らかいが,炉周辺は,硬 く踏み固められている。

ビッ ト 9か所 (Pl～ P9)検出されている。Pl～ P6は ,径21～ 78cmの 円形を呈し,深さ43～ 63cm
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第25図 第 7号住居跡出土遺物実測 。拓影図

で,壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。P7・ PSは,径17・ 28cm,深 さ64・ 16cmで ,

性格は不明である。

炉 床中央部から南東寄 りに検出されている。径70cmの 円形を呈し,床を8 cm程掘 り窪めた地床

炉である。炉床は,火熱を受け赤変硬化 している。

覆土 不明。

遺物 縄文式上器片 (細片 2点)が出上している。

所見 本跡は,重複関係から第 6号住居跡,第 12・ 16・ 17・ 28号土坑より古い時期に構築 されて

いる。第 9号住居跡との新旧関係は,不明である。遺構の形態や出上遺物等から縄文時代後期前

葉の住居跡と考えられる。
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第26図 第 8号住居跡実測図

D               2m

炉土層解説

1 赤 褐 色 焼土大プロック多量,ロ ームプロッ

ク・ ローム粒子少量。軟質。      0               1m

第 9号住居跡 (第 27図 )

位置 調査区の南東部,J5d7区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西部は,第 8号住居跡の東部 と重複 している。本跡の中央部は,第48号土坑を

掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長径 [5,95]m,短径 [5.40]mを呈する不整円形と推定される。

主軸方向 [N-29°一W]

壁 撹乱により,壁の立ち上がりを確認することができない。
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1 褐   色 焼土粒子・炭化物少量。締 まり有 り。

2 赤 褐 色 炭化物多量,ロ ーム粒子少量。軟質。

3 明 赤 褐 色 焼土粒子多量,ロ ーム粒子・炭化粒

子少量。軟質。

01

0            2m

0               1m

第27図 第 9号住居跡実測図
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床 全体的に平坦であるが,炉周辺は少し凹凸があり,踏み固められ硬い

ピッ ト 26か所 (Pl～ P26)検出されている。Pl～ P14は ,径25～ 48cmの 円形を呈し,深さ24～ 64

cmで,壁際を回るように検出され,壁柱穴と思われる。P15～ P26は ,径 26～ 63cm,深さ17～ 64cmで,

性格は不明である。

炉 中央部から南寄 りに検出されている。径76cmの 円形を呈し,床を約14cm掘 り窪めた地床炉で

ある。炉床は,火熱を受け赤変硬化 している。

覆土 不明。

遺物 縄文式土器片 (細片26ィミ)が,炉直上から出上している。

所見 本跡は,重複関係から第48号土坑より新しい時期に構築されているが,第 8号住居跡との

新旧関係は不明である。遺構の形態や出土遺物等から縄文時代後期前葉の住居跡と考えられる。

第28図 1・ 2は ,第 9号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図である。 1・ 2は炉直上か

ら出上した胴部である。 11よ縄文を地文 として沈線が垂下している。2は縦位回転の単節縄文LR

が施されている。

第28図 第 9号住居跡出土遣物拓影図

表 3 原口遺跡住居跡一覧表

住居跡
番 号

位 置 主翰方向 平 面 形

規    模

床 面 と穴姿 炉 覆土 出 土 遺 物 備 考長軸(m)× 短軸(m)

〔径〕 〔径〕 錦ω
1-A [N-13° パヽ「] [不整円形 ] [385]× 13～ 18 平坦 I 自然 縄文式土器片16点 。 第卜B号住居跡よ り古い。

J6el [N-25° W] [円 形 ] [420]× [394] 平 坦 9 I 自然
縄文式上器片494嵐 土製円板1点,垂

飾1汽 獣骨片3点 ,員,石 atl点。
第lA号住居跡より新 しい。

2-A J5b3 [N-36°―W] [不整円形 ] [362]× 3 36 平坦 9 I 縄文式上器細片。 第2B号住居跡よ り古い。

」5bЭ [N47° ―E] [柄 鏡 形 ] [560]× [437] 6～ 10 平坦 21 1 自然 縄文式上器片486点 。
第外A号住居跡より新 しく,第

10・ 56号土坑 よ り古い。

3 [N66° 呵ヽ [円 形 ] 578X[554] 3～ 11 平坦 12 ユ 自然
縄文式上器片514点 ,石器1点 ,

石鏃 1点。
第55号土坑 よ り新 しい。

4 [N27° 一E] [円 形 ] 562× [554] 5～ 43 平埋 7 ] 自然
縄文式上器片2,143点,耳飾 り

1点,石器4点。

第5号住居跡 よ り新 しく,第
18・ 37・ 46号土坑 より古い。

5 16-17 平坦 2 自然 縄文式土器片693点。 第4号住居跡より古い。

6 J5es [N-74° W] [不整円形 ] [591]× [554] 11～ 22 平坦 ユ 自然
縄文式上器片606点,土製円板

2′く,石鏃1点。

第78tt居 跡より新しく,第 12161719

2022～ 2527283133号 土坑より古い。

7 [N-39° W] [不整円形 ] [500]× [494] 平坦 9 2 縄文式上器片32点。
第6号住居跡・第22～ 25・ 33

49 50号 土坑 より古い。

8 」5cs [N67° ―E] [不整円形 ] [491]× [467] 平坦 9 1 縄文式上器片2点。
第6号住居跡,第 12■ 6・ 1728号土

坑より古い 第9号住居跡と重複。

9 [N-29°―W] [不整円形 ] [595]× [540] 平坦 1 縄文式上器片26ミ。
第48号土坑 より新 しい。第8号

住居跡 と重複。

―-49-―



2 土  坑

当調査区からは,土坑が60基検出されている。形状や規模には,それぞれ差異が認められるも

のの,一部を除いては出土遺物が少なく,時期や性格について不明のものが多い。ここでは,土

坑のうち形状や規模,覆上の状態や出土遺物に特徴がある7基の土坑について個々に解説を加え,

その他については一覧表にまとめた。

第14号土坑 (第30図 )

位置 調査区の中央部から北東寄 り,J5b4区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長径2.12m,短径1.65mの不整楕円形を呈し,深さ84cmである。

長径方向 N46°一E

壁画 東側は,緩やかに外傾 し,その他は外傾 して立ち上がっている。

底面 やや凹凸。

覆土 境乱が見られ,ローム粒子・小ブロック及び褐色のローム土を斑状に含み,人為堆積 と思

われる。

遺物 覆土上層から下層にかけては,縄文式土器片 (蓋 1,細片37点)が出土している。第34図

1の土器の蓋が覆土下層から逆位の状態で出土している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から縄文時代後期前葉の上坑と考えられる。

第18号土坑 (第30図 )

位置 調査区の南部,J5c3区の第 4号住居跡内に確認されている。

重複関係 本跡は,第 4号住居跡の西部及び第37号土坑の北東部を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長径1.27m,短径0。 96mの楕円形を呈し,深さ52clnで ある。

長径方向 N55°一W

壁画 ほぼ外傾 して立ち上がっている。

底面 凹凸。

覆土 自然堆積。

遣物 覆土中・下層及び底面からは,縄文式上器片 (細片43点)が出上 している。

所見 本跡は,第 4号住居跡,第 37号土坑より新 しい時期に構築されている。出土遺物の特徴か

ら縄文時代後期前葉の上坑 と考えられる。

第20号土坑 (第30図 )

位置 調査区の中央部からやや南東寄 り,J5c4区を中心に確認されている。
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重複関係 本跡の東部は,第 6号住居跡の西部壁を,北部は,第 6号住居跡及び第33号土坑を掘

り込んでいる。

規模 と平面形 長径1.74m,短径1.42mの楕円形を呈し,深さ29cmである。

長径方向 N81° W

壁画 ほぼ外傾 して立ち上がっている。

底画 平坦。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土からは,縄文式土器片 (蓋 1,細片 6点)が出土している。第34図 2の上器の蓋片は,

中央部の覆寺上層から斜位の状態で出上している。

所見 本跡は,第 6号住居跡,第 33号土坑より新しい時期に構築 されている。出土遺物の特徴か

ら縄文時代後期前葉の上坑 と考えられる。

第35号土坑 (第 31図 )

位置 調査区の西部,I芍 7区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長径0.72m,短径0.62mの楕円形を呈し,深さ■2cmである。

長径方向 N65°一E

壁菌 垂直に立ち上がっている。

底面 平坦。

覆土 暗褐色上でローム小ブロックを含み軟らかいため,人為堆積 と思われる。

遺物 底面から中層にかけては,縄文式上器片 (細片53′ミ)が出上している。第37図 38の深鉢形

土器片は,中央部の覆土中層から,第 37図39の深鉢形土器片は,中央部の覆上下層からそれぞれ

出上している。さらに,下層から中層の覆土からはヤマ トシジミ単一種の貝ブロックやその貝ブ

ロック内からはハゼ科の魚骨やシカ・イノシシ等の獣骨も検出されている。

所見 本跡は,土坑内から地′ミ貝塚が検出されている。出土遺物の特徴から縄文時代後期前葉の

上坑 と考えられる。

第37号土坑 (第30図 )

位置 調査区の南部,J5c3区の第 4号住居跡内に確認されている。

重複関係 本跡は,第 4号住居跡の西部を掘 り込み,北部は第18号土坑の南部に掘り込まれている。

規模 と平面形 長径1.07m,短径 〔0.83m〕 の楕円形を呈し,深さ38clnを測る。

長径方向 N-13° W

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。
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底面 ほぼ平坦。底面の西部が厚さ約 3～ 7 cmの粘上で覆われて,やや締まっている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土及び底面からは,縄文式上器片 (深鉢 3,浅鉢 1,細片15点)が出土している。第34

図 6の深鉢形土器片は,中央部の底面から横位の状態で,第34図 5の深鉢形土器の底部片は,正

位の状態で中央部の底面からそれぞれ出上している。

所見 本跡は,第 4号住居跡より新しく,第18号土坑より古い時期に構築されている。出上遺物

の特徴から縄文時代後期前葉の上坑と考えられる。

第38号土坑 (第31図 )

位置 調査区の中央部から北東より,J5a6区 を中心に確認されている。

規模 と平画形 長径0.57m,短径0.53mの 円形を呈し,深さ34cmである。

長径方向 N84°一E

壁面 外傾 して立ち上がっている。

底面 皿状。

覆土 暗褐色土でローム小ブロック,ローム粒子を含み軟らか く,一時期に埋め戻した状態を示

しているので人為堆積 と思われる。

遺物 覆土からは,縄文式土器片 (台付鉢 1,細片33′く)が出土している。第35図 8の台付鉢形

土器の台部は,中央部の覆土上層から逆位の状態で出上している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から縄文時代後期後葉の上坑と考えられる。

第48号土坑 (第32図 )

位置 調査区の南東部,J5d7区 の第 9号住居跡内に確認されている。

重複関係 本跡の上面には第 9号住居跡が構築 されている。

規模 と平面形 長径1.46m,短径1.12mの楕円形を呈し,深さ88cmである。

長径方向 N39°一W

壁面 ローム土で締まりがあり,ほぼ垂直に立ち上がっている。

底画 平坦。

覆土 一部境乱を受けているが, 自然堆積 と思われる。

遺物 覆土上層から下層にかけては,縄文式上器片 (細片■点)が出土している。覆土中層にヤ

マ トシジミの単一種の貝ブロックが出上している。

所見 本跡には,地点貝塚が検出されている。第 9号住居跡より古い時期に構築され,出土遺物

の特徴から,縄文時代後期前葉の上坑と考えられる。
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第 2号土坑土層解脱

1 明 褐 色 ロームプロック 焼土粒子・炭化粒

子少量。締 まり有 り。

2 明 褐 色 ロームプロック少量。硬質。

第 4号土坑土層解脱

1 暗 褐 色 ローム粒子中量,焼上粒子・炭化物

少量。締 まり有 り。

2 暗 褐 色  ローム小プロック・焼土粒子 炭化

物少量。結 まり有 り。

3 褐   色 ロームプロック・炭化物少量。締 ま

り有 り。

第 S号上坑土層解説

1 明 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量。

硬質。

2 明 褐 色 焼土粒子・粘土プロック少量。軟質。

3 明 褐 色 ロームアロック少量。硬質。

第 9号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子 焼土粒子多量。硬質。

2 褐   色 焼土粒子多量。硬質。

3 明 褐 色 焼土粒子・炭化物多量,焼土プロッ

ク少量。硬質。

4 明 褐 色 焼土粒子少量。硬質。

5 明 褐 色 ロームプロック少量。覆質。

第29図 土坑実測図(1)

生18.2m

第11号■坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量。

硬質。

2 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子・炭化物

少量。締 まり有 り。

3 明 掲 色 ロームブロック少量。硬質。

4 明 褐 色 ロームブロック少量。硬質。

第12号 土坑上層解at

l 明 褐 色 ローム粒子多量,焔土粒子・炭化物

少量。

2 明 褐 色 ロームプロック 焼土粒子・炭化物

少量。硬質。

3 明 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子・炭化物

少量。締 まり有 り。

4 明 褐 色 焼土粒子・炭化物少量。締 ま り有 り。

5 褐   色 焼土粒子少量。硬質。

6 暗 褐 色 ロームプロック・焼土粒子少量。覆

質。

Ａ
一
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⑮ SK9
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ローム粒子

ローム粒子

3 褐   色 ローム粒子多量。

4 明 褐 色 焼土粒子少量。硬質。

第47号土坑土層解説

1 明 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物中量。

硬質。

2 褐   色 焼土粒子中量, ローム粒子・炭化物

少量。

3 褐   色 ローム粒子中量,焼土粒子少量。締

まり有 り。

4 明 褐 色 ローム粒子・旋土粒子少量。締 ま り

有 り。

第,3号土坑土層解脱

1 掲  色  ローム粒子・炭化物中量 ロームア

ロック少量。軟質。

2 褐  色  ロームプロック少量。歌質。

第31号 土坑土層解脱

1 褐  色  ローム粒子・焼土粒子少量。締 まり

有 り。

2 褐  色  焼土粒子中量, ローム粒子少量。締

まり有 り。

第38号 土坑土層解説

1 褐  色  ロームブロック多量。締 まり有 り。

―

SK 20・ 23・ 31・ 33

第30図 土坑実測図(D
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第41号 上坑土層解脱

S K45

第48号 土坑土層解説

1 褐  色  ローム粒子・焼土粒子・炭化材少量。 1 赤 褐 色 焼土粒子多量,炭化物・炭化粒子中

締 まり有 り。

第44号 土坑土層解説

1 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量。締 まり有  2
り。

2 褐   色 ローム粒子少量。締まり有 り。

3 褐   色 ローム粒子少量。硬質。

4 暗 褐 色 焼土粒子中量,炭化粒子少量。締ま

り有 り。

5 褐   色 締まり有 り。

第45号土坑土層解説

1 褐  色 焼土粒子中量,コ ーム粒子・炭化粒子

少量。締 まり有 り。

焼土粒子 多量,炭化物少量。締 まり

有 り。

焼土粒 子 炭化物少量,ロ ームプロ

ック極少量。締 まり有 り。

第46号土坑土層解脱

1 褐   色 ロー ム粒子中量,焼土粒子・皮化物

少量。結 まり有 り。

2 明 褐 色 ロームブロック多量,焼土粒子・炭

化物少量。締 まり有 り。

3 明 褐 色 ロームプロック少量,焼土粒子・炭

化物極少量。硬質。

4 明 褐 色  ロームプロック・焼土粒子題少量。

硬質。

″

3

4

5

6

量,ロ ームプロック・ ローム粒子・

粘土少量。締 まり有 り。

暗 赤 褐 色 ロームブロック・ 貝プロック多量 ,

ローム粒子・焼土粒子・炭化物中量。

軟質。

褐   色 ロームプロック・ ロー ム粒子多量 ,

炭化物少量。締 ま り有 り。

褐   色 ロームブロック・ ローム粒子多量。

締 まり有 り。

褐   色 ローム粒子多量, ロームブロック少

量。締 ま り有 り。

に示い褐色 ロームプロック少量。軟質。

0               2m

第32図 上坑実測図い)
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第51号 土坑土層解説

1 褐  色  焼土粒子 炭化粒子多量。硬質。

2 褐  色  ロームプロック・焼土粒子・炭化物

少量。締 まり有 り。

第52号 土坑土層解説

1 褐   色 焼土プロック中量,焼土粒子少量。

硬質。

2 褐   色 焼土粒子・炭化物多量。締 まり有 り。

3 に差い褐色 焼土粒子少量。硬質。

4 褐   色 焼土粒子少量。締 まり有 り。

第38図 土坑実測図(5)
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第55号 土坑土層解説

1 褐  色  ロームイヽブロック・コーム粒子少量。

締 まり有 り。

2 褐  色  ローム小ブロック中量,ロ ーム粒子

少量。締 まり有 り。

3 褐  色  ローム刀ヽプロック少量。締 まり有 り。

4 褐  色  ローム粒子中量。締 まり有 り。

第56号 土坑土層解説

1 褐   色 焼土粒子・炭化物中量。締 まり有 り。

2 褐   色 焼土粒子・炭化物少量。結 まり有 り。

3 掲   色  ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量。

締 まり有 り。

4 にオい褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量Ь

5 にない褐色 ローム粒子少量,焼上粒子極少量。

締 まり有 り。

6 明 褐 色 炭化物極少量。締 まり有 り。

0               2m
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ぴ
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SK 59

上坑出上縄文式土器拓影図解説 (第36図 10～第38図 57)

10は 第1号土坑から出上した縄文式土器の日縁部片で, 口縁部上位に微隆起線を横位にめぐら

し,横位回転の単節縄文LRが施されている。

11は 第 3号土坑から出上 した縄文式上器の胴部片で,沈線間に維位回転の単節縄文RLが施 され

ている。

12は第 9号土坑から出上 した縄文式上器の胴部片で,維位回転の単節縄文RLを 地文 として,沈
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線が垂下している。

13・ 14は 第13号土坑から出土した縄文式上器の胴部片で,13は縦位回転の単節縄文RLを地文 と

して,沈線を垂下し沈線間を磨消している。14は横位回転の単節縄文LRを 地文として,半裁竹管

による沈線で区画し,区画内は蛇行沈線文が垂下 している。

15～ 19は 第14号土坑から出土した縄文式土器の口縁部片である。15は横位回転の単節縄文LRを

地文 として, 日縁部上位 と中位に横走沈線が施されている。16は 口縁部上位に棒状工具による刺

突文が施され,沈線を垂下している。17は 波状口縁部片で,斜位回転の単節縄文LRを 地文 として,

波頂部から微隆起線を垂下させ,上端に刺突文を施 している。18は 日縁部上位に 1条の沈線を巡

らし,さ らに沈線を垂下させている。19は 縄文地文に沈線が 4条横位に施されている。

20～ 22は第16号土坑から出上した縄文式土器片の拓影図である。20。 21は 口縁部片で,20は横

走沈線によリロ縁無文帯と頸部施文体に区画され,施文体には横位回転の単節縄文LRが施されて

いる。21は 口縁上位に横走沈線が巡 り,横位回転の単節縄文RLを 地文 として,沈線が弧状に施さ

れている。22は胴部片で,横位回転の単節縄文LRを地文 として,渦巻文を施している。

23・ 24は第17号土坑から出上した縄文式上器の口縁部片で,23は横位回転の単節縄文LRが全面

に施されている。24は 口縁部上位に微隆起帯を呈 し,斜位回転の単節縄文LRが施されている。

25は 第18号土坑から出土した縄文式上器の胴部片で,横位回転の単節縄文LRを 地文として,斜

位に平行沈線が施されている。

26・ 27は第20号土坑から出上した縄文式上器片の拓影図である。26は波状口縁部片で,波頂部

に突起を呈し,無文で横位に 1条の沈線を巡らしている。27は胴部片で,横位回転の単節縄文LR

を地文 として,沈線が垂下している。

28は第22号土坑から出上した縄文式上器の胴部片で,弧状の沈線内は三角形状の刺突文を有 し,

沈線が粗 く地されている。

29は第26号土坑から出土した縄文式土器の回縁部片で,口縁部上位には横位に 1条の沈線が巡

り,沈線内は斜位に短 く沈線が地されている。

30～ 35は第28号土坑から出上した縄文式上器片の拓影図である。30は波状口縁部片で,波頂部

に小突起を呈し,日縁部中位に横走沈線が巡 り,沈線内に対弧文が施されている。31は 口縁部片

で,横位回転の単節縄文RLを施し,日縁部上位に連続指頭圧文の隆帯を貼付している。32は 口縁

部片で,綾杉状に沈線が施されている。33は胴部片で,横位回転の単節縄文RLを 地文として,胴

部上位に横走沈線が 2条巡っている。34は 胴部片で,横位回転の単節縄文RLを 地文 として,横位

に短 く沈線が施され,連続指頭押圧文の隆帯が貝占付されている。35は胴部片で, 8本櫛歯状の流

水文が施されている。

36は第32号土坑から出上した縄文式上器の日縁部片で, 日縁部上位に微隆起帯を施 し,横位回
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転の単節縄文LRを 地文 として,弧状 に沈線が施 されている。

37は第34号土坑から出土 した縄文式上器の日縁部片で,日縁部に隆帯を三角形状に貼付 し,下

位に鋸歯状の沈線が施されている。

38・ 39は第35号土坑から出土 した縄文式上器の日縁部片で,38は無文で横走の沈線が施 され ,

さらに維位に粘土紐が貼付 されている。口縁部内面は,横位回転の単節縄文LRが施され横位 に深

く沈線を巡 らしている。39は 日縁に刺突文や微隆起帯が施されている。

40は 第37号土坑から出上 した縄文式上器の胴部片で,横位回転の単節縄文LRを 地文 として,半

裁竹管により弧状文や蛇イ子文が施されている。

41は第38号土坑から出上した縄文式土器の胴部片で,胴部上位はキザ ミロを有する微隆起線文

が横位に 2条施 され,さ らに微隆起線文上に小突起が貼付 されている。胴部は粗 くヘラナデ。

42～ 47は 第39号土坑から出上 した縄文式上器片の拓影図である。42は胴部片で,縦位回転の単

節縄文RLを 地文 として沈線が斜位に施されている。43は波状 口縁部片で,口縁部上位に 1条の沈

線を深 く横位に巡らし,波頂下の沈線内に刺突文が入 り,以下全面に斜位回転の単節縄文LRが施

されている。44は 口縁部片で,微隆起線によリロ縁無文体 と胴部施文体に区画され,胴部は縦位

回転の単節縄文RLを 地文 として沈線が逆U字形に垂下 し,沈線間は磨消 している。45は波状 口縁

部片で,横位回転の単節縄文LRを 地文 とし,口縁上位に沈線が 1条横位に巡 り,波頂部下に刺突

及び沈線が弧状に垂下 している。46は 波状 口縁部で,斜位回転の単節縄文LRを 地文 として,口縁

上位に横位の沈線が巡っている。さらに 2条の沈線が楕円形に描かれ,沈線内にはキザ ミロの隆

帯が横位に施されている。47は胴部片で,横位回転の単節縄文RLを 地文に渦巻文が施されている。

48～51は第40号土坑から出土した縄文式上器の口縁部片 と胴部片である。48～ 50は 口縁部片で,

48は 口縁上位に微隆起線を横位に巡らし,以下横位回転の単節縄文RLが施されている。49は 口唇

部にキザ ミロを呈 し,横位回転の単節縄文LRを地文 とし,横位に沈線が施され,沈線間は磨消 さ

れてお り縄文帯に対弧文や円形の刺突が施文 されている。50は 口縁部上位に 1条の沈線が横位 に

巡 り,横位回転の単節縄文LRが施されている。51は横位回転の単節縄文RLを 地文 として,横位の

沈線が巡 り,沈線間には磨消又は斜位の沈線が施 されている。

52は第41号上坑から出上した縄文式土器の胴部片で,斜位に沈線を施 し,さ らに横位に平行沈

線を描 き,沈線内にキザ ミロを加えている。

53・ 54は第42号から出土 した縄文式土器の口縁部片 と胴部片である。53は横位の沈線により口

縁無文体 と胴部施文体に区画 し,胴部は横位沈線間に円形の刺突が 2列に施されている。54は 横

位回転の単節縄文LRを 地文 として,蛇行文 を垂下させている。

55は第51号土坑から出上 した縄文式上器の口縁部片で, 口縁上位は微隆起帯で円形の刺突が施

され,以下縄文地文に横位及び斜位に沈線が施 されている。
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56は第54号土坑から出土 した縄文式上器の胴部片で,縦位回転の単節縄文RLを 地文 として,曲

線の沈線を描いている。

57は 第58号土坑から出上 した縄文式土器の胴部片で,沈線が垂下 している。

第14号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 焼成 備 考

第 34図

1

蓋

(堀 ノ 内 )

A  78
B  48
F  39
G  18

円形を呈し,断面形は浅い半円状の膨らみをもつ。外

面中央部に環状把手がつ くほかは,無文でナデが施さ

れている。内面は中央部が凹む形状を示し,無文でナ

デが施されている。

砂粒

にぶい橙色

普通

P18   P L10

90%

覆上下層

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

ナ

量

，

重

ぐ
現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 38図 69 土 器 片 錘 覆 土 DP7

円 板 57 (32) (168) 覆 土 上 層 DP8

第20号土坑出土遣物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土 色調・焼成 備 考

第 34図

2

蓋

(三 十稲場 )

A [96]
B (32)

蓋部片。円形を呈し,断面形は浅い半円状の膨らみを

もつ。外面下端の沈線交点に円形の貼付文をもち,そ
の中央に刺突を有す。内面ナデ。

砂粒・ スコ リア

にぶい橙色

普通

P30   P L10

15%

覆土上層

第30号 土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備 考

第 34図

3

深鉢形土器

働口曽利B)

B (15_8)

C  75
胴部上半欠損。平底。胴部 は外傾 して立 ち上が る。胴

部は縄文地文 として,胴部下位 に沈線が横位 に巡 って

いる。沈線下は磨 消 してい る。底部網代痕有 り。

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

P19   P L10

30%

覆土中層

第37号 土坑出土遺物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・ 色調・焼成 備   考

第 34図

4

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

B (231)

C  94
日縁部欠損。平底。胴部 は底部 か ら内彎 して立 ち上が

る。無節の縄文 を地文 として,沈線 に よる渦巻文が施

されている。胴部下位 はヘ ラ削 り。

砂柱・礫・スコリ

ア

にない橙色

普通

P L10２０

％

面

Ｐ

５０

底

5

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

(150)

13 8

Ｂ

Ｃ

胴部上半欠損。平底。胴部は底部からやや外反して立

ち上がり,底端部は張り出している。ヘラ肖Jり 後磨き。

砂粒・礫・スコリ

ア・雲母

橙色

普通

P L10２．

％

面

Ｐ

・５

底

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

(168)

106

Ｂ

Ｃ

底部か ら胴部 にかけての破 片。平底。胴部 は底部か ら

外傾 して立ち上が る。胴部 は,縄文 を地文 とし, 2条
の沈線で区画 し,区画内 を渦巻文や曲線 をモチーフ と

している。胴部下半 はヘ ラナデ。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P22  P L10
20%

中央部底面

第 35図

7

鉢 形 土 器

(堀 ノ 内 )

A [334〕

B (15_4)

胴部から日縁部にかけての破片。胴部は底部からやや
内彎して立ち上がり,そ の後外傾 して回縁部にいたる。
口縁部は無文帯で内面に稜をもつ。胴部は横位回転の
単節縄文LRを地文として,胴部上位と下位を2条の横
位沈線で区画し, さらに縦位の 2条の沈線で区画し,

その中に渦巻文を描いている。

砂粒・ ス コリア・

雲母

にぶい赤褐色

良好

ＬＰ

Ｐ２３
甥
師
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第37号 土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種

法 量

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cH) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

磨 製 石 斧 (29) (318) 角 閃 片 岩 底 面 Q10

第30号 土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 35図

8

台付 土 器

(安 行 )

B (137)

C 148
台部片。台部は 状を呈し,台部底面は粗 くザラザラ

している。台部上半は違弧文に磨消縄文を施している。

台部下半は横位回転の単節縄文RLを 3段の隆起帯に配

している。鉢部と台部の接全部にキザミロと小突起を

有している。内面は粗いヘラナデ。

砂粒・長石・雲母・

スコリア

赤褐色

普通

P24

20%

中央部覆土上層

第30号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 35図

9

深鉢形土器

(堀 ノ 内 )

(164)

108

Ｂ

Ｃ

胴部上半欠損。平底。胴部は底部からやや内彎気味に

立ち上がり底端部は張り出す。無節縄文が施され,胴
部下半ヘラ削り後磨き。

砂粒・スコリア

雲母

淡橙色

普通

P25  P L10
40%

覆土上層

図 版 番 号 器   種

法  量  (帥 ) 径
ケｍ

孔
ぐ

重 量

(g)

見存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 38図 62 円 板 (134) 覆 土 DP10

63 円 板 41 覆 土 DPll

第12号土坑出土遺物観察表

第21号土坑出土遣物観察表

第47号土坑出土遺物観察表

第 9号土坑出土遣勃観察表

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

，ｍ

孔

ぐ

量

＞

重

く

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 38図 58 土 器 片 錘 (11.3) 覆 土 DP6

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

率

，

存

％

現
く

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 38図 61 土 器 片 錘 (357) 覆 土 DP9

図 版 番 号 器  種

法  量 (om) 径

，

重 量

(g)

現存率
(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 38図 64 土 器 片 錘 12 (29.5) 覆 土 DP12

図版番号 器   種

法 量

看   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅  (c ll) 厚 さ (Om) 重 量 (g)

第38図65 打 製 石 斧 (1126) 安 山 岩 覆    土 Q9 分銅型
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表 4 原口遺跡土坑一覧表

番 号 位 置 長径方向 平面形
規 模

壁 面 底 面 覆 土 出 遺 物 備 考
図版

番号長径(ml 短径(m) 深さlem)

l N-66°―ヽV 不 整 円 形 0 75 0 73 ケ順 凹 凸 人為 縄文式上器片2点。 第29図

2 N48° W 円 形 外 傾 凹 凸 入為 縄文式上器片10点 。

3 N39° W 不 整 円 形 綬 斜 凹 凸 入為 縄文式上器片3点。

4 N-61°一E 不 整 円 形 夕腋 平 坦 自然 縄文式上器片8点。

5 J5bl N-1° ―ヽV 不 定 形 0 73 緩斜 平 坦 人為 縄文式上器片10点 。

6 J5b2 N-47°―E 不整楕円形 1 31 用 頃 皿状 入為 縄文式上器片7点。

7 N-7° W 不整楕円形 0 58 細 平 坦 自然 縄文式上器片12点 。

8 J5a2 N-66°―ヽV 不整橋円形 夕順 皿 状 自然

9 N26° Vヽ 楕 円 形 1 43 緩 斜 凹 凸 自然
縄文式上器片19点 ,石器1点 ,

石1点。

J5a3 N-18° W 不 定 形 0 58 17 ケ順 凹 凸 人為 石 1点。 第2号住居跡 より新 しい。

11 J4a0 Nヽ 7・ E 長 楕 円 形 0 73 ケ順 凹 凸 自然 縄文式上器片3点。

J5ds [N-31° W] t橋 円形] [141] 0 78 姫 平 坦 入為
縄文式上器片21点 ,土器片錘

1点。
第6・ 8号住居跡より新 しい。

N-45°―W 円 形 1 65 1 52 期 平 坦 自然 縄文式上器片■0点 ,石2,ヽ . 第30図

14 」5b` N46°―E 不整楕円形 1 65 緩 斜 凹 凸 人為
縄文式上器片37点 ,土製円板
2点,蓋1点。

縄文時代後期前葉。

」4ae N-53° ―ヽV 楕 円 形 垂 直 凹 凸 自然

N-0° 不整橋円形 垂 直 平 坦 自然 縄文式上器片48点。 第6・ 8号住居跡より新 しい。

17 J5cs N-9° 一E 橋 円 形 夕順 凹 凸 自然 縄文式上器片18点 ,石 2点。 第6・ 8号住居跡より新 しい。

J5c3 N-55° W 楕 円 形 1 27 ケ順 凹 凸 自然 縄文式上器片43点 。
第4号住居跡 第37号 土坑より

新しい。縄文時代後期前鶉
第30図

19 J5cs [N-85°一W] [長格円形 ] [219] [125] 緩 斜 皿状 自然 縄文式上器片6点。 第6号住居跡より新 しい。

J5c4 N-8r― M「 橋 円 形 ケ順 平坦 自然 縄文式上器片6点 ,蓋1点。
第6号住居跡 第3号土坑より

新しい。縄文時代後期前為

J5b4 N-73° ―E 構 円 形 ケ順 四 凸 人為
縄支式上器片83点,土器片錘
1,ヽ ,石 1点。

22 N-25° ―ヽV 不整楕円形 0 68 期 平坦 自然 縄文式上器片6点。
第6・ 7号住居跡 。第27号土

坑より新 しい。
第31図

J5c5 [N44° W3 [楕 円 形 ] [068] 期 平坦 人為
第6・ 7号住居跡・ 第33号土

坑より新 しい。
第30図

N-40° ―W 不 整 円 形 0 55 垂 直 四 凸 自然 第6・ 7号住居跡より新 しい。

N4° E 不整楕円形 外傾 凹 凸 自然 縄文式上器片3点。 第6・ 7号住居跡より新 しい。

J5cs N-30° ―E 不 整 円 形 州 項 口 凸 自然 縄文式上器片29点 。 第6・ 7号住居跡より新 しヤ 第31図

[N-65°―E] [楕 円 形 ] [082] [058] 外傾 平避 縄文式上器片1点。
第6・ 7号住居跡より新 しく

第22号土坑 より古い。

J5cc N-9° ―W 不 定 形 緩斜 凹 凸 人為 縄文式上器片59点 。 第6・ 8号住居跡より新 しい。

N38°―E 楕 円 形 卿 員 皿状 自然

J5b2 N-6° 一ヽV 格  円 形 垂直 凹 凸 自然 縄文式上器片20点。

31 J5c6 N-48° 一ヽV 楕 円 形 卿 頃 平坦 自然
第6・ 7号住居跡・第33号上坑
より新しい。

第30図

J5bl N-7° 一ヽV 楕 円 形 0 52 垂直 凹 凸 入為 縄文式上器片20点 。 第31図

J5cs N-20° 一E [不 定 形 ] [1 [136] 平坦 人為 縄丈式上器片1点。
第6・ 7号住居跡より新しく,第
202331号上坑より古い。

第30図

N-83° 一E 円 形 0 55 垂直 平坦 自然 縄文式上器片20点 。 第31図

I荀 7 N-65°一E 楕 円 形 0 72 0 62 垂直 平 坦 人為
縄文式上器片53点,獣骨片3

点, 自然遺物 (貝 ・魚骨 )。

縄文時代後期前葉。地点貝
と康。

N-0° 精 円 形 垂直 四 凸 人為 縄文式上器片94点 。

N-13° W 楕 円 形 [083] 垂直 平坦 自然 縄文式上器片19点,石器1点。

第4号住居跡 より新 しく,第

18号上坑 より古い。縄文時

代後劇前葉。

第30図

J5aG N-84°一E 円 形 0 53 期 皿状 人為 縄文式上器片34点。 縄文時代後期後葉。 第31図

J5b4 N-53° 一E 楕 円 形 0 73 辮 凹 凸 人為
縄文式上器片164点 ,土製円板
2点。

J5be N-42°一ヽV 橋 円 形 垂直 凹 凸 自然 縄文式上器片110点 。 第32図

J5b: N-70° W 糖 円 形 ″順 凹 凸 自然 縄文式上器片68点。
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J5cぞ N20°一E [不 定 形 ] 1 74 緩 斜 凹 凸 人為 縄丈式上器片25点 。

N-65°一W 楕 円 形 舛傾 凹 凸 人為

44 N-25°一部/ 楕 円 形 垂直 凹 凸 人為 縄文式上器片2点。

N-82・―E 不 定 形 0 63 外 傾 凹 凸 自然

J5cu N-73°一E 椿 円 形 ケ順 凹 凸 自然 縄文式上器片 7′ヽ。 第4号住居跡よ り新 しい。

J5c4 N-0° [楕 円 形 ] 用 買 平坦 自然
縄文式上器片44点 ,土器片錘
1く。

第30図

J5d7 N-39° W 橋 円 形 垂直 平坦 自然 縄文式上器片11点。貝。
第9号住居跡より古い。地点

貝塚。縄文時代後期前葉。
第32図

J5b6 N-10°一ヽV 楕 円 形 1 11 ケM頃 平坦 人為 縄文式上器片 72′点。 第33図

J5b5 N-67° E 構 円 形 0 70 垂 直 皿 状 自然

J4a9 N-64°一ⅢV 椿 円 形 外 傾 凹 凸 自然 縄文式上器片3点。

N-33° Vヽ 不 整 円 形 外 傾 皿状 鉄
〔

縄文式上器片7点。

」4aO N30°一E 円    形 外 傾 凹 凸 人為 縄文式上器片1点。

」5a2 N15°―E 橋 円 形 0 71 夕順 口 凸 自然 縄文式上器片 2′く。

JrDbI N-87・―E 脩 円 形 1 11 夕悧買 平 坦 人為 第3号住居跡 より古い。

J5a3 N10°―W 格 円 形 0 72 垂 直 凹 凸 自然 第2号住居跡よ り新 しい

N42°一E 円    形 057 垂 直 凹 凸 自然

J4aB N-87°一E 円    形 垂 直 平 坦 自然

J4a8 N16°一E 円    形 垂 直 平 坦 自然

J4b0 N-11°一E 不整楕円形 81 垂 直 凹 凸 人為

3 遺構外出土遺物

当調査区からは,直接遺構には伴わない縄文式土器片や上製品・石製品等が少量出上している。

ここではこれらの出土遺物のうち特徴的なものについて取 り上げて記載する。

(1)縄 文式上器

出土した土器は,縄文時代後期の上器片である。縄文式上器を時期や特徴から第 1～第 3群に

分類し記載する。

第 1群 後期前葉の上器群 (第40図 7～ 20・ 第41図21～ 25)

堀之内式の上器片である。 7～ 6は一欄表に掲載 した。 7～ 17は 日縁部で, 7は横位回転の単

節縄文LRを 地文として,2本単位の沈線が菱形状ひ描かれている。8は縄文地文 として弧状の沈

線や蛇行文が垂下している。9は横位回転の単節縄文LRを 地文 として,口縁部上位に 1条の沈線

を横位に施し,さ らに曲線や蛇行文が垂下している。10は 口縁にキザ ミロを有する微隆起帯を巡

らし,横位回転の単節縄文RLが施されている。■は回縁部上位に微隆起帯を巡らし,横位回転の

単節縄文LRを 地文 として,蛇行沈線文が垂下している。12は 日縁に一条の沈線を巡らし,横位回

転の単節縄文RLを 地文 として,弧状の沈線を施 し,さ らにキザ ミロを有する隆帯を縦位に貼付 し

ている。13は 口縁に一条の沈線を巡らし,斜位回転の単節縄文LRを地文 として,沈線粗 く垂下さ

せている。14は 波状口縁部で,口縁部上位に一条の沈線が巡 り, 4本の沈線を斜位に施し,上下

に密に弧状の沈線が施されている。15は 口唇部に小突起を有し1条の沈線が巡る。口縁上位に微

隆起線が施され,縦位回転の単節縄文LRを 地文 として,沈線を斜位に施し沈線間を磨消している。

16は 波状口縁で,横位回転の単節縄文LRを地文 として波頂部から沈線が斜位,維位及び蛇行文が
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施されている。波頂部は押圧 され凹んでいる。 17は 波状 口縁部で,縄文を地文 として連続に渦巻

文が維に施 されている。18は胴部で,縦位回転の単節縄文RLを 地文 として渦巻文が施 されている。

19は 波状口縁部片で波頂部に突起 をもち,縄文 を地文 として沈線を綾杉状に施 し,キ ザ ミロを呈

する隆帯が縦位に貼付 している。波頂部には単孔があ り,突起の頂部に指頭押圧が見 られる。20

は口縁部で,深 く横位の沈線を施 し沈線内に不規則に円形の刺突が見 られる。日唇部内面に円形

の刺突が施 されている。21は胴部で,縄文 を地文 として曲線による沈線が施されている。22は胴

部で,横位回転の単節縄文RLを 地文 として曲線による沈線が施され,沈線間刺突が施されている。

23は波状 口縁部で波頂部に小突起 を有 し,斜位回転の単節縄文RLが施 されている。口縁部上位

に単孔がある。24は 口縁部で,横位回転の単節縄文LRを地文に横位に沈線を施 し,口縁部上位 を

磨消 し円形の刺突が平行に施されている。

25は注目土器で,胴部上位は横位回転の単節縄文LRを地文 として,曲線による沈線が施 されて

いる。胴部下位はヘラ磨 きである。

第 2群 後期中葉の上器群 (第 41図26～ 38・ 第42図 39～ 41)

加曽利 B式の上器片である。26～ 31は 日縁部で,26は地文 を縄文 として,指頭押圧 される隆起

線が口縁にそって 2条貼付 されている。内面には 2上の沈線が巡っている。27は横位に沈線 を施

し,沈線間にはキザ ミロを有する。内面は丁寧な磨 きである。28は 縄文を地文 として,指頭押圧

による隆起線 を回縁にそって巡らし,半我竹管による斜格子文が施 されている。内面には 3条の

沈線が巡っている。29は縄文を地文 として沈線が横位に 6条施されている。内面は沈線が 5条横

位に巡っている。30は縄文 を地文 として,沈線が曲線に施され沈線間は磨消されている。31は 口

縁部中位にキザ ミロをもつ隆起線を施 し口縁無文体 と胴部施文体に区画 している。胴部は縄文 を

地文 とし弧状に沈線を施 し,弧状内は磨消されている。注口土器片 と思われる。32～ 35は 胴部で,

32は横位回転の単節縄文LRを 地文 として沈線を施 し,指頭押圧による隆起線を横位に貼付 してい

る。33は縄文 を地文 として横位に沈線が施されている。34は横位回転の単節縄文LRを 地文 として

沈線が斜位に施されている。35は横位回転の単節縄文LRを 地文 として沈線が横位に入 り,沈線内

に刺突が施 され,胴菩b上位は磨消されている。

36～ 41は 口縁部で,36は 縄文を地文 とし口縁部中位に横位の沈線,弧状の沈線を施 し沈線内は

磨消され,沈線の集合部に対弧文が施されている。37は縄文 を地文 として 2条の沈線が横位に施

され沈線内に対弧文,沈線間に弧状の沈線を施 し沈線内は磨消されている。煤,煮こばれ痕付着。

38は横位回転の単節縄文LRを 地文 として,沈線を横位に 2条巡らし沈線間を磨消 し,口 縁上位の

沈線下にキザ ミロをもつ微隆起線を貼付 している。39は縦位回転の単節縄文LRを地文 として沈線

を直線に施 し沈線間を磨消 している。40は 日碁部にキザ ミロをもち, 日縁部下位に横位に平行の

沈線を施 している。41は キザ ミロを口唇部にもち,突起 を施 し,口 縁上位にキザ ミロをもつ微隆
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起線を口縁にそって巡らしている。突起部は深 く沈線 と円形の刺突が施されている。

第 3群 後期後葉の上器群 (第42図 42・ 43)

安行式の上器片である。42・ 43は 日縁部で,42は 口縁にそって縄文を施す隆起帯が巡っている。

43は H縁にそって縄文を施す隆起帯が巡 り,隆起帯の上下に刺突文が平行に施されている。

(2)金 属製品 (第43図 55)

金属製品は煙管 1′点が出土している。調査区のD区から表採されたもので,雁首と吸口に分け

られ,一連のものと思われる。雁首は,火皿部を残 し,首部や羅宇に近い部分は欠損している。

火皿の国径は1.7cmである。吸口は現存長5.6cm,最大径1.3cmである。雁首と吸口はともに銅製で

ある。季刊考古学第13号 古泉弘氏 (東京都教育委員会)の編年によると,18世紀前半に位置づ

けられると思われる。

(3)土 製品・石製品 (第 42図 44～ 51)

遺構外から出上した土製品 (土製円板 6点 )・ 石製品 (磨製石斧 1点,凹石 2点,石皿 1点,浮

子 1点)を一覧表に掲載した。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 ・焼成 備   考

第 39図

1

浅鉢形土器

(加 曽利 B)

A 188
B  82
C  57

胴部か ら口縁部にかけての一部 欠損。平底。胴部 は底

部か ら外傾 して立 ち上が り,胴吉田上位 で内彎 し, さら

に回縁部にかけて大きく外反する。胴部中位に1条の

沈線を巡らして区画し,区画内を綾杉状に沈線が粗 く

施文されている。日縁部に 2孔が確認できる。

砂粒・長石・礫・

ス コ リア・雲母

赤褐色

普通

P26  PL14
70%

粗製土器

表採

桑鉢形土器

(堀 ノ 内 )

(66)

[119]

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。底部から外傾 して立ち上がる。ヘラ肖」
19イ刻審き。

砂粒・万英・雲母

橙色

普通

ＬＰ２７

％

採

Ｐ

ｌＯ

表

3

礫鉢形土器

(堀 ノ 内 )

(54)
66

Ｂ

Ｃ

底部片。底部から外反気味に立ち上がり,底端部は張

り出している。底部木葉痕有 り。

砂粒 。長石・スコ

リア

にない橙色

普通

Ｌ２８

％

採

Ｐ

Ю

表

4

深鉢形土器

(カロ曽希」B)

A 174
B 223
C  68

底部か ら胴部 にかけての破片。平底。胴音騨よ底部か ら

内彎 して立ち上が リロ縁部 にいたる。 日縁部上位 には

1条 の沈線 を巡 らしている。胴部 は横位 回転の単節縄

文RLを施 している。胴部下位 はヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒・長石・スコ

リア

にない責褐色

普通

P ll   PL14

80%
SI-4

5

浅鉢形土器

働日曽不UB)

Ａ

Ｂ

[306]

(123)

胴部片。胴部 は底部か ら内彎 して立 ち上が り日縁部 に

いたる。 日唇部にキザ ミロを有 し,日 縁部上位 に 1条

の沈線が巡 っている。

砂粒・ 雲母

にな い責褐色

普通

P14

10%

SI-4

6

把   手

(堀 ノ 内 )

歎 長 (106)

最大幅[58]

把手片。口唇部外側に貼付される環状の把手で,突起

部上位は楕円形を呈し,その中の両側に刺突が施され

ている。把手部には, 2条の横位沈線や斜位の沈線が

施され,上下にを 1個 ,両側に各 2個の刺突が施され

ている。

砂粒

にぶい橙色

普通

P29  PL14
表採
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第39図 遺構外出土遺物実測図(1)
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図 版 番 号 器  種
法  量 (cm) 径

，

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第42図44 円    板 D区 南 側 DP13

円    板 (223) D区 南 側 DP14

円   板 D区 南 側 DP15

円 板 D 区 DP16

円 板 D 区 DP17

円 板 100 D 区 DP18

図版番号 器   種

法 量
石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重 量 (g)

第42図50 磨 製 石 斧 角 閃 片 岩 D   区 Qll

凹    石 4756 9 安  山 岩 D   区 Q12

第43図52 凹    石 (13583) 安 山 岩 D   区 Q13

石   皿 (7529) 安 山 岩 D   区 Q14

浮   子 7.1 軽   石 D   区 Q17
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第 3節 考 察

原口遺跡から検出された遺構は,出土遺物から縄文時代後期 と考えられる。ここでは,縄文時

代後期の土器をI～ Ⅲ期に区分 し,各期ごとにその特徴を述べ,若千の考察と検討を加えて行 く

ことにする。

集落の構成については,道路幅という限定された範囲の調査であり,集落の全容をとらえるこ

とができないが,集落は,調査の結果や地形等から,さ らに調査区域外の南側の台地にまで広が

っていることが考えられる。

1 縄文式土器 について

当調査区からは,縄文時代後期の土器片が比較的多量に出上しているので,こ こではその特徴

について述べる。

原 口 I期 (後期前葉 )

本期には,第 1-A・ 1-B・ 2-A・ 4・ 5・ 7・ 8・ 9号住居跡の 8軒が該当する。堀之

内 I～ H式に比定される土器群で,縄文を地文 として沈線が斜位,菱形状 (三角形),弧状,渦巻

等の文様モチーフを作 り出している。さらに,磨消縄文や沈線区画内に文様 を施 しているものな

ど様々である。沈線区画の手法は,堀之内H式になると縦位から横位の沈線区画を施 し,区画内

に渦巻文が施されている(第35図 7)。 口縁部は,単 口縁や波状口縁で, 日縁部上位に 1条の沈線

が深 く口縁にそって巡 り,第 1-B号 住居跡 (第 11図 7～ 10)に は,沈線内や波頂部下などに円

形の刺突文が施されているのが分く見 られる。底部は平底で,第 1-B住 居跡 (第H図 3)や第

4号住居跡 (第18図 2)のように底端部がやや張 り出しているのが特徴で,胴部下位はていねい

な磨きが施されているのがほとんどである。出土土器は,深鉢形土器がほとんどであるが,わず

かに浅鉢形・注口土器も出土している。第20号土坑出上の蓋 (第34図 2)は ,「二十稲場式」に比

定され,堀之内 I式併行で,北・西関東地方に多く出上している。この上器片は,ただ 1′ミの出

土品であるが,搬入されたものと思われ,当時の原口に住む縄文人の交流の広さを考えさせられ

る。

原 口H期 (後期中棄)

本期は,第 2-B・ 3・ 6号住居跡の 3軒が該当する。加曽利BI～ Ⅱ式に比定される土器群

で,器厚は薄手で磨きが内・外面に施されている。胴部から口縁部にかけて横位の平行沈線や沈

線間に磨消縄文を施 しているものが多い。底部は平底がほとんどで,第 2-B住居跡 (第 13図 1)

のように網代圧痕が施されているものが目立つ。口縁部上位には,小突起やキザ ミロが施され,

内面には,沈線が口縁にそって巡っている。出土土器は,深鉢形土器が多く,浅鉢形土器は少な
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い。第 3号住居跡出上の深鉢形土器 (第 15図 1)は ,器厚が薄 く器面全体が磨かれ焼 きも良 く,

日縁部下位の弧状沈線 と沈線区画内の磨消縄文及びキザ ミロを胞 した横位の微隆起線,胴部中位

に綾杉状の沈線が施文され東京都大田区大森貝塚出上の上器 と類似 している。

原 口III期 (後期後葉 )

安行 I～ H式に比定される土器群で,隆起帯縄文や貼瘤,連続刺突文などが施され極めて少量

の出上である。第38号土坑出土 (第35図 8)の台付鉢形土器の台部片は,鉢部 と台部の接合部に

貼瘤・連続刺突文をもち,磨消の連弧文や台部下位に隆起帯縄文が施され,安行 正式に比定され

る。同様な土器は,取手市内の中妻貝塚や神明遺跡からも出上 している。

2 遺構 について

(1)竪穴住居跡

原口遺跡の調査区から検出された住居跡は11軒で,標高17.0～ 18.5mの台地縁辺部に所在 して

いる。住居跡の覆土は,耕作による撹乱や 自然流出をしてお り,遺存状況は,悪 く壁の立ち上が

りの確認が困難で,住居跡の規模 も不明確なものが多い。これらの住居跡を,出上 した土器の形

式から, I・ H期の 2期に分類 し,そ の住居跡の形態について述べ る。また,Ⅲ期の竪穴住居跡

は検出されていないので,こ こでは省略する。

I期 (後期前葉 )

第 1-A・ 1-B・ 2-A・ 4・ 5・ 7・ 8・ 9号住居跡

Ⅱ期 (後期中葉 )

第 2-B・ 3・ 6号住居跡

原 口 I期 (後期後葉 )

当該期に比定される住居跡は,調査区の中央部から南部及び南東部に 8軒検出されている。ま

た,第 1-A号 と第 1-B号 。第 4号 と第 5号・第 8号 と第 9号住居跡のように重複があり,同

時期でも多少の時間差があることが考えられる。しかし,住居跡内の出土土器からは,こ れ以上

細か く分けることができない。平面形は,すべて円形 (不整円形を含む。)である。床面積は,10～ 15

m2(3軒 ),18～ 30m2(5軒 )で規模の変化がやや見られる。炉跡は,すべて地床炉で住居跡のほ

ぼ中央部付近から検出されている。第 1-B号住居跡の炉跡は,床 を約30cm掘 り窪めた「U」 状

をしており,炉内から細かい木炭片を含む乳白色の灰が多量に検出されている。また,炉直上か

らは,ヤマ トシジミを主体 とした地点貝塚 となっている。柱穴は,すべて壁の内側にそって検出

されている。本期の集落は,調査区の南東部に所在し,住居跡が北側の谷津に向かって 3～ 8 cm

の間隔で検出されている。なお,同期の地点貝塚は,廻 り地遺跡や野田市周辺に見られる。
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原 口H期 (後期中葉)

当該期に比定される住居跡は,調査区の中央部から南部に 3軒検出されている。平面形は,円

形が 2軒,茄鏡形が 1軒である。床面積は,25～ 30m2で規模の変化はほとんど見られない。炉跡

は,すべて地床炉で住居跡のほぼ中央部付近から検出されている。柱穴は,すべて壁の内側にそ

って検出されている。柄鏡形の住居跡は,第 2-B号住居跡で調査区の中央部付近に検出され,

第 2-A号住居跡を掘 り込んでおり,北壁の壁は,確認がしにくく柱穴の配列をもとにした推定

の平面形状である。平面形は,楕円形を呈し,南西部に幅1.31m,長 さ1.03mの張 り出し部をも

っている。この張 り出し部を出入 り口施設と考えている。一般に柄鏡形の住居跡は,南関東地方

に集中して分布し,縄文時代中期後葉から後期堀之内式の短期間に分く見られ,敷石施設や張り

出し部に埋甕が検出される類例が多い。当住居跡は,時期的に新しく縄文時代後期中葉の加曽利

B式期で,敷石施設や張 り出し部の埋甕等も検出されていないが,村田文夫氏の分類による「平面

形状はⅢ型 (円形短柄型),敷石施設をもたないD類」に属するものと思われる。

本期の集落は,調査区の南東部に所在 し,住居跡が北側の谷津に向かって 4～ 6 cmの 間隔で検

出されてvヽ る。

(2)土 坑内地点貝塚

第35・ 48号土坑内から地点貝塚が検出されている。2基の土坑は,出土土器からすべて原口 I期

に属するものと考えられる。第35号土坑は,径約0.70m,深 さ1.12mの円筒形を呈 し,覆土中層

の中央から貝等がブロックで検出されている。貝はヤマ トシジミを主体 として魚骨や獣骨も出土

しているが,分析の結果は,「貝は 2年貝で,ヤマ トシジミの貝殻成長線の示す採取季節が若干推

移するが,春期を示している。魚骨はクログイの鰭棘や約 7 cmの 小形魚,獣骨はイノシシの後臼

歯やシカの焼骨片等である。」と報告されている。第48号土坑は,第 9号住居跡の炉跡下から検出

されている。平面形は,長径1.46m,短径1.12mの楕円形で,深さ88cmである。貝はヤマ トシジ

ミ単一で,覆土中層から貝等がブロックで出土している。分析の結果は,第35号上坑出上の内容

と同じである。猿島郡五霞村冬木貝塚の貝組成とそのテリトリー分析を行った赤澤威氏や小宮孟

氏が分析した土浦市上高津貝塚の結果からは,堀之内期に海進海退が繰 り返された可能性がある

としている。このことをふまえて考えて見ると,本貝塚はヤマ トシジミを主体 とした汽水域の貝

種であり,魚骨等の分析結果から小形魚及びハゼ科の稚魚が考えられ,こ の時期には海退がかな

り進み,原 口遺跡の東側や菅生沼は淡水 と海水との温合 している汽水湖であつたことが考えられ

る。また, シカやイノシシの獣骨から,菅生沼周辺やこの台地は,こ の時代の人々にとって狩猟

をする上で最適地であったことが考えられる。この 2か所の地点貝塚の分析からは,原口に住む

縄文人の生業や生活の一端を窺い知ることができる。
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第 6章 北 前 追 跡

第 1節 遺跡の概要

北前遺跡は,岩井市の南東部,大崎地区の標高17～ 19m程の菅生沼に面 した舌状台地上に立地

し,現況は畑地である。縄文式土器や土師器などの上器片が散布 している。

今回の調査は,調査区をA区からD区に区画 して調査 を実施 し,縄文時代前期,古墳時代前期

の複合遺跡であることが確認された。検出された遺構は,竪穴住居跡37軒 (縄文時代 4軒,古墳

時代33軒),主坑80基,掘立柱建物跡 3棟,溝 5条,井戸 2基である。

縄文時代の遺構は,竪穴住居跡 4軒が検出されている。調査区の中央部や北西部 (B・ D区 )

から竪穴住居跡が各々 2軒ずつ検出され,そ のうち 2軒の住居跡内からは地点貝塚も検出されて

いる。貝は,海生の物で,マガキ,ハマグリ等が主体である。

古墳時代の遺構は,竪穴住居跡が33軒 で,調査区の北東部から北西部に多く検出されている。

平面形は隅丸方形,隅丸長方形を呈するものが多く,中央部から北寄 りに炉が検出されている。

さらに,貯蔵穴,出入口施設に伴うピット等が住居跡内から検出されている。

遺物は,遺物収納コンテナ (60× 40× 20cm)に 60箱程出上している。縄文時代の遺物は,縄文

時代前期に比定される黒浜式上器片が,住居跡の覆土及び床面から出上している。土坑の覆土か

らは,縄文時代中期から後期の上器片が出土している。石祭は,磨製石斧, くばみ石なども出土

している。古墳時代の遺物は,土師器の壺,甕,甑,高lTh,器台等が多く出土している。土製品

は,土玉,石製品は,祗石,管玉等,鉄製品は,刀子等が出上している。その他,炭化 した粗も

出上している。

第 2節 遺構 と遺物

1 縄文時代

当調査区の中央部や北西部からは,縄文時代の住居跡が 4軒 (B区 2軒,D区 2軒)検出され

ている。そのうち 2軒の竪穴住居跡が,古墳時代の竪穴住居跡と重複 し合っている。土坑は,当

調査区の東部に 2基検出されている。

以下,検出された竪穴住居跡及び上坑の特徴や出土遺物について記載 していくことにする。
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(1)竪 穴住居跡

第25号住居跡 (第 45図 )

位置 調査区の中央部, B13c8区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東部は,第 24号住居跡の南西部に掘 り込まれている。

規模 と平面形 長径4.15m,短径 [3.63]mの不整楕円形を呈しているものと推定される。

長径方向 N-67° W

壁 壁高は28～ 40cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 やや凹凸があり,中央部が良く踏み固められ硬い。

ビッ ト 24か所 (Pl～ P24)検出されている。Pl～ P8は ,径15～ 22cmの 円形を呈し,深さ13～ 48cm

で,壁に沿って回るように検出されているので,主柱穴と思われる。P9～ P24は ,径10～ 26cmの 円

形を呈し,深さ11～ 28cmで,補助柱穴と思われる。

炉 ほぼ中央部に検出されている。平面形は,長径 [47]cm,短径38cmの楕円形を呈し,床を約

10cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けてレンガ状に赤変硬化 している。

覆上 自然堆積。

遺物 覆上下層から上層にかけては,縄文式上器片 (深鉢 1)や縄文式上器の細片 (664点 )が出

土している。その他,石製品は覆土下層から中層にかけて出土している。覆上下層からはカキを

主体にアカニシが極少量含まれる貝ブロックが 2か所から出上している。第46図 1の深鉢形土器

片は西コーナー付近の覆土上層から出土している。第48図 66の磨製石斧は南コーナー付近の覆土

下層から,第 48図 69の打製石斧は中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 本隊は,重複関係から第24号住居跡より古い時期に構築 されている。遺構の形態や出土遺

物等から縄文時代前期の住居跡と考えられる。

第46～ 48図 2～ 64は第25号住居跡から出上した縄文式土器片の拓影図であり,すべての上器片

に繊維が含まれている。 2は 口縁部で頸部より下位に単節RL,無節Rの羽状縄文,日縁部には横

位回転の単節LRが施文されている。3は 口縁部で横位回転の単節LR,4・ 5は胴部で横位回転の

単節RL, 6・ 7は胴部で横位回転の単節LRが施文されている。 8は 口縁部で横位回転の無節L,

9・ 10は 胴部で横位回転の無節L,11は胴部で横位回転の無節R,12・ 13は異方向の無節縄文が

施文されている。14は 口縁部で地文に無節 Lを施 し,ループ文がともなう。15は胴部で組紐文が

施文されている。16は 口縁部で縦位に無節縄文圧痕が施文されている。17は 口縁部で無文である。

18・ 19は横位に平行沈線文,20・ 21は 波状に横位の沈線が施され沈線内に刺突が入 り,22は弧状

に横位の沈線文,23・ 24は横位に短い沈線文,25は肋骨状沈線文,26は斜位の沈線が施され,口

縁部上位に補修孔がある。27は 入 り組み状に沈線が施され,28は半我竹管により斜位の沈線文,
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29～ 31は斜格子 目文,32は撚糸文地文に斜位に沈線,33・ 34は底部で,33は円弧状に沈線が施 さ

れ,34は 斜位に条線文,35～ 41は 半裁竹管により横位に波状の沈線文,42は半裁竹管により弧状

に横位の沈線文が施文 されている。43は 口縁部でコンパス文が 2条施文されている。44は 半裁竹

管による刺突文が 2条施文されている。45は棒状工具による刺突文,46は 縄文地文に円形の刺突

文が施文されている。47～ 49は網 目状撚糸文が施文されている。50は撚糸文,51・ 52は 異方向の

撚糸文が施文されている。53～ 58は 2本 1対の撚糸文が施文 されている。59は付加条縄文が施文

されている。60～ 64は 貝殻腹縁文が施文されている。

炉土層解説

1 赤 褐 色 焼土プロック多量,焼土粒子中量。

締 まり有 り。

く
|   

。
|

住居跡上層解説

1 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量。締まり

有 り。

2 褐  色 炭化粒子少量。締まり有 り。

3 褐  色 焼土粒子・炭化粒子少量。覆質。

o             2m

0                1m

里17.Om      ―

第45図 第25号住居跡実測図

第25号住居隊出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備   考

第 46図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(38)
64

底部片。底部はやや上げ底状を呈し,外傾して立ち上

がる。沈線文を横位に施している。

砂粒・繊維を含む

橙色

普通

P223

5%
西コーナー付近

覆土上層
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図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 径

，

重  量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 48図 65 土 器 片 錘 覆 土 DP198

図版番号 器   種

法

石    質 出 土 地 点 備 考
長 さ (cm) 幅  (cnl) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第48図 66 磨 製 石 斧 (128) (2417) 緑 泥 片 岩 覆 上 下 層 Q15

磨 製石 斧 164) 緑 泥 片 岩 覆 上 下 層 Q16

敲   石 (42) (27) 石 英 片 岩 覆 土 中 層 Q17

鍬形打製石斧 (91) 10 0 (215 輝 緑 岩 覆 土 中 層 Q18

第26号住居跡 (第49図 )

位置 調査区の北部,A13h5区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長径5,15m,短径5.05mの 円形を呈している。

長径方向 N19°―E

壁 壁高は,49～ 60cmでやや外傾 して立ち上がっている。

床 平坦で,踏み固められやや硬い。

ビッ ト 10か所 (Pl～ PIO)検出されている。Pl～ Pi。は,径18～ 76cmの 円形を呈 し,深 さ14～ 66

cmで,壁に沿って回るように検出されているので,主柱穴と考えられる。

炉 中央部から北東寄 りに 2か所 (炉 1,炉 2),北寄 りに 2か所 (炉 3,炉 4)検出されている。

炉 1の平面形は,長径46cm,短径24cmの 長楕円形を呈 し,炉 2の平面形は,長径37cm,短径29cm

の楕円形を呈し,炉 3の平面形は,長径36cm,短径28cmの不整楕円形を呈し,炉 4の平面形は,

長径30cm,短径14cmの長楕円形を呈 し, ともに床を約 2～ 3 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は

いずれも焼けて赤変硬化している。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆土中層にかけては,縄文式上器片 (深鉢 1)や縄文土器の細片 (409点 )が出

上している。その他,南西部の覆上下層や覆土中層からは石製品が出土している。第50図 1の尖

底土器片は南西壁付近の覆上下層から出上している。第51図35の磨製石斧は南壁付近の覆上下層

から,第 51図36の凹石は南西壁付近の床面から出上している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から縄文時代前期の住居跡と考えられる。
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第50・ 51図 2～ 34は 第26号住居跡か ら出土 した縄文式土器片の拓影図であり,すべての上器片

に繊維が含まれている。 2。 3は 日縁部で横位回転の単節LRが施文されている。 4は横位回転の

無節 R, 5は 横位回転の無節 Lが施文 されている。 6・ 7は胴部で羽状縄文が施文 されている。

8は胴部で地文に無節 Rを施 し,ループ文がともなう。9は胴部で組紐文が施文されている。10～ 12

は半我竹管により横位に短 く沈線を施文 している。 13は 口縁部で縄文地文に半我竹管で横位に 1

条の沈線を施 している。 14・ 15は胴部で半裁竹管により横位の沈線が施されている。16は胴部で

半戦竹管により横位に波状の沈線が施 されている。17は 胴部で竹管により不規則に刺突文が施文

されている。18～ 21は撚糸文が施 されている。22は撚糸文 を地文 として鋸歯状沈線文が施文され

ている。23～ 26は撚糸文を地文 として波状の沈線が横位に施文されている。27は胴部で撚糸文圧

痕が施文されている。28は 2本 1対の撚糸が異方向から施文され菱形状のモチーフを作 り出して

いる。29～ 31は 胴部で網 目状撚糸文が施文されている。32は 口縁部で 2本 1対の撚糸文 を地文に

横位の沈線が弧状に施文されている。33は異方向の斜縄文 を地文に半我竹管による刺突文が 1条

横位に巡っている。34は横位回転の単節LR,単節RLの羽状縄文 を地文 として半我竹管による刺突

文が 2条巡っている。

第2G号住居LII出 土遺物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 50図

1

尖 底 土 器

縄文式上器

B (72) 鋭角的な尖底部片。所謂天狗の鼻状を呈している。外

面は縦位の丁寧なヘラナデが施されている。

砂粒・石英

明褐色

普通

P224  PL47

5%
南西壁付近覆土

下層

図版番号 器   種

法 百夏

石    質 出 土 地 点 備 考
長 さ (cn) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第51図35 磨 製 石 斧 (2526) 角 閃 片 岩 覆 上 下 層 Q19

凹    石 61 1522 3 雲 母 片 岩 床   面 Q20

敲   看 砂   岩 覆 上 下 層 Q21
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P8上層解説

1 褐  色  ローム粒子中量,焼上 炭化物極少

量。締 まり有 り。

2 褐  色  ローム粒子少量,焼上・炭化物極少

量。軟質。

3 褐  色  ロームプロック・ ローム粒子中量,

焼上・炭化物極少量。締 ま り有 り。

4 褐  色  ロームプロック多量。粘性,締 まり

有 り。

住居跡土層解説

1暗 褐 色

2黒 褐 色

焼上粒子極少量。締 ま り有 り。

ロームプロック・ ローム粒子少量 ,

焼土粒子極少量。締 ま り有 り。

ローム粒子多量。締 ま り有 り。

ロームプロック中量,炭化物極少量。

締まり有 り。

o             2m

色

色

褐

褐

暗

暗

第49図 第26号住居跡実測図
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第30号住居跡 (第52図 )

位置 調査区の北西部,B12a6区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸5。 20m,短軸4.60mの隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N35°―W

壁 壁高は46～ 60c/mで,外傾 して立ち上がっている。

床 やや凹凸があり,全体的に良く踏み固められ硬い。北部と南東壁付近に電柱痕及びその支柱

痕の撹乱がある。

ビッ ト 4か所 (Pl～ P4)検出されている。Pl～ P3は ,径30～ 43cmの 円形を呈し,深さ14～ 48om

で,ほぼ直線的に位置し,主柱穴と思われる。P4は ,径25帥の円形を呈し,深さ15cmで,補助柱

穴と思われる。

炉 中央部から北西寄 りに検出されている。平面形は,長径58cm,短径45cmの楕円形を呈し,床

を約 9 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けてレンガ状に赤変硬化している。

覆上 自然堆積。

遺物 覆上下層から中層にかけては,マガキを主体 としてアサ リ,ハマグリ,サルボウ,ウ ミニ

ナ等の貝がブロック状に出上している。床面や貝層内及び覆土上層から縄文式土器片 (深鉢 3)

や縄文式上器片の細片 (850点 )が出上している。北コーナー付近の覆上下層から石器が出上して

いる。第53図 3の深鉢形土器片は北コーナー付近の覆上下層から破片の状態で,第53図 1の深鉢

形土器片は北東壁中央付近の床面から出上している。第55図48の磨製石斧は北コーナー付近の覆

上下層から,第55図49の磨製石斧は北コーナー付近の覆土上層からそれぞれ出上している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から縄文時代前期の住居跡と考えられる。

第53・ 54図 4～ 46は 第30号住居跡から出土した縄文式上器片の拓影図であり,すべての上器片

に繊維が含まれている。4は 口縁部で縦位回転の単節LR,5は胴部で横位回転の単節LRが施され

ている。 6～ 10は横位回転の無節L,■・12は横位回転の無節Rが施されている。13は 日縁部で

横位回転の単節LRを地文とし,ループ文がともなう。14は 口縁部で単節LR,単節RLの羽状縄文

を地文として竹管による刺突文が施文されている。15は胴部で棒状工具による刺突文が施文され

ている。16～ 20は 羽状縄文であり,16～ 18は 口縁部で無節L,無節Rが施され,19・ 20は 単節LR,

単節RLが施されている。21は 口縁部で羽状縄文を地文として,半我竹管による沈線が横位に 2条

巡り, 口縁部上位に瘤が貼付されている。22～ 24は 口縁部で横位回転の無節 Lを地文 として横位

に平行沈線が巡っている。25・ 26は 口縁部,27は 波状口縁部,28は底部でともに横位に短 く沈線

が施されている。29は 口縁部で横位に沈線が巡っている。30は 口縁部で沈線が垂下している。31

は胴部で斜位による沈線が施されている。32～ 34は 半我竹管により横位に波状沈線が施され,沈
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418,Om

カキ,ハマ グリ,ハ イガイ,オ

キンジ ミ等 を含む ローム土。

ロームブロック中量,貝細片

少量。締 ま り有 り。

カキ,アサ リ,ハ イガイ等を

含む。

ローム小ブロック・焼土粒子

・炭化粒子少量。軟質。

01

E 17,3m             _

貝プロック層解説 (E)

1 混土貝層

黒 褐 色 オキンジミ,アサ リ,カ キ,

ハ イガイ等 を含む。 ローム

粒子 炭化物少量。

2 混員土層

極暗褐色 カキ,アカニシ等を含む。

ローム粒子・炭化物・灰少

量。軟質。

3  黒 褐 色 貝細片,小貝含む。 ローム

小プロック・ ローム粒子少

量。締 まり有 り。

4  暗 掲 色 ローム小・中プロック多量。

軟質。

5  褐  色 ローム中・大プロック多量 ,

焼土粒子・炭化物少量。

0               2m

0               1m

炉土層解説

1 極暗赤褐色 焼土プロック・焼土粒子・炭化粒子

少量。軟質。

2 赤 褐 色 焼土大ブロック中量,焼土粒子少量。

硬質。

3 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・焼土粒子少量。締 ま

り有 り。

4 褐   色 ロームブロック・ ローム粒子 焼土

粒子少量。締 まり有 り。

Fl.4m

貝プロック層解説 (D)

1 混土具層 暗褐色

2      明褐色

3 混貝土層 暗褐色

褐  色

第52図 第30号住居跡実測図
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線内に刺突が施文 されている。35は 日縁部で横位に貝殻条痕文が施文 されている。36～ 40は撚糸

文で 2本 1対の撚糸文が施 され,40は羽状になっている。 41・ 42は 口縁部で撚糸文圧痕が施され

ている。43・ 44は胴部で,43は付加条縄文,44は 縦位に条線文が施 されている。45・ 46は網 目状

撚糸文が施されている。
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第55図  第30号住居btl出 土遺物実測図(3)
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図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備 考

第 53図

1

深鉢形土器

縄文式上器

A [290]
B (200)

胴部中位から口縁部にかけての破片。胴部はやや内彎

気味に立ち上がり,日縁部からやや外反する。横位回

転の単節縄文LRを地文とし,日 縁部と胴部中位に縦位

の沈線が施されている。

砂粒・繊維を含む

赤褐色

普通

P254  PL54

10%

北東壁中央付近

床面

2

深鉢形土器

縄文式上器

A [158]
B (168)

胴都中位から口縁部にかけての破片。胴部はやや内彎

気味に立ち上がり,頸部でわずかに括れ,頸部からロ

縁部にかけて開く。全面に横位回転の無節縄文 Lが施

されている。

砂粒・雲母・繊維

を含む

明赤褐色

普通

P255  PL54

20%

北東壁中央付近

床面
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図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 53図

3

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(86)

[106]

底部片。平底。底部からやや内彎気味に立ち上がり,

底端部は張 り出す。文様構成は,半裁竹管により不規

則的な曲線が描かれている。

砂 位・繊維 を含 む

明赤褐色

普通

P256  PL54

10%

北コーナー付近

覆上下層

図版番号 器  種

法  量  (cnl) 径

，

重 量

(g)

率

，

存

％

現

く
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 55図 47 土 器 片 錘 71 (473) 覆    土 DP202

図版番号 器    種

法

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第55図48 磨 製 看 斧 71 363 4 角 閃 片 岩 覆 上 下 層 Q22

磨 製 石 斧 (51) 緑 泥 片 岩 顔土 上 層 Q23

磨    る 安 山 岩 覆 土 上 層 Q24

第34号住居跡 (第 56図 )

位置 調査区の北西部,A1214区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南西部は,第 33号住居跡の北東部に掘 り込まれている。

規模 と平面形 長径5.40m,短径 [3.90]mの不整楕円形を呈するものと推定される。

長径方向 [N25°一E]

壁 壁高は28～ 40cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,硬い。

ビッ ト 検出されない。

炉 検出されない。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土下層から上層にかけては,縄文式上器の細片 (11′く)が出上している。第57図 12の磨

製石斧は,南部の覆土中層から出土している。

所見 本跡は,重複関係から第33号住居跡より古い時期に構築されている。遺構の形態や出土遺

物等から縄文時代前期の住居跡と考えられる。

第57図 1～ 11は 第34号住居跡から出上した縄文式上器片の拓影図であり,すべての上器片に繊

維が含まれている。11よ 口縁部で横位回転の単節RL,2・ 3は胴部で横位回転の単節LRが施され

ている。 4は 口縁部で無節R, 5は胴部で無節Lが施されている。 6は胴部で,横位回転の単節

LRを 地文 として刺突文が施されている。 7・ 8は ,縄文地文 として横位の沈線が施されている。

9は胴部で,横位の平行沈線が 3条,斜位に 1条施文されている。10は胴部で,無文である。11

は胴部で,異方向の斜位縄文が施されている。
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住居跡土層解説

1 褐  色 ローム粒子中量,焼土粒

子 炭化粒子少量。締 ま

り有 り。

2 褐  色 ローム粒子少量。締 まり

有 り。

3 褐  色 ロームガヽ  大ブロック少

量。締 ま り有 り。

4 によい褐色 ロームイヽ プロック少量。

締 ま り有 り。

5 明 褐 色 ロームイヽ プロック少量。

0               2m

第56図 第34号住居跡実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種

法 量

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cll, 幅  (om) 厚 さ (om) 重 量 (g)

第57図 12 磨 製 石 斧 (12.9) (2364) 緑 泥 片 岩 覆 土 中 層 Q28
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第57図  第34号住居跡出土遺物実測・拓影図

表 5 北前遺跡縄文時代住居跡一覧表

(2)土 坑

縄文時代の上坑は 2基検出されているが,こ こでは第10号土坑 1基について解説し,あ との 1

基は,遺存状態が悪いため一覧表に掲載する。

第10号上坑 (第58図 )

位置 調査区の東部,B15es区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長径1.00m,短径0.87mの楕円形を呈し,深さ29cmである。

μ

９

住居跡
番 号

位 置 主軸方向 平 面 形

規    模

床 面 主穴萎 炉 覆 土 出 土 遺 物 Th‐ 考長軸(m)x短 軸(m)

〔径〕 〔径〕
壁 高
(cm)

N-67° Vヽ [不整惰円形] 415× [363] 28～ 40 凹 凸 1 自然
縄文式上器片665点 ,上製品1

点,石器4点。

貝プロック。第24号住居跡よ
り古い。

N-19° ―E 円   形 5 15 5 05 49～ 60 平 坦 4 自然 縄文式上器片410点 ,石器 3′く。

312a N-35° 一W 隅丸長方形 5 20 46～ 60 凹 凸 4 l 自然
縄文式上器片853点 ,土製品1

点,石器3点。
貝プロ ンク。

A12i4 [N-25°一E] [不整精円形] 540× [390] 28～ 40 平坦 鉄
〔

縄文式上器片11く ,石器1点。 第33号住居跡よ り古い。
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長径方向 N10° ―E

壁画 緩やかに外傾 して立ち上がっている。

底面 皿状。

覆土 ローム小ブロックを含み,一時期に埋め戻された状態を示しているので人為堆積と思われる。

遺物 覆上下層から中層にかけては,縄文式上器片や凹石,自然石等が積み重ねられて出土して

いる。覆上下層の南東部からは粘土ブロックや火熱を受けている石片が出土している。第59図 1

の深鉢形土器の口縁部片は中央部の覆土中層から石片とともに重なり合って出上している。第59

図 3の 凹石は西部の覆土中層から多くの石片とともに出上している。

所見 本跡は,土器片や石片を使用した集石遺構 と考えられる。出土遺物の特徴から縄文時代中

期の上坑と考えられる。

第59図 2は 第10号土坑から出上した縄文式上器片の拓影図であり, 日唇部に沈線が口縁にそっ

て巡 り, 口縁部の隆帯に波状に微隆起線を貼付 し,沈線が施されている。胴部は無文である。

第59図 4～ 6は ,第 1号土坑から出土した縄文式土器片の拓影図である。 4～ 6は胴部で, 4

は横位回転の単節縄文LRを地文として,横位に沈線を施 し沈線間は磨消である。5は縄文地文に

横位に連続指頭押圧による微隆起線が施され, 6は横位回転の単節縄文LRが施されている。

―
SK lo

第開図 第 1・ 10号土坑実測図

第10号土坑土層解説

1 褐  色  ローム小プロック 炭化物少量。締

まり有 り。

2 褐  色  ローム小ブロ ンク中量,炭化物少量 ,

焼土極少量。締 ま り有 り。

第 1号土坑土層解脱

1 褐  色  ロームブロック少量。結 まり有 り。

A18.5m

SKl
0             2m

第10号土坑出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備   考

第 59図

1

深鉢形土器

働口曽希uE)

[382]

(95)

Ａ

Ｂ

日縁部片。 日縁部 は胴部か ら大 き く外反 し,口縁部上

位 はほぼ垂直に立 ち上が る。 日縁部上位 の内面に隆線

をもつ。 日縁部文様 は,隆線 に よって区画 され,区画

内は沈線が苑 されてい る。胴部 は維位 回転の単節縄文

RLが施 されてい る。

砂粒 ・雲母・憑英

にな い橙色

普通

Ｌ３．

％

央

Ｐ

ｌＯ

中

図版番号 器   種

法

石   質 出 土 地 点 脩 考

(cm)長 さ 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第 59図 3 凹    石 10 3 45 流 紋 岩 覆 土 中層 Q32
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□
第59図  第 1・ 10号土坑出土遺物実測・拓影図

0              10Cm

表 6 北前遺跡縄文時代土坑一覧表

2 古墳時代

当調査区の東部から北部,さ らに北西部にかけて33軒 (A区 19軒,B区 8軒,D区 6軒)の竪

穴住居跡が中央部の緩やかな低地を囲むように検出されている。重複している竪穴住居跡が少な

く,遺存状態も良い。土坑は,当調査区の中央部及び北東部の竪穴住居跡周辺に 4基検出されて

いる。

以下,検出された竪穴住居跡及び土坑の特徴や出土遺物について記載 してい くことにする。

，

４

才

５

平

６

番号 位置
長径方向

〔長勒〕
平面形

規 懐
壁 面 底 面 覆 土 出 土 遺 物 備 考

版

号

図

番雖醐 柿 深さ(cd)

1 〔N-23・―W [楕 円形〕 緩斜 凹 凸 不 明 縄文式上器片4点。
第1号住居跡より古い。縄文

時代後期。
第58図

B15e N-10° 一E 橋 円 形 緩斜 皿状 人為
縄文式土器片50点 ,

2点,石器片11点 ,

片隅
９点。
上
れ

集石遺構。縄文時代中期。
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(1)竪 穴住居跡

第 1号住居跡 (第 60図 )

位置 調査区の北東部,A14fO区 を中心に確認されている。本跡の西部は調査区域外に延びている。

重複関係 本跡の東コーナーは,第 1号土坑を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 本跡は,全体の東側約 5分の 1し か確認できなかったが,長軸 [5.55]m,短軸

[2.84]mの 方形を呈するものと推定される。

長軸方向 [N20°一W]

壁 壁高は25～ 30cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 北壁下を除き,全周している。上幅 9～ 15cm,深 さ4～ 12clnで,断面形は「U」 字状を呈

している。

床 全体的に平坦であるが,南壁付近にはやや凹凸が見られる。中央部は特に踏み固められて硬

ピッ ト 4か所 (PI～ P4)検出されている。Plは ,径62cmの ほぼ円形を呈し,深さ43cmで,規模

から主柱穴と考えられる。他の主柱穴は調査区外のため検出されていない。P2は径36cmの 円形を

呈し,深さ19cmで,出入口施設に伴う梯子ピットと考えられる。P3～ P4は ,径21～ 28cmの 円形を

呈し,深さ16～ 32cmで ,補助柱穴と思われる。

覆土 覆上下層は自然堆積であるが,覆土中・上層はロームブロックを含んでおり,人為堆積 と

思われる。

遺物 床面から覆土中層にかけては,上師器片 (甕 2,甑 1,高不 1)や上師器の細片 (200´ミ)

が出土している。その他,南東部の床面や覆上下層からは土製品が出土している。第61図 2・ 3

の甕・甑は南東部の覆上下層からつぶれた状態で,第61図 1の甕は中央部の床面から破片の状態

で,第61図 4の高不脚部は覆土中層からそれぞれ出土している。第61図 5～ 14の上玉は南東部の

床面や覆上下層から10点出土している。

所見 本跡は,重複関係から第 1号土坑より新しい時期に構築 されている。遺構の形態や出土遺

物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 61図

1

甕

土 師 器

[182]

(175)

Ａ

Ｂ

】同苫Ьから口縁部にかけて

の破片。胴部は球形を呈

し,最大径を中位にもつ。

日縁部は頸音卜からタト反し

て立ち上がる。単口縁。

日縁部外面ハ ケ ロ整形後

ナデ,内 面ハケ ロ整形。胴

部外面ハケロ整形,内面ヘ

ラナデ期同部 内面 まだらに

剖離。

砂粒・雲母・スコ

リア

褐色

普通

Pl
50%

全面煤付着

中央部床面
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住居跡土層解説

1 暗 褐 色 砂質 多量。軟質。

2 褐   色 ローム旭ヽブロック ローム粒子少量。

結 まり有 り。

3 暗 褐 色 ローム大プロック中量。締 まり有 り。

4 褐   色 炭化粒子少量。締 まり有 り。

第60図 第 1号住居LTI実測図

6
7☆

々

12■

多ケア
′

0              2m

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 61図

2

甕

土 師 器

B (64)
C  49

底部の破片。平底。胴部は

やや内彎して立ち上がる。

胴部外面ハケロ整形,内
面ヘラナデ剖同部内面まだ

らに剥離。底部外面ハケロ

整形。

砂粒・雲母・スコ

リア

灰褐色

普通

P2
10%

南東部覆上下層

甑

土 師 器

A [244]
B (83)

体部から口縁部にかけて

の破片。体部は外傾して立

ち上がり,最大径を目縁端

部にもつ。日縁部は薄い複

合日縁。

内・外面の器面全体深ラツ

ケロ整形。

砂粒・雲母・スコ

リア

にぶい責橙色

普通

P3   PL16
10%

南東部覆上下層

4

高   示

土 師 器

B (37) 脚部。ラッパ状に下方へ開

く。 2孔が確認できる。

脚部外面ヘラ磨き,内面ハ

ケロ整形。内・外面赤彩。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤褐色

普通

P4
5%
覆土中層
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0              10Cm

第61図  第 1号住居跡出土遺物実測図

頗題譲議饉踵艤礁饉艤蝕さ 4

③ ③
l      l

③II ⑤陸
|

⑩旧

④
|

OH

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 孔 径

(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 61図 5 土 玉 128 床 面 DP l

6 土 玉 07 12 5 床 面 DP 2

7 土 玉 23 25 10 0 床 面 DP 3

8 土 玉 113 覆 上 下 層 DP 4

9 土 玉 19 07 67 覆 上 下 層 DP 5

土 玉 22 13 4 床 面 DP 6

土 玉 22 覆 土 下 層 DP 7

12 土 玉 105 床 面 DP 8

土 玉 16 2 覆 土 DP 9

土 玉 l1 4 覆 土 DP10
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第 2号住居跡 (第 62図 )

位置 調査区の北東部,A15g2区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸2.85m,短軸2.65mの 隅丸方形を呈している。

主軸方向 N74° E

壁 壁高は 7～ 13cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 全体的に平坦で軟らかい。

ビッ ト 4か所 (Pl～ P4)検出されている。Pl～ P4は ,径50～ 68cmの 円形を呈し,深さ17～ 24cm

で,規模や配列から主柱穴 と考えられる。

炉 中央部から西寄 りのP3付近に検出されている。平面形は,長径52cm,短径46cmの 不整楕円形

を呈し,床を約12cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼土がプロック状に赤変硬化 している。

覆上 自然堆積。

遺物 中央部から南西部にかけては,上師器片 (壺 1:甕 2,器台 1)や上師器の細片 (229点 )

が出上している。第63図 1のこは,炉直上からつ漆れた状態で,第63図 3の甕は南西部の床面か

らつぶれた状態で,第 63図 4の器台は炉直上からそれぞれ出上している。第63図 5の上玉は東壁

付近の床面から 1点出上している。

所見 本跡は,遺構の形態及び出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

01

で

一

名 W駐

ク
<一

― 一
弐

i/「
~ 

琵

靖

ぴ

炉土層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・焼土粒子・炭化物中

量, ローム粒子少量。締まり有 り。

01 al０

―

馬

Ｍ

ＩＩＩ

円

Ⅲ

ＩＩＩ

Ｈ

日

Ｍ

伊

―

く

焼土粒子少量。軟質。

焼土粒子極少量。軟質。

0            2磁

0          1m

二18.4m    ―
2赤 褐 色

替声

ブい ノク多量 河 ヒ捗 量 硬

第62図 第 2号住居 Ltl実測図

Ｆ
艶
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第63図  第 2号住居跡出土遣物実測図

於

0

第 2号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 色 調 焼 成 備 考

第 63図

1 土 師 器

A 122
B (89)

胴部か ら口縁部 1こ かけて

の破 片。胴部は内彎 して立

ち上が る。頸部 は「 く」の

字状 を呈 し,口縁著Ыよ外傾

して立 ち上が る。単 日縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ヘ ラナR内 面ハケ ロ整形

後ナデ。胴部外面ハケロ整

形,内 面ヘ ラナデ。輪積 み

痕有 り。

砂粒・雲母

にな い黄橙色

良好

P7
10%

炉直上

2

甕

土 師 器

A [128]
B (127)

胴部下半欠損。胴部はやや

長胴気味 で,中 位 に最 大

径 をもつ。頸部 は「 く」の

字状 を呈 し, 日縁部 は短

く,外反 して立 ち上が る。

単 口縁。

口縁部 内面ハ ケ ロ整形後

ナデ七胴部外面斜位のハケ

目整形後粗 くヘラ削 り,内

面ヘ ラナデ。

砂粒・雲母・スコ

リア

橙色

普通

P5   PL16
40%

西壁中央部付近

3

甕

土 師 器

A [142]
B (138)

】同音Бか ら日縁部 にかイナて

の破 片。胴部 中位 に最 大

径 をもつ。頸部 は「 く」の

字状 を呈 し,日 縁部は外反

して立 ち上が る。単 日縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ヘ ラナら 内面ハケ ロ整形

後ナデ。胴部外面粗 くヘ ラ

削 り後ハケロ整形,内面へ

ラ肖Jり 。

砂粒・ ス コリア

にな い橙色

良好

P6   PL16
40%

南西部床面

4

器    台

土 師 器

A  54
B  65
C [120]

脚音卜はほぼ垂直 |こ 下が り,

中位 か らラッパ状 に下方

へ開 く。器受部はほぼ平坦

である。異形器台。

脚部 内外面ハ ケ ロ整形後

ヘ ラナデ。外面赤彩。

砂粒・雲母・ ス コ

リア

にぶ い赤褐色

普通

P8   PL16
50%
黒斑及び煤付着

炉直上
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図 版 番 号 器   種

法   量  (cm) 径

ｊ

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 63図 5 土 玉 床 面 DPll

6 不 明 土 製 品 11 13 炉    内 DP12-1

7 不 明 土 製 品 炉    内 DP12-2

第 3号住居跡 (第64図 )

位置 調査区の北東部,A15h2区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸4.52m,短軸4.13mの隅九方形を呈している。

主軸方向 N20°―W

壁 壁高は12～ 26cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,主柱穴の内側は良く踏み固められ硬い。

間仕切 り溝  1条 (a)検出されている。南壁のやや南西コーナー寄 りから床中央部に向かって

延びている。長さ1.00m,上幅 8～ 12cm,深 さ約10cmで,断面形は「U」 字状を呈している。

ビッ ト 5か所 (Pl～ P5)検 出されている。Pl～ P44は ,径21～ 69cmの 円形を呈し,深さ26～ 43

cmで,規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は ,径47cmの 円形を呈し,深さ33cmで ,出入口施

設に伴う梯子ピットと考えられる。

炉 中央部から北西寄 りのP4付近に検出されている。平面形は,長径92cm,短径74cmの不整楕円

形を呈し,床 を約 8 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は,焼上がブロック状に赤変硬化している。

覆上 自然堆積。

遺物 中央部から北西部及び南西ヨーナー付近にかけては,土師器片 (壷 2,甕 5,台付甕 1,

甑 2,鉢 1,靖 2,器台 1)や土師器の細片 (247ッミ)が出土し,その他は,北西部の床面や南西

部の覆土中層から土製品が多く出土している。第65図 4・ 第66図 6の甕は,北西部の床面から正

位の状態で,第65図 1の甕は,炉直上から横位の状態で,第65図 2の重は中央部の床面からつぶ

れた状態で,第66図 12の 靖は北西コーナー付近の床面から横位の状態でそれぞれ出土している。

南西コーナーのP3覆土上層からは,第 65図 5の甕が横位の状態で,第 65図 3の壺が正位の状態で,

第66図 9の甑が正位の状態で,第 66図 10の鉢が正位の状態でそれぞれ出上している。第66・ 67図

の上玉は,炉直上及びその周辺からまとまって23点 出土し,,そ の他は東壁,南壁付近の床面から

点在して出上している。第67図37の管玉は覆土中層から出上している。

所見 本跡は,遺構の形態及び出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。
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。
l  al

A18.2m

二17.8m ~ 
炉上層解脱

1 赤 褐 色 焼土ブロック多量,焼土中量。

第64図 第 3号住居跡実測図

第 3号住居跡出土遺物観察表

住居跡土層解脱

1 褐  色  ロームプロック多量。軟質。

2 褐  色  ロームブロック中量。軟質

3 褐  色  炭化物少量。締 まり有 り。

o               2m

0                1m

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備    考

第 65図

1 土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

14 8

17 1

36

底部はやや上げ底。胴部は

球形 を呈 し,最大径 をやや

上位 に もつ。頸部は「 く」

の字状 を呈 し,日 縁音町ま外

反 して立 ち上が る。単 ロ

薄Σた。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後丁寧なヘラ磨 き。胴部

外面ハ ケ ロ整形後丁寧な

ヘ ラナ几 内面ヘ ラナデ。

内・外面 まだ らに剖離。胴

部内面除 き赤彩。

砂粒・_T母・スコ

リア

橙色

普通

P10  PL18
90%

煤付着

二次焼成

炉直上
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0                10Cm

第65図 第 3号住居跡出土遺物実測図(1)
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Ⅷ
ヽ

◎ ◎ ◎
|      |     |

①知④別③盟
0              10Cm

◎
‐①

⑥
‐①

③
‐③

◎
‐①

Ｏ
‐①
‐

第66図 第 3号住居跡出土遺物実測図(2)
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①
‐⑬

◎
‐①

◎
‐④

③

⑮
31         32

第67図 第 3号住居跡出土遺物実測図(3)

⑨
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0 25

◎
|
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‖
|
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③
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③
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◎
‐①

③
|

で
'|)36

⑥
|

ぬ|)“

0               10Cm

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 65図
2 土 師 器

13 0

(226)

Ａ

Ｂ

胴部下半 を欠損。胴部 は

球形 を呈 し,最大径 を中位

に もつ。口縁部は頸部か ら

外傾 して立 ち上 る。単 口

縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整 形後

ヘ ラナデ,内面ハ ケ ロ整

形。胴部外面深いハケ ロ整

形,内面ヘ ラナデ。内 外

面 まだらに工U離。日縁部上

位 及び内面赤彩。

砂粒 。長石

にない責橙色

普通

P15  PL18
70%
中央部床面

3 器

士霊

師土

B (134)
C  45

口縁部 欠損。底部 は上 げ

底。胴部 は球形 を呈 し,最

大径 を中位 に もつ。

胴部外面ヘ ラ削 り後丁寧

なヘラナ兄 内面ヘラナえ

内・外面 まだ らに創離。胴

部外面赤彩。

砂 位・ スコ リア

にない黄橙色

良好

P16  PL18
80%
P3覆上上層

4

甕

土 師 器

A 187
B 269
C  56

平底。胴部 は球形 を呈 し,

最大径 を中位 にもつ。日縁

部 は「 く」の字状 にやや外

反 して立 ち上 が る。単 日

イ場た。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ヘ ラ削 り,内面ヘ ラナデ。

胴部外面下位ヘラ削 り,中

位か ら上位 にかけて斜位

のハケ ロ整形,内面ヘ ラナ

デ。

砂地 ・雲母・ ス コ

リア

浅責橙色

普通

P9   PL18
80%
北西部床面

5

甕

上 師 器

A 154
B 183
C  48

底部はやや上げ底。胴言Ыよ

球形 を呈 し,最大径 を中位

に もつ。頸部 は「 く」の字

状 を呈 し,日縁部は外反 し

て立 ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハケロ整形後
ヘラナデ,内面ハケロ整

形。胴部外面下位ヘラ削

り,中位から上位にかけて
ハケロ整形,内面ヘラ削

り。内・外面まだらによ」離。

輪積み痕有り。

砂粒・雲母・スコ

リア

橙色

普通

P ll  PL18
95%
煤付着
P3覆土上層

第 66図
6

甕

土 師 器

14 5

(173)

Ａ

Ｂ

胴部下半 を欠損。胴部 は

球形 を呈 し,最大径 を中位

に もつ。頸部 は「 く」の字

状 を呈 し,日縁部は外反 し

て立ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ヘ ラナデ,内面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ調整

後ヘ ラ削 り内面ヘラナ鬼

内・外面 まだ らに剖離。指

頭圧痕,輪積 み痕有 り。

粒

色

通

砂

橙

普

P12   PL18
60%
北西部床面

7

甕

土 師 器

16 4

(131)

Ａ

Ｂ

胴部下半 を欠損。胴音Ⅲよや

や長胴 で最大径 を日径 に

もつ。頸部 は「 く」の字状

を呈 し,日 縁部は外反 して

立 ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ヘ ラナえ 内面

ハケ ロ整形後ナ兄 胴部外

面下位ヘ ラナデ,中位か ら

上位 にか1)てハケ ロ整形 ,

内面ヘ ラナデ。

砂粒・雲母・長石

橙色

普通

P13   PL18
60%
北西部床面
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図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 66図
8

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

139
17 0

台部 を欠損。胴
=Ы

よ球形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸都 は「 くJの字状 を

呈 し,日 縁部は外傾 して立

ち上が る。単 口縁。

口縁部外 面ハ ケ ロ整形後
ヘ ラナ元 内面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ整形 ,

内面ヘ ラナデ。

砂粒・長石

赤褐色

普通

P14   PL18
70%
日縁部煤付着

台付甕再利用

南西 コーナー付

近床面

9

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

211
14 4

42

平底。 内彎 して立 ち上 が

る。日縁部は複合 口縁。単

了L。

口縁郡外 面ハ ケ ロ整形後

丁寧 なナ月 内面ハケ ロ整

形。休部外面ハ ケ ロ整形 ,

内面ヘ ラナ鬼 内面 まだら

に剣離。

砂粒 雲母・礫・

スコリア

橙色

普通

P17  PL18
90%
P3覆土上層

IH

土 師 器

Ａ

Ｂ

143
55

九底。体 部 は半球状 を呈

し,中位 に稜 を有 し,日 縁

部 は大 き く外反 して立 ち

上 が る。

口縁部外 面ヘ ラナデ後磨

き,内面ハ ケ ロ整形後 ナ

デ。体部 内・外面丁寧なへ

ラナデ。内 外面 まだ らに

辛」離。 内・外面赤彩。

砂粒・雲母

明赤褐色

良好

P18   PL18
90%
P3覆土上層

It

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部 は扁平 な半球

形 を呈 し,日 縁著Ыよ頸部か

らやや 内脅気味に立 ち上

が る。

口縁部外 面ヘ ラ削 り後へ

ラナ元 内面ハケ ロ整形後

ナデ。胴部 内・外面ヘ ラ削

り後ナデ。内 外面 まだ ら

にまU離。 内・外面赤彩。

砂 粒 ・ ス コ リア ・

長石

明赤褐 色

普通

P19   PL18
100%
P3覆土上層

蜻

土 師 器

Ａ

Ｂ

[121]
92

丸底。胴部は半球形を呈

し,日 縁著騨よ頸著馬からタト傾

して立ち上がる。

口縁部外面ヘラ磨 き,内 面

丁寧 なナデ。底部か ら胴部

内・外面ヘ ラ磨 き内面 まだ

らにま」離。胴部 内面除き赤

彩。

砂粒・雲母・ スコ

リア

にぶい橙色

普通

P20   PL18
60%
北西コーナー付

近床面

ムロ
器

器

土

Ｂ

Ｅ

(83)
(70)

脚部 片。脚部 は中実柱状

で,裾部 は ラッパ状 に開

く。脚部 中央に単孔。

脚部外面丁寧なヘ ラ磨 き,

内面ヘ ラ削 り。赤彩。

砂粒・雲母・スコ

リア

橙色

普通

P21
30%
南西コーナー付

着

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm)
孔 径

(mm)

重  量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

第66図 14 土 玉 床 面 DP13

土 玉 床 面 DP14

土 玉 27 床 面 DP15

17 土 玉 床 面 DP16

上 玉 119 床 面 DP17

土 玉 27 163 床 面 DP18

土 玉 27 床 面 DP19

土 玉 07 142 床 面 DP20

土 玉 09 116 床 面 DP21

第67図23 土 玉 07 床 面 DP22

土 玉 床 面 DP23

土 玉 23 07 床 面 DP24

土 玉 05 床 面 DP25

土 玉 09 12 2 床 面 DP26

土 玉 25 20 床 面 DP27

土 玉 27 床 面 DP28

玉土 23 81 床 面 DP29
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図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

率

，

存

％

現

＜
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第67図31 土 玉 覆 土 中 層 DP30

土 玉 18 覆 上 下 層 DP31

土 玉 24 床 面 DP32

土 玉 床    面 DP33

土 玉 床    面 DP34

土    玉 床    面 DP35

図版番号 器    種

法 量

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cn) 幅 (卿 ) 厚 さ (cm) 重 畳 (g)

第67図37 管   玉 12 滑   石 覆 土 中 層 Ql

第 4号住居跡 (第68・ 69図 )

位置 調査区の北東部,A15f4区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸7.81m,短軸7.56mの方形を呈している。

主軸方向 N23°一W

壁 壁高は48～ 50cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 北東壁下を除いて全周している。上幅10～ 17cm,深 さ4～ 6 cmで,断面形は「U」 字状を

呈している。

間仕切 り溝  1条 (a)検出されている。南東壁のほぼ中央から床中央部に向かって,P2と P3を

結ぶ線まで延びている。長さ1.75m,上幅11～ 19cm,深 さ10～ 14clnで,断面形は「U」 字状を呈

している。

床 ほぼ平坦で,主柱穴の内側は,特に良く踏み固められて硬い。南東壁中央部付近には出入口

部 と考えられる長方形の高まりが確認されており,その中央には梯子ピット (P9)が確認されて

いる。出入口部と床 との比高は 6～ 10cmで ある。東コーナー付近の貯蔵穴の周 りにはベル ト状の

高まりが確認されている。ベル ト状の高まりと床 との比高は 6～ 10omで ある。

ビッ ト 9か所 (Pl～ P9)検出されている。Pl～ P4は ,径 17～ 22cmの 円形を呈し,深さ84～ 88cm

で,規模や配列から主柱穴と考えられる。P9は ,径29cmの 円形を呈し,深さ24clllで,出入口施設

に伴う梯子ピットと考えられる。P5～ P8は ,径24～ 60cmの 円形を呈し,深さ14～ 19cmで,補助柱

穴と思われる。

炉 中央部から北寄 りのPl付近に検出されている。平面形は,径88cllの 円形を呈し,床を約 8 cm

掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼上がブロック状に赤変硬化している。また,炉内の南部には,

長さ約35cm,幅 4～ 7 cmの棒状の柔らかい粘土塊が確認されている。

貯蔵穴 東コーナーに検出されている。平面形は,長径102cm,短径81cmの 隅九長方形を呈し,深
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18.Om

住居路土層解脱

1 暗 褐 色 焼土・炭化物中量,コ ームプロック・

ローム粒子少量。 lhま り有 り。

2 褐  色 ロームプロック・ ローム粒子多量 ,

焼土・炭化物少量。締 まり有 り。

3 暗 褐 色 ロームブロック・ローム粒子・焼土・

炭化物多量。締 まり有 り。

4 褐  色 ロームプロック・ ローム粒子・焼土

少量。締まり有 り。

5 明 褐 色 ロームブロック多量,焼土・炭化材

少量。締 まり有 り。

6 暗 褐 色 焼土・炭化材多量,ロ ームプロック・

ローム粒子中量。締 まり有 り。

第68図 第 4号住居跡実測図(1)

掲  色 ローム粒子多量,焼土・炭化物少量。

締 まり有 り。

褐  色 ロームブロック・焼土・炭化材中量。

締 まり有 り。

明 褐 色 ローム粒子中量,焼土・炭化材少量。

締 まり有 り。

暗 褐 色 炭化材多量,ロ ーム粒子 焼土少量。

粘性,締 まり有 り。

褐  色 ローム粒子・焼土・炭化物・炭化材

多量。粘性,硬質。

褐  色 ロームプロック中量。締 まり有 り。

0         2m
11
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皇 1■6m
貯蔵穴土層解脱

1 暗 褐 色 ロームブロック ローム粒子中量 ,

炭化材少量。軟質。

2 褐   色 ローム粒子中量,粘土粒子少量。軟

質。

β 暗 褐 色 ローム中ブロノク少量。軟質。

4黒 褐 色 締まり有 り。

第89図  第 4号住居跡実測図(2)

0           2m

さ56cmである。貯蔵穴の東部は,階段状に掘 り込まれ,北東壁の段の平坦部からは粘土塊が出土

している。

覆土 覆土上層は, 自然堆積である。覆土中層から下層は,ロームブロックを均―に含み,最下

層部は,焼土,炭化材,ロ ームブロック及び 6～ 10cmの ローム上を含み人為堆積 と思われる。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (壺 2,甕 2,鉢 1,高邪 2,器台 2, ミニチュ

ア 4)や土師器の細片 (778点 )が出土している。その他,土製品や石製品は床面から覆土中層に

かけて少量出上している。第70図 3の甕は北東壁際の床面につぶれた状態で,第70図 1の壷は北

西壁の西コーナー付近の覆土中層から,第70図 8の器台は北西壁中央部付近の床面から横位の状

態で出土している。第70。 71図 14～ 39の土玉は壁付近から点左 して26点 出土している。第71図40

の祗石イよ南東壁中央部付近の床面から出土している。さらに,炭化米が炉内や貯蔵穴内及び中央

部から北東壁にかけての床面,床内から多量に出上している。

所見 本跡は,当遺跡の中では一番大きな住居跡である。全域にわたり焼土や炭化材や炭化米等

が出上していることから,火災住居跡と思われる。遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の

住居跡と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備   考

第 70図

1 土 師 器

[130]

(64)

Ａ
一

Ｂ

胴苫Б■1半か ら回縁吉Бにか

けての破片。頸部はやや外

反 し,口縁部で内彎気味に

立 ち上が る。複合 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ整 形

後ヘ ラナ几 内面ナデ。輪

積 み痕有 り。

砂粒・スコリア

にぶい責橙色

普通

P24   PL19

10%

内 外面煤付着

西コーナー付近
北西壁の覆土中層

2 土  師 器

Ａ
一
Ｂ

[176]

(72)

口縁部 の破 片。 日縁部 は

頸部か ら「 く」の字状 を呈

し,やや内彎気味に立ち上

が る。複合 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後粗 くヘ ラナデ。

砂粒・雲母・スコ

リア

におい橙色

普通

P25

10%

外面煤付着

西コーナー付近

覆上下層

3

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[228]

(18 3)

胴部か ら日縁部 にかけて

の破片。胴部 は球形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。

日縁部 は頸部 よ り外反 し

て立ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ヘ ラナデ,内 面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハケ ロ整形 ,

内面ヘ ラナデ。内面 まだら

に手」離。

砂粒・スコリア

にぶい黄色

普通

P22   PL19

40%

外面黒斑及び煤

付着

北東壁際床面
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第70図 第 4号住居跡出土遺物実測図(1)
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図版番号 器    種 法 量 (cn) 器 形 の特 徴 及 び文 様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 70図
4

甕

上 師 器

Ａ

Ｂ

18 8

(71)
胴部上半か ら口縁部 にか

けての破片。頸吉Ыよ「 く」

の字状 を呈 し,日縁苫Ⅲよ大

き く外反 して立ち上がる。

単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ナえ 内面ナデ。胴部外面

ハ ケ ロ整形,内面ヘ ラナ

7。

砂粒

にない橙 色

普通

P23
20%
口縁部内面黒斑

及び煤付着

覆上下層

5

鉢

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎気味に

立ち上がる。単口縁。

体 部 内・外面ハ ケ ロ整形

後ヘ ラナ元 内面 まだらに

剖離。

砂粒

にない橙色

普通

P26  PL19
60%
内面煤付着

覆土

6

不

器師

高

土

E 1) 脚部片。やや中位に膨らみ

をもつ中実柱状の脚部で

ある。

丁寧 なヘ ラ磨 き。赤彩。 砂粒・雲母・スコ

リア

にぶい赤橙色

普通

P27
20%
北コーナー付近

覆土上層

7

不

器

高

土

Ｄ

Ｅ

脚部片。ラッパ状に下方ヘ

開 く。

脚部外面ハ ケ ロ整形後へ

ラナλ 内面ヘ ラ削 り後ナ

デ。

砂粒・雲母・スコ

リア

浅黄橙色

普通

P28
20%
貯蔵穴内覆土中

層

8

ム
ロ
器

器

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部 か ら器受部 にかけて

の破片。脚部 は器受部から

「ノ＼」の字状 に下方へ 開

く。器受部の下位 に稜 をも

ち大 き く外傾 して立 ち上

が る。脚部 に 3孔。器受部

中央に単孔。

器受部 内・外面丁寧なヘラ

磨 き。脚部外面丁寧なヘラ

磨 き,内面ハ ケ ロ整形。脚

部 内面 を除 き赤彩。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤色

普通

P29
50%
北西壁中央部付

近床面
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図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備   考

第 70図
9

ムロ
器

器

土

Ａ

Ｂ

[82]
(30)

器受部片。器受部下端 に

稜 をもち,外反 して立 ち上

が り,器受部 内面 中位にも

わずかに稜 をもつ。器受部

中央に単孔。

器受部 内,外面丁寧 なヘラ

磨 き。 内・外面赤彩。 色

粒

褐

通

砂

赤

普

P30
25%
北東壁中央部付

近覆土

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

対形。体部一部欠損。平底

で,体部 は半球状 を呈 し,

日縁部は外傾 し,中位から

やや内彎気味に立ち上がる。

口縁部外面ヘ ラナ丹 内面
ハ ケ ロ整形後ヘ ラナデ。体

部外面ヘ ラ削 り,内面 ナ

|「。

砂粒・パ ミス

にない黄橙色

普通

P31
70%
東コーナー付近

覆土上層

11

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

鉢形。底部か ら回縁部にか

けての破 片。平底 で,体部

は半球状 を呈 し,日縁苫Ыよ

やや 内脅気味 に立 ち上が

る。複合 口縁。

口縁部 内 外面ヘ ラナデ。

体部外面ハ ケ ロ整形後 ナ

デ,内面ヘ ラ削 り。

蜘
絶
魏

３２

％

土

Ｐ

５０

覆

12

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台付坑形。台部は「ノ＼Jの

字状に下方へ開く。器厚を

減じながら,坑著Ⅲま緩やか

に内彎しながら立ち上が

る。

婉 部 内・外面粗 いハケロ整

形後ナデ。台部外面ヘ ラ削

り,内面ナデ。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

P33
100%
北西壁中央部付

近床面

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

[30]
15
18

鉢形。口縁部欠損。平底。

体部はやや内彎し,上位で

器厚を減じながら11ぼ垂直
に立ち上がる。

体部 内・外面ヘ ラ削 り。 砂粒・雲母

にない褐色

普通

３４
％

土

Ｐ

６０
覆

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 径

＞

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第70図 14 玉上 07 床 面 DP36

玉上 27 15 7 覆 上 上 層 DP37

玉土 13 1 覆 土 中 層 DP38

玉土 24 11 4 床 面 DP39

玉土 7 7 床 面 DP40

王土 22 床 面 DP41

玉土 覆 上 下 層 DP42

玉土 87 床 面 DP43

第71図22 玉士 床 面 DP44

玉土 22 覆 土 中 層 DP45

玉土 23 床 面 DP46

玉土 覆 上 下 層 DP47

玉土 27 75 床 面 DP48

玉土 24 115 覆 土 中 層 DP49

玉土 (39) 覆 上 下 層 DP50

玉土 床 面 DP5ユ

玉土 87 床 面 DP52

玉土 23 91 床 面 DP53

玉土 床 面 DP5雪

玉土 覆 土 DP55

玉土 24 05 覆 土 DP56

玉土 21 覆 土 DP57

玉土 05 覆 土 DP58

土 玉 07 72 覆 土 DP59
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図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 孔 径

(mtn)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第71図 38 土 玉 (74) 覆 土 DP60

土 玉 19 覆 土 DP61

図版番号 器   種

法 量

石    質 出 土 地 点 4焉 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第 71図 40 祗   石 (27) 凝 灰 岩 床   面 Q2

浮   石 53 44 軽   石 覆 上 下 層 Q3祗石に転用

第 5-A号 住居跡 (第 72・ 73図 )

位置 調査区の北東部,A15e9区を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西部を第 5-B号住居跡によって, 3分の 2程掘 り込まれている。

規模 と平面形 長軸 [2.57]m, 短軸2.50mの長方形を呈するものと推定される。

主軸方向 N69°一E

壁 壁高は32cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 やや凹凸があるが,ロ ーム土で締まりがあり硬い。

ピッ ト 2か所 (Pl・ P2)検出されている。Pl・ P2は ,径23・ 24cmの 円形を呈し,深さ 7・ 14cm

で主柱穴と考えられる。

炉 床中央部の東側から検出されている。平面形は,長径45cm,短径32cmの楕円形を呈し,床を

約 5 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けて赤変硬化している。

覆上 焼土粒子,炭化物,ロ ーム小ブロック,ロ ーム中ブロックが含まれ,人為堆積 と思われる。

遺物 覆上下層から土師器の細片 (43点)が少量が出上している。第74図 7～ 12の上玉は,北東

壁中央部付近の床面や覆土から点在して 6点出土している。

所見 本跡は,重複関係から第 5-B号住居跡より古い時期に構築 されている。遺構の形態や出

土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第 5-B号 住居跡 (第72・ 73図 )

位置 調査区の北東部,A15f8区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東部は,第 5-A号住居跡の南西部を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長軸5.92m,短軸5。 25mの長方形を呈している。

主軸方向 N-12°一W

壁 壁高は40～ 55cmで,外傾 して立ち上がっている。

壁溝 北壁の一部を除き壁下を回っている。上幅 8～ 23cln,深 さ6～ 8 clnで,断面形は,「 U」字
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器挙9

Si 5-A

電静8

A17.3m

里 1■4m
貯蔵穴土層解説

1 褐  色  焼上小プロッタ・炭化物中量。締 ま

り有 り。 0              2m

第72図 第5-A・ 5-B号住居跡実測図(1)
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炉土層解説

1 赤 褐 色 焼土プロ ック 焼土粒子多量,

炭化物少量。締 まり有 り。

三 17.2m        ―

0               1m

第73図 第5-A・ 5-B号住居跡実測図(2)

住居RI土 層解説

1暗 褐 色

2掲  色

3褐  色

4明 褐 色

5 にない褐色

6褐  色

7褐  色

8明 褐 色

9明 褐 色

ローム粒子・焼土粒子中量,炭化物

少量。締 まり有 り。

焼土 炭化物少量,ロ ーム中プロッ

ク極少量。締 まり有 り。

ローム中プロック・ ローム粒子 焼

土 炭化物少量。締 まり有 り。

ローム中 '大 プロック・炭化物少量。

硬質。

焼土・炭化物少量, ローム粒子極少

量。締 まり有 り。

ローム中ブロック 焼土・炭化物少

量。締 まり有 り。

ローム中プロック・焼土 炭化物少

量。締 まり有 り。

ロームプロック 焼土・炭化物少量。

締 まり有 り。

ローム中 。大プロック少量。硬質。

状を呈している。

床 全体的に軟らか く,わずかの凹凸が見られる。南東コーナー付近には半円形の出入田部と考

えられる高まりが確認されており,その南西部には梯子ピット (P4)が確認されている。出入口

部と床との比高は10～ 14cmで踏み固められ硬い。

ビッ ト 5か所 (Pl～ P5)検出されている。P2・ P3は ,径33cmの 円形を呈し,深さ24・ 25cmで主

柱穴と思われる。P4は ,径38cmの 円形を呈し,深さ36cmで出入口施設に伴う梯子ピットと考えら

れる。Plは ,径20cmの 円形を呈し,深さ13omで,補助柱穴と思われる。P5は ,径41cm,深 さ10cm

で,性格は不明である。

炉 中央から北東寄 りに検出されている。平面形は,長径82cm,短径62cmの楕円形を呈し,床を

約 8 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は,焼上がレンガ状に赤変硬化している。

貯蔵穴 南東コーナーから検出されている。平面形は,径76cmの不整円形を呈し,深さ2Scmであ

る。底面は平坦で,壁は外傾 して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆土中層にかけて,上師器片 (台付甕 2,鮒 3, ミニチュア 1)や土師器の細片

(201点 )が出上している。第74図 1の台付甕は,東壁中央部付近の床面からつぶれた状態で,第

74図 2の台付甕の台部は,東壁やや南寄 りの床面から正位の状態で,第74図 4の IBは 中央部の床

面から破片の状態で,第74図 3の対は床中央部の覆土下層から,第74図 6の鉢形 ミニチュア土器

は東壁中央部付近の床面から出上している。

所見 本跡は,重複関係から第 5-A号住居跡より新 しい時期に構築 されている。遺構の形態や

出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と思われる。
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第74図 第5-A・ 5-B号住居跡出土遺物実測図(3)

第 5-A・ 5-B号住居跡出土遺物観察表

s=1/2

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第 74図
1

甕

器

付

師

ム
ロ
土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

15 3

22 5

87
32

胴部一部欠損。台都 は

「ハ」の字状に下方へ開

く。胴部は球形を呈し最大

径を中位にもつ。頸部は

「く〕の字状を呈し,日縁

部は外反して立ち上がる。

単口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ整形

後中位ヘ ラ削 り,内 面ヘラ

ナデ。台部外面ハケロ整形

後ナデ,内面ハ ケ ロ整形。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤黒色

普通

P35   PL20
80%
全面媒付着
二次焼成

東壁中央部付近

床面

2

甕

器

付

師

ム
ロ
土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(71)
12 0

54

台部片。台部は「ハ」の字

状に下方へ開 き,下位 でや

や内彎気味に裾部に至 る。

台部内・外面ハケ ロ整形。 砂粒

にない橙色

普通

P36   PL20
20%
二次利用

東壁中央部か ら

やや南寄 りの床

面

3

オ

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部か ら口縁部 の一部 欠

損。やや上げ底。体部 は半

球形状 を呈 し,最大径 を頸

都下位にもつ。日縁言Ыまや

や内彎気味に立ち上がる。

日縁部内・外面ヘラ磨き。

体部外面ヘラ削り後ヘラ

ナデ,内面ヘラナデ。内面

まだらに剖離。

砂粒・雲母・スコ

リア

浅黄橙色

普通

P37  PL20
70%
覆上下層
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図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 備   考

第 74図
4

オ

土 師 器

B (52) 九底。日縁部一部欠損。体

部は半球形を呈し,最大径

を頸部下位にもつ。日縁部

は外傾して立ち上がる。

日縁部内 外面ヘ ラ磨 き。

体部 内,外面ヘ ラ磨 き。内

面磨耗が著 しい。内・外面

とも赤彩。

砂粒・雲母

赤褐色

普通

P38
50%
中央部床面覆土

5

靖

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(31)
40

体著焉か ら口縁著焉にかけて

の破片。やや上 げ底。体部

は扁平な半球形 を呈 し,最

大径 を頸部下位 に もつ。

体部外面ヘラ削 り,内面へ

ラナデ。 内面 まだ らに剖

離。体部 内面 を除 き赤彩。

砂粒・長看・ スコ

リア・雲母

明赤褐色

普通

P39
30%
西壁中央部付近

覆上上層

6

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

A  50
B  24
C  15

坑形。上げ底。体部は内彎

して立ち上がる。

体部外面ハ ケ ロ整形後サ

デ,内 面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒・パ ミス

にぶい橙色

普通

P40   PL20
100%

東壁中央部付近

床面

図 版 番 号 器   種

法  量 (側 ) 径

，

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第74図 7 玉土 07 床 面 DP62

8 玉土 25 27 07 13 7 床 面 DP63

9 玉土 床 面 DP64

玉土 27 07 覆 土 DP65

11 玉土 07 134 覆 土 DP66

玉土 05 116 覆 土 DP67

第 6号住居跡 (第75図 )

位置 調査区の北東部,A15j5区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.76m,短軸3.61mの方形を呈している。

長軸方向 N28°―W

壁 壁高は10～ 28cmで,緩やかに外傾 して立ち上がっている。

床 全体的にやや凹凸があるが,軟らかい。南東壁中央部から南コーナー付近にかけて出入口部

と考えられる長方形の高まりが確認されている。出入口部と床との比高は 6～ 8 cmで踏み固めら

れて硬い。

ピッ ト 7か所 (Pl～ P7)検出されている。Pl～ P4は ,径45～ 75帥の円形を呈し,深さ22～ 26cm

で,規模や配列から主柱穴と考えられる。P5～ P7は ,径22～ 49cmの 円形を呈し,深さ28～ 49cmで ,

補助柱穴と思われる。

炉 中央部から西寄 りのP4付近に検出されている。平面形は,長径82cm,短径55帥の楕円形を呈

し,床を約 7 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱をうけてブロック状に赤変硬化している。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (壺 2,台付甕 1,鉢 1,姑 2,高不 3,器台 1)

や土師器の細片 (302′ミ)が出上している。第76図 3の 台付甕の底部は,南 コーナー際の覆土中層

から横位の状態で,第76図 1の重は,東 コーナー付近の床面から破片の状態で,第 76図 4・ 5の
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鉢 。鮒は,北コーナー際の床面からつなれた状態で,第76図 7の高不は東部中央の床面から,第

76図10の器台の脚部は北コーナーの床面から出土 している。第76図 11～ 13の上玉は,中央部床面

から点在 して 3点出土している。

所見 本跡は,焼土及び炭化材の出土状況から火災住居跡 と思われる。遺構の形態や出土遺物等

から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

⑭
l

く
|

C

E 18.Om

Ｌ
Ｎ

凶

劇

剛

剛

印

Ｍ

閉

同

ｒ
01 01

炉土層解説

1赤 褐 色

2赤 褐 色

住居跡土層解説

1 暗 褐 色 焼土粒子・炭化物少量。軟質。

2 暗 褐 色 ロームプロック・ローム粒子・焼土・

炭化材少量。締 まり有 り。

3 暗 褐 色 ローム粒子少量。軟質。

4 褐   色 炭化物少量。締 まり有 り。

0            2m

ローム粒子・焼土プロック少量,炭
化材極少量。硬質。

焼土多量,ロ ーム粒子中量。締 まり  0               1m
有 り。

第75図 第 6号住居Ltt実測図

第 6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 76図
1 器

一笠
師土

Ａ

Ｂ

日縁部片。頸部は「 く」の

字状 を呈 し,日 縁部は器厚

を減 じながらやや外反 して

立 ち上が る。単 回縁。

口縁部外面ヘラナえ 内面
ヘラ磨き。頸部に輪積み痕

有り。内・外面まだらに子」

離。内・外面赤彩。

砂粒・長石

赤褐色

農好

P42
20%
外面煤付着

東コーナー付近

床面
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第76図 第 6号住居跡出土遺物実測図

④
‐⑮

10Cm

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 76図
2

重

土 師 器

[126]
(63)

Ａ

Ｂ

胴部上位から口縁部にか

けての破片。胴部は球形を

呈し,最大径を中位にも
つ。日縁部は頸部に膨らみ

をもち,外反して立ち

上がる。単口縁。

口縁部内・外面ヘラ磨き。

胴部外面積位のヘラ磨き,

内面ヘラナデ。外面・口縁

部内面赤彩。

砂粒

明褐色

良好

P43
10%
中央部覆土上層

3

甕

器

付

師

ムロ
上

(134)
10 5

55

Ｂ

Ｄ

Ｅ

胴 部 中位 か ら 口縁 部 欠

損。台部 は「ハ」の字状 に

下方へ開 く。胴部は内彎 し

て立ち上がる。台部 と胴部

の接合 を確認で きる。

胴部外面ハ ケ ロ整形,内
面ハ ケロ整形後ヘ ラナデ。

台部 内・外面ハ ケ ロ整形

後裾部ヘ ラナデ。内・外面

まだ らに剖離。

砂粒・雲母・スコ

リア

に h・ い橙色

普通

P41  Pと 20

30%
内・外面煤付着

南コーナー際覆
土中層

4

鉢

土 師 器

A  94
B  35
C  42

体部,口縁部 の三分の一 を

欠損。底部か ら外反 し,体

部上位 で膨 らみ をもち外

傾 して立ち上がる。複合 口

沖Σた。

口縁部外面ナ尤 内面ハケ

目調整。体部外面ナえ 内

面ヘ ラ削 り後ナ∴ 外面 ま

だ らに劉離。

砂粒・雲母・スコ

リア

にない黄橙色

普通

P46  PL20
50%
北コーナー際床

面
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図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第 76図
5

財

土 師 器

Ａ

Ｂ

[138]

(48)
体部,口縁部の三分 の一

欠損。九底。体部は扁平 な

半球形 を呈 し,頸部の下位

に最大径 をもつ。日縁部は

頸部か ら屈 曲 して大 き く

外反 して立ち上がる。単 日

縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ヘ ラナ元 内面ハケ ロ整形

後ヘ ラ磨 き。体部外面ヘラ

削 り後ナ几 内面ハケロ調

整後ヘ ラナデ。内面 まだら

に剰離。外面,日 縁部 内面

赤彩。

砂粒・長石

赤褐色

良好

P44
30%
北コーナー際床

面

6

対

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[130]
65
19

体部,口 縁部 の約二分 の

一 を欠損。やや上げ底。扁

平の半球形 を呈 し,頸部下

位に最大径 をもつ。日縁部

は外反 して立ち上がる。頸

部 内面 に稜 を もつ。単 日

縁。

日縁部外面ヘ ラ磨 き,内面

磨耗が著 しく不明。体部外

面ヘ ラ削 り後ヘラナR内
面磨耗が著 しく不明。

砂粒・礫

橙色

普通

P45  PL20
60%
北東壁際覆土上

層

7

不

器

一局

土

Ａ

Ｂ

17 8

(54)
不部片。不部下端に稜 をも

ち,内彎気味に大 きく立ち

上が る。

j7N部
外面ヘ ラ磨 き,内面へ

ラナデ。 内面 まだ らに剰

雅。

砂粒・ スコリア

にない黄橙色

良好

P47   PL20
50%
内・外面煤付着

東都中央床面

8

不

器

高

土

8 (103) 脚部片。脚部は中実柱状

で長い。

脚部外面ヘ ラ磨 き。赤彩。

外面 まだ らにま」離。

砂粒・パ ミス

明赤褐色

普通

P48
20%
北西壁中央部付

近床面

9

不

器

高

土

B (54) 脚部片。脚部 は中実柱状

で,裾部 は ラッパ状 に開

く。 3子し。

脚部外面ヘラ磨き,内面ハ

ケロ整形。外面赤彩。

砂粒・雲母・ ス コ

リア

赤色

普通

P49  PL20
30%
中央部床面

ム
ロ
器師

器

土

Ａ

Ｂ

Ｅ

89
(80)
(56)

脚部一部 欠損。脚部 は 中

実柱状全 裾吉μよラ ンヘ 伏

に開 く。器受部は下位に緩

やかな稜 をもち。外傾 して

立 ち上が る。脚言Ⅲこ3子し。

器受部 中央に単孔。

器受部 内・外面ハ ケ ロ調

整後ナデ。脚部外面ヘ ラ磨

き,内面ハケ ロ整形。内・

外面 まだ らに刹離。内・外

面赤彩。

粒

色

通

砂

赤

普

P173
65%
北コーナー付近

床面

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第76図 」 土 玉 19 19 床 面 DP68

土 玉 97 床 面 DP69

土 玉 10 床 面 DP70

第 7号住居跡 (第 77・ 78図 )

位置 調査区の北東部,A15,5区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸5.47m,短軸5,35mの方形を呈している。

主軸方向 N44°一W

壁 壁高は30～ 35cmで,外傾 して立ち上がっている。

壁溝 壁下を全周している。上幅13～ 27cm,深 さ8～ 12c/mで,断面形は,逆台形を呈している。

間仕切 り溝  1条 (a)検出されている。北東壁のほぼ中央から床中央部に向かって,P2と P3を

結ぶ線までのびている。長さ1.15m,上幅20～ 45c/m,深さ約16cmで,断面形は,「 U」字状を呈し

ている。
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床 平坦で,主柱穴の内側は特に踏み国められ硬い。東コーナー付近には,貯蔵穴が検出されて

いる。貯蔵穴の周 りにはベル ト状の高まりが確認されており,ベル トと床 との比高は 4～ 6 cmで

踏み固められ硬い。

ピッ ト 6か所 (Pl～ P6)検出されている。Pl～ P4は ,径15～ 28帥の円形を呈し,深さ45～ 57cm

で,規模や酉″」から主柱穴と考えられる。P5は ,径22cmの 円形を呈し,深さ27cmで,出入口施設

に伴う梯子ピットと考えられる。P6は ,径33cmの 円形を呈し,深さ44cmで補助柱穴と思われる。

炉 中央部からやや北寄 りのPl付近に検出されている。平面形は,長径76cm,短径57cmの不整楕

円形を呈し,床を約 8 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けブロック状に赤変硬化 して

いる。

貯蔵穴 東コーナーから検出されている。長軸51cm,短軸45cmの 隅九長方形を呈し,深さ35cmで

ある。底面は平坦で,壁は外傾 してたちあがって,南西側は階段状に緩やかに立ち上がっている。

覆土 覆上下層は自然堆積であり,覆土中層から上層にかけて焼土小ブロック,焼土粒子,炭化

物やローム小・中ブロック及びブロック状のローム土が多量に含まれ,人為堆積 と思われる。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (重 7,甕10,台付甕 4,甑 1,婉 1,鮒 2,高

不 7,器台 1, ミニチェア 1)や土師器の細片 (458″ミ)が出上している。その他,壁付近からは

土製品が隻量に出上している。第80図 8の甕は西部中央の床面から横位の状態で,第82図 18の 台

付密は炉直上から横位の状態で,第82図 20。 21の台付甕は炉の北側床面から横位の状態で,第 82

図19の台付甕は中央部床面から斜位の状態で,第 79図 4の重は北西壁中央部付近の覆上下層から

つぶれた状態で,第82図22の甑は北西壁中央部付近の覆土中層からつぶれた状態で,第32図25の

高不は炉直上から横位の状態で,第83図34の ミニチュア土器は東コーナー付近の床面からそれぞ

れ出上している。第83図 35～ 53の上玉は北東部の床面から覆土中層にかけて″ミ左 して19点出土し

ている。

所見 本跡は,焼土及び炭化材の出土状況から,火災住居跡と思われる。遺構の形態や出土遺物

等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第 7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 79図
1 土  師 器

Ａ

Ｂ

21 2

(72)
頸部か ら日縁部 にかけて

の有段 口縁の破片。頸部

はやや外反 し,日 縁部は内

面に稜 をもち,大 きく外反

して立 ち上が る。

口縁部 内・外面ヘ ラ磨 き。

頸部 内・外面ハ ケ ロ整 形

後ヘ ラナデ。

砂粒・ スコ リア

にない橙色

良好

P63   PL22
20%
外面一部煤付着

北西壁中央部付

近覆土中層

2 上  師 器

Ｂ

Ｃ

(100)
99

底部片。突出 した平底。胴

部は内彎 して立ち上がる。

胴部外面ハ ケ ロ整形後へ

ラナ兄 内面摩耗著 しく不

明。外面赤彩。底部木葉痕

有 り。

砂粒・ スコ リア

にぶい黄橙色

普通

P64
20%
北西壁中央部付

近覆上下層
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01

A 18,2m

貯蔽穴土層解説

1 褐  色  ロームプロック・粘土少量。軟質。

2 褐  色  ロームブロック少量。軟質。

3 明 栂 色  ロームプロック少量。軟質。

住層跡上層解説

1 褐   色 ローム粒子多量。軟質。

2 暗 褐 色 ローム粒子・炭化材少量。軟質。

3 褐   色 ロームプロック多量。軟質。

4 褐   色 ロームプロック少量。軟質。

5 暗 褐 色 炭化材多量,砂粒 (大 )少量。軟質。

6 褐   色 焼土ブロック 焼土粒子多量。軟質。

7 褐   色 ローム粒子・炭化材・粘土少量。硬

質。

8 褐   色 ロームプロック少量。軟質。

0               2m

0          1m

Ｄ
一

皇 1■6m
炉土層解説

1 暗 赤 褐 色 ローム小ブロック・焼土小ブロッタ

多量,炭化物中量。

第77図 第 7号住居跡実測図
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第 78図 第 7号住居Ltl遺物出上位置図

中４。

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 79図
3

壷

土 師 器

B (83) 胴部上半か ら頸部 にかけ

ての破片。胴部は内彎 して

立 ち上が る。

胴部外面ハケロ整形後丁

寧なヘラナえ 内面ヘラ削

り後ナデ。内・外面まだら

に剥拙 外面赤彩。

砂粒・長石・スコ

リア

明赤褐色

良好

P65
10%
南コーナー付近

覆上下層

4

童

土 師 器

(15_9)

50
Ｂ

Ｃ

日縁部欠損。やや上げ底。

胴部は球形を呈し,最大径

を中位にもつ。頸部は内面
に稜をもち,「 くコの字状
に立ち上がる。単口縁。

胴部外面ヘラ削り後ヘラ

磨き,内面ヘラナデ。外面

まだらに剖離。胴部内面を

除き赤彩。輪積み痕有り。

色蠅
濡
餅

P66   PL22
80%
外面煤付着

北西壁中央部付

近覆土下層

5

壺

上 師 器

12 0

(12 4)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部は内

彎して立ち上がる。頸部は

「く」の字状を呈し,日縁

部は外傾 して立ち上がる。

単口縁。

口縁部外面下半ハケロ整

形,上半ヘラナえ 内面ハ

ケロ整形。胴部外面ハケロ

整形,内面ハケロ整形後ナ

え 内・外面まだらに剖離。

輪積み痕有り。

砂粒・スコリア

によい黄橙色

普通

ＬＰ

上

６７
％

直

Ｐ

４０

炉
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0             10Cm

第79図 第 7号住居跡出土遺物実測図(1)
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0              10Cm

第80図 第 7号住居隊出土遺物実測図(2)
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0              10cm

第81図 第 7号住居跡出土遺物実測図(3)

-132-



〓

＾

影

0              10Cm

-133-

第82図 第 7号住居Ltt出 土遺物実測図い)



JI田 園 喧 溢 遇 ぅ 31

⑨
‐の
４

⑥
‐⑩
５

⑨
‐翰
４

③
‐⑬

９
鏡

鬱
‐砒

◎
‐①

◎
‐⑤

③
‐①
３
③
‐④

①

八
里

①
‐③

⑮
‐咆

◎
‐①

◎
６

３６
③
‐Ｑ

⑨
‐の

３
①
‐③

　
①
‐④

0              10Cm

-134-

第83図 第 7号住居跡出土遺物実測図(5)



図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備 考

第 79図
6 土 師 器

118
15 2

[50]

Ａ

Ｂ

Ｃ

突出 した平底。胴著Ⅲよ球形

を呈 し,最大径 を中位にも

つ。頸部 は「 くJの 字状 を

呈 し,日 縁部 は外傾 して立

ち上が る。単 口縁。

口縁部外面摩耗著 し く不

明,内面ハ ケ ロ整形後ナ

凡 胴部外面ハケロ調整後
ヘ ラ削 り,内 面粗 くヘ ラナ

デ。 日縁部歪み。

砂粒・ スコ リア

にない橙色

普通

P68   PL22
80%
外面媒付着

中央部覆土下層

7 器

一宝
師土

Ａ

Ｂ

Ｃ

やや上げ底。胴部はやや扁

平状の球形 を呈 し,最大径

を下位 に もつ。頸部は「 くJ

の字状 を呈 し,日縁部は外

反 して立 ち上 が る。単 口

乖癸。

口縁部 内・外面ナデ。胴部

外面ハケロ整形後ナ元 内

面ヘ ラ削 り。

砂粒・長石

にない責橙色

普通

P83   PL23
100%
東コーナー付近

覆上下層

第 80図
8

甕

土  師  器

A 204
B 280
C  68

やや突出 した平底。胴著Ыよ

球形 を呈 し,最大径 を中位

に もつ。頸部 はやや短 く

「 く」の字状 を呈 し,日 縁

部 は大 き く外反 して立 ち

上が る。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

口唇部ヘ ラナ八 内面ハケ

目整形。胴部外面下半部
ヘ ラナ元 上半部ハケロ整

形,内面ハケロ調整後ヘラ

ナデ。内面 まだ らにま」離。

輪積み痕有 り。

砂粒・雲母・スコ

リア・礫

黄橙色

普通

P50  PL22
90%
外面黒班,媒付

着

西部 中央床面

9

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部一部欠損。やや突出し

た平底。胴部 は球 形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。

頸言団よにく」の字状 を呈 し,

口縁部 は外 反 して立 ち上

が る。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ナデ,内面ハ ケ ロ整形。胴

部外面ハケロ整形,内 面ヘ

ラナデ。輪積み痕有 り。

砂粒・ ス コ リア

にない責橙色

普通

P51   PL22
70%
外面黒斑,煤付

着
二次焼成

中央部覆土下層

甕

土 師 器

170
(95)

Ａ

Ｂ

胴音焉上半か ら日縁音Бにか

けての破片。胴著Ыよ内彎 し

て立 ち上が る。日縁部はや

や短 く頸部か ら「 く」の字

状 に大 き く外 反 して立 ち

上が る。単 口縁。

口縁部外面ハケロ整形後

ナデ,内面ハケロ整形。胴

部外面ハケロ調整後ヘラ

削り,頸部下位はハケロ整

形,内面ナデ。輪積み痕有

り。

砂粒・スコリア

黄橙色

普通

P52
30%
外面媒付着

東部中央部覆土

下層

第 81図
11

甕

土 師 器

18 9

(20 3)

Ａ

Ｂ

胴部下半 欠損。胴部 は球

形 を呈 し,最大径 を中位に

もつ。頸部 は「 く」の字状

を呈 し,日 縁部 はやや 長

く,外反 して立 ち上が る。

単 口縁。

口縁部外面ハケロ整形,

内面ヘラナデ。胴部外面ハ

ケロ整形.内面ヘラナデ。

砂粒・ ス コ リア

にない橙色

普通

P53   PL22
40%
外面煤付着
二次焼成

南コーナー付近

覆土下層

12

甕

土 師 器

20 7

(54)
口縁吉Б片。頸音Бは「 く」の

字状 を呈 し,日 縁部は外反

して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ナデ,内面ハ ケ ロ整形。輪

積み痕有 り。

砂粒 パ ミス

にぶい黄橙色

普通

P54   PL22
10%
外面煤付着

東コーナー付近

覆上下層

13

甕

土 師 器

15 9

(151)

Ａ

Ｂ

胴部下半 欠損。胴部 は球

形 を呈 し,最大径 を中位に

もつ。頸部 は「 く」の字状

を呈 し,日 縁部はやや短 く

外反 して立 ち上がる。単 ロ

乖癸。

口縁部外面ヘラナ元 内面
ハケ ロ調整。胴部外面ハケ

目整形後中位ヘラ肖Jり ,内

面ヘ ラ削 り後ナ∴ 内面 ま

だ らに剖離。輪積 み痕有

り。

砂粒・長石・スコ

リア

橙色

普通

P55  PL22
50%
二次焼成

炉直上

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

15 9

(100)

胴部下半 欠損。胴部 は球

形 を呈 し,最大径 を中位に

もつ。頸部 は「 くJの字状

を呈 し,日縁部 は外反 して

立 ち上が る。単 口縁。

口縁部内・外面ヘラナデ。

胴部内面争」離著しい。胴

部外面ハケロ整形,内面へ

ラ削り。日縁部歪み。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

P56   PL22
30%
炉直上

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

15 4

(150)

胴部下半欠損。胴部は球

形を呈し,最大径を中位に

もつ。頸部は「く」の字状

を呈し,日縁部は外反して

立ち上がる。単口縁。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後丁寧なヘラナデ。胴部

外面ハ ケ ロ整形後丁寧 な

ヘ ラナ元 内面ヘラ削 り後

ナデ。胴部 内面剖離が著 し

い。外面・ 日縁部 内面赤

ヨ影ケ。

砂粒・長石・スコ

リア

赤褐色

普通

P57  PL22
50%
外面煤付着

中央部覆上下層
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図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 81図
16

甕

土 師 器

158
(10 7)

Ａ

Ｂ

胴部下半 欠損。胴部 は球

形 を呈 し,最大径 を中位に

もつ。頸言印ま「 く」の字状

を呈 し,日 縁部 は外反 して

立 ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ヘ ラナR内 面

ハケロ整形。胴部外面ハケ

目整形,内面ヘ ラ削 り。

内・外面 まだ らにま」離。輪

積み痕有 り。

砂粒・ ス コ リア

明赤褐色

普通

P58
40%
炉北側覆上下層

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。長胴気味で最大径

を中位にもつ。頸部は「く」
の字状を呈し,日 縁部は外
反して立ち上がる。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ調

整後ナデ。胴部外面ハケロ

調整後ヘ ラ削 り内面ハ ケ

目整形。 内 外面赤彩。

砂粒・ ス コ リア

暗赤褐色

良好

P82   PL23
100%
内・外面煤付着

西コーナー付近

覆土下層

第 82図
18

甕

器

付

師

ムロ
土

190
31 2

10 0

63

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

胴 部 一 部 欠 損。 台 部 は

「ハ」 の字状 に下方へ 開

く。胴部 は球形 を呈 し,最

大径 をやや上位 に もつ。頸

言団よ「 く」の字状 を呈 し,

口縁部 は外反 して立 ち上

が る。単 回縁。

口縁部外面ヘ ラナえ 内面
ハ ケ ロ整形。台部 内 外面
ハケロ整形。胴部外面ハケ

目整形,下半部ヘ ラ削 り,

内面ヘ ラ削 り。歪みがひど

砂粒・雲母・スコ

リア

浅黄橙色

普通

P59   PL23
80%
黒斑 ,煤付着

二次焼成

炉 直上

甕

器

付

師

ムロ
土

11 8

15 3

83
41

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部 は「ハ」の字状 に下方

へ開 く。胴部 は球 形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 くJの字状 を呈 し,

日縁都 は外反 して立 ち上

がる。台言卜と月同部の接合が

確認で きる。単 口縁。

回縁部外面ヘ ラナ几 内面

ハケ ロ整形。胴部外面ハケ

目整形,内面ヘ ラ削 り。台

部 内・外面ハケ ロ整形。

砂粒 ・ス コ リア

橙色

普通

P60   PL23
100%
外面媒付着

中央部床面

甕

器

付

師

ムロ
土

10 8

13 5

86
36

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部 は「ハ」の字状 に下方

へ 開 く。胴部 は球 形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 く」の字状 を呈 し,

日縁部 は外傾 して立 ち上

が る。単 日縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ整形 ,

内面ヘ ラ削 り。台部外面ハ

ケロ整形,内面ハケロ整形

後ナデ。

砂粒

にぶ い責橙色

普通

P61   PL23
95%
外面煤付着

炉北側床面

甕

器

付

師

ムロ
土

82
111
72
35

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部 は ラ ッパ状 に下方へ

開 き,底面に粘土紐 を貼 り

付 け平 らに している。胴部

は円形 を呈 し,最大径 を中

位 に もつ。頸部 は「 く」の

字状 を呈 し,日 縁言Ыよ外反

して立 ち上が る。単 回縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハケ ロ整形 ,

内面ヘ ラナデ。台部外面ハ

ケ ロ整形後ナえ 内面ハケ

目整形。

砂粒

にぶい責橙色

普通

P62  PL23
100%
外面煤付着

炉北側床面

甑

土  師 器

Ａ

Ｂ

19 7

110
九底全 体部は内彎気味に

立ち上がる。複合口縁。単

了し。

回縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。体部外面ヘラ削 り後ヘ

ラナデ,内面ヘ ラ削 り。

砂粒

にぶ い責橙色

良好

P70   PL23
100%
北西壁中央部付

近覆土中層

姑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部 か ら口縁部 にか けて

約二分 の一欠損。やや上げ

底。体部 はやや扁平 な球形

を呈 し,最大径 を中位 にも

つ。口縁部はやや 内彎気味

に外傾 して立 ち上が る。

口縁部外 面丁寧 なヘ ラナ

几 内面ハ ケ ロ整形後 ナ

え 体部外面下半ヘラ削 り

後ナえ 上半ヘ ラナ几 内

面ヘ ラ削 り後ナえ 体部内

面除 き赤彩。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤色

普通

P71   PL23
40%
炉西側覆土下層

坑
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部一部欠損。平底。体部

はやや扁平 な半球形 を呈

し,最大径 を頸部下位にも

つ。日縁苫酎よ複合 口縁で外

傾 して立 ち上が る。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ調

整後ナ咸 体部外面下半へ

ラ削 り後ナ几 上半ヘラナ

デ,内面ヘ ラナデ。内・外

面赤彩。

砂粒・パ ミス

赤褐色

普通

P72
60%
炉北西側覆上下

層

不

器

高

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

178
170
120
10 0

脚部一部 欠損。脚部 は中

寿位状 全 裾部はラッパ状

に開 く。界部 は下位 に稜 を

もち外傾 して大 き く立 ち

上が る。 3子 し。

不部内・外面ヘラ磨き。脚

部外面ヘラ磨き,内 面ハケ

目整形後丁寧なナ鬼 外面

まだらにまU離。

砂粒・礫・ ス コ リ

ア

橙色

良好

P74   PL23
80%
外面一部煤付着

炉直上
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図版番号 器 種 法 量 (側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・娩成 備 考

第 83図
26

不

器

一局

土

Ａ

Ｂ

Ｅ

19 2

(143)

(98)

脚部下半 欠損。脚部 は中

実柱状である。不部は下位

に稜 をもちやや 内彎気味

に大 きく立 ち上がる。脚都

の高 さに対 して不部 の高

さは低 い。

不部 内 外面ヘ ラ磨 き。
j7N

部内面 まだらに工」離。脚部

外面ヘ ラ磨 き。内・外面赤

彩。

砂粒・ ス コリア

赤色

普通

P75   PL23
70%
南西壁中央部付

近覆土上層

不

器師

高

土

Ａ

Ｂ

[154]

(33)
不部の破片。不著μよ下端に

稜をもち,大きく外傾して

立ち上がる。

杯部 内・外面丁寧なヘラナ

デ。

内・外面赤彩。

砂粒・ スコリア

赤褐色

普通

P76
20%
内・外面媒付着

東コーナー付近

覆上下層

邪

器師

高

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(98)
[80]
90

脚部片。脚部 は中実柱状

で裾部 はラッパ状 に開 く。

脚部 と裾部 に接合 が確認

で きる。

脚部内・外面ヘラ磨き。外

面赤彩。 色卵
期
魏

P77   PL23
40%
北西壁中央部付

近覆上下層

不

器

一局

土

B (108) 脚郡片。脚部は中実柱状

でやや中位に膨らみをも

脚部外面ヘ ラ磨 き。赤彩。 砂粒 ・スコ リア

赤褐色

普通

P78
30%
中央部覆上下層

不

器師

一局
土

B (70) 脚部 の破 片。脚部 は 中実

柱状 であ る。

脚部外面ヘ ラ磨 き。赤彩。

色

粒

褐

通

砂

赤

普

P79
20%
北コーナー付近

覆土中層

不

器

古回
土

Ｄ

Ｅ

10 1

(32)
脚著卜の破 片。脚苫卜はラッ

状 に開 く。 3孔。

脚部外面ヘラ磨 き,内 面ヘ

ラ削 り。 内・外面赤彩。

砂粒 雲母・ ス コ

リア

赤色

普通

P81
30%
外面一部煤付着

南コーナー付近

覆上下層

台

器師

器

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

91
83

[108]
42

二分 の一 を欠損。脚部 は

「ノ＼Jの字状に下方へ開 き,

裾分 は内彎気味である。器

受部 は内彎 して立 ち上が

る。器受部 中央に単孔。

器受部外面ハ ケ ロ整形後

ナデ,内 面ナデ。脚部 内・

外面ハ ケ ロ整形。

砂粒  スコ リア

にな い橙色

普通

P80  PL23
50%
東部中央覆土中

層

14

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(28)
20

口縁部欠損。体 部 は扁平

な半球形 を呈 し,最大径 を

上位 に もつ。

体部外面下半ヘ ラ削 り後

ナデ,上半ヘ ラナデ,内面

ヘ ラナデ。外面赤彩。

砂粒・雲母

赤褐色

普通

P84  PL23
60%
北東壁中央部付

近覆土中層

ア

器

器

ユチ

　

師

ニミ

土

土

Ａ

Ｂ

Ｃ

[48]
27
14

鉢形。平底。体部 は外反 し

て立 ち上が る。

体部外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ,内面ハケ ロ整形。 色

粒

褐

通

砂

黒

普

P73  PL23
70%
東コーナー付近

床面

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第83図 35 土 玉 22 07 床 面 DP71

土 玉 24 覆 上 下 層 DP72

土 玉 27 覆 上 下 層 DP73

土 玉 117 床 面 DP74

土 玉 31 覆 土 上 層 DP75

土 五 床 面 DP76

土 玉 07 12 1 覆 上 下 層 DP77

土 玉 床 面 DP78

土 玉 91 床 面 DP79

玉土 覆 土 上 層 DP80
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図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

率

，

存

％

現

く
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第83図 45 土 玉 床 面 DP31

土 玉 覆 上 下 層 DP82

土 玉 135 覆 土 上 層 DP83

土 玉 25 覆 土 上 層 DP84

土 玉 12 7 覆 土 上 層 DP85

土 玉 覆 上 上 層 DP86

土    玉 覆 土 DP87

玉土 115 覆    土 DP88

玉土 覆 土 DP89

第 8号住居跡 (第 84。 85図 )

位置 調査区の北東部,B15cl区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の西部は,調査区域外に延びている。

規模 と平面形 本跡の東側約 2分の 1しか確認できないが,長軸7.44m,短軸 [7.15]mの方形

を呈するものと推定される。

主軸方向 N17° W

壁 壁高は46～ 60cmで,垂直に立ち上がっている。

壁溝 北壁下を除き全周している。上幅11～ 16cm,深 さ6～ 10cmで ,断面形は,「 V」字状 を呈し

ている。

間仕切 り溝  1条 (a)検出されている。南壁中央部から床中央部に向かって,長さ1.20m,上

幅12～ 14cm,深 さ約10cmで,断面形は,「 U」 字状を呈している。

床 平坦であり,全体的に良く踏み固められ硬いが,炉の北側は楕円形状にさらに踏み固められ

て硬い。南壁中央部には出入口部の施設と考えられる長方形の高まりがあり,床 との比高は 6～ 8

cmである。そのほぼ中央に梯子ピット(P3)が確認されている。南東コーナーの貯蔵穴の周 りには

床面よリー段高いベル トが確認されている。ベル トと床との比高は 6～ 8 cmである。

ビッ ト 12か所 (Pl～ P12)検出されている。Pl・ P2は ,径43・ 21cmの 円形を呈し,深さ69。 45cm

で,規模や配列から主柱穴と考えられる。他の主柱穴は調査区外にあるものと思われる。P3は ,出

入口施設に伴う梯子ピットで径26clnの 円形を呈 し,深さ45cmで,南壁側に傾斜している。P4～ P7

は,径18～ 26omの 円形を呈し,深 さ11～ 24cmで,補助柱穴と思われる。P8～ P12は ,径 6～ 1lcm,深

さ7～ 16cmで ,南東コーナーの貯蔵穴を西側から区画するように一直線に並んで検出されている。

炉 床中央部からやや北寄 りに検出されている。平面形は,長径98cm,短径73cmの 卵形を呈 し,

床を約 8 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けてレンガ状に赤変硬化している。炉内に

は,焼土小・中ブロック,ロ ーム粒子,炭化物や小石が極少量含まれている。
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貯蔵穴 南東コーナーに検出されている。平面形は,長軸11.5c7m,短 軸10.6cmの 隅丸方形を呈し,

深さ61卿である。底面は平坦で,壁は緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (壺 1,甕 3,台付甕 1,甑 1,鉢 1,球 2,高

郭 2)や土師器の細片 (380点 )が出上している。その他,土製品,石製品が床面から出上してい

る。第86図 1の壷は,南東部のP2付近の床面から破片の状態で,第 86図 6の甑は,南東コーナー

際の覆上下層からつぶれた状態で,第86図 5の台付甕・第86図 10の 高j73は ,貯蔵穴の覆上上層か

ら横位の状態でそれぞれ出土している。第87図 12～ 33の上玉は,各壁付近から点在して22点 出土

している。第87図34の祗石は,南東コーナー付近の床面から出土している。炭化米は貯蔵穴の壁

際上層から出上している。また,粘土塊が貯蔵穴の西側の床面から出土している。

所見 本跡は,焼土及び炭化材の出土状況から,火災住居跡と思われる。遺構の形態や出土遺物

等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備 考

第 86図
1 器

士笠
師土

Ａ

Ｂ

[215]
(10 2)

】同部 と半か ら口縁部 にか

けての破片。胴部は内彎 し

て立ち上がる。頸部は外傾

して立ち上が り,日 縁部は

有段 口縁全 大 きく外反 し

て立 ち上が る。

口縁部,頸部外面ハ ケ ロ

整形後ナデ,内面ハケロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ整形

後丁寧なヘラナデ,内面ナ

デ。胴部 内面 を除 き赤彩。

輪積み痕有 り。

砂粒・ スコ リア

浅黄橙色

普通

P91  PL24
20%
南東部P2付近

床面

2

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ

20 5

(209)

底部欠損。胴部 は球形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 くJの字状 を

呈 し,日 縁部は外反 して立

ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ナデ,内 面ハ ケロ整形。胴

部外面下半ハ ケ ロ整形後

ヘ ラナデ,上半ハ ケ ロ整

形,内 面ヘ ラナデ。内面 ま

だ ら1こ 辛」離。

砂粒・雲母・スコ

リア

にぶい橙色

普通

P86  PL24
60%
外面煤付着

南東 コーナー付

近床面

3

甕

土 師 器

A [132]
B (148)

】同音るか ら口縁苫Бにかけて

の破片。胴部は長胴で最大

径 を下位に もつ。日縁部は

頸部 か ら外傾 して立 ち上

が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ整形 ,

内面ナデ。

砂粒・ スコ リア

にない責橙色

普通

P87
30%
北壁中央部付近

床面

4

甕

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(67)
43

底部から胴部に力→すての破

片。やや上げ底。胴部 は内

瞥 して立 ち上が る。

底部外面ヘラ削り,内面へ

ラナデ。外面磨耗。

砂粒・雲母・スコ

リア

にない赤褐色

普通

P89
20%
外面煤付着

二次焼成

南東 コーナー付

近床面

5

甕

器

付

師

ム
ロ
土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

86
11 5

69
42

台部 はラッパ状 に下方 に

開 く。胴部はやや扁平な球

形 を呈 し,最大径 を上位に

もつ。 口縁部 は複合 日縁

で,外傾 して立 ち上が る。

口縁部外面ナデ内面ハ ケ

目整形。胴部外面ハ ケ ロ

調整後ヘラ削 り,内面ヘラ

削 り。台部 内 外面ハケ ロ

整形後ナデ。 日縁部指 頭

圧痕。胴部内面黒色。

砂粒

にぶい責橙色

普通

P9o   PL24
90%
貯蔵穴覆土上層

6

甑

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(42)
53

底部片。やや突 出 した平

底。胴音Ыよ内彎 して立ち上

が る。単孔。

胴部内・外面,底部ヘラ削

り。

砂粒・スコリア

にない黄橙色

普通

P92
10%
南東コーナー際

床面
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B 18,Om

Dl.4m 貯蔵穴土層解説

1 暗 褐 色 焼上中プロック中量。締まり有 り。

2 暗 褐 色 焼土大プロック多量,焼土粒子・炭

化材少量。締 まり有 り。

色 焼上粒子・炭化材少量。軟質。

色 締 まり有 り。

ローム粒子中量。軟質。

ロームプロック少量。軟質。

焼土粒子・炭化物少量。軟質。

炭化粒子・炭化材多量,ロ ーム粒子

中量,焼上粒子少量。締 まり有 り。

ロームブロック多量。締 まり有 り。

0              2m

住居跡土層解説

1黒 褐 色

2掲  色

3褐  色

4暗 褐 色

褐

掲

暗

黒

|

L

第84図 第 8号住居跡実測図(1)
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第85図 第 8号住居跡実測図(2)

炉土層解説

I 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量,焼土小・ 中ブロ ノ

ク少量。結 まり有 り。

2赤 褐 色

暫声縫 稼 F擦
炭化物少     m

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備 考

第 86図
7

坑

土 師 器

Ａ

Ｂ

[178]

(56)
胴上半部 か ら口縁部 にか

けての破 片。胴著Ыよ内彎 し

て立ち上がる。日縁部は内

面に稜 を もち外反 して立

ち上が る。単 日縁。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ヘ ラナデ溺同部外面ハ

ケ ロ整形,内面丁寧 なナ

|「。

砂粒

灰黄褐色

良好

P88
10%
北壁中央部付近

床面

8

34

土 師 器

Ａ

Ｂ

[140]
55

九底。体部は扁平な半球

形を呈する。日縁部は下半
に膨らみをもち,器厚を減

じながら外反して立ち上が

る。

口縁部外面ヘラ磨 き,内面

丁寧なヘラナデ。体部外面

ヘ ラ磨 き,内面丁寧なヘ ラ

ナデ。内面 まだ らに工」離。

内・外面赤彩。

砂粒

明赤褐色

良好

P98   PL24
80%
南東コーナー付

近覆上下層

9

lt

土 師 器

Ａ

Ｂ

[94]
64

体部か ら口縁部 の三分 の

一 を欠損。九底。体部 は半

球形 を呈す る。日縁言Ыよ外

傾 して立ち上が り,口碁部

でやや 内彎す る。

口縁部 内 外面ヘ ラ磨 き。

体部外面ヘラ磨 き,内面へ

ラ削 り後ナデ。内面 まだら

に単」離。 内 外面赤彩。

出
施
餅

P94   PL24
40%
南壁中央部付近

床面

不

器師

高

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

163
12 5

11 4

80

脚部 は中空 でラ ッパ状 に

下方へ開 く。不部は内彎 し

なが ら立 ち上がる。lTh音ると

脚部の按合が確認できる。

脚部 の高 さに対 して邪部

の高 さは低 い。

不部内・外面ヘ ラ磨 き。脚

部外面ヘ ラ磨 き,内 面ハケ

目整形後ナ元 脚部内面 を

除 き赤彩。

砂粒・雲母 ・ス コ

リア

赤色

普通

P85  PL24
95%
貯蔵穴覆土上層

不

器師

一局
土

D  98
E 104

jTh部 欠損。脚部 は中実柱

状で,裾部 はラッパ状に開

く。

脚部外面ヘ ラ磨 き,内面ハ

ケ ロ整形後ナデ。外面赤

彩。

砂粒・雲母・ スコ

リア

赤色

普通

P95   PL24
40%
南東コーナー付

近覆上下層

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 径

＞

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第87図 12 土 玉 床 面 DP 91

13 土 玉 床 面 DP 92

14 土 玉 21 117 床 面 DP 93

土 玉 床 面 DP 94

土 玉 床 面 DP 95

17 土 玉 覆 土 中 層 DP 96

土 玉 床 面 DP 97

土 玉 112 床 面 DP 98

土 玉 27 132 床 面 DP 99

土 玉 床 面 DP100

土 玉 114 覆 上 下 層 DPlol

土 玉 23 102 床 面 DP102

土 玉 117 床 面 DP103

土 玉 床 面 DPlo4
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D           10cm

第86図 第 8号住居跡出土遺物実測図(1)
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第87図 第 8号住居跡出土遺物実測図(2)

図版番号 器  種

法  量 (cnI)
子し  ぞ至

(m)

重 量

(g)

現存率
(%)

出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第87図26 土 玉 14_3 床 面 DP105

土 玉 05 覆 土 上 層 DP106

土 玉 床 面 DP107

土 玉 138 覆 土 上 層 DP108

土 玉 32 24.2 床 面 DP109

土 玉 15.0 床 面 DPl10

土 玉 125 覆 土 上 層 DPlll

玉土 20.1 覆 土 DPl12
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図版番号 器   種

法

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第87図 34 祗   石 (17) (937) 頁   岩 床    面 Q7

第 9号住居跡 (第 88図 )

位置 調査区の東部,B15b6区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.53m,短軸2.88mの隅九長方形を呈している。

主軸方向 N27°一W

壁 壁高は 8～ 13cmで,緩やかに外傾 して立ち上がっている。北西壁や北東壁は,撹乱により壁

の立ち上が りを確認することができなかった。

床 平坦で,中央部から西コーナーにかけて特に良 く踏み固められて硬い。

ビッ ト 検出されていない。

炉 床中央部から西寄 りに検出されている。平面形は,長径50.5cm,短径48cmの 卵形を呈し,床

を約16cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けレンガ状に赤変硬化 している。

覆土 ロームブロックや焼土粒子,炭化物を含み軟らか く,人為堆積 と思われる。

遺物 床面や覆上下層からは,土師器片 (壷 1,甕 1,甑 1)や土師器の細片 (82点 )が出上して

いる。第89図 2の甕は炉の北側床面から逆位の状態で,第 89図 1の壷は,南西壁中央部付近覆土

下層から正位の状態で,第 89図 3の甑は 1の壺の上に置かれた状態で出上している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第 9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 89図
1 器

士霊
師土

Ａ

Ｂ

Ｃ

やや上げ底。胴部は球形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。日縁部は頸部か ら外傾

して立ち上が る。単 日縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ整形 ,

内面ハケ ロ整形後ナ∴ 輪

積 み痕有 り。

砂粒・ ス コ リア

にな い責橙色

良好

P69  PL25
90%
二次娩成

南西壁中央部付

近覆上下層

2

甕

土 師 器

A 151
B (132)

底部 欠損。胴部 は球 形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 くJの字状 を

呈 し,日 縁著騨ま外反 して立

ち上が る。単 日縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ナデ潮同部外面下半へ

ラ削 り,上半ハ ケ ロ整形。

内面 まだ らにま」離。

砂粒 。長石

橙色

普通

P151  PL25
60%
炉北側床面

3

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[199]
95
51

底部から口縁部にかけて

の破片。突出した平底。体

部は内彎して立ち上がる。

複合口縁。単孔。

体部外面ハケロ整形後へ

ラナ几 内面ナデ。

砂粒・長石

赤褐色

普通

P96  PL25
40%
二次焼成

南西壁中央部付

近 P69上
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A18,4m
口

|。 |

第88図 第 9号住居跡実測図

住居飾土層解説

1 暗 褐 色  焼土粒子・炭化粒子極少量。軟質。

2 褐  色  ローム中ブロック中量。軟質。

3 褐  色  ローム中プロック少量。軟質。

0              2m

0              10Cm

ド｀ヽペ

第89図 第 9号住居跡出土遺物実測図
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第10号住居跡 (第90図 )

位置 調査区の東部,B15b7区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.30m,短軸3.20mの方形を呈している。

主軸方向 N-24°一W

壁 壁高は12～ 14cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,軟らかい。南コーナーから南東壁中央部にかけては踏み固められて硬い。

ビッ ト 検出されてない。

炉 検出されてない。

覆土 覆土上層は自然堆積であるが,そ の他はロームブロックやローム粒子,炭化物を含み軟ら

か く,人為堆積 と思われる。

遺物 本跡からの出土遺物は少なく,土師器片 (壺 1,甕 1)や土師器の細片 (30点)が出土し

ている。第91図 2の甕は南コーナー付近の覆土上層から破片の状態で出土している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

V′

住居跡土層解説

1 暗 褐 色  ローム中ブロック・炭化物少量。軟

質。

2 褐  色  ロームブロック多量。軟質。

3 褐  色  ローム粒子多量。締 まり有 り。
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0             2m

第90図 第10号住居跡実測図



0              10cm

第91図 第10号住居LII出 土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 91図
1 器

一霊
師土

B (59) 頸部から口縁部にかけて

の破片。日斜 Ⅲよ内面に稜

をもち,頸部から外反して

立ち上がる。複合口縁。

口縁部,頸部外面ハ ケ ロ

整形,内面ハケロ整形後ナ

デ。 内・外面赤彩。

帆
施
幾

P98
10%
西コーナー付近

覆土上層

甕

土 師 器

Ｂ

Ｃ

底部片。やや上げ底。胴部

は内管 して立 ち上が る。

底部外面ヘラ削り,内面へ

ラナデ。

砂粒

にない褐色

普通

P97
10%
南コーナー付近

覆土上層

第11号住居跡 (第92図 )

位置 調査区の東部,B15d8区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸5,10m,短軸4.18mの長方形を呈している。

主軸方向 N26° W

壁 壁高は23～ 31cmで,外傾 して立ち上がっている。

壁溝 壁下を全周している。上幅10～ 14cm,深 さ10～ 12cmで,断面形は「U」 字状を呈している。

間仕切 り溝  2条 (a.b)検出されている。南コーナーを区画するように, aは 南東壁のほぼ

中央からと, bは 南西壁のほ,F中 央南寄 りから溝が床中央部に向かってのびている。ともに長さ

1.07～ 1.12m,上幅16～ 32cm,深 さ10～ 14omで ,断面形は「U」 字状を呈している。

床 ほぼ平坦で,主柱穴の内側は,良 く踏み固められ硬い。

ピッ ト 5か所 (Pl～ P5)検出されている。Pl～ P4は ,径26～ 34clnの円形を呈し,深さ38～ 42cHl

で,規模や酉VJか ら主柱穴と考えられる。P5は ,径20clnの円形を呈し,深さ37clnで,南東壁側に

傾斜しており出入口施設に伴う梯子ピットと考えられる。

炉 中央部から西寄 りに 3か所 (炉 1～ 3)検出されている。炉 1は ,長径80cm,短径73clnの不

整円形を呈し,炉 2は ,長径58cm,短径 (45)cmの楕円形を呈し,炉 3は ,長径63cm,短径43clll

の長楕円形を呈し, ともに床を約 4～ 8 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けてレンガ

状に赤変硬化している。炉 1は ,炉 2に掘 り込まれている。炉 2は,炉 3に掘 り込まれている。

覆上 自然堆積。
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遺物 炉 を中心に床面や覆上下層からは,土師器片 (壺 1,甕 3,lH 2,高1731,器台 2)や土

師器の細片 (108点 )が出上 している。第93図 4の甕は炉直上から横位のつぶれた状態で,第93図

3の甕は炉直上から逆位の状態で,第93図 7の高lThは 炉の北側の床面から横位の状態で,第93図

9の器台は南コーナーの床面からそれぞれ出上 している。第98図 10～ 12の 上玉は各壁付近の床面

から点在 して 3点 出土している。

所見 本跡は,焼土及び炭化物や炭化材の出土状態から火災住居跡 と思われる。遺構の形態や出

土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 93図
1 土 師 器

13 5

(100)

Ａ

Ｂ

回縁部片。頸部 は「 くJの

字状 を呈 し,日 縁音Ыま内彎

気味に器厚 を減 じなが ら

立 ち上が る。単 日縁。

日縁部 内 外面ヘ ラ磨 き。

内面 まだ らに茉J離。赤彩。

砂粒・雲母・ スコ

リア

明赤褐色

良好

P102  PL27
20%
南コーナー付近

床面

2

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

17 0

(183)

底部欠損。】Л部 は球 形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 く」の字状 を

呈 し,日 縁苫Ыよ外反 して立

ち上が る。単 口縁。

日縁部外面ナえ 内面ハケ

目整形。胴部外面ハ ケ ロ

整形,内面ヘ ラ削 り後 ナ

デ。輪積み痕有 り。

砂粒・雲母・ ス コ

リア・礫

淡橙色

普通

P99   PL27
70%
二次焼成

炉直上

3

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

18 2

(170)

底部欠損。胴部はやや長胴

で,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 く」の字状 を呈 し,

日縁部 は外反 して立 ち上

が っている。単 口縁。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ヘ ラナデ。輪積み痕有

り。

粒

色

通

砂

橙

普

P loo  PL27
70%
二次焼成

内面煤付着

炉直上

4

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[178]

(17 5)

胴部か ら日縁部 にかけて

の破片。胴部 は球 形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。

頸部は「 くJの字状 を呈 し,

日縁部 は外 反 して立 ち上

が る。単 口縁。

日縁部 内・外面ナデ。胴部

外面ハケロ整形,内面ヘラ

ナデ。内・外面 まだ らに子」

離。

砂粒

にぶい赤橙色

普通

P101
40%
二次焼成

炉直上

5

球

土  師  器

Ａ

Ｂ

Ｃ

112
60
25

体部一部欠損。平底。体部

は扁平な半球形 を呈す る。

口縁部 はやや 内彎気味 に

立ち上がる。体部 と口縁部

の接合が確認 できる。

口縁部外面ヘラナ元 内面

ハ ケロ調整後ヘラナデ。体

部外面下半ヘラ削 り,上半

ヘ ラ磨 き,内 面ヘ ラナデ。

内・外面赤彩。

粒

色

通

砂

赤

普

P103  PL27
80%
外面媒付着

南東壁中央部付

近覆上下層

6

射

土  師 器

Ａ

Ｂ

103
64

体部一部欠損。九底。体部

は扁平 な半球形 を呈す る。

日縁部 は内彎気味に立 ち

上が る。

日縁部 内・外面ヘ ラ磨 き。

体部外面ヘ ラ削 り後ナえ

内面ナデ。内面 まだらに手」

離。 内・外面赤彩。

砂 位・石英

赤褐色

普通

P104  PL27
80%
炉北側覆上下層

7

不

器師

一局

上

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

15 6

13 4

11 4

80

脚部 は中空でラ ッパ状 に

開 く。邪部は下位 に稜 をも

ち,やや内彎気味に大 きく

立 ち上が る。

率部 内・外面ヘ ラ磨 き。脚

部外面ヘ ラ磨 き,内面ヘラ

削 り。脚部 内面除 き赤彩。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤色

普通

P105  PL27
100%

炉北側床面

8

台

器師

器

土

A  78
B  69
D  84
E  41

脚都一部欠損。脚部はラッパ

状に下方へ開く。器受部は緩

やかに二段の稜をもち,内彎

気味に立ち上がる。脚部に 3

孔。器受部中央に単孔。

器受部 内面 まだらに剥離。

器受部 内・外面ヘ ラ磨 き。

脚部外面ヘラ磨 き,内面ヘ

ラ削 り。脚部 内面除 き赤

彩。

粒

色

通

砂

赤

普

P106  PL27
80%
北西壁中央都付

近床面

9

台

器師

器

土

A  72
B  59
D  86
E  40

脚部 はラ ッパ状 に下方へ

開 く。器受部は二段の稜 を

もち,内彎気味に立ち上が

る。脚部 に 3孔。器受部 中

央に単子し。

器受部 内・外面ヘ ラナデ。

脚都外面ヘラ磨 き,内面ハ

ケ ロ整形。脚部 内面 を除

き赤彩。

砂粒

赤褐色

普通

P107  PL27
100%

南コーナー付近

床面
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01
01

E18,Om

佳居跡土層解説

1暗 掲 色

2褐  色

3暗 褐 色

4褐  色

ローム小・中プロック少量。軟質。

ローム小・中プロック多量。締 まり

有 り。

ローム小  中プロック中量,焼上粒

子 炭化材少量。締 まり有 り。

焼土プロック多量,炭化材中量。

0               2m

0               1m
炉上層解説

1 暗 赤 褐 色

2 暗 赤 褐 色

3 暗 赤 褐 色

ロームイヽプロック・焼土小ブロック

多量,炭化物中量。

ローム刀ヽプロック多量,焼土小プロ

ック中量,炭化物少量。

焼土小ブロック多量,ロ ーム小プロ

ック・炭化物少量。

01

第92図 第11号住居跡実測図
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0             10Cm
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⑬
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図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存卒

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第93図 10 土 玉 21 23 床 面 DPl13

土 玉 14 7 床 面 DPl14

土 玉 27 床 面 DP219

第12号住居跡 (第94図 )

位置 調査区の東部,B15e6区 を中心に確認されている。

規模 と平画形 長軸2.60m,短軸2.31mの隅丸長方形を呈している。

主軸方向 N12°―W

壁 壁高は12～ 20cm,外傾 して立ち上がっている。

床 平坦で,軟 らかい。床中央部から北東コーナー付近が,良 く踏み固められ硬い。

ビッ ト 検出されない。

炉 検出されない。

覆土 覆上の上層から下層にかけて撹乱を受けているが,ロ ーム小・中ブロックを含み,人為堆

積と思われる。

遺物 床面や覆上下層からは,土師器片 (甕 2,台付甕 3,器台2)や土師器の細片 (36点)が

出土している。その他,流れ込みと考えられる石鏃が出上している。第95図 1の甕は西壁中央部

付近の床面から破片の状態で,第95図 2の台付甕の台部は北西コーナー付近の床面から,第95図

7の器台は南西コーナー付近の覆土上層から出土している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cnt) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 95図
1

甕
土 師 器

175
193
58

Ａ

Ｂ

Ｃ

やや突出 した平底。胴部は

球形 を呈 し,最大径 を中位

に もつ。頸部 は「 く」の字

状 を呈 し,日 縁吉Ыま上位で

やや 内彎 して立ち上がる。

単 口縁。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後端部ヘ ラナデ。胴部

内・外面ハケ ロ整形。

砂粒・雲母・スコ

リア

浅責橙色

普通

P108
70%
外面煤付着

西壁中央都付近

床面

2

甕

器

付

師

ムロ
土

(78)
66
42

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台音bか ら打同著Б下半 にかけ

ての破片。 台部 は「ハ Jの

字状に下方へ開 く。胴音Ыま

内彎 しなが ら立 ち上がる。

胴部外面ハ ケ ロ整形,内
面ヘ ラ肖」り。台部 内・外面

ハ ケ ロ整形。

砂粒・雲母・スコ

リア

にぶい橙色

普通

P109  PL28
40%
北西コーナー付

近床面

3

甕

器

付

師

ムロ
土

(69)
68
44

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部か ら胴部下半 にかけ

ての破片。台部はやや内彎

して下方に開 く。胴部 は内

管 しなが ら立 ち上が る。

胴部外面ハ ケ ロ整形,内
面ヘ ラ削 り。台部 内・外面

ハケ ロ整形。

砂粒・喜母・スコ

リア

にない責橙色

普通

P l10

40%
西壁中央部付近

床面

―-151-―



ム

＝

＝

Ｈ

掛

昨

∈

に

伴

劇

ど

引

！

く|  ロ

住居跡土層解説

1 暗 褐 色  ローム大ブロ ック少量。締 まり有 り。

2 褐  色  ローム小・ 中プロック中量,ロ ーム

粒子少量。結 まり有 り。

3 褐  色  ローム粒子 多量。締 まり有 り。

0              2m

第94図  第12号住居跡実測図

0           10Cm

第95図 第12号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 捕     考

第 95図
4

甕

器

付

師

ム
ロ
土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部か ら胴部下半にかけ

ての破片。台部 は「ハ Jの

字状に下方へ開 き,裾言μよ

やや内彎す る。胴吉Ыよ内彎

しなが ら立ち上が る。

胴部外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ,内 面ヘ ラ削 り。台部

内・外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。

砂粒・パ ミス

にない黄橙色

普通

P lll  PL28
30%
外面煤付着

南西 コーナー付

近床面

5

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[118]

(80)
胴部か ら口縁部 にかけて

の破 片。胴部 は球形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 くJの字状 を呈 し,

日縁部 は外反 して立 ち上

が る。単 日縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ヘラナデち胴部外面ヘ

ラ削 り,内面ナデ。

砂粒・ スコ リア

にぶい責橙色

普通

P l12  PL28
20%
南西コーナー付

近床面

6

台

器

器

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

88
10 3

[110]
78

脚都一部欠損。脚部は中実柱

状■ 裾吉卜はランパ状に開く。

器受部は下位に稜をもち,外

反して立ち上がる。脚部に 3

孔。器受都中央に単孔。

器受部 内 外面ヘ ラ磨 き。

脚部外面ヘラ磨 き,内面ハ

ケロ整形後ナ∴ 脚部 内面

を除 き赤彩。

砂粒・雲母・ スコ

リア

赤色

普通

P l13  PL28
80%
西壁中央部付近

覆土上層

7

台

器師

器

土

Ａ

Ｂ

82
(7_4)

脚部下半欠損。脚部はラッ

パ状 に開 く。器受部 は下

位 ,日縁部 内面 に稜 を も

ち,外反 して立 ち上が る。

脚部 に 3孔。器受都 中央

に単孔。

器受部 内 外面丁寧 なナ

デ。脚部外面ヘ ラ磨 き。内

面 まだ らに剖離。内・外面

赤彩。

色

粒

褐

通

砂

赤

普

P l14  PL28
60%
南西コーナー付

近覆上下層

第13号住居跡 (第96図 )

位置 調査区の東部,B15gO区を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸5.51m,短軸4.97mの長方形を呈している。

主軸方向 N33°一W

壁 壁高は,41～ 44c/mで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝 北西壁下,東コーナー壁下を除き回っている。上幅 7～ 14cm,深 さ4～ 8 cmで,断面形は,

「U」 字状を呈している。

間仕切 り溝  2条 (aob)検出されている。 aは南東壁のほぼ中央からと, bは 北東壁のやや

東コーナー寄 りからそれぞれ床中央部に向かって東コーナーを区画するようにのびている。 a・

bは ともに長さ1.15～ 1.20m,上幅12～ 32伽,深さ12～ 15cmで,断面形は,「 U」字状を呈してい

る。

床 ほぼ平坦で,主柱穴の内側は特に良 く踏み固められ硬い。南東壁中央部から東 コーナー寄 り

に出入口部の施設と考えられる長方形の高まりがあり,そ の南西部に梯子ピット (P9)が確認さ

れている。出入口部 と床 との比高は 2～ 4 cmである。

ピッ ト 7か所 (Pl～ P7)検出されている。Pl～ P4は ,径27～ 45cmの 円形を呈 し,深さ57～ 70cm

で,規模や配列から主柱穴 と考えられれる。P5は ,径17cmの 円形を呈 し,深さ14cmで,わずかに

南東壁側に傾斜し,出入口施設に伴う梯子ピットと考えられる。P6・ P7は ,径51～ 62cmの 円形を

呈し,深さ40。 16cmで ,補助柱穴と思われる。

炉 中央部から北寄りのPl付近に検出されている。平面形は,長径73cm,短径62cmの楕円形を呈し,
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4

B

01A 18.6m 01

貯蔵穴土層解説

1 褐   色 ローム粒子・焼土少量。粘性有 り。

軟質。

2 褐   色 焼土・焼土小ブロ/ク少量。軟質。

3 赤 褐 色 焼土プロック・炭化材少鼻。軟質。

4 暗 褐 色 焼土少量。軟質。

~~ 
炉土層解説

1赤 褐 色

ロームプロック少登。軟質。

ローム粒子中量, ロームプロ ノク少

量。軟質。

ローム粒子多量。軟質。

ロームオヽブロック・ローム粒子少量 ,

炭化材極少量。軟質。

焼土プロック・焼土粒子・炭化材 多

量。軟質。

ロームブロック多量。締 まり有 り。

0              2m

0              1m

佳居跡土層解説

1暗 褐 色

2褐  色

3褐  色

4褐  色

5暗 褐 色

6褐  色

焼土粒子多量,焼土プロック中量 ,

炭化物少量。締 まり有 り。

第96図 第13号住居跡実測図
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床を約15cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けてレンガ状に赤変硬化 している。

貯蔵穴 東コーナーに検出されている。平面形は,長軸74cm,短軸73cmの 隅丸方形を呈 し,深さ

50cmで ある。底面は緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆土 覆上下層は自然堆積であるが,そ の他は焼土粒子,炭化物やローム小・中ブロックを含ん

でお り,人為堆積 と思われる。

遺物 床面から覆土下層にかけて土師器片 (壷 5,甕 2,lH l,坑 1,高不 2,器台 2)や土師

器の細片 (270点 )が出上 している。第97図 6の甕は南コーナー付近の覆土下層から破片の状態で,

第97図 1・ 3の壺は南コーナー付近の覆上下層から破片の状態で,第98図 11の 高好の脚部は炉直

上から,第97図 8の坑は炉直上から逆位の状態で,第 98図 12の器台は炉直上から破片の状態で,

第97図 9の坑は南コーナー付近の床面からそれぞれ出土している。第98図 14～ 20の上玉は各壁付

近床面から点左 して出土 している。

所見 本跡は,中央部の床面が火熱を受けてお り,焼土及び炭化材の出土状況から火災住居跡と

思われる。遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法 量 (cnI) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 色調 焼成 備 考

第 97図
1 土 師 器

B (121)
C  72

底部片。やや 突出 した平

底。胴部 は内彎 しながら立

ち上が る。

胴部外面ハ ケ ロ整形後へ

ラ磨 き,内 面ハケ ロ整形。

内面 まだ らにま」離。

砂粒・ スコ リア

にない黄橙色

良好

P l17  PL29
30%
南コーナー付近

覆上下層

2 器

士霊
師土

B (44) 頸部片。外額 して立ち上が

り、 口縁部 は外反す る。

頸部内・外面ハケロ整形

後ナデ。内面まだらによJ

p“と。

砂粒・ スコリア

にぶい橙色

普通

P l18

10%
南コーナー付近

覆土上層

3 器

士軍
師土

99
(83)

胴苫焉■二半か ら口縁部 1こ か

けての破 片。胴部は内彎 し

て立ち上がる。頸部は「 く」

の字状 を呈 し,日 縁音Ⅲよ外

反 して立 ち上が る。単 口

イ豆美。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ナデ。胴部外面ハケロ

整形,内面ナデ。輪積み痕

有 り。

砂粒 雲母・スコ

リア

にない橙色

普通

P l19

40%
南コーナー付近

覆上下層

4 器

士笠
師土

Ａ

Ｂ

胴言焉■i半か ら口縁苫hに か

けての破片。胴畜Ыよ内彎 し

て立ち上がる。頸著騨よ「 くJ

の字状 を呈 し,日縁部は外

反 して立 ち上が る。単 ロ

杵厖た。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ナデ潮同部外面ハケロ

整形,内 面ナデ。輪積み痕

有 り。

砂粒・スコリア

にない黄橙色

普通

P120
30%
炉北側床面

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(90)
28

胴部一部欠損。やや上 げ

底。胴部はやや扁平 な球形

を呈 し,最大径 をやや上位

に もつ。頸部は「 くJの字

状 を呈 し,日 縁著Ⅲよ外傾 し

て立 ち上が る。単 日縁。

口縁部 内 外面丁寧 なナ

デ。胴部外面ヘ ラ磨 き,内

面ナデ。内・外面赤彩。

粒

色

好

砂

橙

良

P121
80%
外面媒付着

南西壁際覆土下

層

6

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

17 1

23 9

[84]

平底。胴部 は球形 を呈 し,

最大径 を中位 にもつ。頸部

は「 く」の字状 を呈 し,日
縁部 は外 反 して立 ち上が

る。単 日縁。

日縁部 内・外面ナデ。胴部

内・外面ヘ ラ削 り。

砂粒・長石・礫

にない責橙色

普通

P l15  PL29
90%
内・外面媒付着
二次焼成

南コーナー付近

覆上下層
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図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・娩成 備 考

第 97図
7

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

18 2

(183)

底部欠損。胴部 は球形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 くJの字状 を

呈 し,日縁部は外反 して立

ち上が る。単 日縁。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ナえ 胴部外面下半ヘ

ラ削 り,上半ハ ケ ロ整形 ,

内面ヘ ラ削 り。

砂粒 ・スコリア・

石英

にない黄橙色

普通

P l16  PL29
60%
内・外面煤付着

中央部覆上下層

8

IH

土  師 器

A  94
B  58
C  20

やや上げ底。体部は半球形

全 最大径 を上位 に もつ。

日縁部 は頸部か らやや 内

彎 して立 ち上が る。

口縁著卜内・外面丁寧 なナ

え 体部外面ヘ ラ削 り後ナ

元 内面ヘ ラナデ。

砂粒・雲母・スコ

リア

にぶい黄橙色

普通

P122  PL29
90%
内面黒班,媒付

着

炉直上

9

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[79]
50
49

体部の三分の一欠損。やや

突出した上げ底。体部は内

彎して器厚を減じながら立

ち上がる。

体部外面ハ ケ ロ整形後 ナ

デ,内 面ナデ。内面 まだ ら

に剥離。

砂粒

にない橙色

普通

P123
50%
南コーナー付近

床面

第 98図
10

不

器師

高

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

15 9

15 4

10 5

10 5

脚部一部欠損。脚部は中

実柱状全 裾部はラッパ状

に開く。不音騨ま下位に稜を

もち,外傾 して立ち上が

る。

不部内・外面ハケロ整形

後ヘラ磨き。脚部外面ヘラ

磨き,内面ハケロ調整後ヘ

ラ磨き。内・外面まだらに

剖離。脚部内面を除き赤

彩。

砂粒・ スコ リア

赤色

良好

Ｐ４

　

上

‐２

％

直

Ｐ

７０

炉

不

器師

一局

土

Ｂ

Ｄ

(103)
94

脚部片。中実柱状■ 裾部

はラッ′0伏に開 く。

脚部外面ヘラ磨き,内面ハ

ケロ整形後ナデ。赤彩。

砂粒

明黄褐色

普通

P125
40%
外面媒付着

炉直上
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図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 98図
12

ム
ロ
器

器

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

脚部 はラッパ状 に下方へ

開 く。器受部は外反 して立

ち上がる。底面に粘土紐の

貼 り付 け痕 を確認できる。

器受部 中央に単孔。

器受部外面ナλ 内面ハケ

目整形。脚部内,外面ハケ

目整形。

砂粒・ スコ リア

浅責橙色

良好

P126  PL29
100%

炉直上

ム
ロ
器師

器

土

B (74) 脚部 と器受部 の破 片。脚

部 は ラッパ状 に下方へ開

く。器受部は外傾 して立ち

上が る。器受部 中央に単

孔。

器受部 内 ,外面ハ ケ ロ整

形。脚部外面ハ ケ ロ整 形

後ナデ,内 面ハケ ロ整形。

砂粒

にない責橙色

普通

P127
40%
炉北側床面

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 孔 径

(IIm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第98図 14 土 玉 07 135 床 面 DPl15

土 玉 170 覆 土 DPl16

土 玉 127 床 面 DPl17

土 玉 21 覆 土 DPl18

土 玉 25 床 面 DPl19

土 玉 07 床 面 DP120

土 玉 19 床 面 DP121

第14号住居跡 (第 99図 )

位置 調査区の東部,B15h2区を中心に確認されている。

規模 と平画形 長軸4.44m,短軸4.30mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N23°一W

壁 壁高は43～ 52cmで,外傾 して立ち上がっている。

壁溝 壁下を全周している。上幅 5～ 10cm,深 さ4～ 6 cmで,断面形は「U」 字状を呈している。

間仕切 り溝  1条 (a)検出されている。南東壁のほぼ中央から床中央部に向かってのびている。

長さ0.95m,上幅 4～ 6 cm,深さ4～ 5cmで,断面形は「V」 字状を呈している。

床 平坦で,主柱穴の内側は特に良く踏み固められ硬い。南東壁中央部から東コーナーにかけて

出入口部と考えられる長方形の高まりが確認されている。梯子ピットは確認されていない。出入

口部の高まりと床 との比高は 6～ 8 cmである。

ビッ ト 4か所 (Pl～ P4)検出されている。Pl～ P4は ,径23～ 59cmの 円形を呈し,深さ17～ 58cm

で,規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉 中央部から北寄 りに検出されている。平面形は,長径78cm,短径49cmの楕円形を呈し,床を

約 3 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けレンガ状に赤変硬化している。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (壷 2,甕 2,台付甕 1,鉢 1,坑 1,高不 1,
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A18.2m

二 17.8m

二 17.6m        一

第99図 第14号住居Ltl実測図

焼土小プロック・炭化物中量,ロ ー

ムブロック少量。締 まり有 り。

ローム粒子・焼土大ブロック・焼土

粒子・炭化粒子多量。軟質。

焼土粒子・炭化粒子多量。軟質。

炉土層解説

1 によい赤格色 ローム粒子・焼土プロック少量。締

まり有 り。

住居跡土層解説

1 黒 褐 色  ローム粒子少量。軟質。

2 褐  色  ローム粒子中量, ローム大プロック

少量。締 まり有 り。

3 褐  色  ローム粒子夕量。締 まり有 り。

o             2m

0               1m

貯歳穴土層解説

1褐  色

2褐  色

3褐  色
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器台 1)や土師器の細片 (100点 )が出土 している。第100図 3の甕は北コーナー付近の床面から

破片の状態で,第 100図 5の 台付甕は南コーナー付近の床面から破片の状態で,第 101図 8の高郭

はP2の覆土上層から正位の状態で,第 101図 9の器台はP2の覆土中層から逆位の状態で出上してい

る。第101図 10～ 16の 土玉は中央部の床面から点在 して 7点 出土している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 100図

1 器

士霊
師土

Ａ

Ｂ

Ｃ

[95]
123
52

底部か ら日縁著る1こ かけて

の破片。平底。胴部はやや

扁平 した球形 を呈 し,最大

径 をやや上位 にもつ。頸部

は「 く」の字状 を呈 し,ロ
縁部 は外反 して立 ち上 が

る。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ナデ。胴部外面ハケロ

整形,内 面ハケロ整形後ナ

デ。輪積み痕有 り。

砂粒・ スコ リア

によい黄橙色

普通

P131  PL31
50%
北東壁中央部付

近床面

2

重

土 師 器

Ａ

Ｂ

80
(60)

底部欠損。体部はやや扁平

な球形を呈し,最大径を中

位にもつ。口縁部は下位に

明瞭な稜をもち,外反して

立ち上がる。単口縁。

口縁部内 ,外面ヘ ラ磨 き。

体部外面ヘ ラ磨 き,内面へ

ラナデ。体部 内面除 き赤

彩。

粒

色

好

砂

赤

良

P133  PL31
80%
中央部覆土中層

3

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

やや上げ底。胴部は球形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 く」の字状 を

呈 し,日 縁吉Mよ 外反 して立

ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ナデ。胴部外面下半

部ヘラ削 り,上半部ハケ ロ

整形,内面磨耗著 し く不

明。

砂粒・雲母

にない桂色

普通

P128  PL31
90%
外面煤付着

北 コーナー付近

床面

4

甕
土 師 器

Ｂ

Ｃ

(172)
64

胴部上半欠損。平底。胴部

は内彎 して立ち上が る。

胴部外面ハ ケ ロ整形,内
面ナ元 底部外面ハケロ整

形。

砂粒・_T母・スコ

リア

にない橙色

普通

P129
50%
外面煤付着

北東壁中央部付

近床面

5

甕

器

付

師

ムロ
上

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

113
145
88
44

台部 は「ノヽ」の字状 に下方

へ 開 く。胴部 は球形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。

日縁部 は頸部か ら外反 し

て立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴都外面下半ヘ ラ削

り,上半ハ ケ ロ整形。台部

内・外面ヘ ラ削 り後ナデ。

砂粒 雲母・スコ

リア

浅黄橙色

普通

P130  PL31
90%
外面煤付着

南 コーナー付近

床面

6

鉢

土  師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

H5
52
32

平底。体著Ыよ外傾 して立ち

上が り,口 縁部は内彎気味

である。

体部外面ヘラ削 り,内面ハ

ケロ整形後下半ヘ ラ削 り。

砂粒・ スコ リア

にない黄橙色

普通

P132  PL31
100%
北コーナー付近

床面

7

塊

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部一部 欠損。やや上 げ

底。体部 は半球 形 を呈す

る。日縁部は内彎気味につ

まみ上げて立 ち上が る。

体部外面ハ ケ ロ整形後ナ

え 下半部ヘ ラ磨 き,内面

ヘ ラナデ。内面 まだらに手」

離。外面赤彩。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

P134  PL31
60%
北東壁中央部付

近床面

第101図

8

不

器師

一局

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

16 7

18 9

11 9

13 3

脚部一部欠損。脚部は中

実柱状で三分の一中空,

裾部はラッパ状に開く。不

都は下位に稜をもち,やや

外反して立ち上がる。 3

子し。

不部内・外面ヘラ磨き。脚

部外面ヘラ磨き,内面ハケ

目整形後ナデ。脚部内面

除き赤彩。

砂粒 雲母・スコ

リア

赤色

普通

P135  PL31
80%
外面煤付着
P2覆土上層

9

台

器

器

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

87
100
11 6

80

脚著Ⅲま中実柱状全 裾著Ⅲよ

ラッパ状に開 く。器受部は

下位 に稜 をもち,大 きく外

反 して立ち上がる。脚部に

3孔。器受部 中央に単孔。

器受部内 ,外面ヘ ラ磨 き。

脚部外面ヘラ磨 き,内 面ハ

ケ ロ整形。脚部 内面 を除

き赤彩。

砂粒・ ス コリア

赤色

良好

P136  PL31
95%
P2覆土中層
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第100図 第14号住居跡出土遺物実測図(1)
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第101図 第14号住居跡出土遺物実測図(2)

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

率

ケ

存

％

現

く
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 101図 10 土    玉 0,7 床    面 DP122

11 土    玉 21 床    面 DP123

土    玉 床    面 DP124

13 土    玉 床    面 DP125

土    玉 26 床    面 DP126

土    玉 覆 上 下 層 DP127

土    玉 覆    土 DP128

第15号住居跡 (第 102図 )

位置 調査区の東部,B15i6区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.45m,短軸3.24mの 隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-9°―W

壁 壁高は22～ 26c/mで,外傾 して立ち上がっている。

壁溝 北東コーナーの壁下を除いて回っている。上幅17～ 23cm,深 さ8～ 14cmで,断面形は,逆

台形を呈している。

床 平坦で,主柱穴の内側は特に良 く踏み固められ硬い。

ピッ ト 4か所 (PI～ P4)検出されている。Pl～ P3は,径17～ 25cmの 円形を呈し,深さ 11～ 59 cm,

P4は ,長径69cm,短径50cmの楕円形を呈し,深さ14cmで,規模や配列から主柱穴と考えられる。
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炉 検出されない。

覆上 自然推積っ

遺物 床面や覆上下層からは土師器片 (高不 1,対 1)や土師器の細片 (63′ミ)が出上している。

第103図 1の対は中央部付近の床面から破片の状態で,第 103図 2の高零の脚部は西壁中央部付近

の覆土下層から出土している。

所見 本跡は,焼土及び炭化物や炭化材の出土状態から火災住居跡と思われる。遺構の状態や出

土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

B

第102図 第15号住居跡実測図

住居跡土層解説

1褐  色

2暗 褐 色

3暗 褐 色

4褐  色

01

ローム粒子多量,焼土粒子・炭化粒

子少量。締まり有 り。

焼土粒子・炭化材多量。締まり有 り。

焼土粒子・炭化粒子中量。締まり有

り。

焼土粒子・炭化粒子少量。ローム粒

子中量。締まり有 り。

0            2m
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第15号住居LII出 土遺物観察表

図版番号 器  種 法 量 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第103図

1

姑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

11 0

64
21

上げ底。体部 は扁平 な半球形 を

呈 し,最大径 を上位 に もつ。 日

縁部 はやや 内彎 しなが ら立 ち上

が る。

日縁部内・ 外面ヘ ラ磨 き。体部

外面ヘ ラ磨 き,内面剥離痕が著

しく不明。 内・ 外面赤彩。

砂粒・暗赤色

普通

P137  PL31

90%

中央都付近床面

2

不

器師

高

土

B (76) 脚部片。脚部は中実柱状 で,裾
部 はラッパ状に開 く。脚著卜に 1

孔確認で きる。

脚部外面ヘ ラ磨 き,内面ハ ケ ロ

整形。外面赤彩。

砂粒・雲母・ 石

英

明赤褐色

普通

P138

20%

西壁中央部付近

覆上下層

第103図 第 15号住居隊出土遺物実測図
0              10Cm

第16号住居跡 (第 104・ 105図 )

位置 調査区の東部,C15dO区を中心に確認されている。

規模と平画形 長軸5.78m,短軸5.44mの方形を呈している。

主軸方向 N35° W

壁 壁高は35～ 47cmで,垂直に立ち上がっている。

壁滞 壁下を全周している。上幅 8～ 12cm,深さ4～ 6 cmで,断面形は,「 U」字状を呈している。

間仕切 り薄 2条 (a・ b)検出されている。aは南東壁のほぼ中央から,bは北東壁の東コーナー

寄 りから床中央部に向かって東コーナーを区画するようにのびている。長さ1.05～ 1.10m,上幅 8

～18cm,深 さ8～ 15cmで ,断面形は,「 U」 字状を呈している。

床 ほぼ平坦で,全面が良く踏み固められ硬い。間仕切 り濤 (a)の北東側には,出入口部と考え

られる半円形の高まりがあり,その北東部には梯子ピット (P5)力 確`認されている。半円形の高

まりと床 との比高は 4～ 8 cmで ある。間仕切 り濤 (b)の南東側には,楕円形の高まりがあり,そ

の南部に貯蔵穴力ヽ確認されている。楕円形の高まりと床 との比高は 4～ 8 cmで ある。また,火熱を

強く受けた中央部の床面は,焼けて赤変硬化している。

ピット 8か所 (Pl～ P8)検出されている。PI～ P4は ,径20～ 22cmの 円形を呈し,深さ61～ 73cm

で,規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は ,径17cmの 円形を呈し,深さ34cmで,南東壁に傾

斜しており,出入口施設に伴う梯子ビットと考えられる。P6° P7は ,径45cmの 円形を呈し,深さ
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⑫ l

A 18.8m
01

住居跡土層解説

1褐  色

貯蔵穴土層解説

1褐  色

2褐

3 褐

ローム小ブロック中量,焼土・炭化

粒子 炭化材 少量。軟質。

ローム粒子・炭化物・炭化材多量。

軟質。

焼土多量,炭化粒子・ ローム粒子少

量。軟質。

2褐  色

ローム粒子中量, ロームプロック・

焼上粒子・炭化粒子少量。軟質。

ローム粒子・炭化物多量,ロ ーム小・

中ブロック中量,焼土プロック・炭

化材少量。軟質。

ローム小・中プロッタ・ローム粒子・

焼土 炭化材少量。軟質。

ローム小プロック・ローム粒子多量 ,

焼土・炭化材少量。結 ま り有 り。

ロームプロック・焼土ブロック・炭

化材少量。締 まり有 り。

ローム小・中プロック少量。粘性 ,

締 まり有 り。

色

色

E 18.2m
3明 栂 色

4褐  色

5 によい赤褐色

6 明 褐 色

o            2m

第104図 第16号住居LIt実測図
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鵡
唸9雌7簿鍵斗

~
C

33～58,67■ 72

19

二 18.2m             一

第 105図 第 16号住居跡遺物出土位置図

炉土層解説

1 暗 赤 褐 色 焼土ブロ ック

ム粒子少量。

焼土粒子多量。ロー      _

0               1m

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第106図

1 土 師 器

Ａ

Ｂ

一Ｃ

149
29 5

8.0

胴部一部欠損。やや突出 した平

底。胴音印よ球形 を呈 し,最大径

をやや下位 に もつ。頸部は「 くJ

の字状 を呈 し, 日縁部上位 はや

や内彎気味に立ち上が る。頸部

突帯貼 り付 け。単 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハ ケ ロ整形後ナデ ,

内面ナデ。 内・外面 まだ らに剖

離。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

P154  PL33

80%

南コーナー付近

床面

―-166-―



35。 30cmで,補助柱穴 と思われる。P8は ,径50cm,深 さ19cmで性格不明である。

炉 中央部から北寄 りに検出されている。平面形は,長径 140cm,短径48cmの長楕円形を呈 し,

床を約 8c/m掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱をうけてレンガ状に赤変硬化 している。

貯蔵穴 東コーナーに検出されている。平面形は,径50cmの 円形を呈 し,深さ69cmである。底面

は皿状で,壁は外傾 して立ち上がっている。

覆土 ロームブロック,炭化物,焼土小ブロックを多量に含み,人為堆積 と思われる。

遺物 床面や覆上下層からは土師器片 (壺 8, 甕13,台付甕 1,甑 2,鉢 1,lH l,高 不 3,器

台 3)や土師器の細片 (144点 )が出土 している。その他,上製品は西コーナー付近から多量に出

土 している。第108図 10の 甕は南コーナー付近のP3上から逆位の状態で,第 108図 11の 甕は北コー

ナー付近の床面から逆位の状態で,第 107図 9の甕は中央部の床面から横位の状態で,第 107図 6

の壺は西コーナー付近のP4上から逆位の状態で,第 111図23の甑は東 コーナー付近の床面か ら正

位の状態で,第 111図24の甑は南コーナー付近の床面から横位の状態で,第111図27の高不は南コー

ナー付近の床面から横位の状態で,第 111図25の有孔の対は炉直上から横位の状態で,第 112図 32

の器台は南東壁中央部付近の床面から横位の状態で出上 している。第112・ 113図 33～ 87の上玉は

床面の全域から点左 して55点 出上しているが,特に西コーナー際からは多量の上玉がまとまって

出上 している。

所見 本跡は,焼土及び炭化材の出土状況から火災住居跡と思われる。甕や高不,器台及び有孔

の対等の出土状況から,祭祀を行った住居跡 と推定される。遺構の形態や出土遺物等から古墳時

代前期の住居跡 と考えられる。

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第106図

2 器

孝笠
師土

(231)

70

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。やや突出 した平底。

胴部は球形 を呈 し,最大径 を中

位 に もつ。

胴部 外 面ハ ケ ロ調整 後 ヘ ラナ

兄 内面ナデ。内・外面 まだ ら

1こ IU離。

砂粒・雲母・ス

コリア

浅責橙色

普通

P155  PL33

80%

外面媒付着

炉北側床面

3 土 師 器

(112)B 胴部上半か ら口縁部の破片。胴

部 は内彎 して立 ち上が る。頸部

は「 く」の字状 を呈 し,口縁部

は内面に稜 をもち,外反 して立

ち上が る。

頸部 内・外面ハ ケ ロ整形。胴部

内・外面ハ ケ ロ整形後ナデ。内・

本面 まだ らにま」離。輪積 み痕有

り。胴部 内面除 き赤彩。

砂粒・ スコ リア

明赤褐色

普通

P156

20%

中央部付近床面

4 土 師 器

Ａ
一
Ｂ

16 8

(66)

日縁部片。頸部は「くJの字状

を呈し,口縁部は内面に緩やか

な稜をもち,外反して立ち上が

る。複合口縁。

日縁部内・外面ハケロ整形後ナ

∴

砂吟&・ ス コリア

明赤褐色

普通

P157  PL 33

20%

南東部中央部付

近床面

5 土 師 器

18 1

(63)

Ａ

一８

口縁部片。頸部 は「 く」の字状

を呈 し,日縁部 は大 き く外反 し

て立 ち上が る。複合 口縁。

日縁部 内・外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。内・外面 まだ らに剖離。

粒

色

通

砂

橙

普

P158  PL33

20%

北東壁際床面
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第 186図  第16号住居跡出土遣物実測図(1)

0              10Cm
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第107図 第 16号住居Ltt出 土遺物実測図(2)

0               1ocm
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0             10Cm

第108図 第16号住居Ltl出 土遺物実測図(3)
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第109図 第18号住居Ltl出 土遺物実測図い)

0              10Cm
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0           10Cm

第110図 第16号住居跡出土遺物実測図(5)
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第111図 第16号住居脚出土遣物実測図(6)
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第 112図 第 16号住居跡出土遺物実測図(7)

-174-



①
‐①

Ю

⑩
‐④

①
‐③

①
‐①

◎
‐①

⑥
‐⑪

⑥
‐④

①
‐①

0                10Cm

①
‐④

⑤
‐○

◎
‐①

③
‐①

◎
‐①

①
‐①

⑤
‐①

第113図 第16号住居DTl出 土遺物実測図(8)

図版番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 捕 考

第107図

6

重

上 師 器

B (188)

C  58
口縁部欠損。平底。胴部は球形

を呈し,最大径を中位にもつ。

胴都中位はやや膨らみをもつ。

胴部外面ハケ ロ整形後ナデ,内
面ナデ。 内,外面 まだ らに剖離。

輪積 み痕有 り。

砂粒・雲母・ス

コリア

にない責橙色

普通

P159  PL33
80%

西コーナー付近

(P4上 )床面

7 土  師 器

23 4

(112)

Ａ

Ｂ

口縁部片。有段口縁で,頸部か

ら外反し,内面に稜をもち内彎

しながら立ち上がる。

口縁部外面ヘラ磨き,内面磨耗

が著しく不明。内・外面赤彩。

砂粒・礫

暗赤色

普通

P160  PL33

30%

西コーナー付近

覆上下層

8 器

士笠

師土

111

14 5

58

Ａ

Ｂ

Ｃ

片口壺。平底。胴部はやや長胴

で,最大径を中位にもつ。頸部

は「くJの字状を呈し,日縁部

は外傾して立ち上がる。日唇部

内面に擦痕有り。複合口縁。

口縁部外面ナ几 内面ハケ ロ整

形。胴部外面ヘ ラ削 り,内面ヘ

ラナデ。 内 外面 まだ らによU離。

胴部 内面 を除 き赤彩。

砂粒・雲母・ス

コリア

浅責橙色

普通

P161  PL33

90%

南コーナー付近

床面

9

甕

土  師 器

A 204
B 272
C  64

やや突 出 した平底。胴部 は球形

を呈 し,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 くJの字状 を呈 し, 日

縁部 は外反 して立 ち上が る。単

口縁。

口縁部外面ハケロ整形後ヘラナ

元 内面ハケロ整形。胴部外面

ハケロ整形,内面ハケロ整形後

ナデ。内・外面まだらに剥離。

砂粒・雲母・ス

コリア

にぶい橙色

普通

P139  PL33

100%

外面煤付着

中央部床面

第108図

10

甕

土 師 器

A 188
B 261
C  60

やや上 げ底。胴部 は球形 を呈 し,

最 大径 を中位 に もつ。頸 部 は

「 く」の字状 を呈 し,日鱗 Ыま

外反 して立 ち上が る。単 国縁。

日縁部 内・外面ハケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハケ ロ整形,内面

ナデ。 内面 まだ らに制離。

砂粒・石英・雲

母

におい黄橙色

普通

P140  PL33

95%

外面煤付着

南コーナー付近

(P3上 )床面

11

甕

土 師 器

A 194
B 243
C  70

平底。胴部 は球形 を呈 し,最大

径 を中位 に もつ。頸部は「 く」

の宇状 を呈 し, 日縁部 は外反 し

て立 ち上が る。単 日縁。

胴部外面下半部ヘ ラ削 り,上半

部ハ ケ ロ整形,内面ハケ ロ整形

後ナデ。

砂粒・ スコ リア

にな い橙色

普通

P141  PL33
100%

内・外面煤付着

北コーナー付近

床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第108図

12

甕

土 師 器

A 252
B (221)

底部 欠損。胴部 は球形 を呈 し,

最 大径 を中位 に もつ。頸 部 は

「 く」の字状 を呈 し, 日縁部 は

外反 して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。胴部 内・外面ハケ ロ整形後

ヘ ラナデ。 内・外面 まだ らに剖

離。

砂粒・スコリア

にぶい黄橙色

普通

P142

60%
二次焼成

南西壁中央部付

近覆上下層

第109図

13

甕

土 師 器

A 193
B (169)

底部か ら月同音Б下半 欠損。 胴音卜1ま

球形 を呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 く」の字状 を呈 し

日縁部 は外反 して立 ち上が る。

単 口縁。

口縁部内・外面ハケロ整形後ナ

デ。胴部内・外面ハケロ整形。

内面まだらによ」離。輪積み痕有

り。

砂粒・スコリア

黒褐色

普通

P143

40%

内・外面煤付着

西 コーナー付近

覆上下層

14

甕

土 師 器

A 185
B 222
C  64

胴部一部欠損。平底。胴部ほ球

形 を呈 し,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 く」の字状 を呈 し, 口

縁部 は外反 して立 ち上が る。単

日縁。

口縁部 内 外面ハケ ロ整形後ナ

デ。胴部 内・外面ハケ ロ整形後

ナデ。輪積み痕有 り。

砂粒・ 雲母  ス

コ リア

浅責橙 色

普通

P144  PL33

80%
二次焼成

東 コーナー付近

床面

甕

土 師 器

A 180
B (180)

底部か ら胴部下半欠損。胴部は

球形 を呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 く」 の字状 を呈 し

口縁部 は外反 して立 ち上が る。

単 口縁。

口縁部 内・′外面ナデ。胴部外面

下半ヘ ラ削 り,上半ハ ケ ロ整形 ,

内面ヘ ラナデ。内面 まだ らに剖

離。

砂粒・ ス コ リア

にぶい橙色

普通

P145

50%

外面煤付着

東 コーナー付近

床面

第■0図

16

甕

土 師 器

A 170
B 232
C  60

胴部一部欠損。平底。胴言Ыま球

形を呈し,最大径を中位にもつ。

頸部は「 く」の字状を呈し, 日

縁部は外反して立ち上がる。単

回縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整形。胴

部外面ハ ケ ロ整形,内面ハ ケ ロ

整形後ナデ。内・外面 まだ らに

剖離。

砂粒・雲母・ ス

コ リア

にな い橙 色

普通

P146  PL33

60%
二次焼成

東 コーナー付近

床面

17

甕

土 師 器

A (172)
B 243
C  58

胴部か ら口縁部の一部欠損。平

底。胴部 はやや長胴 で,最大径

を中位 に もつ。頸部 は「 くJの

字状 を呈 し, 日縁部 は外反 して

立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハケ ロ整形後ナ

デ。胴部内・外面ハ ケ ロ整形後

ナデ。

砂粒

にな い黄 笹色

普通

P147  PL34

60%

外面煤付着

南 コーナー付近

床面

甕

土 師 器

A 164
B (111)

底部か ら胴部下半 欠損。胴部 は

内彎 して立 ち上 が る。頸 部 は

「 く」の字状 を呈 し, 日縁部は

外反 して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハケ ロ整形後ナ

デ。胴部 内・外面ハ ケ ロ整形後

ナデ。

砂粒・ ス コ リア

橙色

普通

P148

30%

南コーナー付近

床面

19

甕

上 師 器

A 150
B 167
C  47

やや突出 した上げ底。胴部 は球

形 を呈 し,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 く」の字状 を呈 し,ロ

縁部 は外反 して立 ち上が る。単

日縁。

口縁部内・外面ハケロ整形後ナ

デ。胴部外面ヘラ削り,内面ハ

ケロ整形。内面まだらにま」離。

砂粒

橙色

普通

P149  PL34

95%

外面煤付着

中央部付近床面

甕

土 師 峯

A  144
B (168)

底部欠損。胴部 は球形 を呈 し,

最 大径 を中位 に もつ。頸 部 は

「 く」の字状 を呈 し, 日縁部 は

外反 して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。胴部内・外面ハ ケ ロ整形後

ナデ。 内・外面 まだ らによJ離。

輪積み痕有 り。

砂粒・長看・ ス

コ リア

橙色

普通

P150  PL34

70%

北コーナー付近

床面

甕

土 師 器

A ■ 5

B ■ 0

C  42

突出 した平底。胴部 は球形 を呈

し,最大径 をやや上位 に もつ。

口縁部 は外反 して立 ち上が る。

複合 口縁。

口縁部外面ナデ,内面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケロ調整後ナ兄

内面ヘ ラナデ。 内面 まだ らによ」

離。

砂粒・ 長石

にな い責橙 色

普通

P158  PL34
100%

南 コーナー仕近

床面

第 111図

22

甕

器

付

師

ム
ロ

土

A 168
B (246)

台部欠損。胴部 はやや長胴 で,

最 大径 を中位 に もつ。頸 部 は

「 く」の字状 を呈 し,日縁部は

ヘ ラナデ。やや 内彎 して立 ち上

が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハケ ロ整形,内面

ヘ ラナデ。

砂粒・石 夫・ ス

コ リア

橙色

普通

P152  PL 34

50%

外面媒付着

南コーナー付近

覆上下層
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図版番号 器   種 法量 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・娩成 備 考

第■1図

23

甑

土 師 器

A 174
B 108
C  44

突出 した平底。体者卜は内彎 して

立ち上が る。 日縁著bは さらに粘

土紐 を貼 り付 け,複合 口縁状 を

呈 してい る。単孔。

体部内・外面ハケロ整形。内面

まだらにま」離。

砂粒・雲母・ス

コリア

にぶい橙色

普通

P162  PL34

100%

外面煤付着

コーナー付近床

面

甑

土 師 器

A 195
B 120
C  46

突出 した平底。体部 は内彎 して

立ち上が る。 口縁部 はさらに粘

土紐 を貼 り付 け,複合 口縁状 を

呈 してい る。単子と。

体部内・外面ハケロ整形。 砂粒・ ス コ リア

にな い橙 色

普通

P163  PL34

100%

南コーナー付近

床面

球

上 師 器

A  93
B  85
C  29

やや上げ底。体部 はやや扁平 な

球 形 を呈 し,中位 に小単孔 を穿

つ。 口縁部 は下位 に明瞭 な稜 を

もち,外反 して立 ち上が る。

口縁部 内・外面ヘ ラ磨 き。体部

外面丁寧なヘ ラ磨 き,内 面ナデ。

内・外面 まだ らにまU離。体著る内

面 を除 き赤彩。

砂粒 ・雲母・ ス

コ リア

赤色

普通

P165  PL34

100%

外面煤付着炉直

上

鉢

土  師  器

A [170]
B (72)

胴部か ら口縁部にかけての破

片。胴部は半球形を呈している。

口縁部は内面に緩やかな稜をも

ち, 立ち上がる。

口縁部 内・外面ヘ ラナデ。胴部

内・外面ハケ ロ調整後丁寧なへ

ラナデ。 内・外面赤彩。

砂粒 雲母

赤褐 色

普通

P164

20%

北コーナー付近

床面

高   郭

土 師 器

A 161
B 181
D l1 3
E 128

脚部は中実柱状で,裾部はラッ

パ状に開く。イ部は下位に稜を

もち,外反して立ち上がる。日

縁部上位はやや内彎する。3孔。

不部 内・外面ヘ ラ磨 き。脚部外

面ヘ ラ磨 き,内面ハ ケ ロ整形。

内面 まだ らに劉離。 内・外面赤

彩。

砂粒・石 英

赤色

良好

P166  PL34

100%

南コーナー付近

床面

高   不

土 師 器

A 191
B (68)

不部片。不部下位に緩やかな稜

をもち,外反気味に立ち上がる。

外部内・外面ヘラ磨き。内・外

面まだらにIJ離。内・外面赤彩。

砂粒・雲母・ス

コリア

赤色

普通

P167

30%

内・外面煤付着

炉直上

高   不

土 師 器

A [153]
B (55)

不部片。イ部下位に明瞭な稜を

もち,やや内彎気味に立ち上が

る。

イ部内・外面ヘラ磨き。内面ま

だらに鋼離。内・外面赤彩。

砂粒・石 英

暗赤色

普通

P168

30%

南コーナー付近

床面

器    台

土 師 器

A  72
B  70
D  79
E  47

脚部 はラッパ状 に下方に開 く。

器受苫bは 下位 に稜 をもち,外傾

して立 ち上が る。脚部 に 3孔。

器受部 中央に単孔。

器受部 内・外面ヘ ラ磨 き。脚郡

外面ヘ ラ磨 き,内面ハ ケ ロ整形。

脚部 内面除 き赤彩。

粒

色

通

砂

赤

普

P169  PL34

100%

西コーナー付近

覆土下層

第■2図

31

器    台

土 師 器

A  71
B  90
D 104
E  67

脚部 はラ ッパ状 に下方に開 く。

器受 部 は下位 に明瞭 な稜 を も

ち,外反 して立 ち上が る。脚部

に 3孔。器受部 中央に単孔。

器受部 内・外面ハ ケ ロ整形後丁

寧なナデ。脚部外面ハケ ロ整形

後ナデ,内面ハ ケ ロ整形。脚部

内面除 き赤彩。

砂粒・雲母 ス

コリア

赤色

普通

P170  PL34

90%

中央部付近床面

器    台

上  師  器

A  73
B  75
D  91
E  53

脚部 はラ ッパ状 に下方に開 く。

器受 部 は下位 に明瞭 な稜 を も

ち,外傾 して立 ち上が る。脚部

に 3孔。器受都 中央に単孔。

器受部内・外面丁寧なヘラ磨き

脚部外面丁寧なヘラ磨き,内面

ヘラ削り後ハケロ整形。内・外

面まだらに劉離。内・外面赤彩

砂粒

赤色

普通

P171  PL34

100%

南東壁中央部付

近床面

図版番号 器  種

法  量  (cm) 子し 径

(mm)

量

ナ

重

ぐ

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 112図 33 土 玉 27 床 面 DP129

土 玉 131 床 面 DP130

土 玉 27 27 174 床 面 DP131

土 玉 27 床 面 DP132

土 玉 面床 DP133
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図版番号 器  種

法  量  (cm) 径

ｊ

量

，

重

く

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

第 112図 38 玉土 27 16 3 面床 DP134

玉土 116 面床 DP135

玉土 13 3 面床 DP136

玉土 面床 DP137

玉土 122 面床 DP138

玉上 2 4 07 面床 DP139

玉土 面床 DP140

玉土 面床 D P141

玉土 07 面床 DP142

玉土 27 07 13 9 面床 DP143

玉土 14 8 面床 DP144

玉土 07 14 2 面床 DP145

玉土 05 16 2 面床 DP146

玉土 14 6 面床 DP147

玉土 07 130 面床 DP148

玉土 16 2 面床 DP149

玉土 27 面床 DP150

玉土 27 面床 DP151

玉土 25 116 面床 DP152

玉土 面床 DP153

玉土 142 面床 DP154

玉土 27 07 169 面床 DP155

玉土 23 10 7 面床 DP156

玉土 27 26 14 4 覆 土 中 層 DP157

玉土 25 面床 DP158

玉土 27 25 07 133 面床 DP159

玉土 07 14 7 面床 DP160

玉土 13 9 面床 DP161

玉土 163 面床 DP162

玉土 27 16 5 面床 DP163

玉土 27 135 面床 DP164

玉土 27 面床 DP165

玉土 25 面床 DP166

玉土 07 面床 DP167

玉土 08 13 8 面床 DP168

第 ■3図 73 玉土 27 07 15 9 面床 DP169

玉土 27 27 14 4 面床 DP170

玉土 06 12 5 面床 DP171

玉土 27 07 面床 DP172

玉土 05 78 面床 DP173

78 玉土 25 138 面床 DP174

玉土 113 面原 DP175

玉土 27 139 面床 DP176
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図版番号 器   種

法  量  (cm) 子し 径

(mm)

量

ナ

重

で

率

＞

存

％

現

ぐ
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 ■3図81 土 玉 床 面 DP177

土 玉 覆 上 下 層 DP178

土 玉 27 覆 上 下 層 DP179

土 玉 覆 上 下 層 DP180

土 玉 覆 上 下 層 DP181

土 玉 171 覆 上 下 層 DP182

土 玉 覆 上 下 層 DP183

第17号住居跡 (第 114図 )

位置 調査区の東部,C16e3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.94m,短軸 [3.85]mの隅九方形を呈するものと推定される。

主軸方向 N57° E

壁 壁高は18～ 30cmで,外傾して立ち上がっている。南東壁は,境乱により壁の立ち上が りを確

認できない。

壁濤 南東壁が撹乱を受けているため確認できないが,その他の壁下には壁濤が全周している。

上幅13～ 18cm,深 さ8～ 12cmで,断面形は,逆台形を呈している。

床 平坦で,軟 らかいが,中央部の床面は踏み固められ硬い。西コーナー付近には,Plを 囲むよ

うにベル トが確認されているが,その性格は不明である。ベル トと床との比高は, 4～ 6 cmで あ

る。

ピッ ト 1か所 (Pl)検出されている。Plは ,径35cmの 円形を呈 し,深さ23cmで,規模や酉ジ」か

ら主柱穴 と考えられる。他の主柱穴は検出されていない。

炉 中央部から北東寄 りに検出されている。平面形は,長径64cm,短径42cmの不整楕円形を呈 し,

床 を約15cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は,ブロック状に赤変硬化 している。

覆土 南東壁が撹乱を受けているが,ロ ーム小・中ブロックを含み,軟らかい褐色上であり,人

為堆積 と思われる。

遺物 床面から覆土中層にかけては,上師器片 (壺 1,甕 1,甑 1)や土師器の細片 (133′ミ)が

出土している。その他,鉄製品は,西 コーナーか ら出土している。第115図 1の壺の口縁部は,Pl

内の覆土上層から正位の状態で,第 115図 3の甑は炉直上からつぶれた状態で出土 している。第115

図 5の 刀子はPI内 の覆土上層から出上 している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。
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A

B

A18.6m

三18.2m
色 ローム粒子・焼土プロック少量。

軟質。

住居跡上層解説

1 暗 褐 色  焼土粒子・炭化粒子極少量。 ローム

粒子少量。軟質。

2 褐  色  ローム粒子多量。軟質。

3 褐  色  ローム中プロック多量。軟質。

4 褐  色  ロームイヽブロック少量。軟質。

5 褐  色  ローム粒子少量。軟質。B                      ―

~    
炉土層解説

1赤 褐

0              2m

0               1m

第114図 第17号住居LTI実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第■5図

1 器

士笠

師土

14 6

(91)

Ａ

Ｂ

日縁部片。頸部は「く」の字状

を呈し,日縁部は外傾して立ち

上がる。単口縁。

日縁部内・外面ハケロ調整後丁

寧なナデ。内・外面まだらに剖

離。内・外面赤彩。

砂位・長石・ス

コリア

赤褐色

良好

P175

20%
Pl内覆土上層

2

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

191

(145)

胴部から口縁部にかけての破

片。胴部は内彎して立ち上がる。

頸部は rく 」の字状を呈し, 日

縁部は外反して立ち上がる。単

口縁。

日縁部内・外面ハケロ整形後ナ

デ。胴部内・外面ハケロ整形。

砂粒

にない橙色

普通

P174

20%

外面煤付着

中央部付近床面

―-180 -



⑤
|

③4

つ てR

S=1/2

0              10Cm

図版番号 器  種

法 量

捕 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

第 115図 5 刀 子 (75) 10 M2 Pl内

第18号住居跡 (第■6図 )

位置 調査区の北東部,A1419区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡は,東部が調査区域外に延びている。

規模と平面形 本跡は,全体の南西側約 5分の 1し か確認できない力ヽ 長軸 [5.89]m,短軸〔2.02〕

mの隅丸方形を呈するものと推定される。

長軸方向 [N-21° W]

壁 壁高は13～ 14cmで,外傾 して立ち上がっている。

09B O
/あ//

3

第115図 第17号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図‐５

３

第 甑

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(100)

54
底著Бか ら体部 にかけての破片。

突出 した平底。体部 は内彎 して

立 ち上が る。単孔。

体部外面ナデ,内面ハ ケ ロ調整

後ナデ。

砂粒・ スコ リア

にな い黄橙色

普通

６
　
　
上

・７

％

直

Ｐ

２０

炉

図版番号 器   種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

率

，

存

％

現

く
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

第 ■5図 4 土 玉 床 面 DP184
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壁濤 南西壁 と北西壁下 を回っている。上幅11～ 15cm,深 さ 8～ 12cmで,断面形は,逆台形を呈

している。

床 平坦で,主柱穴の内側は特に良 く踏み回められ硬い。

ピッ ト 2か 所 (PI・ P2)検出されている。Pl・ P2は ,径18・ 20cmの円形を呈 し,深さ34・ 26cln

で,規模や配列から主柱穴 と考えられる。他の主柱穴は調査区外にあるものと思われる。

炉 検出されない。

A 17.6m         
――

二:ここ

C

● |

Ｅ
。
ド

，

〔
‐

判 住居跡土層解説

1 にない褐色

2褐  色

3暗 褐 色

4褐  色

5褐  色

ロームブロック中量,焼土粒子・炭

化物少量。締 まり有 り。

焼土・炭化物 中量,ロ ーム小 。中ブ

ロック少量。締 まり有 り。

ローム粒子・焼土・炭化物少量。締

まり有 り。

ロームプロック・焼土粒子 炭化物

中量。締 まり有 り。

ローム小アロック・炭化物中量,焼

土・焼土小プロック少量 軟質。

o               2m

第116図 第18号住居跡実測図
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覆土 ロームブロック,褐色のローム土を斑状に含み,人為堆積 と思われる。

遺物 床面から覆上下層にかけては,土師器片 (壺 3,甕 1,高不 1,器台 1, ミニチュア 1)

や土師器の細片 (91点)が出上 している。第■7図 4の甕は北西壁際の床面からつぶれた状態で,

第117図 1の壷は,北西壁際の床面から横位の状態で,第 117図 5の高不の脚部は南西壁中央部付

近の床面から,第 117図 6の器台は南コーナーの壁際の床面から破片の状態で,第117図 7の ミニチ

ュア土器は北西壁際の床面からそれぞれ出上 している。

所見 本跡は,焼土及び炭化材の出土状態から火災住居跡 と思われる。遺構の形態や出土遺物等

から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第■7図

1 器

士霊

師土

A 120
B 158
C  46

平底。胴部は球形 を呈 し,最大

径 を中位 に もつ。頸部 は「 く」

の字状 を呈 し, 日縁部 は大 きく

外反 して立 ち上が る。複合 日縁。

日縁部外面ナデ,内面ハケ ロ調

整後ナデ。胴部内・外面ヘ ラ削

り後ナデ。

砂粒・長石・ス

コリア

にない黄橙色

普通

P178  PL36

90%

北西壁際床面

2 器

一笠
師土

Ａ

Ｂ

10 8

(85)

胴部上半か ら口縁著卜にかけての

破片。胴部 は内彎 し,頸部 は「 く」

の字状 を呈 し, 日縁部 は外反 し

て立 ち上が る。胴部 と口縁言Ьと

の接合痕有 り。単 日縁。

日縁部 内・外面ハケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハ ケ ロ整形,内面

ナデ。 内面 まだ らに剖離。

砂粒 ・スコリア

にぶい黄橙色

普通

P179  PL36

20%

北西壁付近覆土

3 器

士望

師土

A 208
B (36)

日縁部の破片。複合口縁で外反

して立ち上がる。

日縁部 内・外面ハケ ロ整形後へ

ラ磨 き。内・外面 まだ らにま」離。

赤彩。

粒

色

好

砂

赤

良

P180

5%
南コーナー付近

床面

4

甕

土 師 器

A 162
B (93)

掲同部 と半から口縁部にかけての

破片。胴部は内彎して立ち上が

る。頸部は「くJの字状を呈し,

日縁部は外反して立ち上がる。

単口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハケ ロ整形,内面

ナデ。輪積 み痕有 り。

砂粒・長肩・ス

コリア

にない橙色

普通

P177  PL36

10%
二次焼成

北西壁際床面

5

杯

器師

一局

土

B (57) 脚部片。脚部 は中実柱状 である。 脚部ヘ ラ磨 き。赤彩。 砂粒 。長石

明赤褐色

普通

P181

10%

南西壁中央部付

近床面

6

器    台

土 師 器

A  90
B  88
D 122
E  60

脚部一部欠損。脚部 はラッパ状

に下方に開 く。器受部 はやや内

警 し,上端部 で稜 をもち,ほぼ

垂直に立 ち上が る。脚部に 6孔。

器受部内・外面丁寧なヘラナデ。

脚部外面ヘラ磨き,内面ナデ。

砂粒・雲母

橙色

良好

P182  PL36

80%

内,外面黒斑痕

南コーナー壁際

床面

7

ア

器

器

ユチ

　

　

師

ニミ

土

土

A  67
B  44
C  26

鉢形。体部か ら口縁部 の一部欠

損。平底。体都下位 に緩やかな

稜 をもち,内彎 して立 ち上が る。

体 部 外 面ヘ ラ削 り後ハ ケ ロ調

整,内面丁寧なナデ。内面赤彩。

砂粒・雲母

にない黄橙色

普通

P183  PL36

55%

北西壁際床面

図版番号 器   種

法 量

石   質 出土地 点 備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

第 ■7図 8 石祗 773 7 砂岩 床 面 Q9
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o S=1/4

10Cm
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第117図 第18号住居跡出土遺物実測図



第19号住居跡 (第■8図 )

位置 調査区の北東部,B14e7区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.66m,短軸3.56mの 隅丸方形を呈している。

主軸方向 N23°一W

壁 壁高は,28～ 31cmで外傾 して立ち上がっている。

壁濤 北東壁下と南東壁下を除き回っている。上幅14～ 22cm,深 さ2～ 5 cmで,断面形は皿状を

呈している。

床 平坦で,軟らかいが,西コーナーは踏み固められ硬い。

ピット 2か所 (Pl・ P2)検出されている。P2は ,径35cmの 円形を呈し,深さ19cmで,主柱穴と

思われる。PIは ,長径50cm,短径37cmの楕円形を呈し,深さ15cmで,出入口施設に伴う梯子ピッ

⑫

一

口
|

al

端

半   イ

第 118図  第19号住居跡実測図

住居跡土層解説

1 黒 掲 色 ローム粒子少量。軟質。

2 暗 褐 色  ロームプロック・ ローム粒子中量。

締 まり有 り。

3 黒 褐 色 ローム粒子少量。炭化粒子極少量。

軟質。

4 暗 褐 色 ロームブロック多量。軟質。

5 褐   色 ロームプロック多量。締 まり有 り。

o               2m

。
|口 |

―-185-―



卜と考えられる。

炉 中央部から北西寄 りに検出されている。平面形は,長径42cm,短径33cmの楕円形を呈し,床

を約 3 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けて赤変硬化している。

覆土 自然堆積。

遺物 床面から覆土上層にかけては,土師器片 (壺 1,器台 1)や土師器の細片 (40点)が出土

している。第■9図 1の壺は中央部の覆土下層から破片の状態で,第 119図 2の器台の脚部は中央

部の覆上下層から破片の状態でそれぞれ出土している。第■9図 3～ 7の上玉は中央部床面から覆

上下層にかけて点在 して 5点出土している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

鬱
|

(tit:;)7

10Cm

第119図 第19号住居跡出土遺物実測図
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ミ 墨

学  多

第19号住居跡出土遺物観察表

図版謗 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

図‐９

一

・

第

器

士霊
師土

B (103) 胴部片。胴部 はやや下膨れ全

最大径 を下位 に もつ。

胴部 内・外面ハ ケ ロ整形。 砂粒・事母・ス

コリア・礫

明赤褐色

普通

P185

40%

外面媒付着

中央部覆上下層

2

ムロ
器師

器

土

D 100
E  76

脚部片。ラッパ状に下方へ開く 脚部外面ヘラ磨き,内面ハケロ

整形。

砂粒・雲母・ス

コリア

にない橙色

普通

P184

30%

中央部覆上下層

―-186 -―



図版番号 器  種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 ■9図 3 土 玉 覆 上 下 層 DP185

4 土 玉 覆 土 下 層 DP186

土 玉 (65) 床 面 DP187

土 玉 床 面 DP188

7 土 玉 床 面 DP189

第 20号住居 LII(第 120図 )

位置 調査区の東部,B14g7区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.04m,短軸2.85mの隅丸方形を呈 している。

主軸方向 N16°―W

壁 壁高は20～ 24cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,軟らかい。

ビット 3か所 (Pl～ Pa)検出されている。Pl・ P2は ,径30・ 36cmの 円形を呈 し,深さ13・ 20cm

で,規模や配列から主柱穴 と考えられる。P3は ,径18clnの 円形を呈 し,深さ1lcmで補助柱穴 と思

B

●

一

~l  w

第120図 第20号住居跡実測図

く
|

住居跡土層解説

1黒 褐 色

2暗 褐 色

3褐  色

4黒 褐 色

01

ローム粒子少量。軟質。

ローム粒子多量。締まり有 り。

ローム粒子・炭化粒子少量。締まり

有 り。

炭化粒子・ローム粒子少量。軟質。

0              2m

L

逸名.t● 6亀

q  ③
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われる。

炉 中央部から北寄 りに検出されている。平面形は,長径47cm,短径30cmの楕円形を呈 し,床を

約 2 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けてわずかに赤変硬化 している。

覆土 覆土上層は自然堆積であるが,覆土中・下層はローム小ブロックを多量に含む暗褐色上で,

人為堆積 と思われる。

遺物 床面や覆土下層からは土師器片 (壺 1,甕 4,高邦 1,器台 1)や上師器の細片 (44点 )

が出上している。その他,中央部の床面からは石製品が出上している。第121図 5の甕は北西コー

ナー付近の床面から横位の状態で,第121図 2の甕は炉北側の床面から逆位の状態で,第 121図 1

の壷の口縁部は北西コーナー付近の床面から,第121図 7の器台の脚部は北西コーナー付近の床面

からそれぞれ出上している。第121図 8の上玉は,炉の北側の覆土上層から1点出上している。第

121図 9の祗石は中央部の床面から出土している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第20号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器  種 法量 (clll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第121図

1 器

一笠
師土

A 130
B (77)

口縁部片。頸部は「く」の字状

を呈し, 日縁部は外傾して立ち

上がる。単日縁。

口縁部内・外面ハケロ整形後ナ

デ。輪積み痕有り。

砂粒・長石

橙色

普通

P189

30%

北西コーナー付

近床面

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

16 0

(16_8)

底部欠損。胴部 は球形 を呈 し,

最大径 を中位 に もつ。 日縁部 は

緩やか な S字状 を皇 し,外反 し

て立ち上が る。単 口縁。

日縁部 内・ 外面ナデ。胴部外面

ハケ ロ整形,内面ヘ ラナデ。

砂粒・ 長石・石

英

橙色

普通

P186  PL37

70%

炉北側床面

3

菱

土 師 器

A [170]
B (125)

胴部 か ら口縁部 にか け ての破

片。胴部 は球形 を呈 し,最大径

を中位 に もつ。頸部 は「 く」の

字状 を呈 し,口縁部 は外反 して

立 ち上が る。単 口縁。

口縁都外面ハ ケ ロ整形後ナえ

内面ナデ。胴部外面ハケ ロ整形 ,

内面ナデ。内面 まだ らに剖離。

砂粒・雲母 。長

石

赤褐色

普通

P187

30%

北西コーナー付

近床面

4

甕

土 師 器

B (50)
C  70

底部片。やや突出 した平底。や

や 内彎 しなが ら立 ち上が る。

胴部外面ヘラナ兄 内面ハケロ

整形後ヘラナデ。

砂粒

にな い褐色

普通

P188

10%

内・外面煤付着

北西コーナー付

近床面

5

甕

土 師 器

A 169
B (18_1)

底部欠損。胴部 はやや長胴 4
最 大径 を中位 に もつ。頸 部 は

「 く」の字状 を呈 し, 日縁部 は

上位 で稜 をもち,つ まみ上げ る

ように立 ち上が る。単 日縁。

口縁部内・外面ナデ。胴部外面

ハケロ整形後ヘラナハ 内面ナ

デ。

砂粒・長石

明褐色

普通

P190  PL37

70%

内・外面黒斑付

着

北西コーナー付

近床面

―-188 -―
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

図‐２

　

６

第 不

器

高

土

E (65) 脚部片。ラッパ状 に下方へ開 く 脚部外面ヘ ラ磨 き,内面ハ ケ ロ

整形後 ナデ。

砂粒・ 雲母・ ス

コ リア

明赤褐色

普通

P191

20%

炉北側床面

7

ム
ロ

器師

器

土

A  86
B  70
D  98
E  45

脚部はラッパ状に下方へ開く。

器受部はやや内彎し, さらに中

位に稜をもち,外反して立ち上

がる。脚部に 4孔。器受部中央

にヨ隣子し。

器受部内・外面ヘラ磨き。脚部

外面ヘラ磨き,内面ナデ。

砂粒 スコリア

橙色

普通

P192  PL37
100%

内・外面煤付着

北西コーナー付

近床面

図版番号 器   種

法  量  (cm) 径

ナ

重  量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第121図 8 土 玉 覆 土 上 層 DP190

図版番号 器  種

法 量

石  質 出土地点 備 考
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (gう

第121図 9 砥   石 凝  灰  岩 床 面 Q10

第21号住居跡 (第 122・ 123図 )

位置 調査区の北部,A14e4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.40m,短軸3.76mの長方形を呈 している。

主軸方向 N28°一W

壁 壁高は13～ 24cmで,ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁濤 壁下を全周している。上幅10～ 13cm,深さ 4～ 6 cmで,断面形は,「 V」字状を呈している。

間仕切 り濤 1条 (a)検出されている。南東壁のほぼ中央から床中央部に向かってのびている。

長さ1.40m,上幅14～ 16cm,深 さ10～ 12cmで,断面形は「U」 字状を呈している。

床 平坦で,中央部から東コーナー付近にかけては特に良く踏み固められ硬い。

ピット 8か所 (Pl～ Ps)検出されている。Pl～ P3は 径16～ 27cmの 円形を呈し,深さ8～ 12cmで ,

配列から主柱穴と思われる。P4～ P7は径15～ 28cmの円形を呈し,深さ 9～ 19cmで,補助柱穴 と思

われる。P8は ,径23cmの 円形を呈し,深さ21cmで,南東壁寄 りに傾斜 しており,出入口施設に伴

う梯子ピットと考えられる。

炉 中央部からやや北寄 りに検出されている。平面形は,径81cmの 不整円形を呈し,床 を約 5 cm

掘 り窪めた地床炉である。炉床は赤褐色に焼けて赤変硬化 している。

貯蔵穴 東コーナーに検出されている。平面形は,径46cmの不整円形を呈し,深 さは34cmである。

底面は平坦で,壁は緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆土中層にかけては,上師器片 (壷 2,甕 6,甑 2,高不 1, ミニチュア 2)や
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土師器の細片 (179点 )が出上している。その他,北部の床面からは土製品が少量出上している。

第124図 5の甕は炉直上から正位の状態で,第 124図 1の壷は中央部から東寄 りの床面からつ漆れ

た状態で,第 125図 10の甑は北東壁中央部付近の床面から破片の状態で,第 125図13の ミニチュア

土器は中央部から南寄 りの覆上下層から正位の状態で,第 125図 12の ミニチュア土器は南東壁際の

覆上下層からそれぞれ出上している。第125図 14～ 18の土玉は北部の床面から点在して 5点出上し

ている。

所見 本跡は,焼土及び炭化材の出土状態から火災住居跡と思われる。遺構の形態や出土遺物等

から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

A17.8m

乳 ■6m 一

F,4m              
一

第 122図 第 21号住居跡実測図

ロームブロック中量。軟質。

ローム小・ 中ブロック少量。軟質。

ローム粒子極少量。軟質。

ローム粒子多量。軟質。

ロームプロック・焼土少量。軟質。

ロームプロ /ク 中量。締 まり有 り。

焼土プロック多量,炭化物中量。覆

質。

0              2m

0              1m

住居跡土層解説

1褐  色

2褐  色

3暗 褐 色

4褐  色

貯蔵穴上層解説

1褐  色

2褐  色

炉土層解説

1赤 褐 色
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B

B17.3m

第123図 第21号住居蹴遺物出上位置図

第21号住居跡出土遺物観察表

0               2m

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

図２４

・

第

器

士笠
師土

Ｂ

Ｃ

(184)

[46]
胴部片。やや突出した平底。胴

部は球形を呈し,最大径を中位

にも
=鶉

胴部内・外面ハケロ調整後ヘラ

ナデ。輪積み痕有り。

砂粒・雲母・ス

コリア

にない橙色

普通

P199

80%

中央部東寄り床

面

2 器

士霊
師上

Ａ

Ｂ

15_9

(6.3)

口縁部片。頸部 は「 く」の争 伏

を呈 し,日縁部は 外反 して立 ち

上が る。複合 目縁。

口縁部内・外面ハケロ整形後ナ

デ。

砂粒・姜母・ ス

コ リア・石英

赤色

普通

P200

20%
二次焼成

中央部東寄り床

面

3

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

15 8

19 7

48

上げ底。胴部は球形を呈し,最
大径を中位にもつ。頸部は「く」

の字状を呈し, 日縁部は外反し

て立ち上がる。単口縁。

口縁部内・外面ナデ。胴部外面
ハケロ整形,内面ナデ。

砂粒・雲母・ス

コリア

橙色

普通

P193  PL39

90%

外面煤付着

炉南側覆上下層

4

甕

上 師 器

Ａ

Ｂ

18 7

(185)

底部 欠損。胴部は球形 を呈 し,

最 大径 を中位 に もつ。頸部 は

「 く」の字状 を呈 し,日 縁部 は

外反 して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・ 外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハ ケ ロ整形,内面

ヘ ラナデ。輪積 み痕有 り。

砂粒・雲母

にない褐色

普通

P194  PL39

80%

内・外面煤付着

北東壁中央部付

近覆土下層

5

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

16 7

13 7

胴部下半欠損。胴部は球形を呈

し,最大径を中位にもつ。頸部

は「 く」の字状を呈し, 日縁部

は外反して立ち上がる。単口縁。

口縁部内・外面ハケロ整形後ナ

デ。胴部外面ハケロ整形,内面

ナデ。外面磨耗。輪積み痕有り。

砂粒・婁母 ,ス

コ リア

赤橙色

普通

P195  PL39

40%
二次焼成

炉直上
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第 124図 第21号住居跡出土遺物実測図(1)
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第125図 第21号住居跡出土遺物実測図(2)

―- 194-―



図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第124回

6

甕

土 師 器

A 179
B (93)

胴部下半欠損。胴部 は内費 して

立 ち上が る。頸部は「 く」の字

状 を呈 し, 口縁部は外傾 して立

ち上が る。単 日縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハケ ロ整形,内面

ヘ ラナデ。外面磨耗。

砂粒・ スコ リア

赤褐色

普通

P196  PL39

30%
二次焼成

炉直上

図ゎ
一
７

第 甕

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(183)

60
底部か ら胴部 にかけての破 片。

やや上げ底。胴部 は球形 を呈 し,

ナデ,内面ヘ ラナデ。

胴部外面ハケロ整形後下半ヘラ

ナデ,内面ヘラナデ。

砂粒・ ス コリア

にぶい責橙色

普通

P197

40%

北西壁中央部付

近床面

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

11 6

11 7

46

胴部か ら口縁部の一部欠損。平

底。胴著Ыよ球形 を呈 し,最大径

を中位 に もつ。 口縁部 は短 く内

彎気味に垂直に立 ち上 が る。単

口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ調整後ナ

デ。胴部外面下半ヘ ラ削 り,上
半ハ ケ ロ整形。

砂粒・長石

橙色

普通

P198  PL39

60%
二次焼成

北東壁中央部付

近床面

9

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

20 4

11 3

44

体部一部欠損。平底。体部 は内

彎 して立 ち上が る。 口縁部 は粘

土組 を貼 り付け複合 口縁状 に し

ている。単孔。

日縁部 内 ,外面ハケ ロ整形。体

部外面ハケ ロ整形,内面ナデ。

砂粒・ ス コリア

雲母

に漆い赤褐色

普通

P201  PL39

70%
二次焼成

北東壁中央部付

近床面

甑

土 師 器

Ａ

Ｂ

一じ

186

110

47

体部一部欠損。突出 した平底。

体部は内彎 して立 ち上が る。 日

縁部は複合 口縁。単孔。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ調整後ナ

デ。体部外面ハケ ロ整形,内面

ナデ。

砂粒

にな い黄橙色

普通

P202  PL39

60%

内・外面煤付着

北東壁中央部付

近床面

不

器師

一局

土

Ａ

Ｂ

Ｅ

16 5

(131)

(72)

脚部下半欠損。脚部はラッパ状

に下方へ開く。不都は下位に明

瞭な稜をもち,外反して立ち上

がる。

lTN部 内・外面ヘ ラ磨 き。脚部外

面ヘ ラ磨 き,内面ヘ ラ肖Jり 。脚

部内面 を除 き赤彩。

砂粒 _T母・ス

コリア

赤色

普通

P203  PL38

50%

外面煤付着

北東壁中央部付

近覆上下層

ミニチュア

土   器

土 師 器

A  70
B  39
C  38

坑形。平底。体都は内彎しなが

ら立ち上がる。

休部 内 外面ハ ケ ロ調整後ヘ ラ

磨 き。 内・外面赤彩。

粒

色

通

砂

赤

普

P204  PL39

100%

南東壁際床面

13

ア

器

器

ユチ

　

　

師

ニミ

土

土

A  20
B  23
C  14

重形。平底。やや痛平 な球形 を

呈す る。 口縁部 は複合 口縁 で短

く垂直に立 ち上が る。

胴部外面ハケロ調整後ヘラサ

デ,内面ナデ。外面赤彩。

砂粒・雲母

赤灰色

普通

P205  PL39

100%

中央部南寄 り覆

上下層

図版番号 器   種

法   量  (cm) 径

＞

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 125図 14 土 玉 覆 上 下 層 DP191

土 玉 195 覆 土 下 層 DP192

土 玉 25 床 面 DP193

土 玉 17 2 覆 土 下 層 DP194

土 玉 床 面 DP195

不 明 土 製 品 13 床 面 DP196

不 明 土 製 品 16 18 69 覆 土 DP197
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第22号住居跡 (第126図 )

位置 調査区の北部,A13g2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.08m,短軸4.00mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N24°一W

壁 壁高は15～ 26cmで,垂直に立ち上がっている。

壁濤 北西壁下を除いて回っている。上幅 6～ 13cm,深 さ6～ 8 cmで,断面形は,「 U」字状を呈

している。

床 平坦で,南 コーナー付近が良く踏み固められ硬い。

01
01

引 可
A 18.Om                           ―~

A

B

―

第128図 第22号住居跡実測図

炉土層解脱

1 暗 赤 褐 色

2赤 褐 色

焼上小ブロック多量,炭化物少量。

軟質。

焼土・焼土ブロック少量。締 まり有

住居跡土層解説

1 黒 褐 色 炭化粒子・ ローム粒子少量。軟質。

2 暗 褐 色 ローム小プロック少量。締 まり有 り。

3 褐  色 ローム粒子少量。軟質。

0              2m

0               1m

り。
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ピット 6か所 (PI～ P6)検出されている。Pl～ P4は ,径28～ 33cmの 円形を呈 し,深さ■～24cm

で,規模や配列から主柱穴 と考えられる。P5は ,径16cmの 円形を呈 し,深さ15cmで ,出入口施設

に伴 う梯子ピットと考えられる。P6は ,径14伽の円形を呈 し,深さ26cnlで,補助柱穴 と思われる。

炉 中央部からやや西寄 りに検出されている。平面形は,長径78cm,短径68伽の楕円形を呈 し,

床を約10cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けてレンガ状に赤変硬化 している。また,

炉の南西寄 りには,長さ32cm,幅 6～ 10cmの棒状の軟らかい粘土塊 と径10cmの 円形状の軟 らかい

粘土塊が遺存している。

覆上 自然堆積。

遺物 床面や覆上下層からは土師器片 (壺 1,甕 2,高邪 1,器台 1)や土師器の細片 (39点 )

が出土 している。その他,流れ込み と思われる敲石・磨石は南コーナー付近の床面からそれぞれ

出土 している。第127図 2の甕は北西壁中央部付近の床面からつぶれた状態で,第 127図 1の壺は

南コーナー付近の床面から破片の状態で,第 127図 4の 高不は南コーナー付近の床面からつぶれた

状態で,第 127図 5の器台は南コーナー付近の床面からつぶれた状態で出土 している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第22号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・娩成 備    考

第127図

1 土 師 器

A 129
B (135)

胴部下半欠損。胴部 は内彎 して

立 ち上が る。頸音Ыよ「 く」の字

状 を呈 し, 日縁部 はやや 内管気

味に立 ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハケロ整形後ナデ,

内面ヘラナデ。胴部内・外面ハ

ケロ調整後ヘラナデ。

砂粒・雲母・ス

コリア

浅黄橙色

普通

P208  PL40

40%

東コーナー付近

床面

2

甕

土  師 器

16 0

23 7

52

Ａ

Ｂ

Ｃ

突出 した平底。胴部は球形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。頸部

は「 く」の字状 を呈 し, 口縁部

は外反 して立ち上が る。単 口縁。

口縁部内・外面ナデ。底部木葉

痕。胴部外面ハ ケ ロ整形,内面

ヘ ラ削 り。

砂粒・ スコ リア

にない黄橙色

普通

P206  PL40

95%

内・外面煤付着

南西壁中央部付

近床面

3

甕

土 師 器

(29)
70

Ｂ

Ｃ

底部片。突出 した平底。胴部 は

やや外反 して立 ち上が る。

内・外面ハ ケ ロ整形。底部木葉

チ言琵。

砂粒・石英・ ス

コ リア

橙色

普通

P207

10%

外面煤付着

南西壁際中央部

床面

4

不

器師

一局

土

(58)
(48)

Ｂ

Ｅ

脚部片。脚部 はラッパ状に下方

へ開 く。 3孔。

脚部外面ヘラ磨き,内面ハケロ

整形。

砂粒

浅責橙色

普通

P209

30%

東コーナー付近

床面

5

ム
ロ

器師

器

土

[84]
(55)
(35)

Ａ

Ｂ

Ｅ

脚部下半欠損。脚部 はラッパ状

に下方へ開 く。器受部の上位 に

稜 をもち, さらに口縁端部 をつ

まみ上げている。脚部に 3子し。

器受部 中央に単孔。

器受部 内・外面ヘ ラ磨 き。脚部

外面ヘ ラ磨 き。

砂粒・雲母・ス

コリア

にぶい橙色

普通

P210

50%

邪部内面煤付着

東コーナー付近

床面
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第127図 第22号住居Ltl出 土遺物実測図

第23号住居跡 (第128'129図 )

位置 調査区の中央部,B13d6区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸4.69m,短軸4.43mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-39°一W

壁 壁高は54～ 71cmで,垂直に立ち上がっている。

壁濤 北東壁下や南西壁下の一部を除き回っている。上幅 6～ 9 cm,深 さ4～ 8 clnで,断面形は,

「U」 字状を呈している。

間仕切 り滞 1条 (a)検出されている。 aは南コーナーを区画するように「 L」 字状に検出さ

れ,長さ1.95m,上幅12～ 24cm,深 さ4～ 6 cmで,断面形は,皿状を呈している。
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Ｅ

■

⑦ l

B

A

A l.8m

Ll■ 2m

Ｆ
一

貯茂穴土層解説 (E)

1 暗 褐 色 焼土小プロック・炭化材多量。軟質。

2 黒 褐 色 炭化材 多量。軟質。

3 暗 褐 色 ロームブロック・焼上粒子・炭化粒

子少量。軟質。

貯蔵穴土層解説 (F)
1 暗 褐 色 ローム小プロック・炭化材少量。軟

質。

2 暗 褐 色 ロームブロック中量,炭化材少量。

軟質。

住居RI土層解説

1黒 褐 色

2暗 褐 色

6暗 褐 色

色
　
　
色

色

褐
　
　
褐

褐

砂粒中量。 ローム粒子少量。軟質。

ローぉブロック ローム粒子・砂粒

少量。絡 ま り有 り。

ローム大プロ /ク 中量,焼土粒子少

量。締まり有 り。

ロームブロック少量。軟質。

焼土小ブロック・焼土粒子・炭化材

多量,ロ ーム小・ 中プロック少量。

締 まり有 り。

ロームガヽプロック中量,炭化材少量。

2

0               2m

0                1m
G翌

埋 =型 _ォ
f拠

塊 色 雄 肝 鑓 縦 取

0キ

第128図 第23号住居 LII実測図
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B

B 17.8m

第129図 第23号住居跡遺物出上位置図

0               2m

床 ほぼ平坦で,全体的に良 く踏み固・められ硬いが,特に中央部の床面は硬い。

ピット 6か所 (Pl～ P6)検出されている。Pl～ P3は ,径13～ 17cmの 円形を呈し,深さ 6～ 15c/m

で,主柱穴と思われる。P4は ,径17cmの 円形を呈し,深さ25cm,南東壁に傾斜しており,出入口

施設に伴う梯子ピットと考えられる。P5'P6は ,径10。 13cmの 円形を呈 し,深さ14・ 15cmで,壁

濤内に検出され壁柱穴と思われる。

炉 中央部からやや北寄 りに検出されている。平面形は,長径78cm,短径50cmの 不整楕円形を呈

し,床 を約 5 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けて赤変硬化している。炉内は,黒褐色土主

体の焼土を多量に含んでいる。

貯蔵穴 東コーナー (A)と 西コーナー (B)の 2か所から検出されている。Aの平面形は,長

径73伽,短径63cmの楕円形を呈 し,深さ38cmである。底面は平坦で,壁は外傾 して立ち上がって

いる。Bの平面形は,長軸122cm,短軸76cmの 隅九長方形を呈し,深さ52cmで ある。底面は平坦で,

壁は垂直に立ち上がっている。

覆土 自然堆積。
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遺物 床面や覆上下層及び貯蔵穴内からは,上師器片 (甕 2,台付甕 1,高年 5)や上師器の細

片 (69点)が出上している。その他,流れ込みと思われる磨製石斧は西コーナー付近の床面から

出土している。第130図 3の台付甕は貯蔵穴A内の覆土上層からつぶれた状態で,第 131図 8の高

不の脚部は北コーナー付近の床面から,第 130図 4・ 5の高不の不部は貯蔵穴Bの底面からそれぞ

れ出上している。第131図 9の浮石は中央部の床面から出上している。

所見 本跡は,中央部の床面から壁際にかけ炭化材が多く出土し,さ らに,中央部の床面は火熱

を受け赤変硬化も見られることから,火災住居跡と考えられる。遺構の形態や出土遺物等から古

墳時代前期の住居跡と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 娩成 備   考

第130図

1

甕

土 師 器

A [130]
B (72)

】同著Б上半か ら日縁部 にかけての

破片。 日縁部 は頸部か ら外傾 し

て立 ち上が り,日唇部 にキザ ミ

目を施 し,キ ザ ミロ内に木 目痕

をもつ。単 日縁。

口縁部 内・外面ハケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハケ ロ整形後ナデ ,

内面ナデ。

砂粒・雲母

にぶい橙色

普通

P211

10%

外面煤付着

西 コーナー付近

床面

2

霙

土 師 器

A [189]
B (119)

胴部上半か ら日縁部にかけての

破片。胴苫Ыよ内彎 して立ち上が

る。頸部は「 く」の字状 を呈 し,

日縁部 は外反 して立 ち上が る。

単 口縁。

口縁部内 ,外面ナデ。胴部内・

外面ハケロ整形後ナデ。外面輪

積み痕有り。

砂粒

にな い橙色

普通

P213

10%

外面煤付着

南西壁中央部付

近覆上下層

甕

器

付

師

ムロ
土

A 233
B (280)

台部欠損。胴部 はやや長胴全

最大径 を下 位 に もつ。頸部 は

「 く」の字状 を呈 し,口縁部 は

外傾 して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部内・外面ヘラ削り後ナデ。

胴部外面ヘラ削り後ナえ 内面

ナデ。

砂粒・スコリア

にない橙色

普通

P212  PL41

80%

外面媒付着

貯蔵穴A覆土上

層

4

不

器師

一局

土

Ａ

Ｂ

21 7

(68)
不部片。不都は下位端部に稜を

もち,外傾して立ち上がる。

不都外面ヘ ラ削 り後ナ元 内面

ハ ケ ロ調整後ナデ。 色

粒

橙

通

砂

赤

普

P214  PL41

50%
二次焼成

貯蔵穴B底面

5

イ

器師

一局

土

A 205
B (78)

不部片。不部は下位端部に稜を

もち,内彎して立ち上がる。

不部外面ヘ ラ磨 き,内面丁寧な

ナデ。 内・外面赤彩。輪積み痕

有 り。

蠅
期
魏

P215  PL41

50%

内・外面煤付着

貯蔵穴B底面

6

不

器師

高

土

Ａ

Ｂ

24 4

(79)
邦部片。不都下位 に稜 をもち,

や や 内彎 して大 き く立 ち上 が

る。

邦部内・外面ヘ ラ磨 き。 砂粒・雲母・ス

コリア

赤褐色

普通

P216

20%
二次焼成

北 コーナー付近

床面
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第130図 第23号住居謝出土遣物実測図(1)
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第131図 第23号住居跡出土遺物実測図(2)

9

0              10Cm

第 24号住居跡 (第 132図 )

位置 調査区の中央部,B13b9区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の南西部は,第 25号住居跡の北東部を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長軸3.50m,短 軸3.33mの 方形を呈 している。

主軸方向 N48°一W

壁 壁高は47～ 54cmで,垂直に立ち上がっている。

壁濤 南西壁下を除き回っている。上幅 7～ 12伽,深さ 5～ 8 cmで,断面形は,「 U」 字状を呈 し

ている。

床 平坦で,全体的に良 く踏み固められ硬い。

ビッ ト 8か所 (Pl～ P8)検出されている。P2は ,径20cmの 円形を呈 し,深さ57cmで主柱穴 と思

われる。P3～ P5は ,径15～ 27cmの 円形を呈 し,深さ10～ 15cmで,補助柱穴 と思われる。P6～ PSは ,

径21～ 24cmの 円形を呈 し,深さ20～ 32伽 で,壁溝内に検出され壁柱穴 と思われる。PIは ,径20cm

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

図３０

　

７

第 不

器師

一島

土

Ａ

Ｂ

[224]

(75)
不部 の破片。邪部 はやや内脅 し

て立 ち上が る。

不部 内・外面ヘ ラ磨 き。 砂粒・雲母・ ス

コリア

浅責橙 色

普通

P217

10%

内面煤付着

貯蔵穴A覆土上

層

第131図

8

不

器

高

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(75)

[123]

68

蠅部片。脚部は「ハJの字状に

下方に開き,裾部はやや内彎気

味になる。 3孔。

脚部外面ヘ ラ磨 き,内面ヘ ラ削

り後ナデ。外面赤彩。

砂粒・雲母・ ス

コ リア

赤橙色

普通

P218

20%

北コーナー付近

床面

図版番号 器   種

法 量

石  質 出土地点 備 考

長さ (cm) 幅  (cm)
'享

さ (cm) 重 量

第131図 9 浮   石 57 軽   石 床    面 Q14
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|

住居跡土層解説

1暗 掲 色

2褐  色

3掲  色

4褐  色

5 によい赤褐色

口
|

ローム粒子・焼土粒子多量。軟質。

ロームプロック・ ローム粒子少量。

軟質。

ロームプロ ンク少量。軟質。

炭化材少量。軟質。

焼土粒子・炭イ勝オ多量。軟質。

0               2m
C

C

D l.。 m

17.6m

炉上層解説

1 赤 褐 色 焼土粒子多量,焼土ブロック中量 ,

炭化物少量。締 ま り有 り。

0               1m

第132図 第24号住居跡実測図

の円形を呈し,深さ38c14で,出入口施設に伴う梯子ピットと考えられる。

炉 中央部から北寄 りに検出されている。平面形は,長径70cm,短径53cmの楕円形を呈し,床を

約 6 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けて赤変硬化している。

覆土 ロームブロック及びローム小ブロックを不均―に含み,下層には木炭片,焼土を多量に含

゛

¢

＼
べ 鱒

ψ鶴靱で
粋

鰺 &多

� 畿
竹
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第133図 第24号住居跡出土遺物実測図



んでお り,人為堆積 と思われる。

遺物 床面や覆上下層からは土師器片 (台付甕 3, ミニチュア 1)や土師器の細片 (1点 )が出

上 している。第133図 1～ 3の 台付甕は炉の北西側床面から横位の状態で,第 133図 4の ミニチュ

ア土器は東 コーナー壁際の床面から横位の状態で出土 している。

所見 本跡は,重複関係から第25号住居跡より新 しい時期に構築されている。床全面に,焼土及

び炭化材が多量に出上 していることから火災住居跡 と思われる。遺構の形態や出土遺物等か ら古

墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第 27号住居跡 (第134図 )

位置 調査区の北東部,A15h7区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.35m,短軸3.30mの隅九方形を呈する。

主軸方向 N-6°―W

壁 壁高は26～ 32cmで,垂直に立ち上がっている。南壁 と西壁及び北西コーナーの一部は撹苦しを

受けている。

壁濤 壁下を全周 している。上幅 5～ 13cm,深 さ 3～ 5 cmで,断面形は「 V」 字状 を呈 している。

床 ほぼ平坦で,中央部から西壁にかけて特に良 く踏み固められ硬い。南壁中央部付近か ら南西

第24号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 侑 考

第133図

1

甕

器

付

師

ムロ
土

A 216
B 290
D 105
E  63

台部 は「ハ」の字状 に下方へ開

く。胴部は球形 を呈 し,最大径

を中位 に もつ。 日縁部 は頸部か

ら外傾 して立 ち上が り, 日唇部

にキザ ミロを施 し,キ ザ ミロ内

に木 目痕 をもつ。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形,内面ナ

デ。胴部外面ハ ケ ロ整形,内面

ヘ ラナデ。 台部内・外面ハ ケ ロ

整形。

砂粒・ スコ リア

橙色

良好

P219  PL43
100%

内・外面煤付着

炉北西側床面

2

甕

器

付

師

ムロ
土

A 188
B 273
D  94
E  60

台部は「ハ」の字状に下方へ開

く。胴部は球形を呈し,最大径

を中位にもつ。日縁著団よ頸部か

ら外傾して立ち上がり, 日唇部

にキザミロをもつ。単口縁。

日縁部外面ハ ケ ロ整形,内面ナ

デ。胴部外面ハ ケ ロ整形,内面

ヘ ラナデ。 台部 内 ,外面ハ ケ ロ

整形。

砂粒・雲母・ ス

コリア

橙色

良好

P220  PL43

100%

外面媒付着

炉北西側床面

3

甕

器

付

師

ムロ
土

A 166
B 266
D 103
E  72

台部は「ノ＼Jの字状に下方へ開

く。胴部は球形を呈し,最大径

をやや上位にもつ。日縁部は頸

部から外反して立ち上がり, 日

Б部にキザミロをもつ。台部と

胴部の接合面に粘土紐を張り付

けている。単日縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整形。胴

部外面ハ ケ ロ調整後ナデ,内面

ナデ。 台部 内 ,外面ハケ ロ整形

後ナデ。 内面 まだ らにまU離。

砂粒・雲母・ ス

コ リア

橙色

良好

P221  PL43
100%

外面媒付着

炉北西側床面

4

ミニチュア

土   器

土 師 器

A  50
B  40
C  24

口縁部一部欠損。鉢形。突出 し

た平底。体部 はやや 内彎 して立

ち上が る。単 口縁。

体部外面ハ ケ ロ整形,内面ハケ

目整形後ナデ。

砂粒・礫

橙色

普通

P222  PL43

80%

東コーナー壁際

床面
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コーナーにかけて出入口部 と考えられる馬蹄形状の高まりがあり,そ の中央部は撹乱のため梯子

ピットは確認されていない。出入口部 と床 との比高は 3～ 6 cmである。

ピッ ト 1か所 (Pl)検 出されている。径52cmの 円形を呈 し,深さ21cmで,主柱穴 と考えられる。

炉 中央部から北西寄 りに検出されている。平面形は,長径81cm,短径60cmの不整楕円形を呈 し,

床を約 5 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けてレンガ状に赤変硬化 している。

貯蔵穴 西壁中央部付近に検出されている。平面形は,長軸74cm,短軸55cmの 隅丸長方形を呈 し

深さは38cmである。底面は,ほぼ平坦であるが西壁寄 りがやや深 く傾斜 してお り,壁は外傾 して

立ち上がっている。

覆土 一部分に撹舌とが入っている。覆土中層から下層にかけて,ロ ーム凋ヽブロックを多く含み,

覆上下層には炭化物や炭化材,焼土を含み,人為堆積 と思われる。

遺物 床面や覆土下層からは,土師器片 (壺 2,甕 4,II1 2,鉢 1)や土師器の細片 (126,点 )が

出上 している。第135図 3の甕は北西コーナーの床面からつぶれた状態で,第 135図 4の甕は南壁

中央部付近の床面か ら逆位の状態で,第 135図 5の 甕は北西 コーナー付近の床面か ら横位の状態

で,第 135図 6の 甕は北西コーナー付近の床面から正位の状態で,第 135図 1の壺は北西コーナー

付近の床面から逆位の状態で,第 135図 2の壺は南壁中央部の床面から横位の状態で,第 135図 9

の球はPl内の覆土上層から横位の状態で出上 している。炭化米は 4の甕内から極少量出土 してい

る。

所見 本跡は,焼土及び炭化材が多く出土 していることから火災住居跡 と思われる。遺構の形態

や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第27号佳居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cnt) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第135図

1 土 師 器

B 口縁部欠損。九底。胴部は球形

を呈し,最大径を中位にもつ。

胴部外面ヘラ磨き,内面ナデ。

胴部内面除き赤彩。

長石・ スコ リア

橙色

普通

P231  PL50

80%

底部外面煤付着

北西 コーナー付

近床面

2 土  師  器

B (88)
C  25

回縁部欠損。やや上げ底。胴部

は球形 を呈 し,最大径 を中位 に

もつ。胴部下位 に単孔 を穿つ。

頸部に擦痕有 り。

胴部外面ヘラ磨き,内面ナデ。

外面赤彩。輪積み痕有り。

砂粒 ・雲母・石

英

赤褐色

良好

P232  PL50

70%

南壁中央部床面

3

甕

土 師 器

Ａ
一

Ｂ

15 2

(17 1)

底部欠損。やや長胴で最大径 を

やや上位 に もつ。頸部 は「 くJ

の字状 を呈 し, 日縁部 は外傾 し

て立ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハケロ整形後ナえ

内面ハケロ整形。胴部外面ハケ

目整形,内 面*」離痕著しく不明。

長石・石央・ ス

コ リア

橙色

普通

P225  PL50

70%

内・外面煤付着

北西 コーナー床

面
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④

一

。1可
A 178m

貯蔵穴上層解説

1 褐  色  ローム刀ヽブロック・焼上粒子・炭化

物少量。軟質。

ローム小プロック多量,炭化材少量。

軟質。

01

ローム月ヽプロック・焼土粒子 炭化

物少量。14ま り有 り。

ローム小ブロック中量,焼上粒子

炭化物少量,ロ ーム中ブロック・焼

土小プロッタ極少量。締 まり有 り。

炭化物中量, ローム粒子・焼土粒子

少量,ロ ームプロック極少量。締 ま

り有 り。

0               2m

0               1m

01

住居跡土層解説

1褐  色

2褐

3褐

色

暗 褐 色  ローム粒子多量,ロ ームガヽプロック

焼土粒子・炭化物中量,焼土小プロ

ック・炭化材少量。締 まり有 り。Ll■6m 一

2褐  色

;堤△ 多
第134図 第27号住居跡実測図

炉土層解説

1 黒 褐 色 炭化物中量,灰少量。軟質。

2 によい赤褐色 焼土粒子多量。軟質。

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第135図

4

甕

土 師 器

A 130
B 102
C  44

やや突出 した平底。胴部は内彎

して立ち上が り,最大径 を上位

に もつ。 日縁部は頸部か ら大 き

く外反 して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハケ ロ整形後ヘ ラナ

え 内面ヘ ラ削 り。胴部外面ハ

ケロ整形,内面ヘ ラ削 り。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

P226  PL50

100%

内面煤付着

南整中央部付近

床面

5

甕

土 師 器

A 122
B 129
C  66

やや上げ底。胴部は長胴気味で

最大径をやや上位にもつ。頸部

は「く」の字状を呈し, 日縁部

は外反して立ち上がる。単口縁。

口縁部内・外面ハケロ調整後ナ

デ。胴部内・外面ハケロ調整後

ヘラナデ。内面まだらに剥離。

砂粒・雲母・石

英

橙色

普通

P227  PL50

95%

北西コーナー付

近床面
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図版番号 器  種 法量 (側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

回３５

６

第 甕

土 師 器

Ａ

一Ｂ

12 1

(100)

胴部下半欠損。胴部 は球形 を呈

し,最大径 を中位 に もつ。頸部

は「 く」の字状 を呈 し, 日縁部

は外反 して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内 ,外面ハ ケ ロ整形後ナ

デ。胴部外面ハ ケ ロ整形,内面

ナデ。 内 外面 まだ らに子」離。

長石 ・石英

浅責橙色

普通

P228  PL50

60%
二次焼成

北西 コーナー付

近床面

7

イ

土 師 器

Ａ

Ｂ

[141]

(75)

口縁部の破片。内彎気味に器厚

を減じて立ち上がる。

外面ヘ ラ磨 き,内面ハ ケ ロ調整

後ヘ ラ磨 き。 内・外面赤彩。

長石・雲母・礫

赤色

良好

P229

15%

南壁中央部付近

床面

8

鉢

土 師 器

A 108
B  46
C  26

平底。体部は内彎 して立 ち上が

り, 日縁部 は外反す る。

口縁部 内・外面ハケ ロ調整後ナ

デ。胴部外面下半ヘ ラ削 り,上
半 はハケ ロ整形,内面ヘ ラ削 り。

口縁部 内 ,外面赤彩。

砂粒・雲母・石

夫

橙色

普通

P230  PL50

100%

内・外面媒付着

南壁中央部付近

床面

9

対

土 師 器

B (75) 九底。日縁端部欠損。体部はや

や扁平な半球形を呈し,最大径

を上位にもつ。口縁部は内面に

稜をもち,外傾して立ち上がる。

口縁部 内・外面ヘ ラ磨 き。体部

外面ヘ ラ磨 き,内面ヘ ラナデ。

体部 内面 を除 き赤彩。

粒

色

好

砂

赤

良

スコリア P233  PL50

95%

PI内覆上上層

図版番号 器   種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第135図 10 不 明 土 製 品 17 炉 内 DP199

第 28号住居跡 (第 136図 )

位置 調査区の北東部,A14j8区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸 [2.25]m,短軸 [2.00]mの 隅九長方形を呈するものと推定される。

主軸方向 [N-9° Vヽ]

壁 削平され壁の立ち上が りを確認することができなかった。

床 やや凹凸であり,軟らかい。

ピット 検出されない。

炉 中央部から北西寄 りに検出されている。平面形は,長径50cm,短径48cmの不整円形を呈 し,

床を約 5 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けてレンガ状に赤変硬化 している。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆上下層にかけては,上師器片 (甕 1)や上師器の細片 (231点 )が出上している。

第137図 1の甕は炉の南西側床面に破片の状態で出上 している。第137図 2・ 3の上玉は覆土から

2点 出上 している。

所見 本跡は,中央部の床面から焼土及び炭化材が多 く出上 していることから火災住居跡 と思わ

れる。遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。
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仁居麟上層解説

1 櫛  色  ●―ム粒子i炭化拗多重 焼土少亀

焼主ブロック毬少量̀ 締まり有り。

0           2n

⑤
‐①

①
‐④

0.            10Cm

第131口 第2.8号住居跡実測図

第117国 第28号住居LTI出上遺物実測図
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第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法畳 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第137図

1

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[200]

(142)

胴部上半か ら口縁部 にかけての

破片。胴部は内彎 して立 ち上が

る。頸部 は「 く」の字状 を呈 し

日縁部 は外反 して立 ち上が る。

単 日縁。

口縁部 内・外面ハケ ロ整形後 ,

日唇部ナデ。胴部外面ハ ケ ロ整

形,内面ヘ ラナデ。

長る・石英

に景い黄橙色

普通

P234

10%

炉南西側床面

図版番号 器   種

法  量  (cm) 径

サ

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 137図 2 上 玉 07 覆 土 DP200

3 土 玉 姦 土 DP201

第 29号住居跡 (第 138図 )

位置 調査区の北西部,A12j9区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.73m,短軸3.69mの隅九方形を呈 している。

主軸方向 N-5°―W

壁 壁高は45～ 60cmで,垂直に立ち上がっている。

床 中央部から西側が一段高 くベ ット状に構築されてお り,全体的に良 く踏み固められ硬い。南

東コーナーには貯蔵穴が確認されている。その周 りには,床よリー段 と高いベル トがあり,ベル

トと床 との比高は 5～ 7釦である。

ビッ ト 20か所 (Pl～ P20)検 出されている。Pl～ P4は ,径15～ 20側の円形を呈 し,深さ21～ 25cm

で主柱穴 と考えられる。P5～ P14は ,径 12～ 21c7m,深 さ13～ 32cmで補助柱穴 と思われる。P15～ P19

は,東壁際から南壁寄 りに検出されてお り,壁柱穴 と思われる。P20は ,径20cmの 円形を呈 し,深

さ25cmで,南壁寄 りに傾斜 してお り,出入口施設に伴 う梯子ピットと考えられる。

炉 ほぼ中央部に検出されている。平面形は,長径78cm,短径56cmの楕円形を呈 し,床を約 8 cm

掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けてレンガ状に赤変硬化 している。

貯蔵穴 南東 コーナーに検出されている。平面形は,長径70cm,短径55側の不定形を呈 し,深さ

42cmである。底面は平坦で,壁は垂直に立ち上がっている。

覆土 覆上下層は,全体的に壁際に焼上が厚 く堆積 してお り,ロ ームブロックが斑状に含 まれ,

人為堆積 と思われる。覆土中層から覆土上層は自然堆積である。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (壺 7,甕 3,台付甕 2,高不 4,器台 2, ミニ

チュア 1)や土師器の細片 (576点 )が出上している。第141図 8の甕は北壁中央部付近の床面か

ら正位の状態で,第 141図 9の甕は北東コーナーの■の台付甕の上から正位の状態で,第 141図 11

の台付甕は北東コーナーの床面から正位の状態で,第 139図 1の三は貯蔵穴内の覆土上層からつぶ
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住居飾土層解説

1暗 掲 色

2褐  色

3褐  色

4褐  色

5明 褐 色

6 によい赤褐色

al

ロームプロック・焼上・焼土ブロッ

ク少量。軟質。

ロームプロ ノク多量,焼土粒子極少

量。締 まり有 り。

炭化物 多量,焼上プロック少量。軟

質。

ロームプロック・焼土・焼上小プロ

ック・炭化物少量。締 まり有 り。

ロームプロ ンク・焼土 炭化材多量。

締 まり有 り。

焼土・炭化物 多量,炭化材少量。結

まり有 り。

貯蔵穴土層解説

1 暗 褐 色 ローム小プロ ッタ・ ローム粒子 焼

上小ブロック・焼土粒子多量,炭化

物中量。締 まり有 り。

によい赤褐色 焼土 炭化物多量, ローム小プロッ

ク少量。締まり有 り。

によい赤褐色 ロームプロック多量,焼土・炭化物

中量。締まり有 り。

褐   色 ロームプロック ローム粒子多量,

炭化物少量。締まり有 り。

F                 _

第138図 第29号住居跡実測図

れた状態で,第 142図 14・ 16の高不の脚部は北壁中央部付近の床面から正位の状態で,第 142図 18

の器台の脚部は北壁中央部付近の床面から正位の状態で,第 142図 19の ミニチユア土器は 9の甕の

中から逆位の状態でそれぞれ出土している。

炉土層解説

1赤 褐 色

2 明 赤 褐 色

3 明 赤 褐 色

焼土ブロック・焼土粒子中量。締 ま

り有 り。

焼土プロック多量,焼土粒子少量。

硬質。

焼土粒子・粘土プロック少量。硬質。

。              2m
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所見 本跡は,全体的に焼土及び炭化材が多量に出土していることから火災住居跡 と思われる。

中央部から西壁付近には高不や器台等が出上 してお り,祭万Eを行った住居跡 と思われる。遺構の

形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡 と考えられる。

第29号住居跡出上遺物観察表

図版番号 器   種 法量 (cnI) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第139図

1 土  師  器

A 140
B 260
C  84

胴部一部欠損。平底。胴部 は下

膨れで,最大径 を下位に もつ。

口縁部 は頸部か らやや 内脅 して

立ち上が る。単 口縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後ナデ ,

内面ヘ ラナデ。胴部外面ヘ ラ磨

き,内面剖離が著 しく不明。胴

部 内面除 き赤彩。底部木棄痕。

砂粒・ ス コリア

明赤色

普通

P241  PL52

70%
二次焼成

貯蔵穴内覆土上

層

2 土  師  器

A 168
B (281)

底部欠損。胴部 は下膨れで,最

大径 を下位 に もつ。 日縁部はや

や内彎 して立ち上が る。頸部 に

突帯 をもつ。単 日縁。

口縁部外面ヘ ラ磨 き,内面ナデ。

胴部外面ヘ ラ磨 き,内面磨耗が

著 しく不明。外面 まだ らにま」離。

胴部 内面除 き赤彩。

砂 位

明赤褐色

普通

P240  PL52

50%

北東コーナー付

近床面

第140図

3 器

一笠

師土

B (280)

C  66
日縁部欠損。やや突出 した平底。

胴部 は球形 を呈 し,最大径 を中

位に もつ。

胴部外面ヘ ラ磨 き,内面ヘ ラナ

デ。外面赤彩。

粒

色

通

砂

赤

普

P242

80%

北東コーナー付

近床面

4 器

士霊

師土

16 8

(70)

Ａ
一
Ｂ

口縁部片。頸部か ら外反 して立

ち上が り, 日唇部はやや 内彎す

る。単 口縁。

口縁部 内 外面ヘ ラ磨 き。内

外面 まだ らに子」離。

長石・ スコ リア

・万英

にぶい橙色

普通

P243

20%

二次焼成

炉西側床面

土  師  器

[136]

(108)

Ａ

Ｂ

胴部上半か ら口縁部 にかけての

破片。胴部は内彎 して立 ち上が

る。頸部 は「 くJの字状 を呈 し,

日縁部 は外反 して立ち上が る。

単 口縁。

口縁部 内 外面,胴部 内面磨耗

が者 しく不明。胴部外面ヘ ラ磨

き。

砂粒・長石・ス

コリア

明赤褐色

普通

P244

15%

二次焼成

中央部床面

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(96)
11 8

底部片。胴部は内彎して立ち上

がる。

胴部外面下半部ヘ ラ磨 き,内面

磨耗が著 しく不明。外面赤彩。

砂粒・長石

橙色

普通

P245

20%

南壁中央部付近

床面

7 器

士笠
師土

B (127) 底部及び 日縁部欠損。胴部 は下

膨れで,最大径 を下位 に もつ。

胴部下位 に単孔 を穿つ。

胴部外面ヘ ラ磨 き,内面ナデ。

内面 まだ らに剖離。外面赤彩。

砂粒

暗赤褐色

良好

P246  PL52

50%

北東コーナー付

近床面

第141図

8

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

20 8

(189)

底部欠損。胴音Ⅲよ球形 を呈 し,

最大径 を中位 に もつ。 日縁部 は

内面に稜 をもち,やや 内彎気味

に立ち上が る。 口碁部 にキザ ミ

目をもつ。単 口縁。

胴部外面ヘ ラ削 り,内面ヘ ラナ

デ 。

砂粒 ,ス コリア

赤褐色

普通

P235  PL52

70%

外面煤付着

北壁中央部付近

床面

甕

土 師 器

A 184
B (161)

底部欠損。胴部 は球形 を呈 し,

最大径 を中位 に もつ。 口縁部 は

外反 して立 ち上が る。 口唇部に

キザ ミロをもつ。単 口縁。

口縁部内・外面ハケロ整形。胴

部外面粗いヘラナデ,内面ナデ。

内面まだらにま」離。

砂粒・ スコリア

・石英

明赤褐色

普通

P236  PL52

60%

内面煤付着

北東コーナー

P238台付甕上

甕

土 師 器

A [148]
B (134)

胴部から口縁部にかけての破

片。胴部は球形を呈し,最大径

を中位にもつ。日縁部は頸部か

ら外反して立ち上がる。単日縁。

日縁部 内・外面ナデ。胴部 内・

外面ヘ ラナデ。内 ,外面 まだ ら

に工」離。

長石・ スコ リア

橙色

普通

７
　
　
上

２３

％

直

Ｐ

２０

炉
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0              10Cm

第139図 第29号住居跡出土遺物実測図(1)
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0              10Cm

第140図 第29号住居跡出土遺物実測図(2)
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0              10Cm
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第141図 第29号住居 Ltl出 土遺物実測図(3)



SE1/2

0              10cm

第142図 第29号住居跡出土遺物実測図い)

図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第141図

11

甕

器

仕

師

ム
ロ

土

Ａ

Ｂ

Ｅ

16 8

(298)

(45)

台部 は「ハ」の字状 に下方へ開

く。胴部 は球 形 を呈 し,最大径

を中位 に もつ。頸部 は「 くJの

字状 を呈 し, 日縁営Ыよ外反 して

立 ち上が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ナデ。胴部外面

ハケ ロ整形,内面ナデ。台部 内・

外面ハ ケ ロ整形。 内・外面 まだ

ら1こ 幸U離。

粒

色

好

砂

橙

良

スコリア P238  PL58

90%

外面媒付着

北東コーナー付

近床面

図‐４２

‐２

第 菱

器

付

師

ム
ロ

土

Ｂ

Ｄ

(93)
128

台部片。「ハ 」の字状 に下方へ開

く。 台部底面に粘土組の貼 り付

け痕が確認で きる。

台部外面ハケロ整形,内面ヘラ

ナデ。

砂粒

暗灰黄色

普通

P239

20%

外面媒付着

南壁中央部付近

床面

郷

器師

高

土

A 230
B (56)

不者bの破 片。不部 は内彎 して立

ち上が る。不部に歪みが見 られ

る。

内・外面ヘラ磨き。内・外面ま

だらによ」離。内・外面赤彩。 色

粒

赤

通

砂

暗

普

P247
30%

内・外面煤付着

中央部床面

郷

器

一局

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(72)
11 6

60

脚部片。脚部 はラ ッパ状に下方

へ開 く。 3孔。

外面ヘラ磨き,内面ヘラナデ。

内・外面まだらにま」離。外面赤

ヌ多。

長石・ スコ リア

明赤褐色

普通

P248  PL52

50%

北壁中央部付近

床面

不

器師

高

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(7_7)

10 6

61

脚部 片。脚部 は「ハ」の字状 に

下方へ開 く。 3孔。

外面ヘラ磨き,内面ヘラナデ。

外面まだらに剖離。外面赤彩。

粒

色

通

砂

赤

普

ＬＰ９
　
　
上

２４

％

直

Ｐ

５０

炉
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図版番号 器   種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考

図‐４２

・６

第 郭

器師

古
回

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(79)
12 1

70

脚部片。脚部はラッパ状 に下方

へ開 く。 4孔。

外面ハケ ロ整形後ナデ,内面ノ

ケ ロ整形。外面赤彩。

砂粒

にない橙色

普通

P250  PL52

30%

外面煤付着

北壁中央部付近

床面

ムロ
器

器

土

Ａ

一Ｂ

98
44

器受部片。器受部 は外傾 して立

ち上が り, 口縁直下は垂直にな

る。器受部 中央に単孔。

器受部 内 外面ハ ケ ロ調整後へ

ラ磨 き。 内・外面赤彩。

長石・ ス コリア

赤色

普通

P251

60%

外面燥付着

南壁中央部付近

覆上下層

ムロ

器師

器

土

Ｄ

Ｅ

90
55

脚部片。脚部はラッパ状に下方

へFIqく 。器受部中央に単孔。脚

部に3孔。

脚部外面ヘラ磨き,内面ハケロ

整形後ナデ。

砂粒・長石・パ

ミス

赤褐色

普通

P252  PL52

50%

外面煤付着

北壁中央部付近

床面

鍔

器

ユァ

師

予
一

土

A  53
B  58
C  29

甕形。やや上 げ底。胴部 は球形

を呈 し,最大径 を中位 に もつ。

頸部 は「 く」の字状 を呈 し, 日

縁部 は外額 して立 ち上が る。

日縁部 内・外面ナデ。胴部外面

ヘ ラ削 り後丁寧 なナデ,内面ナ

1声。

長石・石英

黒褐色

普通

P253  PL52

100%

P236甕 内

第 31号住居跡 (第143図 )

位置 調査区の北西部,A12,2区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.00m,短軸2.85mの I品九方形を呈 している。

主軸方向 N45°―W

壁 壁高は12～ 25cmで,外傾 して立ち上がっている。

壁滞 南コーナーを除いて壁下を回っている。上幅 9～ 15cm,深 さ 4～ 6 cmで,断面形は,「 U」

字状を呈 している。

床 ほぼ平坦で,西 コーナーから北東壁中央部にかけて特に良 く踏み固められ硬い。

ピット 4か所 (Pl～ P4)検出されている。Pl～ P3は ,径30～ 41cmの 円形を呈 し,深さ18～ 65cm

で,規模や配列から主柱穴 と考えられる。P4は ,径22cmの 円形を呈し,深さ16cmで ,補助柱穴 と

思われる。

炉 中央部から南東寄 りに検出されている。平面形は,長径53cm,短径47伽の楕円形を呈 し,床

を約16cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けてブロック状に赤変硬化 している。

貯蔵穴 南コーナー付近に検出されている。平面形は,径28cmの 円形を呈 し,深さ26cmである。

底面は平坦で,壁は南西壁が段になり外傾 して立ち上がっている。

覆土 ロームブロック及び焼土粒子,炭化物を含み,人為堆積 と思われる。

遺物 床面や覆上下層からは土師器片 (壼 2,高不 1)や土師器の細片 (30点)が出上している。
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＼

B

A

A 18.Om

二 17.6m

―
住居RI土 層解説

1褐  色

2明 褐 色

3褐  色

4 明 褐 灰 色

5暗 褐 色

炉土層解説

1 明 赤 褐 色 焼上大プロ ノク少量。締 まり有 り。

2 明 赤 掲 色 焼土小プロック少量。軟質。

3 明 赤 褐 色 焼土粒子少量。軟質。

01

ロームプロック少量。軟質。

焼土粒子・炭化粒子少量。軟質。

ロームブロック・焼土プロック・炭

化材少量。軟質。

ローム粒子 焼土粒子・炭化粒子・

粘上少量。軟質。

ローム粒子・焼土粒子少量。軟質。

♀      ・      〒
m

0               1m

第143図 第31号住居跡実測図

第144図 1の壼は南コーナー付近の覆上下層から破片の状態で,第 144図 2の壺は炉の東側床面か

ら破片の状態で,第 144図 3の高不の脚部は西コーナー付近の覆上下層から出上している。粘土塊

は炉の西側床面から出上している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第144図

1 器

士霊

師土

Ａ

Ｂ

[118]

(55)

口縁部の破片。頸部から外反し

て立ち上がる。日縁部上位に 2

個 1組の孔 (焼成前)を もつ。

単口縁。

日縁部粗 くヘ ラナ几 内面ハ ケ

目調整後ナデ。

砂粒・雲母・ス

コリア

橙色

普通

P257

10%

南コーナー付近

覆上下層
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第144図 第31号住居跡出土遺物実測図

0              10cm

第32号住居跡 (第 145図 )

位置 調査区の北西部,B■ a。 区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.10m,短軸3.00mの 隅丸方形を呈している。

主軸方向 N29°―W

壁 壁高は26～ 34cmで,外傾 して立ち上がっている。

壁濤 南壁下を除いて回っている。上幅■～14cm,深 さ4～ 6 cmで,断面形は,「 U」字状を呈 し

ている。

間仕切 り濤 1条 (a)検出されている。北西壁の西コーナー寄 りから床中央部に向かってのび

ている。長さ1.00m,上幅11～ 15伽で,断面形は,「 U」 字状を呈している。

床 ほぼ平坦で,踏み固められやや硬い。

ピット 5か所 (Pl～ P5)検出されている。Pl～ Paは ,径21～ 25cmの 円形を呈し,深さ 6～ 15cm

で,規模や配列から主柱穴と思われる。P4は,径18cmの 円形を呈し,深さ15cmで,出入口施設に

伴う梯子ピットと考えられる。P5は ,径17cmの 円形を呈し,深さ13cmで,補助柱穴 と思われる。

炉 中央部から南寄 りに検出されている。平面形は,長径63cm,短径47cmの楕円形を呈 し,床を

約15cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けて赤変硬化 している。

貯蔵穴 東コーナー付近に検出されている。平面形は,長径61cm,短径53cmの不整楕円形を呈し,

深さ22cmである。底面は平坦で,壁は緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆土 褐色上のローム土及びローム小・中ブロックを多量に含み,人為堆積 と思われる。

遺物 床面から覆土上層にかけては,土師器片 (重 6,台付甕 1,器台 1)や土師器の細片 (59

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 柄   考

囲４４

２

第

土  師  器

Ａ

一Ｂ

[82]
(53)

胴部上半か ら口縁部 にかけての

破片。胴部は内瞥 して立 ち上が

る。 日縁部は短 く外反 して立 ち

上が る。単 口縁。

口縁部内・外面ナデ。胴部外面

ヘ ラ削 り,内面ナデ。輪積み痕

有 り。内・外面 まだ らに剖離。

砂粒・ スコ リア

明赤褐色

普通

P258

10%

炉東側床面

3

不

器師

高

土

Ｂ

Ｄ

(50)

[100]

IAR部 の破 片。脚部 はラ ッパ状 に

下方へ開 く。

脚部外面ヘラ磨き,内面ヘラ削

り。

砂粒・雲母・ ス

コ リア

橙色

普通

P259

10%

西コーナー付近

覆土下層
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キ|

D

B

《H 01 alく
|

_   住居跡土層解説

1褐  色

2明 褐 色

3褐  色

4明 褐 色

ロームプロック少量。軟質。

ロームブロック多量。軟質。

ロームブロック少量,焼土粒子 炭

化粒子極少量。軟質。

ロームプロック多量。軟質。

El私6m  一

帯 2

F

貯蔵穴土層解脱

1 褐  色  焼土粒子・粘土プロック少量。軟質。

2 明 褐 色  粘土ブロック少量。硬質。

炉上層解説

1 明 褐 色 焼土粒子少量。締 まり有 り。

2 明 赤 褐 色 焼土ブロック・焼土粒子少量。硬質。

o             2m

0               1m

第145図 第32号住居LII実測図

点)が出土している。第146図 7の台付甕は南コーナー付近の床面から横位の状態で,第 146図 6

の壺は北コーナー付近の床面から破片の状態で,第 146図 8の器台の脚部は北東壁中央部付近の床

面から破片の状態でそれぞれ出土している。第146図 1の壷は南コーナー付近の床面から出土し,

第35号住居跡の上師器片と接合されている。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。
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0              10Cm

第148図 第32号住居Ltl出 土遣物実測図
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第32号住居蹴出土遺物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第146図

1 器

一霊
師土

Ａ

Ｂ

19 5

(314)

底部 欠損。胴部 は球 形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。日縁部は頸部から外傾

して立ち上が り,日唇部で

やや 内彎す る。複合 口縁。

口縁 部 外 面 網 目状 撚 糸

文,内面ヘ ラ磨 き。胴部外

面ヘラ磨 き,内面ヘラナえ

胴部 内面,日 縁部外面 を

除 き赤彩。 口縁部外面 に

円形の赤彩。

砂粒・ スコリア

暗赤色

普通

P261  PL57
70%
南コーナー付近

床面

2 器

士軍
師土

Ａ

Ｂ

14 7

(85)
口縁部片。 日縁部 は頸部

から斡 外傾 して立ち上が

り,日 縁部上位 で内瞥す

る。頸部に突持 をもつ。単

日縁。

口縁部 内 外面丁寧なヘラ

ナデ。内・外面赤彩。

砂粒・スコリア

橙色

普通

P262  PL57
30%
南コーナー付近

床面

3 器

一笠
師土

Ａ

Ｂ

口縁部片。 日縁部 は頸部

から外反してゴち上がる。
単 日縁。

口縁部外面ハ ケ ロ整形 ,

内面ハケロ調整後ナえ 輪

積み痕有 り。

砂粒・スコリア

に漆い橙色

普通

P263  PL57
30%
北コーナー付近

覆土下層

4 土 師 器

A  84
B (42)

口縁部片。頸部から外反 し

て立 ち上が る。単 日縁。

日縁部内・外面ハケロ調

整後丁寧な方デ。

砂粒・雲母・スコ

リア

橙色

普通

P264
10%
東コーナー付近

覆土中層

5 土 師 器

Ｂ

Ｃ

(205)

[48]
底部から胴部に力` すての破

片。平底。胴部 は下膨れで

最大径 を下位 に もつ。

胴部外面ヘ ラ削 り,内 面ナ

デ。輪積み痕有 り。内面 ま

だ らに剖離。

砂粒・ スコ リア

橙色

普通

P265
40%
北東壁中央部付

近床面

土  師  器

Ｂ

Ｃ

(65)
27

口縁部欠損。平底。胴都 は

やや扁平な球形 を呈 し,最

大径 を中位 に もつ。

胴部外面ハケロ調整後へ

ラナデ,内面ヘラナデ。

砂粒 スコリア

雲母

明褐灰色

普通

P266
50%
外面煤付着

北コーナー付近

覆上下層

7

甕

器

付

師

ム
ロ
土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部 は ラ ッパ状 に下方へ

開 く。胴部 は球形 を呈 し,

最大径 を中位 にもつ。日縁

部は頸部か ら外反 して立

ち上がる。台部底面に粘土

紐員古り付 1す 。

口縁部 内・外面ナデ。胴部

外面ヘ ラ削 り後ナ兄 内面

ナデ。台部外面ヘ ラナデ ,

内面ヘ ラ削 り。

砂粒・雲母・ ス コ

リア

浅責橙色

普通

P260  PL57
100%

内・外面煤付着

南 コーナー付近

床面

8

台

器

器

土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

90
95
14 1

68

脚部一部欠損。脚苫Mよ ラッ

パ状に下方へ開 く。器受部

は皿状 を呈 し,中 央に単孔

をもつ。脚部に 3孔。

器受部内・外面ヘ ラ磨 き。

脚部外面ヘ ラ磨 き,内 面ナ

デ。脚部 内面除 き赤彩。

砂粒・雲母・ スコ

リア

にぶい桂色

普通

P267  PL57
70%
北東壁中央部付

近床面

第33号住居跡 (第 147・ 148図 )

位置 調査区の北西部,A12i3区 を中心に確認されている。

重複関係 本跡の北東部は,第34号住居跡の南西部を掘 り込んでいる。

規模 と平面形 長軸6.45m,短軸6.35mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N70°一W

壁 壁高は24～ 34cmで,外傾 して立ち上がっている。

壁溝 壁下を全周している。上幅10～ 17cm,深 さ5～ 7 cmで,断面形は「U」 字状を呈している。

間仕切 り溝  1条 (a)検出されている。東壁中央部から床中央部に向かってのびている。上幅

9～ 12cm,深 さ9～ 12伽で断面形は「U」 字状を呈している。
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床 やや凹凸であり,全作的に良く踏み固められ硬い。

ピッ ト 13か所 (Pl～ P13)検 出されている。Pl～ P3は ,径18～ 38cmの ほぼ円形を呈し,深 さ19～ 26

cmで,規模や配列から主柱穴と思われる。P4～ Pllは ,径23～ 36∽の円形を呈し,深 さ9～ 31cmで ,

補助柱穴と思われる。 P12は ,径42cmの 円形を呈し,深さ33cmで ,出入口施設に伴 う梯子ピットと

考えられる。P13は ,径42cmの 円形を呈し,深さ12cmで梯子ピットの補助柱穴と思われる。

炉 中央部に 2か所 (炉 1・ 炉 2)検出されている。炉 1の平面形は,長径76cm,短径62cmの不

定形を呈し,床を約 5 cm掘 り窪めた地床炉である。炉 2の平面形は,長径125cm,短径82伽の不整

椿円形を呈し,床 を約12cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は, ともに焼けてレンガ状に赤変硬化

している。

貯蔵穴 東壁中央部に検出されている。平面形は,長径75cm,短径58cmの楕円形を呈し,深さ49

cmで ある。底面は平坦で,壁は外傾 して立ち上がっている。

覆土 覆土中・上層は自然堆積である。覆上下層はローム上を斑状に多く含み,人為堆積 と思わ

ヤ化る。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (台付甕 1,高不 2)や土師器の細片 (36点)が

出上している。第149図 1の台付甕は炉 2の西側の床面からつぶれた状態で,第 149図 2の高lThの

脚部は南東コーナー付近の床面から,第149図 7の石氏石は北東コーナー付近の覆土下層から,第 149

図 6の上玉は貯蔵穴内の覆上中層からそれぞれ出上している。また,北壁中央部付近からPl付近

にかけての床面からわずかであるが鉄津が出上している。

所見 本跡は,重複関係から第34号住居跡より新 しい時期に構築されている。また,焼土及び炭

化材が壁際から多く出土していることから火災住居跡と思われる。遺構の形態や出土遺物等から

古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第149図 4・ 5は第33号住居跡から出土した土師器片の拓影図である。 4は複合口縁部で,口唇

部及び内面に網目状撚糸文が施文されている。内・外面赤彩。 5は壺の頸部で,円形浮文が 3個

貼付され,以下細かい網目状撚糸文が施文されている。円形浮文赤彩。

第33号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調 焼成 備   考

第149図

1

甕

器

付

師

ムロ
土

Ａ

Ｂ

Ｅ

23 5

(276)

(11)

台部 欠損。胴部 は球形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 く」の字状 を

呈し,日 縁著Ыま外反 して立

ち上が る。日唇部にキザ ミ

目をもつ。単 口縁。

口縁部内 ,外面ヘ ラナデ。

胴部外面ヘ ラナ几 内面サ

1声。

砂粒 雲母 ,ス コ

リア

橙色

普通

P268  PL58
80%
二次焼成

炉 2西側床面
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住居跡土層解説

1 黒 褐 色 焼土多量。炭化物少量。軟質。

2 極 暗 褐 色 焼土 炭化物中量, ローム粒子少量。

締 まり有 り。

3 褐   色 ローム粒子多量,焼土・炭化物少量。

締 まり有 り。

4 褐   色 ローム粒子多量,炭化物極少量。締

まり有 り。

焼上・炭化物中量,コ ーム粒子少量。

締 まり有 り。

焼土 焼土ブロック多量,炭化物少

量。締 まり有 り。

ローム中プロック多量,焼土粒子中

量,炭化物極少量。締まり有 り。

ロームプロック・焼土粒子中量,炭

化物極少量。締 まり有 り。

ロームブロック多量,焼土粒子少量 ,

炭化物極少量。締 まり有 り。

∞ |

0              2m

＼

B

貯蔵穴土層解説

1 によい赤褐色

2 暗 赤 褐 色

Ｄ
一

一Ψ3褐

4褐

5褐

色

色

第147図 第33号住居lMI実測図(1)
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二17.Om

F

焼土小プロック・炭化物多量。締ま

り有り。

ローム粒子・焼土・焼土小 中プロ

ック・炭化物多量。締まり有 り。

0               1m

炉土層解説 (E)

1 によい赤褐色

炉土層解説 (F)

1 暗 赤 褐 色

第148図 第33号住居跡実測図(2)

＼
‐

~

拳

第149図 第33号住居 LII出 土遺物実測・ 拓影図

0

＼
ヽ

④
‐③
．
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図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第149図

2

不

器師

一局

土

Ｂ

Ｄ

(50)
[17 6]

脚部の破片。脚部はラッパ

状 に大 きく下方に開 く。脚

部 に 2孔確認で きる。

脚部外面ヘラ磨き,内 面丁

寧なナデ。外面赤彩。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤色

普通

P269  PL58
20%
南東コーナー付

近床面

3

不

器

工局

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(69)
106
(69)

脚部片。脚部はラッパ状に

下方へ開 く。 3孔。

脚部外面ヘラ磨き,内面丁

寧なナデ。

砂粒・雲母

淡責色

普通

P270
50%
東壁中央部付近

床面

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 径

う

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 149図 6 土 玉 貯 蔵 穴 内 DP203

図版番号 器    種

法 量

石    質 出 土 地 点 偏 考

長 さ (cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第149図 7 祗    石 (109_4) 砂   岩 覆 上 下 層 Q25

第35号住居跡 (第150'151図 )

位置 調査区の西部,BndO区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸4.46m,短軸4.40mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-63°一W

壁 壁高は46～ 54cmで,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁下を全周している。上幅10～ 17cm,深 さ12～ 18cmで,断面形は「U」 字状を呈している。

床 やや凹凸であり,中央部の床面は特に良 く踏み固められ硬い。

ビッ ト 4か所 (Pl～ P4)検出されている。PI～ P3は ,径25～ 55cmの 円形を呈し,深さ18～ 23cm

で,規模や配列から主柱穴と思われる。P4は ,径37cmの 円形を呈し,深さ40cmで,出入口施設に

伴う梯子ピットと考えられる。

炉 中央部から北西寄 りに検出されている。平面形は,長径98cm,短径73cmの楕円形を呈し,床

を約 7 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受けて赤変硬化している。

貯蔵穴 東コーナーの壁際に検出されている。平面形は,径48cmほ どの円形を呈し,深さは40cm

である。底面は平坦で,壁は外傾 して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 床面から覆土中層にかけては,土師器片 (壼 6,甕 4,台付甕 5,高不 5,器台 3)や土

師器の細片 (339点 )が出土している。第153図10の甕は西コーナー付近の床面からつぶれた状態

で,第 153図 14の台付甕は中央部の床面からつぶれた状態で,第 152図 1の壺は南コーナー付近の

床面及び覆上下層の焼土内からつぶれた状態で,第154図 17の高lThの 年部は東コーナー付近の床面

から破片の状態で,第 154図22の器台は中央部から東寄 りの床面からそれぞれ出土している。
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C

>

A13.2m

2 褐   色 ローム粒子多量, ローム小・ 中プロ

ック・炭化物少量,焼土極少量。締

まり有 り。

3 褐   色 ロームガヽプロック・ローム粒子中量,

ロームブロック・炭化物少量,焼土

極少量。結 まり有 り。

4 褐   色 ローム粒子多量,炭化物中量,焼土・

焼土 可ヽプロック少量。締 まり有 り。

5 暗 褐 色 ローム粒子・焼土 ,焼土小プロック・

炭化物多量。締 まり有 り。

6 褐   色 ロームイヽプロック・ローム粒子多量,

焼土・炭化物少量。結 まり有 り。

7 暗 褐 色  ローム粒子・ ローム小ブロック・焼

土 焼土プロック・炭化物・炭化材

F立
4m          

量。締まり有り。
_

第150図 第35号住居Ltl実測図

01 01

貯歳穴土層解脱

1褐  色

2明 褐 色

ローム粒子・焼土大ブロック・焼土

粒子・炭化粒子少量。軟質。

焼土プロック・焼土粒子・炭化粒子・

炭化材少量。軟質。

3 に h・ い褐色 焼土粒子・炭化粒子少量。軟質。

4 褐   色 焼土粒子・炭化粒子少量。軟質。

5 橙   色 娩土粒子多量。締 まり有 り。

o               2m

炉土層解説

1 明 赤 褐 色 焼土プロック・焼土粒子・炭化粒子・

炭化材少量。締 まり有 り。

2 極暗赤褐色 焼土プロック・焼土粒子・炭化粒子

少量。軟質。

3 極暗赤褐色  ローム粒子・焼土プロック・焼土粒

子・炭化粒子少量。軟質。

0                1m

仁居跡土層解説

1 にない褐色 ローム小ブロック中量,ロ ームプロ

ッタ・焼土・炭化物極少量。締 まり

有 り。
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曳 生■:、 珍 '

B

0               2m

第151図 第35号住居跡遺物出上位置図

第32号住居跡の第146図 1の壼片の一部は,貯蔵穴内の覆土か ら床面にかけて出土している。

所見 本跡は,全体的に焼上が厚 く堆積 し,炭化材 も壁際から多く出土 していることから火災住

居跡と思われる。遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居か と考えられる。

第95号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 娩成 備   考

第 152図

1 土 師 器

22 7

(358)

Ａ

Ｂ

底部 欠損。胴部 は下膨 れ

で,最大径 を下位 に もつ。

日縁部 は頸部 か ら外反 し

て立 ち上がる。頸部に円形

浮文貼 り付け。口唇部にキ

ザ ミロ文 をもつ。複合 ロ

労場k。

口縁 部 外 面 網 目状 撚 糸

文 ,内面ヘ ラ磨 き。胴部外

画ヘ ラ磨 き,上位網 目状撚

糸文,内面ヘ ラナデ。口縁

部外 面に円形の赤彩 ,胴
部 内面網 目状撚 糸文帯 を

除 き赤彩。

砂粒・雲母・ スコ

リア

赤色

普通

P280  PL61
80%
南コーナー付近

床面

2 土 師 器

85
(10 0)

Ａ

Ｂ

胴部下半から底部欠損。
胴部は球形を呈し,最大径

を中位にもつ。日縁部は外
反して立ち上がる。単日

褒々た。

日縁部外面ヘラナ元 内面
ハケ ロ整形。胴部外面ヘラ

磨き,内面ま」離著しく不
明。胴部内面を除き赤彩。

長石

にな い橙色

普通

P281
50%
北西壁中央部付

近床面
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0              10Cm

第152図 第35号住居跡出土遣物実測図(1)

―-231-―



雨
＼

0           10Cm

第153図 第35号住居跡出土遺物実測図(2)
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第154回 第35号住居謝出土遺物実測図(3)

0              10Cm

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考

第152図

3 器

士霊
師土

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部か ら回縁部 の一部欠

損。やや突出 した平底。胴

言騨ま球形 を呈 し,最大径 を

中位にもつ。日縁部は外傾

して立 ち上が る。単 回縁。

口縁部外面ナ兄 内面ハケ

目調整後ナデ。胴部内・外

面ハケ ロ調整後ヘラナデ。

砂粒・雲母・石英

橙色

普通

P282  PL61
70%
外面煤付着

南東壁中央都付

近床面

4 土 師 器

Ａ

Ｂ

10 7

(85)
胴部 中位 以下欠損。胴部

は内彎 して立ち上がる。日

縁部 は外反 して立 ち上が

る。単 口縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形。胴部外面ハ ケ ロ調整

後ヘ ラナデ,内面ナデ。輪

積 み痕有 り。

砂粒

浅黄橙色

普通

P288  PL61
50%
北コーナー付近

覆土下層

5 土  師  器

Ｂ

Ｃ

(98)
[50]

胴部片。やや 突出 した平

底。胴部は球形 を呈 し,最

大径 を中位 に もつ。

胴部外面ハ ケ ロ整 形,内
面ナデ。内面 まだ らに剖

離。

砂粒・パ ミス・ ス

コリア

明褐色

普通

P284
20%
南東壁中央部付

近覆上下層

6 器

一霊
師土

Ａ

Ｂ

口縁部の破片。頸都は「 く」

の字状 を呈 し,日 縁著Ⅲま外

傾 して立 ち上が る。単 ロ

諺々た。

口縁部外面ハ ケ ロ整形後

ナデ,内 面ナデ。内面 まだ

らに劉離。

砂粒・ ス コリア

明褐色

普通

P298
10%
北コーナー付近

覆上下層

7

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

21 0

(122)

胴都 中位 以下 欠損。胴部

は内彎 して立ち上がる。頸

部は「 く」の字状 を呈 し,

日縁部 はやや短 く外反 し

て立 ち上が る。単 日縁。

口縁部ハケロ調整後ナ免

胴部外面ハ ケ ロ整形後ナ

え 内面ナデ。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤褐色

普通

P271  PL61
30%
二次娩成

中央部覆上下層

8

甕

土  師  器

Ａ

Ｂ

[161]
(111)

】同音る」ュ半か ら日縁部 にか

けての破片。胴著Ыよ内彎 し

て立ち上がる。口螂 1ま外

反 して立 ち上が る。単 口

狩場k。

口縁部 内 ,外面ハ ケ ロ調

整後ナデ剖同部外面ハケロ

調整後ナデ,内面ナデ。

砂粒・パミス

黒褐色

普通

P272
20%
外面煤付着

中央部覆上下層
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図版番号 器 種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第153図

9

甕
上 師 器

Ａ

Ｂ

[184]
(80)

胴部上i半か ら口縁苫Бにか

けての破片。胴部は内彎 し

て立 ち上がる。頸部は「 くJ

の字状 を呈 し,日 縁吉Ⅲよ外

反 して立 ち上が る。単 口

縁。

口縁部 内・外面ハ ケ ロ整

形後ナデ。胴部外面ハケロ

整形,内面ヘ ラナデ。

ス粒

色

通

砂

赤

普

P273
10%
西コーナー付近

覆土中層

甕

土  師 器

Ａ

Ｂ

[229]

(65)
胴著Б上半か ら日縁部 すこか

けての破 片。胴部は内彎 し

て立 ち上がる。頸苫Ыよ「 くJ

の字状 を呈 し,日 縁著Ⅲよ外

反 して立 ち上が る。単 口

#舅た。

口縁部内・外面ヘラナデ。

胴部内 ,外面ヘラナデ。

砂粒・ ス コ リア

黒褐色

普通

P274
10%
外面煤付着

西 コーナー付近

床面

11

甕

器

付

師

ム
ロ
土

A 237
B (246)

台部 欠損。胴部 は球形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 く」の字状 を

呈 し,口縁部は外反 して立

ち上がる。口唇部にキザ ミ

目をもつ。単 日縁。

口縁部内・外面ヘラナデ。

胴部外面ヘラ削り,内面ナ

デ。

砂粒・スコリア

灰褐色

普通

P275  PL61
70%
内・外面煤付着

西コーナー付近

覆上下層

甕

器

付

師

ムロ
土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

[230]
29 7

台部は「ハ」の字状 を呈 し,

下方へ開 く。胴部は球形を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部 は「 く」の字状 を

呈 し,日縁部は外反 して立

ち上がる。頸部は内面に稜

をもつ。

口縁部内・外面ヘ ラナデ。

胴都外面丁寧 なヘ ラナえ

内面ヘ ラナデ。台部 内・外

面ヘ ラナデ。

斑
髄
魏

P276  PL61
60%
二次焼成

中央部覆上下層

甕

器

付

師

ムロ
土

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

112
162
78
43

胴 部 一 部 欠 損。台 部 は

「ハ」の字状 を呈 し,下方

へ 開 く。胴都 はやや長胴

乱 最大径 を上位 に もつ。

日縁部 は 2段の輪積 み痕

を残 し,外反 して立 ち上が

る。台部 と胴部の接合 を確

認で きる。

口縁部外面ナデ,内面ハケ

目整形。胴部外面ハ ケ ロ

整形,内 面ナデ。台部外面
ヘラ削 り後ハケロ調整,内

面ナデ。 内面 まだ らに手J

離。

砂粒・雲母・スコ

リア

にない褐色

普通

P277  PL61
60%
外面煤付着

東コーナー際覆
上下層

甕

器

付

師

ムロ
土

Ａ

Ｂ

13 1

(112)

台部欠損。胴音Ыまやや長胴

で,最大径 を上位 に もつ。

頸部 は「 くJの字状 を呈 し,

日縁部 は外反 して立 ち上

が る。複合 口縁。

口縁部 内・外面ナデ。胴部

内・外面ヘ ラ削 り後ヘ ラナ

デ。

粒

色

通

砂

褐

普

P278  PL61
60%
二次焼成

中央部床面

第 154図

15

甕

器

付

師

ムロ
土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(90)
12 0

70

台部片。台部は「ハ」の字

状に下方へ開 く。

台部外面ヘ ラ削 り後ナえ

内面ナデ。 斑
断
髄
魏

スコリア P279
20%
西コーナー付近

床面

不

器

高

土

Ａ

Ｂ

14 3

(48)
不部片。不部下位に緩勅 ヽ

な稜 をもち,外傾 して立ち

上が る。

T7h部 内 ,外面ヘ ラ磨 き。

内・外面赤彩。内面 まだ ら

に剥離。

石

色

通

長

赤

普

P285
40%
東コーナー付近

覆上下層

17

不

器師

一局
土

Ａ

Ｂ

[172]

(57)
不都片。不音b下位 に稜 をも

ち,外傾 して立 ち上が る。

不部 内 外面ヘ ラ磨 き。

内・外面赤彩。 内・外面 ま

だ らに剖離。

石英・パ ミス

明赤褐色

普通

P286
30%
中央部東寄り覆
上下層

訴

器師

高

土

Ａ

Ｂ

[178]

(44)

jTh部 片。イ部下位 に稜 をも

ち,内彎気味に大 きく立ち

上が る。

lTN部 内・外面ヘラ磨 き。

内・外面赤彩。内・外面ま
だらによ」離。

石英・パ ミス

にぶい赤褐色

普通

P287
15%
東コーナー付近

覆上下層
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図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考

第154図

19

杯

器師

甫

土

Ｂ

Ｄ

(57)
[184]

脚部片。脚部はラッパ状に

大 きく開 く。 3孔。

脚部外面ヘラ磨 き,内面丁

寧 なヘ ラナデ。内・外面 ま

だらにI」 離。内・外面赤彩。

砂粒 ・パ ミス

にぶい黄橙色

普通

P288  PL61
30%
外面媒付着

南西壁中央部付

近覆上下層

不

器師

一局

土

Ｂ

Ｅ

(60)
(50)

脚部片。脚部はラッパ状に

下方へ下がるものと思われ

る。

脚部外面ハ ケ ロ調整後へ

ラナデ,内 面ハ ケ ロ整形。

砂粒・ ス コリア

橙色

普通

P289
30%
西コーナ謝 近

覆上下層

台

器師

器

土

A  84
B  54
D  96
E  40

脚部一部欠損。脚部はラッ

パ状に開 く。器受吉Ыよ緩や

かな皿状 を呈 し,中 央に単

孔 をもつ。脚部 に 3孔。

器受部外面ナえ 内面ヘラ

磨 き脚部外面ヘラナデ,内

面ナデ。脚部 内面 を除 き赤

彩。

砂粒・雲母・スコ

リア

赤色

普通

P290  PL61
70%
東コーナー付近

床面

台

器師

器

土

Ａ

Ｂ

[81]
(46)

器受部片。器受音Ыまやや内

彎 して立ち上が り,中央部

に単孔 をもつ。

器受部内・外面丁寧なヘラ

ナデ。

長石 ・石英

浅責橙色

普通

P291
50%
中央部東寄り床

面

ム
ロ
器師

器

土

Ｂ

Ｄ

(73)
[10 8]

脚部片。脚部 は「ハ」の字

状に下方へ開き,脚部下位

でやや内彎す る。

脚部外面ハ ケ ロ整形,内
面 ナデ。外面赤彩。

砂粒・スコリア

にぶい橙色

普通

P292
10%
南東壁中央部付

近覆上下層

第38号住居跡 (第 155。 156図 )

位置 調査区の西部,B■ f8区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸6.44m,短軸6.40mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N33°―W

壁 壁高は50～ 54cmで,垂直に立ち上がっている。

壁溝 壁下を全周している。上幅 8～ 15cm,深 さ5～ 8 cmで,断面形は,「 U」字状を呈している。

間仕切 り溝  1条 (a)検出されている。南束壁中央部から床中央部に向かってのびている。長

さ0.55m,上幅12～ 17cm,深 さ9～ 14cmで,断面形は,「 U」 字状を呈している。

床 ほぼ平坦で,主柱穴の内側は特に良く踏み固められ硬い。

ピッ ト 7か所 (Pl～ P7)検出されている。Plは ,径52cmの 円形を呈し,深さ57cmで,P2～ P4は ,

長径95～ 11lcm,短径66～ 79cmの不整楕円形を呈し,深さ58～ 59cmで,Pl～ P4は ,規模や配列から

主柱穴と考えられる。P5・ P7は ,径62・ 48cmの 円形を呈し,深さ32・ 26cmで,補助柱穴と思われ

る。P6は ,径37cmの 円形を呈し,深さ38cmで,南東壁寄 りに傾斜しており,出入口施設に伴う梯

子ピットと考えられる。

炉 中央部から北寄 りに検出されている。平面形は,長径82cm,短径75cmの不整円形状を呈し,

床を約 8 cm掘 り窪めた地床炉である。炉床は焼けてレンガ状に赤変硬化している。

貯蔵穴 南東壁の中央から東コーナー寄 りの壁際に検出されている。平面形は,長径103cm,短 径

75cmの不整楕円形を呈し,深さ34cmである。底面は平坦で,北西壁は二段で,緩やかに外傾 して

立ち上がっている。
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第155図 第30号住居跡実測図(1)
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0               1m

貯蔵穴土層解説

1 橙   色 ロームブロック・炭化粒子少量。締

まり有 り。

2 明 褐 色  ローム小ブロック ロームブロ ノク

ローム粒子少呈。締 まり有 り。

3 褐   色 ローム粒子・焼土粒子 炭化粒子少

量。軟質。

4 褐   色 ローム粒子 ローム小ブロ ンク少量。

軟質。

掲 色 ローム小ブロック少量。締 ま り有 り。

色 ロームブロ ンク ロ~ム粒子 焼土

粒子少量。締 まり有 り。

炉土層解説

1 橙   色 焼土粒子 炭化粒子少量。締 まり有

り。

2 橙   色 焼土プロック 炭化粒子少量。締 ま

り有 り。

3 明 褐 色 焼土粒子 炭化粒子少量。秩質。

4 明 赤 掲 色 焼土粒子少量。軟質。

P6土層解説

ユ 橙   色 焼土ブロック 焼土粒子少量。締 ま

り有 り。

2 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・

灰少量。軟質。

3 挿   色 ローム粒子 焼土 焼土粒子 炭化

粒子 灰少批。軟質。

第158図 第36号住居跡実測図(2)

住居跡土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子多量,焼土 炭化物少量 .

軟質。

明 褐 色 ローム小ブロ ノク多量, ロー ムブロ

ッタ少量,焼土 炭化物極 少量。締

まり有 り。

にない褐色 ローム小ブロ ノク ロ~ム粒子 多量 ,

焼上 炭化物極少量。締 ま り有 り。

明 褐 色 ローム月ヽブロック中元,ロ ームブロ

ック・焼土 炭化物極少量。締 まり

有 り。

にオい褐色 ローム粒子多量, ロームイヽ ブ ロ ック

少昆,焼土 炭化物極少量。結 まり

有 り。

暗 褐 色 焼土 炭化物中量, ローム粒 子・ ロ

ームおヽブロック少量。締 ま り有 り。

褐   色 ローム粒子多量, ローム刻ヽ  中ブロ

/ク 中量,焼土 炭化物極 少量。締

まり有 り。

褐   色 ローム粒子 夕曼,ロ ーム小・ 中ブロ

ック少量,焼土・炭化物極少量。締

まり有 り。

褐   色 ローム小ブロ ック中量,ロー ムプロ

ック・炭化物 焼土少量。締 ま り有

り。

褐   色 ローム小ブロック中量,ロ ームブロ

/ク ・炭化物少量,焼土極少見。締

まり有 り。

褐   色 ローム小ブロック ローム粒子 多量 ,

炭化物中登,焼土少量。結 ま り有 り。

褐   色 ローム小ブロ ック ローム粒子 多量 ,

炭化物少量,焼土少量。締 ま り有 り。

褐   色 ローム粒子多量,ロ ームガヽブロック・

ロームブロ ック少量,炭化物 極少量。

締まり有 り。

褐   色 ワーム粒子多量,ロ ームガヽブロック

ロームブロック中量,娩土・炭化物

少量。締 まり有 り。

明

掲

ll

12

13

覆土 ローム粒子,ロ ーム小・中ブロックを含み,人為堆積 と思われる。

遺物 床面から覆土上層にかけては,上師器片 (壷 4,高不 5,器台 1)や土師器の細片 (302′ミ)

が出上している。第157図 3の壺は中央部の床面から逆位の状態で,第 157図 4の壼は貯蔵穴内の

覆土から南東壁中央部付近の床面にかけて破片の状態で,第 157図 6の高辱の不部は東 コーナーの

覆土中層から斜位の状態で,第 157図 5の高不の不部はP5内の覆上下層から逆位の状態で,第 157

図 7の高lThの 脚部はPI内 の覆土上層からそれぞれ出土している。第157図 10の装飾器台は中央部の

床面から細片で出上している。第158図 14～ 16の上玉は商東壁中央部付近から貯蔵穴内の覆上中層

にかけて点左 して 3点出上している。

所見 本跡は,遺構の形態や出土遺物等から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第158図 11～ 13は 第36号住居跡から出土した土師器片の拓影図である。11は複合口縁部で,下位

に木目痕のキザ ミロが施文され,頸部に細い網目状撚糸文が施文されている。12は壷の胴部で,

胴部上位から付加状 1種 (付加 2条),撚糸文,付加状 1種 (付加 2条)と 羽状に施文され間を磨
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消 している。無文帯は赤彩。13は 胴部で,上位に網 目状撚糸文が施され,以下ヘ ラ磨 きで赤彩さ

れている。

第38号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器    種 法 量 (側 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 157図

1 土 師 器

[146]

(59)
口縁部 の破 片。 口縁部 は

頸部 か ら内彎 して立 ち上

が る。単 口縁。

口縁部 内・外面ヘ ラ磨 き。

内・外面赤彩。外面 まだ ら

にま」離。

砂粒・雲母

赤褐色

普通

P294
5%
南東壁中央部付

近覆上下層

2 土 師 器

A [176]
(65)B

口縁部 の破 片。
イロ縁部 は

頸部 か らやや 内彎 して立

ち上が る。複合 口縁。

口縁部外面ナ元 内面ヘラ

磨 き。 内面赤彩。

砂粒・雲母・長石

外 ―にない責橙色

内一赤色

普通

P295
5%
南東壁中央部付

近覆上下層

3 土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

168
15 6

68

突出 した平底。胴言隅よ球形

を呈 し,最大径 を中位 にも

つ。口縁音Ыま頸部から外反

して立 ち上 が る。複合 ロ

赤厖た。

口縁部ハケ ロ調整後ナ云

内面ナデち胴部外面ヘラ磨

き,内面工」離が著 し く不

明。

砂粒・長石

橙色

普通

P296  PL63
90%
外面煤付 着

南東壁 中央付近

床面

4 器

一空
師土

B (103) I同都片。胴部 はやや下膨れ

で,最大径 を下位 に もつ。

胴部内・外面丁寧なヘラナ

デ。外面赤彩。

砂粒・石央

明赤褐色

普通

P297
20%
二次焼成

南東壁中央付近

床面

5

邦

器師

古
回
土

Ａ

Ｂ

216
(74)

不部片。不部下位 に稜 をも

ち,やや内彎気味に大 きく

立 ち上が る。

不部 内 ,外面ヘ ラ磨 き。

内・外面赤彩。内面 まだ ら

に制離。

砂粒・長石

明赤褐色

普通

P298
50%
Ps内覆上下層

不

器師

一局

土

Ａ

Ｂ

15 9

(73)
不部片。ITh部 下位に緩勒 ヽ

な稜 をもち,内 彎気味に立

ち上がる。脚部上位に 2孔

確認 で きる。

不部内・外面ヘラ磨き。

内・外面赤彩。内面まだら

に制離。

砂粒・長石

赤色

普通

P299
60%
東コーナー付近

覆土上層

7

邪

器師

一局

土

Ｄ

Ｅ

12 8

(53)
脚部片。脚部 はラッパ状 に

下方へ開 く。脚部 と杯部の

接合痕有 り。 3孔。

脚言Б外面ヘ ラ磨 き,内面ヘ

ラナデ。外面赤彩。

砂粒・雲母・石英

赤褐色

普通

P300  PL63
40%
P二 内覆土上層

8

不

器

工局

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(72)
16 7

64

脚部片。脚言恥はラッパ状 に

下方へ大 き く開 く。4孔。

脚部外面ヘ ラ磨 き,内面ハ

ケ ロ調整後 ナデ。内・外面

まだ らに剥離。外面赤彩。

砂粒・長石 スコ

リア

明赤褐色

普通

P301  PL63
40%
北コーナー付近

覆土下層

9

不

器師

一局

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(82)
[146]
68

脚部片。脚部はラッパ状に

下方へ開 く。 3孔。

脚部外面ヘ ラ磨 き,内 面ヘ

ラナデ。外面赤彩。

砂粒・ スコ リア

赤色

普通

P302  PL63
30%
外面媒付着

西 コー ナー付近

床面

ム
ロ
器

器

師

飾

‥

装

土

Ａ

Ｂ

[230]

(63)
器受部上半 の破 片。器受

著印よ内面に稜 をもち,外反

して立ち上が り,楕円形の

窓 をもつ。日縁きμま複今 回

縁 で,下位 にキザ ミロをも

器受部 内・外面丁寧なヘラ

ナデ。 内・外面赤彩。

砂粒・ ス コリア

橙色

普通

P303  PL63
30%
中央部南西寄り

床面
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第157図 第36号住居跡出土遺物実測図(1)
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第158図 第36号住居跡出土遺物実測・拓影図(2)

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第158図 14 土 玉 05 (177) 覆 土 中 層 DP204

土 玉 07 190 貯 蔵 穴 内 DP205

土 玉 33 6 貯 蔵 穴 内 DP206

表 7 北前遺跡古墳時代住居謝一覧表

住居跡
番 号

位 置 主軸方向 平 面 形

規 模

床 面 主穴安 炉 覆 土 出 土 遺 物 備 考
長軸(m)× 短軸(m)

〔径〕 〔径〕

高

ｍ，
壁
てｃ

1 A14fO [N-20° W] [方  形 ] 555× (284) 25～ 30 平 坦 5 自然 上師器片204く ,土玉 10′く。 壁溝。第1号土坑 より新 しい。

2 N-74° ―ヽV 隅 丸 方 形 285× 265 7-13 平 坦 1 自 然
土師器片233点 ,土玉1ミ,不
明土製品2点。

3 N-20°―W 隅 九 方 形 452× 413 12～ 26 平 坦 5 1 自然
土師器片261ヽ ,上玉23点 ,管
玉1点。

聞仕切 り溝。

4 N-23° ―ヽV 方 形 781× 756 48～ 50 平 坦 9 1
土師器片789点 ,上玉26点 ,祗
石1点,浮石1点。

壁溝。間仕切 り溝。貯蔵穴。

火災住居。

5A A15e, N-69° 一E [長 方 形] [257]× 250 国 凸 2 1 人為 土師器片43点,土玉6点。 第ro B号住居跡より古い。

N-12・ ―W 長 方 形 5 92 5 25 40～ 55 凹 凸 1 自然 土師器片207点 。
壁溝。貯蔵穴。第5A号住居跡
より新 しい。

6 N-28° 一W 万 形 376× 361 10～ 28 凹 凸 7 1 自然 土師器片312′ミ,土玉3点。 火災住居。

7 N-44七 M「 方 形 547× 535 30～ 35 平 坦 5 1 日本人為 土師器片491点 ,土工19点。
壁溝。問仕切 り溝。貯蔵穴。

火災住居。

8 N-17° 一W [方 形] 744× (421) 46～ 60 平 坦 12 1 自 然
土師器片391点 ,上工22点 ,祗
石1点。

壁構。問仕切 り溝。貯蔵穴。

火災住居。

9 B15bi N-27・ ―ヽV I島 丸長方形 353× 288 8～ 13 平坦 1 自然 土師器片35点 。

N-24!― Vヽ 方 形 330× 320 12～ 14 平坦 入為 土師器片32点。

11 B15d8 N-26° ―W 長 方 形 510× 418 23～ 31 平埋 5 3 自 然 土師器片117点 ,土玉3点。 壁溝。間仕切 り溝(2近 火災住居

12 N-12° ―瓢′ 隅丸長方形 260× 231 12～ 20 平坦 人為 土師器片43点 。

13 N-33° 一部オ 長 方 形 551× 497 41-44 平埋 7 1 土師器片283点 ,上玉7点。
壁溝。問仕切 り溝 (2)。 貯蔵穴。

火災住居。

14 N23・ ―W 隅 九 方 形 444× 430 43～ 52 平埋 1 自然 土師器片109点、土玉7点。 壁溝。間仕切 り溝。

15 N-9° 一W 隅 丸 方 形 345× 324 22～ 26 平坦 4 自然 土師器片65点。 壁溝。火災住居。

C15dd N35° ハヽ「 万 形 578× 544 35～ 47 平埋 I 入為 土師器片176く ,土玉55ヽ 。
壁溝。問仕切 り溝 (2)。 貯蔵穴。

火災住居。
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住居跡
番 号

位置 主軸方向 平 面 形

規 模

床 面 柱穴敷 炉 覆土 出 土 遺 物 備 者
長軸(m)x短軸(m)

〔径〕 〔径〕

高

ｍ＞
壁
くｃ

C16ee N57°―E [隔丸方形 ] 394× 〔385〕 18～ 30 平 理 1 1 人為
土師器片136点 ,上工1点,刀
子1点。

壁溝。

[N-21°一W] [隅丸方形 ] 589× (202) 13～ 14 平 lH 2 人為 土師器片98点,祗石 1点 。 壁溝。火災住居。

19 N23°一W 隅 丸 方 形 366X356 28～ 31 平■l 2 1 自然 土師器片42点 ,土玉5点。 壁溝。

N16°―W 隅 丸 方 形 304× 285 20～ 24 平jH 3 1
上師器片51点 ,上玉1点,祗石
1′ 。ヽ

N-28° 一W 長 方 形 540× 376 13～ 24 平 坦 8 1 自然 上師器片212点 ,上玉 5点。
壁溝。間仕切 り溝。貯蔵穴。

火災住居。

N-24° 一ヽV 隅 丸 方 形 15～ 26 平 坦 6 1 自然 土師器片44点 。 壁溝。

N-39° ―W 隅 丸 方 形 54～ 71 平 理 6 1 自然 土師器片77点,浮石 1点 。
壁溝。間仕切 り溝。貯蔵穴 (2)。

火災住居。

N-48° 一ヽV 方 形 47～ 54 平 坦 8 1 人為 上師器片5点。
壁溝。火災住居。第25号 住居

跡 より新 しい。

N-6° 郁′ 隅 丸 方 形 26～ 32 平 坦 1 1 人為
土師器片135点 ,不明土製品 1

点。
壁溝。貯蔵穴。火災住居。

N-9°―W [隅丸長方形] [225]X[200] 凹 凸 自然 土師器片232点、土玉2点。 火災住居。

N-5°―郡「 隅 丸 方 形 373× 369 45～ 60 四 凸 1 土師器片595点 。 貯蔵穴。火災住居。

31 N45° Vヽ 隅 丸 方 形 300× 285 12～ 25 平坦 4 1 人為 土 師器 片 33点。 壁溝。貯蔵穴。

N-29°一M「 隅 丸 方 形 310× 300 26～ 34 平坦 5 1 人為 上師器片67点 。 壁溝。間仕切 り溝。貯蔵穴。

N-70° W 隅 丸 方 形 645× 635 24～ 34 平坦 13 2 白米大碁
土師器片39点 ,土工1点,祗石
1′ミ。

壁溝。問仕切 り溝。貯蔵穴。

火災住居。第34号 住居跡より

新 しヤヽ。

N-63° パヽ/ 隅 九 方 形 446X440 46～ 54 凹 凸 4 1 自然 土師器片362点 。 壁溝。貯蔵穴。火災住居。

N-33°一W I島 九 方 形 644× 640 50～ 54 平坦 1 人為 土師器片312点 ,上玉3点。 壁溝。問仕切 り浩。貯蔵穴。

(2)土坑

第 2号上坑 (第 159図 )

位置 調査区の北東部,A15i6区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 径1.85mの ほぼ円形を呈し,深さ28cmである。

長径方向 N58°一E

壁面 緩やかに外傾 して立ち上がっている。

底面 平坦。

覆土 ローム小 。中ブロックや焼土粒子,炭化物を含み,人為堆積 と思われる。

遺物 覆土中層から上層にかけては,土師器片 (壺 1,甕 1,台付甕 3)や土師器の細片 (53点 )

が出上している。第160図 3の 台付甕の台部は北西壁付近の覆土中層から,第 160図 5の台付甕の

台部は中央部の覆土上層から,第 160図 1の壺の口縁部片は床面から逆位の状態でそれぞれ出上し

ている。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から古墳時代前期の上坑 と考えられる。
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SK 13

第 2号土坑土層解説

1 暗 褐 色  焼土・炭化物 多量,ロ ーム粒子中量 ,

ローム小プロック少量。結 ま り有 り。

2 褐  色   ローム小・ 中ブロック中量,焼土

炭化物少量。締 まり有 り。

3 褐  色  炭化物極少量。締 まり有 り。

第13号土坑土層解説

1 黒 褐 色 焼土・炭化物 中量,ロ ーム粒子少量,

焼土小ブロック・木炭片極少量。締

まり有 り。

2 褐   色 ロームガヽプロック・ローム粒子中量 ,

焼土・炭化物少量。締 まり有 り。

3 褐   色 炭化物少量,ローム粒子極少量。締

まり有 り。

4 暗 褐 色 焼土 焼土小ブロック多量,炭化物

中量,ロ ーム粒子少量。締 まり有 り。

5 褐   色 焼土・焼土刀ヽ プロック多量,炭化物

中量,ロームプロック・ ローム粒子

少量。締 まり有 り。

6 褐   色 ロームブロック中量,焼土 炭化物

少量。締 ま り有 り。

第159図 第 2・ 3・ 13・ 19号土坑実測図

生 1■2m      ―
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SK 19
第 3号上坑上層解説

1 褐   色  ローム小 。中プロック 焼土・炭化

物少量。硬質。

2 暗 褐 色 焼土小ブロック・炭化物・炭化材少

量,ロームプロック極少量。締 まり

有 り。

3 褐   色  ローム粒子中量,ロ ーム小ブロッタ

少量,炭化物極少量。締 まり有 り。

第19号上坑土層解説

1 黒 褐 色 木炭片多量,ロ ームプロック・焼土

少量。籍 まり有 り。

2 黒 褐 色 炭化粒子多量,ロ ームプロック中量。

締 ま り有 り。

3 褐   色  ロームプロック・焼土・炭化物少量。

硬質。  0               2m
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第180図 第 2号土坑出土遣物実測図

第 2号土坑出土遺物観察表

第 3号土坑 (第 159図 )

位置 調査区の北東部,A15f6区を中心に確認されている。

規模 と平面形 長径2.95m,短径2.04mの楕円形を呈し,深さ45cmである。

長径方向 N13°一E

壁面 外傾 して立ち上がっている。

底画 やや凹凸。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土下層から上層にかけては,上師器片 (球 2,高不 1)や土師器の細片 (231点 )が出土

く

醤ゞ

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第160図

1 土 師 器

Ａ

Ｂ

14 0

(90)
口縁部片。頸音騨ま「 く」の

字状 を呈 し,日 縁著騨ま外傾

して立 ち上が る。単 口縁。

口縁部内・外面ヘラ磨き。

輪積み痕有り。内・外面ま
だらに制離。内・外面赤彩。

粒

色

通

砂

赤

普

３０
％

面

Ｐ

２０
床

,2

甕

土 師 器

Ｂ

Ｃ

(30)
62

底部片。やや上げ底。底部
から外傾して立ち上がる。

胴部外面ハ ケ ロ整形,内
面ヘ ラ削 り。

砂粒・ ス コリア

黒色

普通

P304
5%
南壁付近覆土中

層

3

甕

器

付

師

ムロ
土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(65)
[111]
53

台部片。台部 は「ハ」の字

状に下方へ開 き,下位 はや

や 内彎す る。台部底面に粘

土組貝占付 を確認で きる。

台部 内・外面ハ ケ ロ整形。 砂粒 ・石英

明赤褐色

普通

P305
10%
北西壁付近覆土

中層

4

甕

器

付

師

ムコ
土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台都片。台部は「ハJの字

状に下方へ開く。

台部 内・外面ハ ケ ロ整形。 砂 位・婁母・石英

にな い責褐色

普通

P306
10%
東壁付近覆土中

層

5

甕

器

付

師

ム
ロ
土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

台部片。台部 はラッパ状に

下方へ開 く。台部底面に粘

土組貝占付 を確 認で きる。

台部 内 ,外面ハ ケ ロ整形。 砂粒

にな い褐色

普通

P307
5%
内・外面媒付着

中央部覆土上層

-243-



③
‐①

◎
‐①

◎
‐①

-                    7
3

0              10cm

第161図  第 3号土坑出上遺物実測図

している。その他,土製品は覆土下層から出上 している。第161図 3の 高lrhは 南壁付近の覆土上層

から,第 161図 1の IHは 南壁付近の覆上下層から出上 している。上玉は南壁付近の覆上下層から 2

点出上 している。また,第 161図 7の不明土製品は北壁付近の覆上下層から出土 している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴か ら古墳時代前期の土坑 と考えられる。

第 3号土坑出土遣物観察表

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 161図

1

lll

土 師 器

B
C

体部 片。やや上 げ底。体部

は扁平 な半球形 を呈 し,ロ

縁部 内面に稜 をもつ。

体音b外面ヘラ磨き,内 面へ

ラナデ。内・外面赤彩。

砂粒

暗赤褐色

普通

P309
40%
南壁付近覆土下

層

2

靖

土  BΠ 器

B (34)
C  13

体部片。やや上げ底。体部

は扁平 な半球形 を呈 し,上

位 に最大径 をもつ。日縁部

内面 に稜 をもつ。

体部外面ヘ ラ磨 き,内 面ナ

デ。体部 内面除 き赤彩。

砂粒・雲母

赤褐色

普通

P310
30%
北壁付近覆土

3

年

器師

工局

土

B (61)
D [120]

脚部片。脚部はラッパ状に

下方へ 開 く。

脚部外面ヘラ磨き,内 面ハ

ケロ整形。外面赤彩。

砂粒・雲母

明赤褐色

普通

P311
30%
南壁付近覆土上

層

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

＞

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第161図 4 土    玉 23 覆 土 下 層 DP207

5 土    玉 27 27 覆 上 下 層 DP208

土    玉 25 133 覆 上 下 層 DP209

7 不 明 上 製 品 55 07 覆 上 下 層 DP210
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第13号土坑 (第159図 )

位置 調査区のほぼ中央部,B14c6区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長径1.68m,短径1.48mの楕円形を呈し,深さ63ctlで ある。

長径方向 N69° E

壁面 ほぼ垂直に立ち上がっている。

底面 平坦。

覆上 自然堆積。

遺物 覆上下層から上層にかけては,上師器の細片 (26′点)が出土している。赤彩された土師器

の細片も出上している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から古墳時代前期の上坑と考えられる。

第19号土坑 (第159図 )

位置 調査区のほぼ中央部,B13dO区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長径1.50m,短径1.45mの ほぼ円形を呈し,深さ35cmである。

長径方向 N74° W

壁面 緩やかに外傾 して立ち上がっている。

底面 平坦。

覆土 自然堆積。

遺物 覆土下層から上層にかけて土師器の細片 (6点 )が出土している。流れ込みの縄文式上器

片が 1点出土している。

所見 本跡は,出土遺物の特徴から古墳時代前期の上坑と考えられる。

表8 北前遺跡古墳時代土坑一覧表

番号 位 置
長径方向

(長軸〕
平 面 形

規 模

壁 面 底面 覆土 出 土 遺 物 備 考
図版

番号
長径〔朝

(ml

短径(朝

(m)
深さ(耐

2 N-58° ―E 円    形 駆 平坦 人為 土師器片58点 。 古墳時代前期。 第159図

3 N-13° ―E 糖 円 形 2 95 期 員 凹 凸 自然
土師器片234点 ,土玉3点,不
明土製品1点。

古墳時代前期。

13 B14cc N-69° 一E 構 円 形 1 68 1 48 垂 芭 平埋 自然 土師器片26点。 古墳時代 前期。

N-74° 一W 円    形 1 50 夕順 平坦 自然 土師器片6点。 古墳時代 前期。
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3 その他の遺構 と遺物

(1)掘立柱建物跡

当調査区からは,調査区の南部を中心に掘立柱建物跡が 3棟検出されている。 しかし, これら

の掘立柱建物跡は,遺物がほとんどなく時期等については不明である。

第 1号掘立柱建物跡 (第 162図 )

位置 調査区の南部,Dl莉 3区 を中心に確認されている。

規模 柱穴数は21か所 (Pl～ P21)であり,長方形に検出されている。南側に幅1.50mの庇をもっ

ている東西 5間 (約9.28m),南北 2間 (約3.00m)の建物である。柱間寸法は,桁行 1.75～ 1.92

m,梁行2.95～ 3.24mで ある。柱穴の掘方は,平面形が長径25～ 65帥,短径18～ 45cmの楕円形を

呈し, 深さ18～ 60cmで ある。

長軸方向 N79° W

覆土 暗褐色上の自然堆積である。

遺物 西部端,P9と P10の 中間に第170図 7の祗石が出上している。

所見 本跡は,出上遺物等がほとんど検出されず,構築時期は不明である。

第1号掘立柱建物財出土遺物観察表

図版番号 器    種

法

石    質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第170図 7 砥   石 81 凝 灰  岩 床    面 Q30

第 2号掘立柱建物跡 (第163図 )

位置 調査区の南部,D13h4区 を中心に確認されている。

重複関係 第49号土坑と重複 している。

規模 柱穴数は 4か所 (Pl～ P4)であり,長方形に検出されている。東西 1間 (約2.52m),南北

1間 (約1.45m)の建物である。注間寸法は桁行2.41～ 2.45m,梁行1.28～ 1.46mで,柱穴の掘

方は,平面形が長径18～ 39cm,短径16～ 28cmの不整楕円形を呈し,深さ6～ 33cmで ある。

長軸方向 N-76° W

覆土 暗褐色上の自然堆積である。

遺物 P2の底面から石が出上している。

所見 本跡は,出土遺物がなく構築時期は不明であるが,第49号土坑の上屋になる建物 と推定さ

れる。また,P2内 の石は,柱を支える礎石 と思われる。

一-246-―



⑮
・

A

B

C

0        2m

V        V        ▼         V       V         ヤ

P10              Pll              P■ 2              P13               P14               弓

◎

引
眺 二q' q8 01,

ハ             ´費ヽ             ´

， Ｃ

　
　
Ｔ
ケ

P。
》
島
　
　
　
ぬ

）
Ｌ

P6 P5

＠
嗽
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第103図 第 2号掘立柱建物跡実測図

第 3号掘立柱建物跡 (第 164図 )

位置 調査区の南部,D12fs区 を中心に確認されている。

規模 柱穴数は 9か所 (Pl～ P9)であり,長方形に検出されている。東西 2間 (約4.25m),南北

2間 (約3.60m)の建物である。柱間寸法は,桁行1.96=2.10m,梁行1.76～ 1.82mで,柱穴の掘

方は,平面形が長径22～ 35cln,短径17～ 33cmの楕円形を呈し,深さ14～ 68clnで ある。P9は ,平面

形が長径44cm,短径29cmの楕円形を呈し,深さ約20omで,性格不明である。

長軸方向 N-73°一W

覆土 自然堆積。

遺物 出土遺物はない。

所見 本跡は,出土遺物等が検出されず,構築時期は不明である。
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(2)土 坑

当調査区から検出された最終的な土坑数は80基である。ここでは,

6基 を除いた74基 について,調査結果を一覧表にまとめて掲載する。

初に付 した番号である。

第 9号土坑出土遺物観察表

縄文時代・古墳時代の土坑

なお,上坑番号は,調査当

図版番号 器   種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 色調・焼成 術 考

第 170図

1 土 師 器

B (60) 口縁部の破片。頸部は「くJ

の字状を呈し,日 縁部は内

面に緩やかな稜をもち外反

して立ち上がる。複合ロ

#場た。

口縁部 内 ,外面ハ ケ ロ調

整後ナデ。内・外面赤彩。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

P313
10%
覆土

2

甕

土 師 器

Ａ

Ｂ

[194]

(18 1)

月同きる下位 か ら日縁部 にか

けての破片。胴部 は球 形 を

呈 し,最大径 を中位 に も

つ。頸部は「く」の字状を

呈し,日 縁部は外反して立

ち上がる。単日縁。

口縁部 内・外 面ハ ケ ロ整

形後ナデ。胴部外面ハケロ

整形,内面ナ デ。 日縁部

内・外面赤彩。

砂 位・雲母

にぶい赤褐色

普通

P312
20%
外面煤付着

北壁付近覆土上

層

第86号 土坑出土遣物観察表

第 G号土坑出土遺物観察表

第37号土坑出土遣物観察表

第74号 土坑出土遺物観察表

図 版 番 号 器   種

法  量  (cm) 径

，

重 畳

(g)

率

＞

存

％

現

ぐ
出 土 地 点 TH‐ 考

最大長 最大幅 最大厚

第 170図 3 土 器 片 錘 (178) 覆 土 上 層 DP211

図版番号 器   種

法 量

石 質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第 170図 5 石 皿 (176) (115) 4_9 (9130) 安 山 岩 覆 上 上 層 Q31

図版番号 器   種

法

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第170図 4 石 皿 (71) (4755) 安 山 岩 覆 土 上 層 Q33

図版番号 器    種

法 量

石    質 出 土 地 点 備 考

長 さ (側 ) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重 量 (g)

第 170図 6 暦   石 (1942) 安 山 岩 覆 土 上 層 Q35
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Ａ
一Ａ

一

Ａ
一

▲17.2m

SK6

ロームプロック多量,炭

化物少量。締まり有 り。

ロームブロック中量。軟

質。

焼土粒子多量。締まり有

り。

7 褐  色 焼土粒子 炭化材少量。

軟質。

4褐  色

5褐  色

6赤 褐 色

A178m

S K 31

|              一

S K 24SK9

Ａ
一

Ａ
一　
　
　
　
Ａ
一

Ａ
一

A17.8m

生 1■8m

A18.3m

生 18.3m

第 8号土坑土層解説

1 暗 褐 色 焼土粒子・炭化物少量。

締 まり有 り。

2 褐  色  ローム小・ 中プロック多

量,炭化物少量。締 まり

有 り。

3 暗 褐 色 焼土粒子・ ローム中プロ

ッタ多量,炭化物少量。

締ま り有 り。

sK7
SK5

S K33

第165図 第4～ 9・ 24・ 27・ 31・ 33号土坑実測図
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SK 44

A
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一 Ａ

一

Al.4m       
―A18.Om

▲ 18.2m

A13.3m    _

SK 62

第166図 第34・ 36・ 37・ 44～ 48・ 55。 開・59・ 61・ 62号土坑実測図

④
SK 46

A18.2m

SK 48

0             2m
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―    塑L18.Om     ―▲18.4m    _  生18,7m   T   v   _

SK 69 SK 75
SK 63 sK 66

Al.3m

生18.Om

→

SK 71
SK 72

SK 78

A18.Om

A18.Om

第187図 第63・ 86・ 69。 7卜 72・ 74・ 75・ 77・ 78・ 80・ 84号土坑実測図

SK 80
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第170図 第 6・ 9・ 37・ 74・ 86号土坑

餡

□ 7

0           1ocm

5 S=1/4

・第 1号 掘立柱建物Ltl出 土遺物実測図
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表 9 北前遺跡その他土坑一覧表

番 号 位 置
長径方向

〔長軸〕
平 面 形

規 模

壁 面 底 面 覆 土 出 上 遺 物 備 考
版

号

図

番帥
ω

42径 (軸〕
(m)

深さ(cm)

4 N-82°一ヽV 惰 円 形 ケ側頃 平坦 人為 第 165図

5 A16fも N-33° 一E 祐 円 形 1 20 ケ順 皿状 入為 縄文式上器片2点。

6 N-29° W 楕 円 形 外 傾 平坦 人為 縄丈式上器片4点 ,石 製品 1′ミ。

7 N-40° ―E 椿 円 形 外 傾 平坦 人為 縄文式上器片2点。

8 B15h8 N-36° 一E 楕 円 形 2 38 1 57 緩 斜 凹 凸 自然
縄文式上器片51点,上師器片
2′く。

9 B1518 N-31° 一ヽV 不 定 形 2 57 1 72 外傾 平坦 自然
縄文式上器片13点 ,上師器片
20点。

C13ee N-72° W 円 形 1 72 71 緩 斜 凹 凸 自然

27 D13ad N-56・ ―E 不 整 円 形 45 緩 斜 皿状 自然

N-22・ ―E 不整楕円形 1 94 43 期 顕 平坦 自然

D12c, N-5° M「 不整楕円形 2 22 緩斜 凹 凸 自然

N-37° 一ⅢV 円 形 緩 斜 皿状 自然 第166図

D12f, N-13・ ―E 楕 円 形 6 緩 斜 皿状 不 明 馬骨,馬歯。 覆土,耕作により撹乱。

N-28° 一E 楕 円 形 緩斜 皿状 自然 石製品1点。

4“ D13es N81°一W 楕 円 形 緩斜 皿 状 人為

N-4°一W 橋 円 形 緩斜 皿状 人為

D13g( N-12° W 不 定 形 1 63 外傾 凹 凸 人為

47 D13hl N-74° 一E 袴  円 形 外傾 皿状 人為 縄文式上器片2点。

D13hi N-8°―E 格 円 形 1 18 緩 斜 皿状 入為

E13d2 N-86° 一E 隅丸長方形 夕脚賃 平坦 入為 縄丈式上器片2点。

E12b, N-40° 一E 円 形 緩 斜 平坦 人為

E12cq N-84° 一E 楕 円 形 緩 斜 平 坦 入為

C12dc [N-6° ―E] [隅丸長方形] [078] 緩 斜 皿状 自然

C12b8 N-5°―E 楕 円 形 0 95 緩 斜 凹 凸 入為

N-82° ―W 椅 円 形 1 21 緩 斜 凹 凸 入為 第167図

N-38° 一E 橋 円 形 1 01 緩 斜 凹 凸 自然

N-60° 一E 糖 円 形 緩 斜 平 坦 入為

N-28° ―E 楕 円 形 外 傾 平坦 入為

A12is N-37・ ―E 楕 円 形 緩 斜 平 坦 入為 縄文式土器片10片 。

B12b9 N-23° 一ヽV 楕 円 形 緩斜 平 坦 自然 石製品1ヽ。

B12fd N-2°一E 桔 円 形 外傾 平 坦 人為

77 B12g9 N-26° 一E 橋 円 形 緩斜 平 坦 自然 石1く。

B12hg N-49° 一E 不 整 円 形 緩斜 皿 状 人為

B12gs N-23° 一E 楕 円 形 緩 斜 平 坦 自然

B12es N-71° ―E 不整楕円形 13 緩 斜 皿状 自然 縄文式土器片 6′ミ。

N-6° ―覇「 楕 円 形 17 緩 斜 平 坦 人為 縄文式上器片4点,土器片錘1点。 第168図

N-50° 一E 円 形 10 緩 斜 皿 状 自然

N-3°一E 楕 円 形 0 66 外 傾 平 坦 人為

B12e】 N-72° 一E 不整楕円形 1 15 緩 斜 凹 凸 自然

N-18° ハヽ「 不整楕円形 緩 斜 平 坦 人為

N15° 一M「 不整橋円形 37 緩 斜 平坦 自然 石3く。

N-70° 一M「 楕 円 形 緩 斜 平 坦 自然

B10fc N-10° 一W 楕 円 形 11 ケ順 平 坦 自然

N-48・ ―W 円 形 2 30 2 18 緩 斜 平 坦 人為

C12al N57° ―E 楕 円 形 2 34 2 10 緩 斜 平埋 人為

N-30・ ―E 円 形 1 37 35 緩 斜 皿 状 人為

Cllc。 N-61° 一E 楕 円 形 緩 斜 平坦 人為 縄文式上器片8ミ。 第169図

Clld。 N-5°一W 楕 円 形 1 23 緩 斜 平坦 自然

N-60° ―W 楕 円 形 2 86 緩 斜 平坦 人為
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番 号 位 置
長径方向

〔長軸〕
平 面 形

規 模

壁 面 底 面 覆土 出 土 遺 物 備 考
図版

番号長径〔軸

閾ｍ
深さ(em)

N-16°―Ⅵ/ 不 整 円 形 緩 斜 平 坦 人為 第169図

3Hec N-64° W 円 形 緩 斜 皿状 人為

3net N-87°―lV 糖 円 形 緩 斜 平 坦 自然

N-56°―E 円 形 1 22 114 緩 斜 平 坦 自然

N-14°一M′ 椿  円 形 緩 斜 平 坦 人為

N-8rヽパ/ 椿  円 形 緩 斜 平 坦 人為

N-54°―E 楕 円 形 緩斜 平 坦 入為

N-64°―E 精 円 形 緩 斜 平 坦 入為

N34°一E 円 形 93 緩 斜 平 坦 自然 縄文式土器片1点。

N-79'一lV 楕  円 形 緩 斜 皿状 自然 縄文式上器片7点。

N-79°一E 構  円 形 75 緩 斜 凹 凸 入為

N-89°―E 不 整 形 47 90 緩 斜 平 坦 入為

N-50°一E 楕 円 形 緩 斜 平 坦 人為

C10Fa N-31・ パヽ「 不整構円形 緩 斜 凹 凸 人為 縄文式土器片2点。

310gl N-4T・却 楕 円 形 緩斜 平 坦 自然

C10f7 N-78°一ヽV 楕 円 形 15 17 緩斜 平 理 自然

N-9° IV 円 形 緩斜 平坦 自然

N-78° W 楕 円 形 緩斜 凹 凸 人為

N-84°一E 楕 円 形 夕順 平坦 自然

N-85°―E 楕 円 形 41 糊 平坦 自然

N-71°―覇「 不整楕円形 緩 斜 凹 凸 人為

N-18°一E 不整楕円形 緩 斜 平週 人為

N-8七∬「 椿 円 形 緩 斜 凹 凸 自然

N-43°一E 不整格円形 夕脚寅 四 凸 人為 縄文式土器片3点。

N43°―E 橋 円 形 緩 斜 平坦 自然

)10e, N-29°―E 橋 円 形 73 緩 斜 平坦 自然
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(3)溝

当調査区からは,溝が 5条検出されている。いずれも他の遺構 との重複関係や出土遺物がない

ため,それぞれの構築時期や性格をとらえることができない。

第 1号溝 (第 171図 )

位置 調査区の南部,C12区に確認されている。本跡の両端は,調査区域外に延びている。

重複関係 本跡は,C12d6区で第61号土坑を掘 り込んでいる。

規模 と形状 全長は約25.00mで ,上幅1.86～ 2.97m,下幅0.16～ 0.89m,深さ28～ 67cmである。

底面は凹凸で,断面形は皿状を呈 している。

方向 C12c6区 からほぼ南方向 (N-6° 一E)へ直線的にのびている。

覆上 自然堆積。

遺物 出土遺物はない。

所見 本跡は,重複関係から第61号土坑より新 しい時期のものである。しかし,出土遺物がなく,

構築時期及び性格は不明である。

第 2号溝 (第 171図 )

位置 調査区の南南西部,C12・ D■・12区にかけて確認されている。本跡の両端は,調査区域外

に延びている。

規模 と形状 全長は41.27mで,上幅0,72～ 1.04m,下幅0.34～ 0.43m,深 さ10～ 28cmで ある。底

面は平坦で,断面形は皿状を呈している。

方向 C12h5区から南南西方向 (N32° E)へ直線的にのびている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から,流れ込みの縄文式上器片が極少量出土している。

所見 出上遺物は,いずれも流れ込みと考えられ,構築時期及び性格は不明である。
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第 3号溝 (第 172図 )

位置 調査区の南部,C12・ 13・ D13区にかけて確認されている。本跡の両端は,調査区域外に延

びている。

重複関係 Cl動 4区で第 4号溝と重複 している。

規模 と形状 全長は20.18mで,上幅0.34～ 1.23m,下 幅0.13～ 1.08m,深 さ18～ 34cmで ある。底

面は凹凸をしており,断面形は皿状を呈 している。さらに,溝の底面の中央から南東側は,幅 7

～15cmで ,ベル ト状に良 く踏み固められて硬い。

方向 C1210区 から東南東方向 (N-101◇―E)へほぼ直線的にのびている。

覆上 自然堆積。

遺物 出土遺物はない。

所見 本跡は,出土遺物がなく,構築時期及び性格は不明である。

第 4号溝 (第 172図 )

位置 調査区の南部,C13・ D13区にかけて確認されている。本跡の北東端は,第 3号溝に,南東

端は調査区域外に延びている。

重複関係 Cl莉 4区で第 3号溝と重複 している。

規模 と形状 全長は約10.56mで,上幅0.65～ 1.34m,下幅0.22～ 0.92m,深さ21～ 34cmである。

底面は平坦で,断面形は皿状である。

方向 C13,4区から南東方向 (N126° 一E)へ直線的にのびている。

覆上 自然堆積。

遺物 出土遺物はない。

所見 本跡は,出土遺物がなく,構築時期及び性格 とも不明である。第 3号溝との新旧関係は不

明である。

第 5号溝 (第 173・ 174図 )

位置 調査区の西部,B10・ 11区に確認されている。

規模 と形状 全長は約69。 46mで,上幅0.82～ 1.08m,下幅0.58～ 0.79m,深さ18～ 27cmである。

底面は平坦で,断面形は皿状を呈 している。

方向 B10g2区から東南東方向 (N84°一W)へ直線的にのびている。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土から,流れ込みの縄文式土器片が極少量出土している。

所見 出土遺物はいずれも流れ込みと考えられ,構築時期及び性格は不明である。
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A

A 18.Om

二    _

1■6m   
一

C

SD3

①

⑮

C

滞土層解説 (B・ D)

1 暗 褐 色 ロームオヽプロック少量。軟質。

2 暗 褐 色 ローム大ブロック少量。軟質。

溝上層解説 (E)

1 褐  色  ロームブロック少量。軟質。

2 褐  色  ローふ粒子中量。締 まり有 り。 0              6m

や丸3→

第172図 第3・ 4号落実測図
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B 180m

I

D

F

滞上層解説 (B・ D・ F)

1 褐   色 ローム粒子 焼土粒子・炭化粒子少

量。締 ま り有 り。

2 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量。軟質。

3 明 掲 色 ローム粒子少量。締 まり有 り。

4 に驚い褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少

量。軟質。

色 焼上粒子少量。締 まり有 り。

O

5 橙

第174図 第 5号滞実測図(2)

(4)井戸

当調査区からは,調査区の中央部及び西部から2基の井戸が検出されている。調査途中,壁の

崩落もみられたため,最後まで調査することができなかった。

第 1号井戸 (第 175図 )

位置 調査区の中央部,B14el区を中心に確認されている。

規模 と形状 掘 り方は,上面が,長径1.70m,短径1.41mの楕円形を呈し,確認面から35cal前後

の深さまでなだらかに掘 り込まれ,そ こから下は深さ約3.00mま で円筒状に掘 り込まれている。

確認面から深さ約1.90mの壁に崩落のき裂が見られたため調査することができなかった。

覆土 ローム小・中ブロックを含む褐色土で,人為的に埋め戻されたものと考えられる。

所見 本跡は,形状から丼戸と考えられる。時期不明。

第 2号井戸 (第 175図 )

位置 調査区の西部,B12h7区 を中心に確認されている。

規模 と形状 掘 り方は,上面が,長径1.34m,短径1.17mの楕円形を呈し,確認面から20ctl前後

の深さまではなだらかに掘 り込まれ,そ こから下は深さ約3.50mま で円筒状に掘 り込まれている。

確認面から深さ約2.50mの壁に崩落のき裂が見られたため,掘 り切ることができなかった。

覆土 ロームブロック,ロ ーム粒子や焼土粒子を含み,人為的に埋め戻されたものと考えられる。

所見 本跡は,形状から丼戸と考えられる。時期不明。
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第1号井戸土層解離

1 暗 拶 色 口‐ム小 ,中 ブロィク・炭

“

物少亀

焼土粒子遮夢監 軟免

' 
褐   色 ,■ム小・中ブロッタ少曇,猛土粒

子・炭化物極少島 籍まり有 ,ゃ

第2=井戸土層解説

1 叩 褐 色 ロームプロッタ・コー燕 子・jttf`

荘f/bttP雑まつ若り。
夕 に示しヽ褐色 ローム粒子・焼土粒子少基 籍まり

有 り。

, 鴇   色 IP―ム粒子極少基 株質。

Ｂ
一

0               2m

第175図 第 1・ 2号井戸実測図
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4 遺構外出土遺物

当調査区からは,直接遺構には伴わない縄文時代・弥生時代及び中世からの上器片や土製品・

石製品等が出土している。ここではこれらの出土遺物のうち特徴的なものについて取 り上げて記

載する。

(1)縄文式上器

出上した土器は,縄文時代前期から後期の上器片である。縄文式上器を時期や特徴から第 1～ 3

群に分類し記載する。

第 1群 前期の上器群 (第 177図 4～ 15)

1類 中葉の土器

すべての上器片に繊維が含まれている。 4～ 7は 口縁部で, 4・ 5は横位回転の単節縄文LRが

施され, 5の 口縁上位に補修孔があけられている。 6は無節R, 7は無節 Lが施されている。 8

～14は 胴部で,半裁竹管による沈線が曲線に施されている。 9は縄文が施され,ループ文がとも

なっている。10は 異方向の斜縄文が施され,11は 異方向の斜縄文に横位の沈線が施されている。

12は 撚糸文,13は 2本 1対の撚糸文が施され,14は網 目状撚糸文が施されている。

2類 後葉の上器

15は 口縁部で,棒状工具で押圧を加えキザ ミロ状に刺突し, 口縁上位に斜位の沈線が施されて

いる。

第 2群 中期の上器群 (第 177図 16～ 22)

1類 中葉の上器

16は 口縁部で,断面三角形の隆帝を弧状に貼付 し, 口縁上位や隆帯に沿ってキャタピラー文が

巡っている。17は 胴部で,断面形が蒲鉾状の隆帯を逆「U」 字状に貼付し,キ ャタピラー文が施

されている。

2類 後葉の上器

19は 胴部で,縄文を施 し沈線を垂下させ,沈線内は磨消している。20～ 22は 口縁部で,20・ 21

は口縁上位に微隆起線を横位に巡らし,以下横位回転の単節縄文LRが施され,22は 縄文を地文と

して沈線を斜位に施 し, 日縁上位に沈線を巡らしている。

第 3群 後期の上器群 (第 177・ 178図 23～ 32)

1類 前葉の上器

23は 口縁部で,縄文を施し口縁上位に沈線を横位に巡らしている。24は波状口縁で,縄文を地

文 として口縁上位に沈線が巡 り,波頂部から沈線が垂下している。頂部は凹んでいる。25は 胴部

で,条線文が施されている。
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2類 中葉の上器

26は 口縁部で,縄文 を地文 として沈線が横位に施 されている。27は胴部で,沈線を斜位に施 し

連続指頭押圧による微隆起線を地 している。28は 重形土器の胴部で,横位回転の単節縄文LRを 地

文 として沈線が曲線に施 されている。29・ 30は 口縁部で,縄文 を地文 とし斜位に沈線 を施 し,日

唇部にキザ ミロが施 されている。

3類 後葉の上器

31・ 32は 口縁部で,31は弧状に沈線,32は斜位に沈線を施 し平行沈線を垂下させ沈線間は磨消

されている。

(2)弥生式土器 (第 178図33～ 36)

出上 した土驀は弥生時代の極少量の土器片である。33は 中期の胴部で細 目の単節縄文が施され,

沈線上位に円形の刺突文 をもつ。34～ 36は後期の胴部で,付加条縄文が施されている。

(3)中世の上器 (第 177図 1～ 3)

土師質土器 (3点 )は ,一覧表に記載 した。

(4)土製品 (第 178図 37～ 43)

土玉 (5点),紡錘車 (1点 )は ,一覧表に掲載 した。

(5)石器・石製品 (第 178～ 181図 44～ 72)

磨製石斧 (3′点);石鏃 (6′点),石皿 (3′ミ),凹石 (1′く),硯 (1′ミ),磨石 (3′点),敲石

(5点 ),ス クレイパー (3点),争J片 (42点)は ,一覧表に掲載 した。

(6)金属製品 (第 181図■ 1～ 114)

古銭 (2′ミ),煙管 (2点 )は ,一覧表に掲載 した。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器    種 法 量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第177図

1

皿

土師質上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

体部一部欠損。平底 で,体

部 は直線的 に外傾 して開

く。

内・外面ナデ調整。底部 回

転糸切 り。

砂粒

にぶい橙色

普通

P315
80%
B区表採

2

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

や卜吉Бサキ。 やに言偽は垣ヨ路泉白与に

外傾 して開 く。

内・外面ナデ調整。底部切

り離 し不明。

砂粒 ・スコ リア

にな い橙色

普通

P316
20%
C区表採

3

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[66]
13

[44]

体 部片。体部 は直線的 に

外傾 して開 く。

内・外面ナデ調整。底部 回

転糸切 り。

砂粒

にぶ い橙色

普通

P317
20%
C区表採

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

，

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 偏 考

最大長 最大幅 最大厚

第178図 37 土    玉 05 21 5 表 採 DP212

土 玉 表 採 DP213

土 玉 06 表 採 DP214
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第176図 遺構外 (D区 )石器集中出土地点

0               2m

ぶ

９８

△eo

△
８６洗△８８

　
　
　
Δ郎

図 版 番 号 器  種

法  量  (cm) 径

，

量

，

重

く

奉

ケ

存

％

現

で
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

第178図 40 玉土 22 60 採表 DP215

玉土 区A DP216

紡  錘  車 区D DP217

不 明 上 製 品 SI- 7 DP218

図版番号 器   種

法 量

石   質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cln) 幅  (伽 ) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第178図 44 磨 製 石 斧 (664) 輝 緑 岩 SI-23 Q13

磨 製 石 斧 269 9 緑 泥 片 岩 B   区 Q36

磨 製 石 斧 252 9 輝 緑 岩 B   区 Q37

第179図 47 凹    石 (72) (2342) 安 山 岩 SI- 6 Q6
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第177図 遺構外出土遺物実測・ 拓影図(1)
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第17,図 遺構外出土遺物実測図(3)



鰹

５２

一

徊

５ ‐

日〔
賜
Ｄ

Ａ■
９
　
・　　^
］マー．〕″

0

凩
凶
〕
① 0             10Cm

-273-―

第180図 遺構外出土遺物実測図(4)
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図版番号 器 種

法

石 質 出 土 地 点 備 考
長 さ (cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第179図 48 石 皿 1) (105) (8964) 安 山 岩 表 採 Q38

石 皿 凹 石 (122) (77) (6912) 安  山 岩 C 区 Q39

石 皿 凹 石 (93) (8363) 安  山 岩 表 採 Q41

第180図 51 磨 石 (58) (32) (37) (760) 安  山 岩 SI- 4 Q4

磨 石 31 1112 砂 岩 SI一  J Q5

敲 石 (74) (75) (2726) 砂 岩 SI-22 Qll

石磨 (55) (64) (51) (2741) 砂 岩 SI-22 Q12
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図版番号 器 種

法

石 質 出 土 地 点 備 考

長 さ (cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第180図 55 敲 石 (63) 5) 砂 中石 SI-33 Q27

敲 石 (97) (64) (33) (2938) 砂 山石 SI-35 Q29

敲 石 (86) (49) (38) (2315) 安  山 岩 表 採 Q40

敲 石 (88) (66) (47) (3442) 安  山 岩 表 採 Q42

第181図 59 石 鏃 13 チ ャー ト SI- 8 Q8

石 鏃 16 05 12 チ ャー ト SI-33 Q26

石 鏃 13 04 頁 山石 表 採 Q44

石 鏃 19 チ ャー ト 表 採 Q45

石 鏃 (16) (10) チ ャー ト Clla8 Q46

64 スクレイパー (25) 07 (33) メ ノ ウ SI-36 Q47

スクレイパー 18 07 チ ャー ト SI-36 Q48

片 2 1 チ ャー ト SI-36 Q49

石 鏃 (18) 07 (17) 黒 曜 石 B■d8 Q50

スクレイパー 16 安 山 岩 Blld7 Q51

剖 片 21 19 メ ノ ウ Blle7 Q52

剖 片 安 山 岩 Bnd8 Q53

71 創 片 11 メ ノ ウ Blle3 Q5」

硯 57 1 1 61 2 粘 板  岩 D12d7 Q43

片 22 10 メ ノ ウ Blld8

74 片 11 メ ノ ウ Bllb7

片 頁 ｗ石 Bllb7

片 07 真 岩 Blle7

片 11 頁 岩 Blle7

剣 片 頁 岩 Blle7

剥 片 11 頁 岩 Bne7

剖 片 10 頁 岩 Bne7

片 21 12 頁 岩 Blle7

片 11 メ ノ ウ Blle″

片 頁 岩 Blleタ

片 13 凝  灰 岩 Blle7

第176図 85 片 10 メ ノ ウ Blle″

片 01 黒  曜  石 Blle7

片 20 16 頁 山石 Blle7

片 17 15 砂 岩 Bllf6

片 18 12 頁 岩 Blle?

片 01 頁 岩 Bllec

片 10 凝 灰 岩 Blle7

片 01 頁 岩 Blle7

片 14 10 黒 曜 石 Blle7

片 01 凝 灰 岩 Blle7
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図版番号 器 種

法 量

石 質 出 土 地 点 偏 考

長 さ (cm) 幅  (cm) 厚 さ(cm) 重 量 (g)

第176図 95 剖 片 理 灰 岩 Blle7

制 片 11 頁 岩 Blld8

剰 片 黒 曜 石 Blleタ

制 片 1_0 メ ノ ウ Blle

剖 片 黒 曜 石 Blle7

劉 片 11 黒  曜  石 Blle7

片 11 メ ノ ウ Blle7

片 0_1 黒 曜 石 Blle7

片 11 03 頁 中石 Bllf7

片 黒  曜  石 Blle7

片 11 01 頁 岩 Blle7

剖 片 11 黒  曜 石 Blle7

片 垂 灰 岩 Blle7

片 メ ノ ウ Blle7

片 頁 岩 Bllec

剖 片 13 メ ノ ウ Blle7

図 版 番 号 鋳 名 初鋳年 (西暦) 鋳 造 地 名 出 土 地 点 備 考

第 181図 ■1 寛 永 通 費 日 本 表 採 M3

文 久 永 贅 日 本 表 採 M4

図版番号 器 種

法 量

備 考

長 さ (cn) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第181図 ■3 煙 管 (5,0) (42) M5 M15b5

l14 煙 管 (5,0) 10 (8.2) 卜16 B15f5
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第 3節 考察

北前遺隊か ら検出された遺構は,竪穴住居跡37軒,上坑80基,掘立柱建物跡 3棟,溝 5条,井

戸 2基である。竪穴住居跡からの出土遺物は,縄文時代前期 と古墳時代前期に大別される。ここ

では,土器 を I～Ⅳ期 (縄文時代 I期,古墳時代 H～Ⅳ期)に 区分 し,各期 ごとに住居跡の特徴

を述べ,集落の構成についても若千の検討を加えてい くことにする。

l 縄文時代

調査区の中央部から北西部にかけて竪穴住居跡が 4軒検出されている。そのうち 2軒の住居跡

は,古墳時代の住居跡 と重複 している。出土土器は,すべて縄文時代前期の黒浜式期のものであ

る。黒浜式上器については,新井和之氏の 5段階の分類を基準に考えてい くこととしたい。また,

2軒の住居跡内か ら貝のブロック (地点貝塚)が出上 している。

(1)縄文式土器 について

北前 I期 (縄文時代前期中葉 )

本期には,第 25・ 26。 30。 34号住居跡の 4軒が該当する。黒浜式上器は,ほ とんどすべての上

器片に繊維が含まれ,上器の胎土及び焼成が良 くないものが見られる。文様をもつ上驀には,地

文として縄文・撚糸文 。沈線文等が施文されており, さらに縄文を地文として沈線文や刺突文及

び貝殻文等をもつなど, 1個の上器には文様が複合 して組み合わされているものが見られる。縄

文だけが施された土器が多く見られ,単節縄文 (羽状縄文を含む),無節縄文 (羽状縄文を含む)

ループ文また回転縄文だけでなく縄文圧痕が施されている。撚糸文 (付力Π条縄文を含む)が施さ

れる土器は,縄文だけが施される土器の次に多く, 2本 1対の撚糸文や第26号住居跡出土 (第50

図29)の ように網 目状の撚糸文などが施されている。沈線文は,棒状工具又は半我竹管等によっ

て施され, 日縁にそって横位の平行沈線文や短沈線文,波状や弧状に沈線が施されるものも見ら

れる。第30号住居跡出土 (第54図27)の肋骨状沈線文や第26号住居跡出土 (第54図45)の斜格子目

文なども出上している。貝殻文には,貝殻腹縁文 と貝殻背圧痕文があるが,北前遺跡では各住居

跡から貝殻腹縁文が出上している。新井和之氏の 5段階の分類基準は,「先行型式の関山式に類似

点の多いものを黒浜式の古い部分,諸磯 a式に近い文様を施したものを黒浜式の新しい部分とした。」

としている。第53図 8のループ文や第25号住居跡出土 (第47図 43)の コンパス文,第 46図 15の組

紐文等は,関山H式の要素が残るものである。さらに,第26号住居跡から出上している無繊維土

器の尖底土器片 (第46図 1)も 古い段階のものと考えられる。撚糸文は,東北地方の大木2a式の

上器からの類似が見られ,茨城県西部地方は,地理的に東北地方からの影響を受けやすいものと

考えられる。

本期は,黒浜式期の I～ H段階の関山式期の要素を残している古い段階,縄文時代前期中葉の
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中でも前半の時期 と考えられる。

(2)竪穴住居跡の形態 と集落の構成について

4軒の住居跡は,ほぼ同時期のものと考えられ,調査区の中央部から北西部の台地にまとまっ

て検出されている。平面形は,第 30号住居跡が隅丸長方形,第25・ 34号住居跡が不整楕円形,第

26号住居跡は円形である。炉跡は,すべて地床炉で住居跡の中央部付近及び北寄 りに検出されて

いる。第26号住居跡では,地床炉が中央部からやや北寄 りに 4か所検出されている。柱穴は,す

べての住居跡から検出されているが主柱穴と考えられるものがない。田中和之氏の「黒浜貝塚群・

天神前遺跡」の住居跡形態の分類では,「 II類 ―柱穴は検出されているが,その主柱穴関係が判然

としないもの。」に含まれることになるだろう。また,天神前遺跡では「Cピ ット」 (「 Cピ ット」

という名称は,笹森健一氏の論考の中で仮称で述べ られた施設である。)についてふれられてお り,

『「Cピ ット」は「炉跡付近から検出されるピット」で袋状を呈したり,柱穴状を呈するものが存

在する。初現は現在のところ関山 I式期に求められ,諸磯式期では存在が認められるようである

が,全ての住居跡から検出されるというわけではなく, またその機能についても現段階では推測

の域を脱しえない施設である。』 としている。北前遺跡の第26号住居跡のP8は,炉 3・ 4の南西寄

りに検出され,径76cm,深さ66cmで他の柱穴と比べると大きく貯蔵穴と思う程であり,「 Cピ ット」

の性格と似ているものと思われる。「Cピ ット」の機能について第26号住居跡の場合は,上屋を支

えるための主柱穴の可能性が考えられる。

集落は,調査区の中央部から北側に所在 し,住居跡は菅生沼の西側から緩やかな傾斜地に面し

て,楕円形に 7～ 45mの間隔で検出されている。住居跡内の地点貝塚は, ともに南側の第25。 30

号住居跡から検出されている。 4軒の住居跡は,出土土器からほぼ同時期であると考えられる。

楕円形の内側は, 4軒の住居跡にとっての広場 と思われる。

地点貝塚は,第25号住居跡が炉跡の北西側 と南側の 2か所から貝のブロックが検出され,第 30

号住居跡は床中央部から貝のブロックで 7か所検出されている。 ともに戯水産のカキ・アサ リ・

ハマグリ・アカニシなどが主体であるが,ヤマ トシジミ。オオタニシなどの汽水・淡水産の貝も

螺
①

Si 30  0            3m

s125

（耐″け　　ヽ
＼、、中′′チ／／生①

第183図  縄文時代住居跡形態図
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含まれている。第30号住居跡の分析結

果から採集時期は,春期や夏期である。

縄文時代前期は,「海進期」と考えられ

猿島台地をはじめ対岸の下総台地や大

宮台地の縁辺部に多くの黒浜期の貝塚

が検出されている。 1ヒ前遺跡か らはカ

キ・アサ リ等の鹸水産の多くの貝が出

土 していることから,こ の台地の東側

の菅生沼をはじめ遺跡周辺の底湿地が

海であったことを物語っている。また,

近 くの川にはオオタニシが,汽水には

ヤマ トシジミなどの貝が生息 していた

ことが考えられる。 さら1こ , 分析結果

第184図 黒浜期の主な遣 Ltl

(1灘昆墳究貴轟『名暫轟腔哲堀零榎醒蟄事
89,)

1.北 前

2.模の内

3.本 郷

4.宿 上

3.宿 下

『 .天神前

7.桜  山

8.黒 合

9.山 崎

●員 塚

。非貝塚

によると,貝殻成長線から「 1～ 2年 目は順調な成育であるが,採集年になると成長速度が減少

し,その中には成長遅延も見られる。」ということが報告されていることから,当時の動植物の生

息環境に大きな変化があったことが考えられる。この地′点貝塚の分析からは,縄文時代前期にお

ける動植物などが生息する古環境の状態を量り知ることができる。また北前に住む縄文人の生業

や生活の一端を窺い知ることができる。

2 古墳時代

当調査区の東部から北西部 (A区・B区・D区)にかけて検出された古墳時代前期の竪穴住居

跡は,33軒である。ここでは,土師器の器形や特徴から3時期に区分を行い,そ れをもとに住居

跡の形態等の特徴を述べ,集落の構成についても若子の検討をくわえていくこととする。

掘立柱建物跡,上九 溝,井戸については,ほ とんど出土遺物がないためここでの考察を省 く

ことにする。

(1)土師器について

当調査区から出上した上師器は,古墳時代前期 (五領期)の限られた時期のもので,三,甕 ,

台付甕,甑,鉢,坑,対,高不,驀台, ミニチュア土器である。ここでの分類基準は,主に重・

甕をもとに「H期は,弥生時代後期の系統を残す土器群,Ⅲ期は,球形の胴部にハケロ整形を施

し, 口縁部に特徴をもつ土器群,Ⅳ期は,球形の胴部にハケロ整形やヘラ削りを施 し,主に中実

柱状の脚部をもつ高不・器台を伴う土器群」として北前遺跡の古墳時代前期 (五領期)を 3時期

に分けていくことにする。
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ヨし育tII引嗣

本期には,第 23・ 24・ 29。 31～ 33。 35・ 36号住居跡が該当する。重や甕・台付甕等は,この口

縁部や胴部上位に網目状撚糸文が施されていたり,甕の口唇部にキザ ミロをもつなど弥生時代後

期の系統を残す土器 と考えられる。第35号住居跡の重は,幅広の複合口縁部と胴部上位に網目状

撚糸文,頸部にそって円形の浮文が貼付され,胴部下位に最大径をもち下膨れであり,ヘラ磨き

で網目状撚糸文帯を除いて赤彩が施され,さ らに口縁部の網目状撚糸文帯に円形の赤彩をもつな

ど東京都八王子市の神谷原遺跡と類似している。また,第 146図 1の壷は,第35号住居跡の上器片

と接合でき,複合口縁で網目状撚糸文を施し,胴部は下膨れでヘラ磨きで赤彩が施されている。

これらのこは,南関東地方の手法をとりいれた土器で,千葉県や埼玉県などから搬入された可能

性のある土器と考えられる。また,単 口縁のこでは,第29号住居跡のように胴部はともに下膨れ

で,頸部が強 く締 り断面三角突帯のあるものとないものとがあり, 国縁部はやや内彎気味に立ち

上がっている。底部は,平底で木葉痕をもつものもある。甕は,球形の胴部を呈し,外面ハケロ

整形またはヘラ削りで,日縁菩Ьは頸部から外反してたち上がるが,頸部のしまりは少なく口唇部

にキザ ミロをもつものが多い。キザ ミロの施し方には,横から押圧しながら付けるものと口唇部

の下から上への方向及び上から下への方向へとキザ ミロを付けるものなど2つに大別される。横

から付けたキザ ミロには,施文する工具の木目痕を残すものもある。台付奎は,「ハ」の字状に台

部が開き,胴部は球形を呈し,日唇部にキザ ミロをもつものが多い。第153図 13の 台付甕の口縁部

には,外面に輪積み痕を残すものなど,東京湾岸地域や印椿・手賀沼周辺地域及びつ くば市境松

遺跡との関係などが考えられる。台付甕は,甕に比べて多く出上している。高lThは ,郭部片や脚

部片が多く出土し,外面ヘラ磨きで赤彩が施されている。脚部は裾部を大きくラッパ状に開番,

脚部高が低 く赤彩されているもの (第149図 2・ 第154図 19)な ど弥生時代後期の系統を残してい

る。不部は,下位端部に稜をもつものがほとんどであり,第23号住居跡 (第 130図 7)や第36号住

居跡 (第 157図 5)は ,脚部 との接合点から大きく開き不部高もやや深 く,東海地方の元屋敷系高

不と類似しておりその系統の上器と思われる。器台は,器受部の中央に単孔をもち皿状を呈して

いる。第36号住居跡出上の装飾器台 (第157図 10)は ,床面に細かい土器片で出上しており,複合

日縁で器受部に楕円形状の円窓をもっている。これは,千葉県柏市戸張一番割遺跡や龍ヶ崎市屋

代A遺跡のものと類似している。しかし,本期のなかでは器台の出土量は少ない。

北前 III期

本期には,第 1・ 5-A・ 6・ 18～ 20。 22・ 28号住居跡が該当する。第 5-A号住居跡は,出

土遺物が少量であるが,第 5-B号住居跡に掘 り込まれているなど本期に含めて考えることにす

る。この口縁部には,複合口縁のものと単口縁のものが出土している。第18号住居跡の複合口縁

の三 (第■7図 1)|よ ,平底で外面ヘラ削りが施され,頸部の内面に胴部 との接合部 と思われる稜
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をもち,大 きく外反して立ち上がっている。胎上の違い等より搬入された可能性が考えられる。

単口縁の壷は,口縁部片であるが,ハケロ整形の後丁寧なヘラ磨 きで赤彩が施されている。甕は,

やや突出した平底で,球形の胴部を呈し,全面にハケロ整形が施され, 口縁部は頸部から「く」

の字状に刻ヽさく外反気味に立ち上がっているものが多い。第61図 1の甕の口縁部は,下位に膨ら

みをもっている。また,第20号住居跡の甕 (第 121図 2)は,緩やかな「 S」 字状の口縁部である。

東海系土器の「 S」 字状口縁の甕が,かなり在地化 し「 S」 字状の系統が残ったものと考えられ

る。台付甕は,台部が「ハ」の字状に開き,胴部は球形を呈するが台部高がH期に比べやや低 く

なる傾向が見られる。甑は,鉢形で外面ハケロ整形を施し,複合口縁である。鉢は,外面ナデで,

口縁部内・外面ハケロ整形のものが分い。吋が出上してくるのが本期で,丸底で体部が半球形の

所謂小形九底対 (底部がわずかに窪むものを含む。)と体部が扁平気味な半球形の鉢形とも見える

ものの 2つの器種がある。小形丸底姑は,ヘラ磨きで内・外面とも赤彩されている。鉢形状の鮒

は,体部ヘラ削りで,日縁部ヘラ磨きであるがハケロ整形痕が残っている。特にこの鉢形状の姑

は,第 6号住居跡から出上している (第76図 5)。 立花 実氏は,こ のjtlを「屈曲口縁鉢」とよび,

「利根川,荒川流域を中心に北関東,東関東に分布する。」と述べている。また,こ の「屈曲口縁

鉢」について,「各地の上器が集中するような場所の性格をもつ遺跡に多く出上したり,主に住居

跡から出上していることから,集落内祭万Bと 関係するのではないか。」と報告している。鹿島町木

‖�
8118-2

S120-2

S120-3

第186図 北前Ⅲ期土器集成図
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滝台遺跡にも見られ,北前遺跡の性格を考える上での一つの手を卜りとなると考える。高不は,不

部片や脚部片である。不部は下位に稜をもちヘラ磨 きで赤彩が施され,写部高はやや低 く浅い。

脚部は,ラ ッパ状に開くものと中実柱状の脚部が出土している。この中実柱状の脚部をもつ高不

は,Ⅳ期の主流をなすものと考えている。器台は,器受部の中央に単孔をもち浅 く皿状を呈して

いる。 ミニチュア土器は,底部に小さな窪みをもち,ハケロ整形を施している。

北前Ⅳ期

本期には,第 2～ 4・ 5-B, 7～ 17・ 21。 27号住居跡が該当し,北前遺跡の中心的な時期 と

考えられる。第 7■ 6号住居跡は,特に甕を主に多くの上師器が出上している。こは,有段口縁,

複合口縁,単口縁などの口縁部片が多く見られる。有段口縁の壺は,ヘラ磨きであるがハケロ整

形を残し,頸部のしまりが弱くなり大きく外反して立ち上がる傾向が見られる。しかし,第 16号

住居跡の壺 (第106図 1)のように頸部に断面三角突帝をもつなど古い時期のものも残っている。

甕は,底部が平底や突出した平底などで,胴部は球形でハケロ整形を胴部中位から口縁部にかけ

て施し,胴部下半にはヘラ削りのものが多く見られる。口縁部は,頸部から「く」の字状を呈し,

やや器厚を減じながら外反して立ち上がっている。胴部の整形手法や頸部から口縁部の立ち上が

りなどが緩やかな傾向をもち新しい時期の要素が考えられる。台付甕は,II・ Ⅲ期よりも小形化

し,出土量が少なくなる傾向にある。甑は,いずれも単孔で,ハケロ整形を施した鉢形の複合口

縁である。飢が出土するのは,本期が主である。甑は,第 3・ 7～ 9・ 16・ 17・ 21号住居跡から

出上しており,そのうち第16・ 21号住居跡からは,甑が 2′ミずつ出上している。対は,小形九底

lHや体部が扁平な半球形の球の 2つの器種が出土している。第16号住居跡の財 (第111図 25)は ,

胴部中位に小さく穿孔されており,住居跡内祭祀に関係する対と考えられるが,類例がなく今後

の検討が必要と思われる。高不は,中実柱状の脚部が主で,い くつかの器種に分けられるが,第

101図 8の ように不部高に比べて脚部高がかなり長いものも出土している。また,器台にも中実柱

状の脚部をもつものが見られる。岩崎卓也氏は,こ の高lThについて「塩釜式や五領式期の後半に

は北関東東部や東北南部に脚部が中実な高不が出現する。この祖形は畿内にあり,古墳文化の東

北地方への拡大と関連する。」という見方を報告している。中実柱状の脚部をもつ高不の類例は,

利根川流域から南部の千葉,東京方面では凱在のところ類例が極めて少ない。関東東部の太平洋

岸や利根川から鬼怒川流域の栃木県,群馬県及び福島県の太平洋岸や会津地方に多く出上してい

る。これらの遺跡の中には,「 S」字状口縁の甕や台付甕と共伴しているものJも 見られるが,北前

遺跡では共伴 していない。北前遺跡と類似している周辺の遺跡では,鹿島町木滝台遺跡,千葉県

我孫子中学校校庭遺跡,栃木県花の木町遺跡などがある。ミニチュア土器は,壺形,甕形,鉢形,

坑形等で,ハケロ整形が施されている。第 4。 21号住居跡からは,特に分く出上している。
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第187図 北前Ⅳ期土器集成図(1)
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(2)住居跡の形態 と集落の構成について

北前遺跡の調査区から出土した古墳時代前期の住居跡は33軒 で,標高18～ 19mの 台地上に所在

している。これらの住居跡は,ほ とんど重複がなく出上した土師器からH～ IV期 の 3期に分類し,

その住居跡の形態について述べるとともに集落の構成について若千の検討を加えてみたい。

北前H期 (古墳時代前期前葉)

第23・ 24・ 29・ 31～ 33・ 35。 36号住居跡

北前Ⅲ期 (古墳時代前期中葉)

第 1・ 5-A・ 6。 18～ 20・ 22・ 28号住居跡

北前Ⅳ期 (古墳時代前期後葉)

第 2～ 4・ 5-B・ 7～ 17・ 21・ 27号住居跡

】ヒ青tII芸月

当該期に比定される住居跡は,調査区の中央部から北西部にかけて 8軒検出されている。平面

形は,隅丸方形を呈するものが 7軒,方形を呈するものが 1軒である。本期では,隅丸方形が住

居の平面形の基本 と考えられるだろう。また,火災住居跡は,第 23・ 24・ 29。 33・ 35号住居跡と

8軒のうち5軒 と多い。炉跡は,すべて地床炉であり,床中央部から北西寄 りに検出さている。

しかし,第 31・ 32号住居跡の炉跡は,南東壁寄 りに検出され,他の住居跡と異なっている。

主柱穴は,第 36号住居跡を除いて,必ずしも4か所は検出されていない。第36号住居跡は,主柱

穴が 4か所検出され,掘 り方も楕円形を呈して大きい。また,Plの覆上上層から高郭をはじめ土
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師器片が出上している状況から柱の抜き取 りをした可能性のある住居明と思われる。出入ロピッ

トは,すべての住居跡から検出され,炉 と対面する位置にある。また,貯蔵穴は,出入ロピット

の左右 どちらかに検出されている。第23号住居跡では,貯蔵穴が 2か所ある。床面は,すべての

住居跡で各コーナーまで良く踏み固められ,特に中央部は硬い。住居跡内の部屋を区切るための

施設と考えられる間仕切 り溝が,第 23・ 32。 33・ 36号住居跡の出入ロピットの近 くから検出され

ている。住居跡の主軸方向は,N29°一W～ N70°一Wの範囲にあり,南東側からの出入口を考える

ことができる。しかし,第 31。 32号住居跡は,他の住居と違い反対方向になってしまう。第29号

住屋跡は,N5°一Wでほぼ南北の向きである。住居跡の規模は,36m2以 上が 2軒,10～ 25m2が 4軒 ,

lom2未満が 2軒である。大形の住居跡を中心として,中形住居跡や小形住居跡が集落を構成して

いたと考えられる。第35号住居跡と第32号住居跡は,出入口の方向が違うが,互いに床面からの

資料である壷の接合ができ,少なくとも住居の廃絶期は同時期 と考えられる。第29号住居跡は,

この集落の中では特異な存左 と考えられる。壁高は,45～ 60cmと 深 く,焼土が厚 く床面を覆う火

災住居跡である。炉跡は床中央部に位置し,西部の床面は高床部 (べ ノヽト状)に なっている。柱

穴が多く検出され,そ の多くは壁柱穴である。出入ロピットは,南壁の東コーナー寄 りにあり,

貯蔵穴は東コーナーにある。とくに土器片が,床中央部から南部にかけて赤彩の土器片を含めて

多く出土している。北壁寄 りの床面には,高不・器台の脚部や甕が東西に一列に置かれた状況で,

特に北コーナー付近から甕,台付甕が重なり,甕の中からミニチュア土器が出上している。本期

の集落の中では,ほぼ中央に位置し,こ のような住居跡の形態や出土土器の状況から仁居跡内で

祭祀を行った可能性が考えられる。
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第 190図  北前 ‖期住居跡規模・ 主軸方向
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本期の集落は,調査区中央部北側に所左 し,住居跡は菅生沼西側から入 り込む緩やかな傾斜地
(3)

に面 して形成されている。集落は,大形の住居跡を中心に水田耕作 を営む「世帯共同体」 と考え

られる。

北前 III期

当該期に比定される住居跡は,調査区の中央部から北東部にかけて 8軒検出されている。平面

形は,隅九方形が 3軒,隅丸長方形が 1軒,方形 3軒 (第 1・ 18号住居跡は,推定であるが方形

とした。),長方形 1軒の 8軒である。また,火災住居跡は,第 6・ 18。 28号住居跡の 3軒である。

炉跡は,地床炉であり,床中央部から北西寄 りに検出されている。第18号住居跡は,調査区外に

のびているため検出されていない。また,第 5-B号住居跡の炉跡は,南東壁寄 りに検出されて

いる。主柱穴は, H期 と同様に 4本検出される住居跡が少ない。第 6・ 18・ 22号住居跡は,主柱

穴が 4本検出されている。主注穴の位置は,住居跡のコーナーに寄って検出されている。出入口

ピットが,は っきりと検出されているのは第22号住居跡だけで,炉 と対面する位置にある。他の

住居跡は,出入ロピットがなく,H期に比べて住居跡の形態の違いが見られる。床面は,軟らか

く炉の周辺や床中央部が踏み固められている程度である。壁溝は,ほ とんどの住居跡から検出さ

れているが,全周しているのは第 6・ 18・ 22号住居跡である。ほとんどは住居跡の主軸方向は,

N-20°―W～ N-28°―Wの範囲にある。第 5-A号住居跡は,N69生 Eと 反対の向きを示しているが,

本期の集落は,中央部に広場をもち,長楕円形状を呈しているので,第 5-A号住居跡は中央部

の広場を向いていることになる。住居跡の規模 (第 1・ 18号住居跡を除 く。)は ,10～ 17m2が 4軒 ,

10m2未満が 2軒であり,大形 と考える住居跡がなく中形が多くなる傾向が見られる。

本期の集落は,H期の集落の東側に所在 し,住居跡は菅生沼から入 り込む緩やかな傾斜地に面

して形成されている。人々は台地上における畑作だけでなく, 日の前に広がる湿地帯の開墾によ

る水田耕作も行っていたものと思われる。

北前Ⅳ期

当該期に比定される住居跡は,調査区の東部から南東部にかけて17軒検出されている。平面形

は,隅丸方形 5軒,隅九長方形 2軒,方形 6軒,長方形 4軒である。本期では特に方形や長方形

の住居跡が多く見られている。また,火災仁居跡は,第 4・ 7・ 8・ 11。 13。 15。 16・ 21・ 27号住居跡で17軒

中のうち9軒である。炉跡は,すべて地床炉であり,床中央部から北西寄 りに検出されている。

しかし,第 10。 12号住居跡には,炉が検出されていない。主柱穴は,多 くの住居跡から4か所検

出されているが,第 9。 10・ 12号住居跡から全 く検出されていない。また,主柱穴は,Ⅲ期に比

べてやや内側の中央部寄 りに検出されている。出入ロピットは,炉の対面に位置している。また,

第 4号住居跡の出入ロピットでは,角度をもって検出されており,当時の壁高を推測することが

できるだろう。貯蔵穴は,円形や楕円形の平面形を呈しており,出入ロピットの左右のどちらか
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第191図  北前 III剣 住居麒規模・ 主軸方向

に位置している。また,床の構造のうえで特徴的なことは,貯蔵穴の周辺の床面が楕円形又は長

方形の高まりをもって検出されていることである。壁溝は,ほ とんどの住居跡から検出されてお

り,間仕切 り溝も第 3・ 4・ 8・ 11。 13・ 14・ 16号住居跡から検出されている。とくに第13・ 16

号住居跡からは, コーナーを区切るように 2条検出されている。この間仕切 り溝は,石野博信氏

がいう「柱壁間溝」のように,主柱穴と壁溝をつなぐ溝ではないが,同 じように屋内を区切る施

設と考えられる。主軸方向は,N-12°―W～ N-44° Wの範囲にあるが,第27号住居跡は,N-6°一W

でほぼ南北を示している。また,第 2号住居跡は,N-74°一Eで,炉 と出入ロピットが対面する北

前遺跡のパターンで考えると第 4号住居跡を向いていることになる。住居跡の規模は,50～ 60m2

P短軸0 12345678

第 192図  北前Ⅳ期住居 Ltl規模

9 10 
‐~

・ 主軸方向
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が 2軒で,北前遺跡の中では超大形の住居跡である。中形の住居跡は細か く,25～ 30m2が 4軒 ,

15～ 24m2が 5軒,10～ 12m2が 4軒 と3つに分けられる。10∬未満の住居跡は, 2軒である。超大

形の住居跡を中心 として,中形の住居跡や河ヽ形の住居跡が 3～ 10mの 間隔で,ま とまりをもって

河ヽ集落を構成している「世帯共同体」 と考えられる。大形の住居跡の間隔は,約21mである。こ

の超大形の住居跡である第 4・ 8号住居跡からは,炭化米が炉の焼土内や床面,床内及び貯蔵穴

の覆土から出上している。本期から米作 りが本格化 してきていることは,甑が出上していること

からも窺われる。さらに,甑が一つの住居跡から2個 も出土することからも推察することができ

る。第 7・ 16号住居跡は,中形の住居跡で,甕を中心に特に分くの上師器が出上している。特に

第16号住屋跡は火災住居跡で,方形の平面形で,主柱穴を中央寄 りにもち,間仕切 り溝を 2条 も

っている。遺物の出土状況は,甕が主柱穴上に逆位に置かれ,甕の中が中空のもの (第 108図 11)

や壺,甑,胴部穿孔のオ,中実柱状の脚部の高年,小形器台などの出土状況から柱を抜き取って

いると考えられる。これらの出土状況からなんらかの祭祀イ子為を行ったと思われる住居跡である。

第 7号住居跡も同様に考えられる。

本期の集落は,東側の菅生沼へ延びている台地縁辺部に所在 し,集落は大形の住居跡を中心に

刻ヽ形及び中形住居跡で形成されている。本期の人々は,台地上の畑作はもちろんのこと菅生沼周

辺の温地帯における水田耕作等に生活の基盤があったものと考えられる。

以上のように北前遺跡から検出された住居跡は,縄文時代前期,そ して古墳時代前期の I期か

らⅣ期の 4期に区分することができる。当台地上に集落が形成されるのは,縄文時代前期 (黒浜

期)で,その後長い空白を経て古墳時代前期 (五領期)に集落が形成されている。古墳時代前期

のH期からⅣ期 という限られた時期の集落を考えてみると, H期は,台地のほぼ中央部に 2軒の

大形住居跡を中心として,小集落が形成されている。この小集落は, 2～ 4軒のグループで生産

をともにする「世帯共同体」と考えられる。Ⅲ期は,台地の中央部からやや東部の菅生沼近 くに

集落が形成され,大形住居跡がなく中形住居跡が多く見られる。その中でも第18号住居跡は,「世

帯共同体」の中心的な住居と考えられる。Ⅳ期は,中実柱状の脚部の高lThな どに見られるように

特徴的な土師器をもっており,台地の東部に 2軒の超大形住居跡を中心として,中形住居跡や小

形住居跡が列状に集落を形成している。超大形住居跡は,「世帯共同体」と「世帯共同体」が共業

する「農業共同体」の中心的な存在の住居 と思われる。北前遺跡の周辺で同時期の住居跡が報告

されている県内の遺跡は,奥山下根遺跡,奥山A遺跡,小田林遺跡,神谷森遺跡や千葉県野田市

三ッ堀遺跡,我孫子中学校校庭遺跡,柏市戸張一番割遺跡などがある。
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表10 北前H～Ⅳ期住居跡別出土土師器一覧表

中形甕・台付甕      小形甕・台付甕

口縁部径10～ 14cm     口縁部径10cm未満

江

(1)新 井和之  「黒浜土器について」『縄文文化の研究』 1982年

(2)蓮 田市教育委員会  「黒浜貝塚群天神前遺跡」 埼玉県蓮田市文化財調査報告書第17集

1991年

(3)笹 森健―  「縄文時代前期の住居 と集落 (I),(II),(III)」  1981～ 1982年

(4)八 王子市相田遺跡調査会  「神谷原Ⅲ」 東京都八王子市相田遺跡群の調査 1982年

(5)立 花 実  「東 日本の屈曲口縁鉢」『西相模考古』 第 1号 1992年

(6)高 橋 和  「東北地方南部の古墳時代前期高不に関する一視点」『法政史論』 第13号法政

大学大学院 日本史学会 1985年

時   期 H 期 期 Ⅳ 期

Ⅷ 1
５．
Ａ 2 4

５
．
Ｂ 7 9 14

士電

複  合
口  縁

ユ l 2 2 1 3 1

単日縁 4 2 3 4 l 1 1 1 1 6 l l 2 ユ l

右 段 1 l 1

甕 1 3 4 2 1 4 1 1 4 2 3 1 ユ 3 l 2 1 5 1

中 形 甕 l 1 l と l 1
1

l 3

小 形 甕 ユ

台 付 甕 l 2 ユ 1 3 1 2 ユ 3 l

中形台付獲 2

小形台付甕 l 1

甑 ユ 1 l 1 1 1 2

鉢 l 1 1 l l

婉 1 1 l 1

高 不 5 4 1 2 5 5 1 2 l l 1 ] l 2 1

中 実 柱 状
高    ■7N

l l ユ ユ 2 l ユ 1

器
ム
ロ 2 1 3 l l 1 1 1 2 l 1 2 2 3

中 実 柱 状
器    台 l l と

ミ

ニ
チ

ュ

ア

土

器

甕 形 ユ

姑 形 l

塊  形 l 1 l l

鉢  形 l 1 2 1

壷 形 l

難

丸 底 2 2 2 l l 1 1

平 底 1 1 2 1 ユ
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(7)万葉の里シンポジウム実行委員会・鹿島町教育委員会 「シンポジウム 福島県における古

代土器の諸問題」 1989年 岩崎卓也 「二古墳分布の拡大」『古代を考える古墳』 1989年

(8)都出比呂志氏の「世帯共同体」は『家長世帯を核 とし,その兄弟や父母の世帯を合わせた

複合家族である可能性が高い』 とされる。

(9)石野博信  「日本原始 。古代住居の研究」 1991年

参考文献

(1)茨城県教育財団 「上片田A・ B・ C遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告第53集  1988年

(2)茨城県教育財団 「大生郷遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告�11981年
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茨城県自然博物館 (仮称)建設用地内に所在する原口遺跡,北前遺跡の発掘調査は,平成 2年

4月 から平成 3年 6月 末 日までの 1年 3か月にわたって実施 した。調査の結果,縄文時代,古墳

時代の遺構・遺物を検出し,多 くの貴重な資料 を得 ることができた。

原口遺跡は,縄文時代後期の竪穴住居跡■軒,土坑60基などが検出されている。遺物は,縄文

時代後期の堀之内式期 と加曽利 B式期の上器が中心であるが,同時期に併行の三十稲場式期の蓋

なども出上 している。住居跡は,ほぼ円形を呈 し,床中央部に地床炉 をもっている。また,地点

貝塚が,住居跡 1軒,上坑 2基から出上 している。貝は,ヤマ トシジミを主体 としている。また ,

貝 とともに魚骨や獣骨 も出土 している。これらのことから縄文時代に原口地域に住む人々の生活

や他の地域 との交流, さらに当時の古環境などを窺い知 ることができる。

北前遺跡は,縄文時代 と古墳時代の複合遺跡であ り,縄文時代前期 (黒浜期)の竪穴住居跡 4

軒,古墳時代前期 (五領期)の竪穴住居跡33軒が検出されている。縄文時代前期の 2軒の竪穴住

居跡内から地点貝塚が検出されている。貝は,カ キ,ハマグリ,アサ リ,ア カニシ等であ り,縄

文の「海進期」を知 る手がか りとなる。古墳時代は,前期 という限られた時期であるが,遺物は ,

壼,甕,台付甕,甑,鉢,球,高lTh,器 台, ミニチュア土器など多 くの器形 とともに,弥生時代

の系統を残す土師器 も出上している。古墳時代の竪穴住居隊の平面形は,I品九方形,隅丸長方形

および方形や長方形 と様々である。住居跡内には,壁溝や間仕切 り溝又は出入ロピットなどを検

出している。第35号住居跡からは,日縁部や胴部上位に網 目状撚糸文,頸部に円形の浮文 をもち

赤彩 された南関東系の壷が出土 している。また,住居跡間での土師器の接合 も見られる。調査 区

の東部,菅生沼寄 りの多くの住居跡からは,中実柱状の脚部をもつ高不など特徴的な土師器が出

上している。また,33軒の住居跡のうち17軒が,火災住居跡である。第16・ 29号住居跡は,遺物

の出土状況から住居跡内祭祀について考えるときの貴重な資料 となるものと思われる。

原口遺跡,北前遺跡の調査 と整理を担当し,レ くの資料をより客観的に報告できるように努め

て編集した。今後,さ らにこの地域の調査が行われ,岩井市の歴史が詳細に解明されることを期

待 し,こ の報告書が, ささやかな一助 となれば幸いである。

最後に,発掘調査から報告書作成に至るまで,岩井市教育委員会をはじめ,関係各位から多 く

の御指導,御協力をいただき,文末ながら深 く感謝の意を表す次第である。
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原口遺跡・北前遺跡出土動物遺体について

埼 玉 大 学 教 養 部  教 授

ウラジオストック・ロシア科学アカデミー

極 東 民 族 研 究 所  研 究 員

小 池 裕 子

Vera Tolostonogova

く原 口第 1-B号 住居跡内員層〉

原口遺跡東端部に位置する第 1-B号住居跡の中央部の覆土から,ヤマ トシジミを主体 とする

貝層と獣骨数点が出上した。この住居跡の時期は縄文時代後期堀之内 I期に属すると考えられた。

炉付近の獣骨片B2(17.308)はニホンジカ中指骨の遠位端破片で,骨端縫合が完成していない若

い個体のものである。壁面付近の獣骨片B3(17.558)は イノシシの右肩肝骨破片であった。

貝層サンプルは,貝層上面のNα395サ ンプル(S1l B 395),炉 直上のNo398,Nα 402,Nα 409,Nα 416,

Nα423(S1l B 398,402,409,416,423),炉 付近の上層に位置するNα421(S1l B 421),Nα 421

より数cm上部のNα422(SI-1-B422)の 8サンプルであった (表 1)。 これらの貝サンプルの貝類

組成はヤマ トシジミのほか,ハマグリ・シオフキ・オオタニシを含んでいた。

ヤマ トシジミの殻高は10mmか ら32mmま での範囲にあり平均20.4mmと やや小型であった。分析貝

の大半において殻頂付近の外層が消失していたので正確な年齢は査定できなかったが,ほ とんど

貝縁付近の冬輪だけの 2年貝と推定され,その成長経過は非常に順調な生育であった。

ヤマ トシジミの貝殻成長線の示す採取季節は,第 1-B号住居跡内中央部貝層の最下層に位置

するS11-B423が ほぼ90～ 130日 目までの春期後半に採取された貝で構成されていた。同じく炉直

上と言己載されていたSI卜B398ではほぼ冬輪中心前後から30日 目までの 2・ 3月 に採取された貝

で構成され,同 じく炉直上のS11-B402で は冬輪中心から70～ 150日 目までの春期に採取された貝

を含み,同 じく炉直上のSI-1-B-409が60～ 120日 目の同じく春期 を示した。炉イ寸近のより上層に位

置するSI-1-B-422では50～ 100日 目までの春期 を示 した。
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第1-B号住居跡

第1-B号住居跡
No489
ヤマトシジミ

ヤマトシジミの採取季節

第 卜 B号住居跡 No398円卜日トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

Nα 402-――――――――――
+司トーーー司‖引卜‖→

―-1-――――――――…………………………………………………………………

No409-――――――――‖‖卜→卜+引‖――|―トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

No422-――――――-1+-1牛-1卜
1→トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

N。423

第 1図 原口遺LII第 1-B号住居跡出土貝分析図

く原 口遺跡第35号上坑内貝層〉

原口遺跡西端部に位置する土坑群のひとつ第35号土坑の覆土からは,ヤマ トシジミの貝層のほ

か魚骨・獣骨が検出された。この上坑の時期は伴出土器片から縄文時代後期堀之内 I期に属する

と考えられている。図 1の第35号土坑セクション図に示したように,貝層は第 1層 (SK 35 1)と

第 2層 (SK 35 2)に 分かれ,その間層に魚骨Nolと Nα2が発見された。また貝層下の第 3層からは

獣骨Nα7と Nα9が出土し,第 4層 には魚骨の集積がみられた。

これらの貝サンプルの貝類組成 (表 1)はヤマ トシジミの単一種で構成されていた。獣骨Nα 7は

イノシシ左下顎第 1後臼歯で,咬耗度ⅥΠの老齢個体であった。獣骨Nα9焼骨破片で,シ カの中指骨

または中足骨の遠位端破片で,縫合未完成の若齢個体であった。魚骨Nαlは クロダイ第 1鰭棘で全

韓 浮 籍

蠅
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長64mmを 計る大型のものであった。魚骨No2は 同じくタイ科の鰭棘であった。最下層の第 4層から

出上した魚骨は,いずれも体長約 7 cm以下と推定される小型魚に属するもので,前上顎骨左 1,

歯骨左 1右 2,前偲蓋骨右 1,問偲蓋骨右 1,腹椎22,尾椎20な ど頭部・体部 とも出上していた。

前上顎骨や歯骨の形態からハゼ科の稚魚などが該当すると考えられる。

SK 34-2で調べられたヤマ トシジミの殻高は 8 mmか ら26mmま での範囲にあり平均18.6mmと ヤマ ト

シジミとしては小型であった(図 1)。 分析貝の大半において殻頂付近の外層が消失していたので

正確な年齢は査定できなかったが,ほ とんど貝縁付近の冬輪だけの 2年貝と推定される?その成

長経過は全般的に順調な生育であった。

ヤマ トシジミの貝殻成長線の示す採取季節は,下層に位置するSK 3辟 2のサンブルでは冬輪中心

60日 日から150日 目の春期 を示し,そ の上層のSK 35 1サ ンプルでは90日 目から160日 日,若千季節

が推移するのが認められた。

ヤマトシジミの採取季節 〆
ユーJT―一三缶一一≒扇戸

f証
司
『

ユー再下
型二

瓦冨
上

=ユ
_

第
35号 土 坑  貝 層

1 -―
― 一 一 引 H斗 → 判 昨

― 十
一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一

第
35号 土 坑  貝 層

2ト ー ー ー
十 ■ H件

→ 斗 一
■

― ― 一 一 一 一 ― ― 一 一 一 ― 一 一 一 一

第 2図 原口遺跡第35号土坑出土貝分析図

第35号 土坑 第35号土坑 貝層 2

ヤマ トシジミ
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く北前遺跡第30号住居跡内貝層〉

菅生沼西岸に位置する北前遺跡のほぼ中央から縄文時代前期黒浜式土器を伴出する第30号住居

跡が発見され,その覆土中にマガキを主体 とする貝層が検出された。貝層はブロック Iか らブロ

ックVⅡ まで 7箇所の地点貝層として残存し,そのうち中央に位置するブロック Iと ブロックⅣに

関して,ブロックIに属する5区の貝層 (S卜30-15),同 じく貝層 1層 (S130-151)と 7区

の貝層 (S13017),ブロックⅣに属する9区の貝層 (S130Ⅳ 9),同 じく貝層 2層 (S130-

Ⅳ-92),12区の貝層 (S1301V12),16区 の貝層 1層 (S1301V-161),同 じく貝層 2層 (SI

30Ⅳ 162),同 じく貝層 3層 (S130Ⅳ 163)の計 9サンプルを分析した (図 3)。

これらの貝サンプルの貝類組成 (表 3)はいずれもマガキを主体 とし,それにアサリ・ハマグ

リ・オキシジミが混じり,層 によってはサルボウ・シオフキやアカニシ・ウミニナ類がかなり含

まれており,ま たヤマ トシジミ・オオタニシといった汽水・淡水産の貝やハイガイ・オオノガイ

などHFR水域など幅広い生態域の貝が含まれていた。獣骨魚骨は特に検出されなかった。

アサリの殻高はブロック Iと ブロックⅣでかなり大きさが異なり,ブロック Iでは20mmか ら34

mmと 比較的大型で,ブロックⅣでは14mmか ら30mmと 比較的小型であった(図 1)。 アサ リの年齢は

ブロック Iでは年齢を経た個体が多かったが,ブロックⅣでは若齢化 していた。その成長経過を

みると,第 1年 目・第 2年 目は比較的順調な生育であるが採集年に入ると成長速度が減少し,夏

期に採集された個体には 2・ 3箇所の成長遅延がみられた。

アサリ貝殻成長線の示す採取季節は,貝 層ブロックIのS13015では冬輪中心110日 目から140

日目の夏期を示 し,同 じくSI-30-17では分析例は少ないが60日 目から120日 目であった。貝層ブ

ロックⅣのS1301V9では冬輪中心から30～ 120日 目の範囲にあり,50～ 60日 目の春期後半に採取

された個体が多かった。SI-30Ⅳ 12では30～ 190日 目にあり,180日 日前後に集中した。SI-30Ⅳ

-16-1では分析例は少ないが50～ 80日 目の春期 を示した。それぞれ各分析単位ごとに特徴的な季節

性を示したが,各貝層ブロックが点在 し層位的関係が把握できなかった。全体の堆積期間を推定

することはできなかった。
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くまとめ〉

原口遺跡出土貝層と北前遺跡出土貝層では時期が異なり,縄文前期黒浜期に属する北前遺跡出

土貝層では獣骨・魚骨は検出されず,貝類ではマガキが主体で次いでアサリが多くそのほか純戯

域に生息する二枚貝を種多く含んでいた。アサリの年齢組成はブロックIでは年齢を経た大型貝

がみられた力乳ブロックⅣでは比較的若い個体が多かった。殻成長は捕獲 2,3年前は順調であっ

たが,捕獲前年から障害輪が認められた。

縄文後期堀之内 I式上器を伴出した原口遺跡の第 1-B号住居跡内貝層と第35号土坑内貝層は

ともに,ヤマトシジミが優先した汽水域の貝類種に変わり,ま た獣骨・魚骨の出土もわずかなが

ら伴うようになる。ヤマトシジミの特徴は非常にガヽ型であることでその大半が 1年目の冬輪のみ

の2年貝で若齢化が相当進行し捕食圧が高かったことをうかがわせた。
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北前遺跡遺構内出土炭化材の樹種同定

`よ

じめに

北前遺跡 (岩井市大字大崎所在)は ,菅生沼西岸の台地上に位置する。台地を東西に開祈す る

谷を挟んだ南側には,縄文時代から古墳時代の集落 l■ である高崎貝塚が存在する。本遺跡では ,

発掘調査により縄文時代 と古墳時代の遺構・遺物が検出され,古墳時代前期終末期 に相当する住

居址 (D地区29号住居址,35号住居4L)の床面直上か ら炭化材が検出された。これらの炭化材は ,

住居上の建築材 と考えられている。

今回の分析調査では,D地 区29号住居址および35号住居址から検出された炭化材について材同

定 を行い,建築材の樹種 を明らかにすることを目的 とした。

1 試料

試料は,D地 区29号仁居 l■の床面直上か ら検出された炭化材 1点 (No3)と ,35号住居 l■の床面

直上か ら検出された炭化材 1点 (Nα247)である。

2 方法

試料 を乾燥させたのち横断面 (木 口)・ 放射断面 (柾 目)。 接線断面 (板 日)の 3断面を作製 し,

走査型電子顕微鏡 (無蒸着 。反射電子検出型)で観察・同定 した。

3 結果

試料は 2′くともヨナラ属 ヨナラ亜属 クヌギ節の一種であった。同定根JILと した主な解剖学的特

徴や観左種の一般的な性質を以下に記す。なお,一般的性質などについては「木の事典 第 2巻」

(平井,1979)を参考にした。

・ コナラ属 ヨナラ亜届 クヌギ節の一種 (Quercus subgen.Lepidobalanus secto Cerris sp。 )

ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 3列,孔圏外で急激に管径 を減 じのち漸減 しながら放射状に配列する。

大道管は管壁は厚 く,横断面では円形,小道管は管壁は中庸～厚 く,横断面では角張った円形 ,

ともに単独。単穿孔を有 し,壁孔は交互状に配列,放射組織 との間では棚状 となる。放射組織は

同性,単列, 1～ 20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。柔細胞

はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

クヌギ節は, コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で,果実 (い わゆる ドングリ)が 2年 目に熟す る
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グループで, クヌギ (Quercus acutissima)と アベマキ (Q.variabilis)の 2種がある。クヌギ

は本州 (岩手・山形県以南)・ 四国・九州に,アベマキは本州 (山形 `静岡県以西)。 四国・九州

(北部)に分布するが,中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で,材は重硬である。古

くから薪炭材 として利用され,人里近 くに萌芽林 として造林されることも多く,薪炭材としては

国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材,精木などの用途が知られる。樹皮・果実

はタンニン原料 となり,果実は染料・飼料 ともなった。アベマキはクヌギによく似た高木で,樹

皮のコルク層が発達 して厚 くなる。材質はクメギに似るが, さらに重い。用途もクヌギと同様で

あるが,樹皮が厚いため薪材にはむかず,炭材 としてもクヌギ・コナラより劣るとされる。

4 考察

同定されたクヌギ節は建築材としてよく用いられ,関東地方の遺跡からは同属のコナラ節やク

リと共に,建築材として分く出土する樹種である (例 えば,高岡,1984:パ リノ・サーヴェイ株

式会社,1984,1987な ど)。 クヌギ節は,本遺跡と谷をはさんで南側に隣接する高崎貝塚のA区 8

住居JILで も認められており,住居の建築材として一般的に用いられていたことが予想される。 し

かし,今回の分析調査では各住居l■から 1′くのみ採取された試料に対 して同定を行ったため,建

築材の樹種構成については不明である。

焼失住居l■ では,建築材の分くは火災やその後の埋積過程で失われており,樹種構成や傾向な

どを知ることは容易ではない。したがって,建築材に関する検討を行 う際には,各住居l■ ごとに

可能な限り多くの試料について材同定を行 うことが望ましい。
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第32号住居跡遺物出土状況 (1) 第32号住居跡遺物出上】犬況 (2)

第32号住居跡出土土器



第33号住居跡

第33号住居跡遺物出土状況

声 飴 |

第33号住居跡

出土遺物
亀遇に卸!要 ;



北 前 遺 隊 PL 59

第34号住居跡

遺物出土状況 (1)

第34号住居跡

遺物出土状況 (2)

臨iけ 2‰

娃67蔭8蹴 ∞i癬 |

第34号住居跡出上土器



PL 60

第35号住居跡遺物出土】犬況

壺出土状況

第35号住居跡



北 前 遺 跡 PL 61

‐ :■■,

第35号住居跡出土土器



PL 62 北 前 遺 跡

第36号住居跡

P5内高郵出土状況

第36号住居跡遺物出土状況

第36号住居跡壺出土状況



北 前 遺 跡

第36号住居跡出土土器

PL 63

帯《く|

第36号住居跡



北 前 遺 跡

第36号住居跡出土土器

PL 63

第36号住居跡



PL 64 北 前遣 FFt

第2号土坑

第 2号土坑

遺物出土状況

第10号土坑

遺物出土状況



第 1号土坑出土土器 第 2号土坑出土土器

PL 65

第13号上坑

遺物出土状況

第 6号土坑出土石製品

第10号土坑出土遺物 第 1号掘立柱建物跡出土石製品



PL 66

４一十幕轟

一
基

一一駕一一一一

北 前 遺 跡

第 1号掘立柱建物跡

霞 第 3号掘立柱建物跡

第 1号溝



「

劇

　

１

１

北 前 遺 跡

第2号清

遺物出土状況

第 1号井戸

，
　
　
　
剖

PL 67

第 2号井戸



PL 68

遺構外出土遺物

1.コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (35号住居 床直)

a:木口、 b:柾日、 c:板 目

北 前 遺 跡

459    a60 %61 A62  熱 63

雪園鷲圏圏口騨欝掛rl13

Oil餞七 繋趙囀彎雷雷驚鐵鱒轡露 114

|   1    200μ  i a

l      1 200μ : b、 c

北前遺跡。炭化材の頭微鏡写真
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